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　夜空には二つの月が浮いている。

　一つは毒々しいほどに朱あかく、一つは冴さえ々ざえと蒼あおく。

　異なる波長の光を地上に浴びせ、二つの月が夜を照らす。

　赤土の大地も、灰色の岩いわ肌はだも、黒い河川も、地表にあるものはその色違いの月光に晒さらされて、双方から違った影えい響きようを受け続ける。

　朱あけの月からは厄やく災さいを。

　蒼あおの月からは豊ほう穣じようを。

　この相違は、比ひ喩ゆや伝承の類たぐいではない。

　朱の月から地上に注がれる〝蝕しよく〟の影響は、文字通り、生命を蝕むしばむ凶悪な毒素をはらんでいる。

　その毒素に冒された、かつて人間だった者達が今──一つの隊商の命運を押し潰つぶそうとしていた。

「退くな！　ここさえ突っ切れば広ひろ野のに出る！」

　隊商の主あるじ、モーベインは悲痛な声を張り上げる。

　それは絶望的な戦いだった。

　味方の戦力は少なく、敵はその数すら定かでなく、夜のために視界は暗く、戦況を打開する策もない──

　本来ならば総崩れになりかねないそんな状況において、隊商を守る兵達はそれでもなお、懸けん命めいに戦い続けていた。

　ただしそれは、彼ら自身が望んでした選せん択たくではない。

　たとえ逃げ出したくとも、現状ではそもそも退路がない。

　彼らは今、左右を崖がけに挟はさまれた渓けい谷こくにおいて、道の前後を敵に挟きよう撃げきされていた。

　必死で片側の突破を試みてはいるものの、背後からは別の一部隊がゆっくりと迫っている。

　入り組んだ地形と夜の暗さとで、遠くを見ることさえ容易ではないが、〝蝕の軍団〟が発する禍まが々まがしい瘴しよう気きは肌にぴりぴりと感じられた。

　その不快な圧力に眉まゆをひそめつつ、隊商を率いるモーベインは先頭で自ら剣を振るう。

「前へ進み続けろ！　立ち止まったら追いつかれるぞ！」

　仲間を叱しつ咤たするその声は、しわがれてはいるもののまだ強い響ひびきを宿していた。

　今は一いつ介かいの交易商人たる彼だが、若い頃ころには狩しゆ猟りよう兵へいとして蝕の群れや盗とう賊ぞく達とも戦っていた。

　齢よわい五十五ともなり、さすがに往年の体力は失ったものの、短時間ならばそこらの新米狩猟兵よりも動ける。

　目の前に立つ黒い鎧よろいの兵を、数合打ち合った後にあっさりと斬きり伏せ、彼はすぐ傍そばで苦戦する仲間の援護に入った。

　倒れた相手は悲鳴も発さず、黒く濁にごった血ち溜だまりへ身を横たえる。

　この場で彼らが戦っている敵は、人の姿をしてはいるものの、もはや〝人間〟とは形容しにくい存在だった。

　感情はなく、おそらくは痛覚もなく、動く人形さながらに殺さつ戮りくを繰り返すその兵達は、蝕しよくに冒された人間の成れの果てである。




　厄やく災さいをもたらす〝朱あけの月〟──




　その月から注がれる光には、蝕と呼ばれる見えない負の影えい響きよう力りよくが含まれている。

　地上のすべてはその力によって汚染される危険性をはらんでおり、人間も例外ではない。

　その影響を最小限にとどめるいくつかの防護手段や生活の知恵はあるものの、それでも毒は少しずつ人体に蓄ちく積せきし、許容量の限界を超えた時点で人を死に至らしめるか、あるいは〝蝕の兵〟へと変えてしまう。

　許容量には個人差が大きい上、侵しん蝕しよく状況を正確に測定する手段もないため、その瞬しゆん間かんがいつ訪れるかは誰だれにもわからない。

　大多数の人間はそうなる前に、別の病やまいや怪け我が、老ろう衰すい等によって寿命を終えるが、運悪く取り込まれてしまった者達は荒野をさまよい、街や隊商を襲おそう厄災へと身を堕おとす。

　モーベイン達を包囲している兵も、かつては人間だった存在──おそらくは、どこかの街の住人や狩しゆ猟りよう兵へい達の成れの果てだった。

　まともに手入れもされていない武器も、身につけた統一性のない防具も、いずれも人から奪うばったものだが、それぞれ朱の月からの瘴しよう気きに汚染されて黒色へと転じている。

　鎧よろいの中身も似たようなもので、彼らの体はもはや動く死体と言って差し支つかえない。

　かつて人だった存在とはいえ、いまさら斬きり伏せることに罪悪感を覚えない程度には、モーベインも割り切れている。

（まぁ、迷いがあろうがなかろうが……ここまで完全に包囲されたら、どう戦っても結果は同じか）

　冷れい徹てつに状況を見定めれば、この戦いの趨すう勢せいは明らかだった。

　前方の群れは突破できそうにない。背後からも更さらなる群れが迫っている。

　それでいて戦闘をやめない理由は明確だった。

　たとえモーベイン達がここで散ったとしても、一人でも多くの敵を葬ほうむれば、次に戦う者達の勝ち目がその分だけ増す。

　あるいはもっと単純に、「最後の悪わる足あ搔がき」と言い換えてもいい。

　どうせ死ぬなら一兵でも多く道連れにする覚悟で、モーベインはひたすら剣を振るい続けていた。

　そんな彼の頭上で、桃色の髪の女おんな海かい賊ぞくがくすくすと嗤わらう。

『あら、足元がふらついてきたわよ？　ご老体はそろそろ潮時かしら』

「抜かせ。貴様の切れ味こそ落ちてきたんじゃないか？」

　すかさず言い返したモーベインに、女おんな海かい賊ぞく〝ダーインスレイブ〟は敵を挑発するような薄うす笑わらいを重ねる。

『手を抜いていることは否定しないわ。こんな血色の悪い連中に本気を出すほど、安い女じゃないの』

　宙に浮いた彼女は人間ではない。

　人の姿を真似まねてはいるが、その正体は竜りゆう鱗りんから作られる武器、〝竜りゆう装そう〟に宿った思念体であり、〝アイギス〟と呼ばれている。

　その容姿と性格はもちろん、武器としての形状や能力も千差万別だが、蝕しよくの軍団を討つ刃やいばであり、狩しゆ猟りよう兵へいを保護する装甲であるという根幹の部分は共通していた。

　優すぐれたアイギスは文字通り、一いつ騎き当とう千せんの活躍を見せる。ただし、それを使いこなせる狩猟兵は決して多くない。

　竜装を扱えるか否いなかは、基本的に本人の才能のみに左右され、努力でどうこうできる余地はほぼない。

　割合としては百人に一人とさえ言われるが、ある程度は遺伝的な要因もあるらしく、親と子、あるいは兄弟姉妹が揃そろって狩猟兵になる例がそれなりに多い。

　この隊商にいる狩猟兵は、モーベイン自身を含めても五人──

　他ほかに二十人ほどの同行者がおり、彼らも竜装ではない剣や盾たてを手にしてはいるが、まともな戦力としては数えられなかった。

　盗賊程度が相手ならばともかく、蝕の軍団に彼らの攻撃はほとんど意味をなさず、もっぱら防戦一方となっている。

　つまるところ──

　この逃げ場のない渓けい谷こくで、数千から数万に及ぼうかという敵に包囲されてしまった時点で、モーベイン達の命運は尽きていた。

（ダーインスレイブの言うとおり……さすがに潮時か）

　隊商はいつの間にか、前へと進めなくなっていた。

　後こう背はいの敵に追いつかれるまでもなく、前にいた敵が左右から背後へと流れ、モーベイン達は崖がけを背に周囲を囲まれてしまう。

　負傷して倒れた仲間を守りつつ、それでもどうにか戦い続けるものの限界は近い。

「ここが正念場だ！　持ちこたえてくれ！」

　言葉としては認めないものの、モーベインは既すでに生還を諦あきらめていた。

　おそらくは部下達も同様だが、その上で戦う意志はまだ捨てていない。

『……あら？　変なのが近づいてきたわよ──』

　頭上のダーインスレイブが、不意に声の質を低く落とした。

　気を抜かずに戦いながら、モーベインは舌打ちを漏もらす。

「むしろ変な奴やつしか見当たらんがな。蝕しよくの兵なんぞ、どいつもこいつも似たような……」

　モーベインはそこで口を閉ざした。

　ダーインスレイブの言う通り──やや離れた場所から、妙な威い圧あつ感かんがゆっくりと近づいてくる。

　正面にいた蝕の兵達が、左右に分かれ道を空あけた。

　彼から放たれる瘴しよう気きは他ほかの兵よりも段違いに濃い。

　蝕の影えい響きようで動く兵達は、概おおむね黒い湯気のような瘴気をその身にまとっている。

　その濃淡には個体差があり、一般には濃い瘴気を持つ相手ほど戦闘能力が高いが、群れの奥から新たに現れたその兵は、鎧よろいが隠れてしまうほどに密度の濃い瘴気をまとっていた。

　ただでさえ大きな体たい軀くが、二回り以上も大きく見える。

　とりわけ異質なのは、顔面を完全に覆おおう双角の兜かぶとだった。

（牛……か？）

　フェイスプレートは、明らかに牛を模した造形となっている。

（視界が狭くなる上に、息苦しいだけだろうに……あぁ、連中は呼吸もしないんだったか）

　相手の異い形ぎように驚おどろきすぎて、一いつ瞬しゆん、吞のん気きな思考が脳裏をかすめた。

　蝕の軍団が身につける鎧や武器は、瘴気で黒く変色してはいるものの、ほぼ全すべてが人から奪うばったものと見ていい。

　つまりはそんな悪趣味な兜を使っていた兵がどこかにいたはずで、世間には変わり者がいると実感させられる。

『……装備品とは限らないわね。ただの飾り物かも』

　モーベインの思考を完全に読み切って、頭上のダーインスレイブがそんな見解を述べた。精神感応などという大層なものではなく、腐くされ縁ゆえの以心伝心である。

「あぁ、それなら……いや、旅芸人の小道具という線はどうだ？　ありそうな話だろう」

『それにしては、少し凝こりすぎだと思うけれど……まぁいいわ。それより、逃げた方がいいんじゃない？　ちょっと普通の相手じゃなさそう』

　歩み寄ってくるその動きは、有あり体ていに言って遅い。だがその遅さが、避け得ない確実な死を連想させる。

「……逃げるために、さっきから突破口をこじあけようとしているんだがな。別に好き好んでこの場で戦っているわけじゃないぞ」

　ダーインスレイブが大おお仰ぎように溜ため息いきを吐ついた。

『逃げようって戦い方してなかったわよ、お爺じいちゃん。さっきから妙に楽しそうで薄うす気き味み悪いくらい』

「……楽しそう……？　……ほう、そうかね」

　彼女の言葉が、モーベインには意外だった。

　傍そばに来た蝕しよくの兵を一刀のもとに斬きり伏せ、彼は薄うすく笑う。

「自分では、てっきり切せつ羽ぱ詰まって醜しゆう態たいを晒さらしているとばかり思っていたんだが……楽しそうに見えたか。こいつはいい」

『ちっとも良くないわ。こんな死に損ないのお爺じいちゃんと心中させられる私の立場は？』

「その点はすまんと思っている。一応な」

　周囲の仲間達は皆、決死の形相で戦っている。夜の闇やみに紛まぎれて見えない顔のうち、いくつかは既すでに殺されてしまったらしい。

　遅いか早いかの違いだけで、自分もすぐその後を追うことになるだろうが、それが〝楽しい〟わけではない。

　ただ──かつて死んでいった家族や戦友達、彼らと同じような状況に今いることが、ほんの少しだけ嬉うれしい。

　死に逝ゆく者達を何もできずに見送ってきた、時にはやむを得ず見捨ててきたことへの罪悪感が、ようやく行き場を得たようにさえ感じてしまう。

　ほんの五年前まで、モーベインは一つの街を率いる長おさだった。

　その時の決断によって幾多の命を犠ぎ牲せいにしつつ、彼は今まで生きながらえてきた。

　仲間達は誰だれもそれを責めない。仕方なかった、最善を尽くした、できることとできないことがある──それはその通りだが、それでもモーベインには罪の意識がある。

　自分の跡を継ぐはずだった最愛の息子むすこさえ、結果として戦死に追いやってしまった。

　一人でも多くの〝蝕の兵〟を打ち倒し、他ほかの仲間達を守って死ぬこと──それは、死んでいった戦友達と同じ道である。

　ようやく、その時が来たのかもしれない。

　近づきつつある牛ぎゆう頭とうの戦士に剣先を向け、モーベインは息を整えた。

　敵の武器は〝斧おの〟だった。牛頭も異様だが、これもずいぶんと珍しい。

　牛頭が立ち止まった。

　モーベインを敵と見定め、彼は間合いの外から巨大な戦せん斧ぷを振りかぶる。

　構えとしては隙すきだらけだが、もし不用意に突っ込めば、リーチが長い戦斧の一撃をまともに受けてしまう。

（まぁ、こっちからわざわざ行かずとも……）

　案の定、次の瞬しゆん間かんには、牛頭はそれこそ牛のように突っ込んできた。

　受け止めるのは無む謀ぼうと察して、モーベインはすかさず真横へ逃げる。

　駆け引きも躊ちゆう躇ちよもない、ただただ力任せの一撃がすぐ脇わきをかすめ、次いで振り下ろされたはずの刃やいばが弾はじかれたように跳はね上がった。

　想定を超えたその速さに、モーベインは舌打ちで応じる。

（こいつ！　でかい図ずう体たいの割に器用な真似まねを……！）

　大振りの初撃はかわされることを前提にしたもので、本命はこの下から振り上げられる第二撃だった。

　上からの斬ざん撃げきは盾たてや刃やいばで防ぎやすいが、下からの斬撃を防ぐのには経験と技術が要いる。もし脚あしの一本でも刈かり取られれば、それでもう普通は戦えない。戦せん斧ぷという珍しい武器も、戦いにくさを助長する。

　モーベインは刃を下向きに添え、跳はね上がった戦斧の軌き道どうを辛かろうじて逸そらす。

　無理に踏ん張らずに、むしろ体を宙に浮かせて跳とび退きながら受け流し、ここは窮きゆう地ちを凌しのいだ。

（馬ば鹿か力ぢからだけの相手なら、どうとでもなるんだが……こいつはちと厄やつ介かいか）

　おそらく生前は名のある狩しゆ猟りよう兵へいだったのだろうが、蝕しよくに冒されてしまえば人類の敵である。

　一度は稼かせいだ距離を一いつ瞬しゆんで詰め直し、モーベインは反撃の突きを見舞った。

　しかしダーインスレイブの鋭い切っ先は相手の鎧よろいに弾はじかれ、その反動でモーベインの側がまた後ろに退ひかされる。

　今度は頭上の海かい賊ぞく娘むすめが舌打ちを漏もらした。

　牛ぎゆう頭とうは微動だにしない。

『他ほかの連中より瘴しよう気きが段違いに濃いわ──装甲の部分は狙ねらっても無む駄だ。せめて隙すき間まか継ぎ目を狙う程度の工夫をしなさい』

「……なにせ老眼でな。しかもこの真夜中だ」

　返した言葉はあながち冗談でもない。

　厳然たる事実として、周囲の暗さは敵にも味方にも厄介だった。敵の有効打を浴びにくい反面、モーベイン達もいくらかミスを重ねている。

　ダーインスレイブの細い刀身で斧おのの斬撃を器用に受け流しつつ、彼は慎しん重ちように相手を観察した。

　戦斧の一撃は大振りに見えて、存外に隙が少ない。隙と見て攻撃を仕掛けても装甲に弾かれ、すぐに強きよう烈れつな反撃を返される。

　防戦一方となりよろめいたところへ、運悪くモーベインの足が蝕の死体に引っかかった。

（……まずい……！）

　転倒こそ免まぬかれたものの、紙かみ一ひと重えの攻防の中ではこうしたわずかな隙が命取りとなる。

　牛頭はこの隙を見逃さない。

　しかしその戦斧が振り下ろされる寸前──

　モーベインの横から飛び込んできた小さな影が、牛頭の手元に痛烈な一撃を加えた。

「レイヴン!?」

「──代わる」

　小柄な少年兵は絶妙のタイミングでモーベインの窮きゆう地ちを救い、そのまま牛ぎゆう頭とうの蝕しよくへ斬ざん撃げきを重ねた。

　装甲と瘴しよう気きに阻はばまれ刃やいばは通らないものの、敵兵は圧おされて後ろへと下がる。

　その動きは目覚ましい。

　彼は大たい剣けん兵へいだが、その武器は大剣と呼ぶには細身だった。

　刃そのものは彼の身の丈たけとほぼ同じ長さだが、一般的な大剣が持つ無ぶ骨こつさ、頑強さには縁がなく、まるで三日月のように細く優ゆう美びな曲線を描えがいている。

　ともすればぽっきりと折れてしまいそうな刃を精せい緻ちに操り、彼は牛頭の戦せん斧ぷをことごとく受け流していた。

　年に似合わぬしなやかなその剣捌さばきに、モーベインは瞠どう目もくする。

　無愛想で無口なこの少年兵は、ほんの一週間前に雇こ用ようしたばかりの新人だった。

　契約金は破格の安さだったが、「腰を落ち着ける街を見つけるまで」という条件があり、要するに部下というよりは目的地までの同行者といったほうが近い。

　狩しゆ猟りよう兵へいでなければ逆に運賃をとるところだが、いざこうした事態に巻き込まれてみると、些さ少しような契約金程度では割に合わないはずだった。

　若くしてこんな地で果てる彼の境遇を思うと、雇やとい主たるモーベインとしても心苦しい。とはいえ、こうした修しゆ羅ら場ばは狩猟兵の常でもある。

　そんな少年兵の頭上では、純白の薄うす衣ぎぬに身を包んだ銀髪の少女が、しきりに甲かん高だかい声を裏返らせていた。

『きゃ、きゃあっ!?　レイヴン、ギリギリで避よけすぎです！　もっと余裕をもって……！　だからそんなに突っ込まないで！　私と違って、貴方あなたは生身なんですからね!?』

　宙に浮いたまま慌あわてふためく彼女は、もちろん人間ではない。モーベインが持つ〝ダーインスレイブ〟と同じく、レイヴンの大剣に宿ったアイギスであり、名は〝ルーナ〟という。

　レイヴンの戦い方に危機感を持っているらしく、その声はやたらと騒がしいが、とうのレイヴンは慣れているのか、まったく気にする素振りもない。

　薄手の法ほう衣えをはためかせ、彼女は泣きそうな声を紡つむぐ。

『モ、モーベインさん！　レイヴンを止めてください！　さっきから危なっかしくて──！』

　ほとんど涙目になって懇こん願がんする可愛かわいらしい聖女に、モーベインはつい苦笑を返した。

「確かに危うい。手伝おう」

　モーベインはダーインスレイブを構え直し、横合いから牛頭へ向かう。

　まだ少年ながら、レイヴンの実力は本物だった。

　ただし、この牛頭の兵を倒せるほどの力量ではない。

　若さゆえの体力と反射神経で凌しのいではいたが、そもそもの体格が違う上に、彼の持つ大剣は複数の敵をなぎ払うのに適した武器でもある。

　こと一対一に限定すれば、通常の剣を扱うモーベインの側に分ぶがあった。

「レイヴン！　この牛ぎゆう頭とうは俺おれとダーインスレイブに任せろ。お前とルーナは周囲の掃そう討とうを頼む。他ほかの敵を俺達に近づけないでくれ」

　レイヴンは我を張ることもなく無言で頷うなずき、素早く身を引いた。

　一息つけたことで、モーベインも冷静さを取り戻す。

（どうせこっちはもうじき死ぬ身だ。捨て身で相打ちなら上々か──）

　自棄やけになったわけではない。あくまで冷静に考えて、今のモーベインがこの相手を無傷で倒そうなどとはおこがましい。全盛期ならいざ知らず、今の彼はとうに引退した老残の身である。

　その覚悟を察したか、ダーインスレイブが耳元で囁ささやいた。

『……あらあら。死ぬ気満々？』

「茶化すなよ。とりあえず、この牛野郎くらいは道連れにしてやろう」

　剣に宿った海かい賊ぞく娘むすめは、不敵に笑う。

『しょうがないお爺じいちゃんね──いいわ。最さい期ごまで付き合ってあげる』

「すまんな。格好をつけたところで、俺らはアイギスの力を借りないと何もできん。さて──」

　長年の相棒を構え直し、モーベインは射い貫ぬくような鋭い眼まな差ざしを牛頭に向けた。

　その直後──眼光とは関係のない一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが、牛頭の眉み間けんを斜めに射貫く。

　実体のない光の矢は瘴しよう気きに遮さえぎられ消滅したが、その衝しよう撃げきで牛頭は大きく頭を反らし、そのまま数歩退いた。

（アイギスの矢……!?）

　モーベインの隊商に、弓ゆみ兵へいはいない。

　付近の崖がけの上に、別の部隊が来ている──モーベインがそう気づくと同時に、聞き覚えのある凜りんとした声が渓けい谷こくに響ひびき渡った。

「一班は降下を急げ！　生存者を引き上げる間、敵を引きつけろ！　弓班はそのまま援護、二班は引き上げの準備！」

　若い娘のきびきびとした声は、まさに闇やみ夜よを裂さく光こう明みようだった。

　有り得ないタイミングでの救援に半ば呆ぼう然ぜんとして、モーベインは崖の上を見る。

　その視界で、竜りゆう装そうに身を固めた十数名の狩しゆ猟りよう兵へいが、複数の滑車とロープを使い一いつ斉せいに戦場へ降り立った。

　そのほとんどが若い娘であり、彼にとっては慣れた顔でもある。

　彼女達はそれぞれの武器を構え、周囲を満たしつつあった蝕しよくの兵を次々に葬ほうむり始めた。

　崖の上から戦場を見守る指揮官に向け、モーベインは声を張る。

「ヴィオレッタ！　なぜここに……！」

「そんな話は後です！　モーベインさん、敵は我々が引きつけますから、負傷者から順に、ロープに体を固定させてください。急いで！」

　隊を率いる女指揮官が、早口に言い返した。

　疲ひ弊へいしきっていたモーベインの部下達にとって、崖がけから垂らされたロープはまさに命綱となる。

　渓けい谷こくは蝕しよくの軍団に埋め尽くされているものの、どうやら崖の上にまでは敵も及んでいないらしい。

（……た、助かった……のか？）

　予期せぬ救出部隊の出現に、モーベインは啞あ然ぜんとする他ほかない。

　そのすぐ傍そばに、青い髪の青年が駆け寄ってきた。

「隊長！　ご無事でしたか」

　街中で偶然、顔を合わせたかのような気安いその声に、モーベインは思わず苦笑いで応じる。

　この窮きゆう地ちを救ってくれたのは、隊商の目的地でもあるヴィオレッタの街の部隊──即すなわち、ほんの五年前までモーベインが指揮していたかつての部下達だった。

　目の前に駆けてきたこの青年も、そんな旧知の一人である。

「ゼニスか。助かった……と言いたいところだが、いいかげんに隊長呼ばわりはよせ。俺おれが引退して何年経たつと思っている？」

「ええと……五年ですね。いまさら他の呼び方に変えるのも、違和感がありまして──」

　わざわざ真顔で答えつつ、ゼニスはかつての上司を守るように、その正面で盾たてと槍やりを構えた。

　少年兵だった頃ころにはいかにも頼りなかったその背中が、今ではすっかり一人前の風格を漂ただよわせている。

（……まったく、俺が年をとるわけだ。あの小こ僧ぞうが、今や俺を助ける立場か──）

　部下達が助かった安あん堵ども手伝って、つい妙な笑いがこみ上げてきた。

　そのゼニスの頭上には、派手なドレスをまとった妖よう艶えんな美び姫きの姿がある。

『ふむ──ここまでもたせるとは、海かい賊ぞく娘むすめにしては上出来じゃの。まぁ、ほぼ持ち主の腕か』

　艶つやっぽい流し目で戦場を見渡し、彼女は夜風のように涼やかな声を紡つむいだ。

　鷹おう揚ような口調の彼女もまた、竜りゆう装そうに宿ったアイギスの一種である。

　均整のとれた肢し体たいを豪ごう奢しやな金細工で、薄紫色の髪を大きな蝶ちようの髪飾りで、まだあどけなさの残る眼まな差ざしを物もの憂うげな色彩で飾りたて、彼女はいかにも尊大な態度でそこに浮いていた。

　その浮き世離れした美しさは、もはや魔性のものに近い。

『ゼニス、こちらのご老体を早々に避難させるがよい。男日照りの海賊娘もすっかりへばっておるようじゃ』

　背後からゼニスの首筋に腕を回し、彼女はその耳元で囁ささやく。

　挑発するような台詞せりふを受けて、モーベインの頭上でダーインスレイブが眼めを据すわらせた。

『……あらあら。欲求不満のメアリーローズお嬢様は、蝕の男でも漁あさりに来たのかしら？　目の前の牛野郎とかお似合いよ。同じ牛同士、気が合うんじゃない？』

　いかつい手てつ甲こうに覆おおわれたダーインスレイブの指先が、金細工で強調された娘の胸元へと向いた。

　モーベインはつい嘆たん息そくしてしまう。アイギスの多くは友好関係にあるはずだが、彼女達は性格が合わないのか、妙に仲が悪い。顔をあわせれば罵ば倒とうの応おう酬しゆうがはじまる。

　ゼニスを守護するメアリーローズは傲ごう然ぜんと胸を反らし、口元に扇を添えてわざとらしく嗤わらった。

『ふふっ……そこな牛を相手に歯が立たぬ身で、わらわを牛扱いか？　そなたも焼きが回ったのう──良かろう、ゼニス。奴やつめを仕留めてみせよ！』

　メアリーローズの持ち主たるゼニスは、近くに寄ってきた蝕しよくの兵を素早く槍やりで突きつつ、その紫し電でんの如ごとき動きとは裏腹の吞のん気きな声を返した。

「……え？　いや、アレとは戦わないぞ？　あっちはアガーテの援護射撃に任せる。こっちは隊長……元隊長を保護して、予定通りに大急ぎで撤てつ退たい。いちいち相手にできないって、あんなの」

『…………ほえ？』

　尊大な態度から一転して、メアリーローズが子供のように頓とん狂きような声を漏もらした。

　牛ぎゆう頭とうの戦士は、崖がけの上から降り注ぐ光の矢に圧おされ、その場から大きく退いていた。

　アイギスによる狙そ撃げきの矢はひっきりなしに、なおかつ正確に続いているが、それでも動きを封じるのが精一杯で、まともに効いてはいない。

　矢の衝しよう撃げきで後ずさったというよりは、矢に気をとられてモーベイン達から意識が逸それているだけである。

　そんな知能程度の低い牛頭を指さし、メアリーローズがあたふたと言葉を重ねた。

『な、何故なぜじゃ、ゼニス！　ほれ、奴もアガーテの放つ矢に怯ひるんでおる！　ここはわらわとそなたの強さを、小生意気な海かい賊ぞく娘むすめに見せつけるべき局面ぞ！』

　見かねたモーベインが制止する前に、持ち主のゼニスがにっこりと、有う無むを言わせぬ笑顔でこの駄だ々だっ子を黙らせた。

「無理だ。戦力差がありすぎる。あれと戦っている間に他ほかの連中に囲まれたらどうなる？　そんなリスクを冒す理由がない」

　メアリーローズが言葉に詰まり、不満げに周囲を見回した。

　見渡せる範囲には、蝕の大軍が絨じゆう毯たんのようにひしめいている。

　狩しゆ猟りよう兵へい部隊の降下によって一時的には戦況を盛り返したものの、それもただの時間稼かせぎにすぎず、この場に長く留とどまるのは自殺行為だった。

『む、むぅ……もしも一対一で戦えば、わらわとゼニスの勝利は揺るがぬというのに……！』

　ゼニスが首を傾かしげた。

「いや、どうかなぁ……俺おれは自信ないぞ？　なんかアレ、他の個体より段違いにやばそうな気がする」

『…………そなたはもう少し空気を読め。わらわに要いらぬ恥をかかせるでない。こういう時は噓うそでも肯定しておくものじゃ』

　見み栄えっ張りなアイギスにやや同情しつつ、モーベインはゼニスの冷静な判断に安あん堵どした。もし彼が戦うつもりであれば、是ぜが非でも止めていたところである。

「その判断で正解だ。あの牛ぎゆう頭とう──他ほかの兵とは明らかに違う。瘴しよう気きの防護が厚すぎて、ダーインスレイブの斬ざん撃げきがまともに通らん」

『噂うわさに聞く変異体ってヤツかしら？　尋じん常じようじゃないわね』

　持久戦が許される状況でもない。

　モーベインの負傷した部下達は、崖がけの上から垂らされた複数のロープにそれぞれ体を吊つられ、手て際ぎわよくこの場から撤てつ退たいしつつあった。

　滑車のついた荷車を支点にロープを引くのは、人間ではなく、竜りゆう鱗りんより生み出された人造生命体である。

　ドラペットと呼ばれる彼らは、その膂りよ力りよくでもって一度に数人の兵を楽々と崖上に引き上げていった。

　やがて隊商の生存者はモーベインを残してほぼ回収される。

　モーベインもゼニス達に守られつつ、再度投下されたロープに自らの体を固定した。

「隊商の荷は諦あきらめてくださいね。さすがに回収する余裕はありません」

　この状況下で、ゼニスの物言いはなおも吞のん気きだった。

「当たり前だ、そこまで耄もう碌ろくはしとらん。それより……ゼニス、気をつけろよ。お前達の撤退時の援護は、上からの弓だけに──」

「問題ありません。この戦法を俺おれ達に仕込んでくれたのは隊長でしょう？　訓練も欠かしていませんよ」

「……そりゃそうだ。すまん、隠居者が余計なことを言った」

　かつての少年兵の成長を頼もしく思いつつ、一方でモーベインは暗あん澹たんたる思いにも駆られた。

　地形を利用した戦い方を彼らに指導したのは、確かに自分である。

　だが、モーベインが想定していたのは少数の囮おとりによって敵を崖地に誘い込み、反対側からそれ以上の戦力で包囲するという攻めの戦術だった。

　今は攻めるどころか、蝕しよくの大軍を前にして撤退することしかできない。

　ロープに引き上げられながら、モーベインは眼下の光景に改めて慄りつ然ぜんとする。

　朱あけの月と蒼あおの月──

　二種類の混ざり合う月光に照らされた渓けい谷こくは、黒い鎧よろいの一団に埋め尽くされていた。

　彼らを押しとどめ、真下で戦う狩しゆ猟りよう兵へい達はほんの十人ほど──

　数分以内には彼らも崖の上に撤退しているはずだが、さすがに圧倒的な戦力差を痛感してしまう。




（我々は、こいつらに──勝てるのか……？）




　この星の表面にへばりついて細々と生きる人類と、その人類を取り込んで増え続ける〝蝕しよく〟の軍団──

　以前はそれでもバランスがとれていたが、どういうわけか、人類側の戦況はここ数年で徐々に悪化しつつある。

　黒い瘴しよう気きに覆おおわれた死神の群れを眼下に、老いた狩しゆ猟りよう兵へいは我知らず、小さな舌打ちを漏もらしていた。







[image: 一章　骸の上の街]







　人が生き残るためには何が必要か。

　まずは空気、水、食料。これらが調達できなければどうにもならない。

　さらには、熱すぎず寒すぎない環境。炎に灼やかれ、氷漬づけで生きられるほど人類は頑がん丈じようではない。

　種の存続という意味では異性も必要となる。

　それなりに安全な寝床も欲しいし、更さらに文化的な生活をと望めば、必要なものは大幅に増える。

　細かな要素を挙げればきりがない。

　だが、もっとも重要な要素を一つ挙げるとするならば──




（〝竜りゆうの骸むくろ〟──次の移住先、見つからないな……）




　ヴィオレッタの街の軍師、ゼニスにとって、このことは頭の痛い問題となっていた。

　早朝から、宿舎の寝台で横になったまま、彼はぼんやりと寝起きの頭で思案を巡らせる。

　竜の骸は、この広大な世界においてほぼ無数に点在している。

　大きさに個体差はあるものの、概おおむね街をまるごとその背に宿すほどに巨大であり、一見すると木々の茂しげった山のようにさえ見える。

　骸の主ぬしである竜達はしかし、今の世には存在していない。

　彼らは人類が生まれる以前の、遠い過去において絶滅した。

　しかし長すぎる歳月を経て、その肉を土ど壌じように変えてもなお、その骨は風化することもなく古いにしえの〝竜〟としての形状を保っている。

　竜の骸は、蒼あおの月から注ぐ恵みの光の受け皿でもある。

　この光を受けて、骸に眠る竜の力、〝ドラゴンロア〟が活性化し、その力を利用することによって、人類はこの世界でどうにか命を繫つないできた。

　その用途はあまりに幅広い。

　たとえば、ロアは灯あかりとなり熱源となる。

　適切な素材と仕組みを活用することで、照明や調理、湯沸わかしにはもちろん、武器や防具の製作、簡単な動力機関、さらには植物の活性化による収しゆう穫かく量りようの増加等、生活の根幹を支える重要な要素にドラゴンロアは広く関かかわってくる。

　それらの力の供給元が、骸の背、中心付近にある巨大な水色の結晶体──全高百メートルにも及ぶ〝撃げき鱗りん〟だった。

　撃鱗は、すべての骸に一つずつしか存在しない。

　その巨大さゆえに持ち運ぶことはできず、破壊することすら容易ではないが、この撃鱗がエネルギーを供給する蛇じや口ぐちのような役割を果たし、街の生命線となっていた。

　そして撃げき鱗りんとドラゴンロアには、もう一つ、極めて重要な性質がある。

　活性化したドラゴンロアは、一定の範囲内において、朱あけの月から地上に降り注ぐ蝕しよくの影えい響きようを遮しや断だんする──

　この性質があればこそ、過去の人類はどうにか侵しん蝕しよくに抵抗し、ここまで命をつないできた。

　地表の大部分が不毛の荒野と化したこの世界でも、蝕の影響が及ばない骸むくろの上に限っては、豊かな生態系を育はぐくむ土ど壌じようが存在している。

　腐ふ敗はいした竜りゆうの肉を苗なえ床どことして、植生の世代交代が幾いく重えにも繰り返され、そうしてできた良質な腐ふ葉よう土どが花や草木の命をつなぎ、それらを食料とする獣けものもまた骸に集まった。

　更さらに骸は、蝕の影響で汚れた水を浄化する天然の濾ろ過か装置ともなっている。

　竜の骸からは清せい浄じような真水が豊富に湧わき出す。その水は時に川や滝たきとなって周辺一帯を潤うるおし、動植物を生かしてきた。

　そして骸から離れるにつれ、流れ出た川の水は蝕の影響にさらされ、黒く変質していく。

　蝕の毒素を含むそれらの水は、人間はもちろん獣さえ死に至らしめ、場合によっては蝕の尖せん兵ぺいへと変えてしまう危険なものだった。

　つまるところ──




　人類は、〝竜の骸〟の上にのみ、辛かろうじて生活圏けんを得ている。




　人は竜の背を耕たがやし農作物を育て、土を穿うがって水を汲くむ。

　さらには発掘したドラゴンロアの結晶体、〝竜りゆう鱗りん〟を、特殊な武器や防具、道具へと加工し、蝕の侵攻からも身を守ってきた。

　そして、骸の上からめぼしい竜鱗や資源が尽きると、次の竜の骸を探しだして移住を繰り返し──旅を重ねながら、幾重にも世代をつないできた。




　人が生き残るためには、何が必要か。




　ヴィオレッタの街は今、資源の枯こ渇かつを目前にして、その命題に直面していた。

　街の軍師たるゼニスは、毛布にくるまったまま低く唸うなる。

（……うちの探索班は、そりゃ取り立てて有能ってわけじゃないけれど、別に怠なまけているわけでもない。単純に、この付近にまともな骸がもう残っていない可能性もある──）

　骸の探索班から、報告がまったくないわけではない。ただ、見つかる骸は既すでに居住者がいるか、竜鱗を堀り尽くして捨てられた廃はい墟きよばかりで、朗ろう報ほうがまだ届いていない。

　資源が枯渇した骸も、数百年もすれば再びドラゴンロアの結晶化が進み、土壌も活力を取り戻す。ただ、それを待つ余裕はさすがにない。

（やっぱり、探索範囲を更さらに広げるしかないか──）

　口で言うのは容易たやすいが、少人数での遠征は極めて危険な行為となる。

　蝕しよくや盗とう賊ぞく、野生の怪物等、襲おそってくる敵も多いため、多くの街でそのまま行方ゆくえ不明になる例が後を絶たない。

　かといって大人数を動かせば、補給物資の必要量が増えるばかりでなく、狩しゆ猟りよう兵へい本来の役割である街の防御が疎おろそかになってしまう。

　頭の痛い問題はそれだけではない。

（……たとえ移住先を見つけたとしても……あの蝕の大群をどうにかしない限り、遠からずうちも壊滅か……？）

　つい昨夜、ゼニス達は、先代の隊長たるモーベインを蝕の群れから救った。

　闇やみ夜よのことで敵の規模も把は握あくしきれてはいないが、少なく見積もっても、おそらくその兵数は万単位に及んでいた。

　視界に入らなかった者達も含めれば、あるいは十万を越えてくるかもしれない。

　寝台の上で、ゼニスは夢うつつにぼんやりと思案を続ける。

（今、この街が平へい穏おんなのは、単純に蝕の軍団が迫っていないからだ。あの規模の軍勢にもし攻められたら、こっちは敗走するしかない。それがわかっているのに、移住先の骸むくろもなければ、奴やつらを倒すための妙案もない──）

　寝ぼけ眼まなこのままで解決策の見えない問題を抱かかえ込み、ゼニスは寝台の上で寝返りをうった。

（……二度寝しよ。せめて今は、寝て現実から逃避しとこう……）

　全力で二度寝を試みる彼の耳元で、しゃーこ、しゃーこと奇妙な音がした。

　窓から差し込む日光をやや鬱うつ陶とうしく思いながら、ゼニスは薄うす目めを開ける。

　見慣れた床の上。

　そこでは、全身を黒い毛に覆おおわれた猫ねこのような生き物が、一心不乱に包丁を研といでいた。

　ずんぐりと丸い体に太く短い四し肢し、耳や肉球の形状は猫そのものだが、妙に太い尻尾しつぽは鱗うろこに覆われ、背中や手足の一部などにも鱗状の装甲がある。ただし装甲とはいっても感触は肉球のそれで、要するに防御力には期待できない。

　ついでに背には蝙蝠こうもりのような一いつ対ついの翼つばさも生えていたが、これも単なる飾りであって、彼に空を飛ぶ能力はない。

　金色の大きな眼めを見開き、その生き物は律りち儀ぎに正座をしたまま、ただひたすらに包丁を研ぎ続けている。

　迷いのない所作は美しい。

　慎しん重ちようかつ軽やかな一定のリズムを保ち、まるで包丁の中にいる何者かへ語りかけるように、しゃーこしゃーこと真しん摯しに刃やいばを研ぎ澄ませる──その様はまさに、熟練の職人さながらだった。

　体こそ全体的にモフいものの、そこには確かな技ぎ巧こうと経験の蓄ちく積せきが感じられる。

　やがて作業が一段落すると、彼は陽光に刃やいばをかざしてその光こう沢たくを確認し、出来映ばえに満足したのか、鷹おう揚ように頷うなずいて包丁を脇わきに置いた。

　そして次に颯さつ爽そうと取り上げたのは、ゼニスが日ひ頃ごろ使っているフォークである。

「……待て待て。研とぐな。それは研ぐな。危ないから」

　のっそりと寝台から起き上がり、ゼニスは彼の傍そばにしゃがみ込んだ。

　猫ねこ型がたドラペットの〝クロ〟は不思議そうに小首を傾かしげ、傍かたわらに置いていた小さな黒板を手に取る。

　そして肉球のついた指で器用に白はく墨ぼくを握り、彼は黒板にちゃかちゃかと几き帳ちよう面めんな文字を綴つづった。




【　フォークは最後の武器　】




　いつものように顎あごの下を撫なでてやりながら、ゼニスは欠伸あくびを漏もらす。

「その武器で何に勝つ気だ……？　そっちのぴっかぴかの包丁で充分だろ。名めい匠しようの仕上げたナイフみたいになってるぞ──」

　魔性の輝きすら宿した包丁は、その切れ味を想像するだに恐ろしい。もはやまな板ごと斬きれてしまいそうで、料理に使うのが躊躇ためらわれる。

　研ぎ師の才能を持つその猫のような生き物は、当然のごとく猫ではない。そもそも生き物なのかどうかすら疑わしい。

　ドラペットと呼ばれる彼らは、各種の竜りゆう装そうと同様、発掘された竜りゆう鱗りんから鍛か冶じ師しの手によって生み出される特殊な人造物だった。

　基本的には物資の運うん搬ぱんや簡単な農作業等、単純労働をさせる目的で活用されるが、戦闘に役立つ能力を持つ個体もあり、種類によって役割が大きく異なる。

　ゼニスの宿舎で起居する〝クロ〟は、極めて珍しい猫型のドラペットであり、主な業務は昼寝と日ひ向なたぼっこ、副業で鍛冶手伝いをこなし、読み書きまで駆使する極めて優秀な個体だった。

　クロは続けて黒板に文字を綴る。




【　フォークの次はカナヅチを研ぐ予定でした　】




「……それを刃物に仕上げるのは大変だろうなぁ……やめとけ」

　──優秀すぎて若じやつ干かん、人知を超えた言動をとることもあるが、宿舎暮らしのゼニスにとっては、寂しさを紛まぎらわす頼もしい同居人となっている。

　妖あやしいまでに研ぎ抜かれた包丁と、研がれる前に回収したフォークを簡易キッチンに仕舞い、ゼニスは窓から外を眺ながめた。

　ちょうど正面の遥はるかな先に、巨大な竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつが見える。

　頭だけでも小山ほどの大きさがあるため、一見するとそれが生物の屍しかばねとは認識しづらい。

　かつて地上を闊かつ歩ぽしていたはずの竜も、今やこの乾いた大地に屍を晒さらし、その上に人や獣けもの、虫や植物といった他ほかの生物が集つどっている。

　そうした竜の骸むくろはこの地上においてほぼ無数に存在するが、それほど栄えていた彼らが絶滅に至った理由は定かでない。

　人類がこの荒こう廃はいした世界でようやく文明を得た時、既すでに竜達は太古の化石となっていた。

　ゼニスはクロを適当にモフりつつ、寝起きの頭で思案を重ねる。

（……骸も蝕しよくも、俺おれ一人でどうこうできる事じゃないしなぁ──探索班が手て頃ごろな骸を見つけてくれるのを祈りつつ、こっちで今できるのは……それこそ狩しゆ猟りよう兵へいの訓練くらいか）

　可能ならアイギスと狩猟兵の数そのものを増やしたいが、街の財政状況を思うとそれも難しい。ついでに、安く雇やとえる兵など質が知れている。

　鬱うつ々うつとした思考を前向きに切り替えたところで、窓越しに若い娘達の声が聞こえてきた。

「……エカル、あんまりゼニスに負担をかけちゃダメだからね……？」

「え!?　フラ姉がそれ言っちゃうの……？　大だい丈じよう夫ぶだよ、ゼニス優やさしいもん。アガ姉だって、ゼニス以外の人にしてもらうのとか無理でしょ？」

「んー、そうねぇ……まぁ、私は腕さえ良ければ他の子でも別にいいんだけど、フラーメは間違いなく無理よね？」

「……それは、だって……他の人には頼みにくいし……」

「頼みにくいとか以前に、フラーメの場合、他の人が相手じゃご褒ほう美びにならないわけでしょ？」

「姉さん！　ご褒美って、そんな言い方！　……別にそういうわけじゃなくて、ただ疲労回復に効果的だからって……」

「フラ姉、声が大きいー！　ゼニスが起きてたらそろそろ聞こえちゃうよ？」

　その懸け念ねんはあまりに手遅れだった。

　三人娘のよく響ひびく声は、ゼニスにとって聞き慣れたものである。

　いつものことながら会話の内容にやや不ふ穏おんな気配を察し、彼はクロにそっと耳打ちをした。

（……クロ、俺は〝お出掛け中〟ってことで頼む）

　小声での指示に、クロは肉球を掲げてこっくりと頷うなずいた。

　そしてゼニスは、クローゼットとは名ばかりの物置に素早く身を隠す。

　ほとんど間をおかずに、声の主ぬし達が宿舎の合い鍵かぎで扉を開けた。

「ぜーにーすっ！　あーそーぼー！」

　子供らしい甲かん高だかい声が元気に響きわたり、次いでそれを叱しかる声も聞こえた。

「エカル！　他の部屋でまだ寝てる人もいるんだから、大声出さないの！」

　文字通りに目が覚めるような二人の大声を受けて、ゼニスは内心で両りよう隣どなりの住人に詫わびる。

（……エカルはいい加減、ノックを憶おぼえろ。あとフラーメも声を出し過ぎだ──）

　ただでさえ元気の有り余っている面子メンツではある。

　ゼニスの部屋に踏み込んできた彼女達は、近きん隣りんの街から〝緋ひ色いろの三姉妹〟などと呼ばれる気鋭の若手狩しゆ猟りよう兵へいだった。

　弓を扱あつかう二十二歳の長女、アガーテ。

　剣を扱う十八歳の次女、フラーメ。

　大剣を扱う十四歳の三女、エカルラーテ──

　ゼニスにとっては三人とも幼い頃ころからの身内だが、今の彼女達は、若いながらもこの街の中心戦力といっていい。

　その小娘らしからぬ──見方によっては人間離れした域の戦闘力は、敵からは畏い怖ふを以もつて、味方からは賞賛を以て、そしてゼニスからは生なま温ぬるい視線を以て評価されている。

　単に強いばかりでなく、彼女達は容姿でも人目を惹ひく。

　緋色の云うん々ぬんという呼び名通り、それぞれ髪の色は赤いが、姉妹にしては濃淡の幅が大きい。

　ポニーテールに結った長女アガーテの髪は濃い赤、ストレートロングの次女フラーメの髪は鮮やかな赤、ツーサイドアップにまとめた三女エカルラーテの髪はさらに明るく薄うすめの赤と、見た目の印象がかなり異なる。

　性格も、天然を装よそおったたおやかで腹黒な長女、生き真ま面じ目めで常識を弁わきまえた次女、天てん真しん爛らん漫まんで物事を深く考えない三女と、あまり似ていない。

　一方で共通点もある。

　余計な信者がつくほど整った顔立ち、無意味に発育のいい健康的な肢し体たい、無む闇やみ矢や鱈たらと活力に満ちた眼まな差ざし──そういった外見的な要素に加え、三人ともが竜りゆう装そうを扱あつかう優すぐれた才能に恵まれている。

　街では昔から美人三姉妹として評判だったが、狩しゆ猟りよう兵へいとしても実力を発揮するにつれ、今やちょっとした英雄扱いとなってしまった。

　部屋に遠えん慮りよなく踏み込んできた彼女達の姿が、クローゼットの隙すき間まからわずかに覗のぞき見える。

　妙に胸回りを強調した彼女達の服装は、一般的な狩猟兵のそれとはだいぶ趣おもむきが異なるが、あざとい格好には一応は理由がある。

　蝕しよく相手には通じないが、盗とう賊ぞくやその他ほかの狩猟兵などの敵が、わずかでも助すけ平べい心ごころを出して視線を動かした場合──たとえごく一いつ瞬しゆんであっても、そこに隙が生じる。

　その瞬間を彼女達は決して逃さない。

　えげつないこの戦術は長女アガーテの発案だが、実際にそこそこ有効らしく、軍師たるゼニスは〝戦術〟という言葉の奥深さと汎はん用よう性せいに慄りつ然ぜんとしたものである。

〝引っかかるほうがアホ〟とはアガーテの弁だが、そんな理由で負ける相手には男としての同情を禁じ得ない。

　そのアガーテは、がらんとしたゼニスの部屋を見回し、妙に弾はずんだ声をあげた。

「……あら？　留守みたいよ、フラーメ。ほら、今なら何してもバレないかも。ベッドにする？　それとも服？」

　彼女はくすくすと笑いながら、真ま面じ目めな妹の露あらわな背中を押した。

　フラーメは狼ろう狽ばいしてその場に踏みとどまる。

「ちょっと、姉さん……！　この間のは気の迷いだから！　すぐ戻ってくるかもしれないでしょ？　朝ご飯でも食べに行ったとか……」

　その言葉の途中で、三女のエカルラーテが部屋の隅すみに逃げていた黒い毛玉へと飛びついた。

「わぁい、クロだぁ♪　つっかまーえたっ！　んー！　クロは今日もモフいねー。かわいいねー！　ふっかふかだねー！」

　眼めにも留まらぬ速さで捕ほ獲かくされたクロが、無表情のままで頰ほおずりを受けはじめる。

　そもそも彼は常に無表情であり、喜き怒ど哀あい楽らくをあまり見せない。ドヤ顔はたまにあるが、その印象もポーズや黒板からの文字情報に頼る部分が大きく、表情そのものの変化には極めて乏しい。

　次女フラーメが脇わきからクロの顔を覗き込んだ。

「ねぇ、クロ。ゼニスはどこに行ったの？」

　長女アガーテも後ろから囁ささやく。

「今日こそは〝息抜き〟に付き合ってもらおうと思って。特にフラーメには、昨日の活躍のご褒ほう美びもあげないとね？」

「……姉さん？　そういう言い方、ほんとにやめて。あくまで疲れをとるのが目的だから。下心とかないし」

　低く押し殺した妹の声を、アガーテは即座に笑い流した。

「下心……ないの？　ふーん……へえー……ほおー……」

「………………当然でしょ。こんなことでふざけるほど子供じゃないもん」

　やや赤面してむくれたフラーメが、じろりと姉を睨にらんだ。

　クローゼットに隠れたゼニスは、今日のスケジュールを整理しながら思案を重ねる。

（フラーメ達の〝息抜き〟に付き合う余裕……今日は、ないよなぁ）

　そもそも彼には軍師としての仕事がある。ことに今日は、救出したモーベインから昨夜の状況を詳しく聞いておきたい。

　何かを期待しているらしいフラーメには悪いが、ゼニスはあえて隠れ続ける。

（……クロ、俺おれは今、〝お出掛け中〟だからな……）

　若き軍師が無言で祈る中──

　三女のエカルラーテに抱かかえられたクロは、小さな黒板に白はく墨ぼくでカリカリと文字を綴つづりはじめた。

　最後に肉球の拇ぼ印いんをポンと押し、彼は悠ゆう々ゆうたる態度で記した文字を正面へと向ける。




【　そこのクローゼットの中に、お出掛け中　】
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「……隊商の荷は全滅、同行者二十五名のうち七名が死亡もしくは行方ゆくえ不明、十名が骨折等の重傷、八名が軽傷──」

　隊舎の隊長室。

　まとめられた報告書を確認しながら、部屋の主あるじたるヴィオレッタは深い溜ため息いきを吐ついた。

　彼女の前には今、先代の隊長であるモーベインが座している。

「──大損害、ですね」

　かつての上司の顔色をうかがうと、モーベインは黙もく禱とうするように眼めを伏せていた。

「……あの軍勢を相手に十八人も命が助かったのは、むしろ奇跡的だ。お前達には感謝している。だが……死んだ連中には申し訳ないことをした。やけにならず、時間稼かせぎに徹てつしていれば、もっと被害を減らせたかもしれん──」

　言いたいことはわかるが、こればかりは運命としか言いようがない。

「仕方ありません。普通に考えて、救援を期待できる状況ではなかったはずです。救出作戦が成功したのも、あくまであの地形だったからこそ──我々がモーベインさん達を見つけられたのも、ほぼ偶然でした」

　最初に違和感に気づいたのは、軍師のゼニスだった。

　哨しよう戒かいを兼ねた夜間訓練中、彼は荒野に複数の獣けものの足跡を見つけた。

　イノブタの蹄ひづめと思おぼしきその跡は、何かから逃げ出すように一方向からほぼ直線的に続いており、念のためにと索敵班を出した結果、その先の渓けい谷こくに蝕しよくの大軍を見つけた。

　同時に、彼らに囲まれつつあったモーベイン達をも発見し、急きゆう遽きよ、昨夜の救出作戦が決行された。

　残念ながら全員を救うまでには至らなかったが、作戦は概おおむね成功したといっていい。

「昨夜、遭そう遇ぐうした蝕の大軍は……やはり、ヒックスやオーディルの街を壊滅させた連中でしょうね？」

　その可能性を指摘するヴィオレッタの声は、自然と覇は気きのないものになった。

「おそらくな。街を襲おそったことで、短期間で更さらに数が膨ふくれ上がったと見るのが妥だ当とうだろう」

　応じるモーベインの顔色も冴さえない。

　その二つの街は、ここ半月のうちに蝕の軍団に襲われ続けざまに壊滅した。

　街から逃げた住民達も、その多くは荒野で瘴しよう気きを浴び、死に至ったと推測できる。

　蝕の影えい響きようは、朱あけの月よりあまねく地上に降り注ぐ。

　その瘴気に汚染された者が辿たどる道は二つ──

　多くは身体からだの不調を訴え、そのまま死に至る。

　そしてそうならなかった者達は、蝕に取り込まれその尖せん兵ぺいとなる。

　この〝侵しん蝕しよく〟は不可逆的に進むため、回復することはまずない。

　自ら生せい殖しよく能力を持たない蝕の軍団にとってみれば、街を襲い住民を蝕の影響に晒さらすのは、戦力を増強する手段でもあった。

　言語も解さない彼らにそうした知能があるのかどうかは疑わしいが、その行動の裏にあるのが歪ゆがんだ知性であろうとただの本能であろうと、人類の脅きよう威いである点は変わらない。

　蝕の軍団が近きん隣りんの街を襲い、勢力の拡大を続けている──この厄やつ介かいな現状を前にして、ヴィオレッタ達はまだ、有効な対策を打ち出せずにいる。

　モーベインが思案顔のまま腕を組んだ。

「早いところ、荷物をまとめて逃げ出したいところだが……」

「次の移住先がまだ見つかっていません。近くに逃げるのはかえって危険ですし……あるいは、このまま連中が明後日あさつての方向へ進軍してくれる可能性もあります」

　その言葉が楽観的に過ぎることは、ヴィオレッタも重々承知している。ただ、現実として蝕が一番近い街を襲うとは限らず、また全方位に広がるわけでもない。

　彼らは竜たつ巻まきのようなもので、衝しよう突とつする時には衝突するが、確率的にはスルーされて、近きん隣りんにある別の街が襲おそわれる可能性のほうが高いとさえ言えた。

　運悪く壊滅に至った街の近隣にも、他ほかに複数の街があったが、それらは今も健在である。

　したがって、蝕しよくへの対策を論じた場合──結論は、「倒せる規模ならば早急に倒す」、「倒せない規模ならばしばらく様子を見る」というあたりに落ち着きやすい。

　これまでもそうだったし、これからもそうせざるを得ない。多くの場合、その他の選せん択たく肢しには何かしら無理がある。

「なんにせよ、警戒だけは強化しておいたほうがいい。索敵班には苦労をかけることになりそうだが──」

　モーベインの真剣な声に、ヴィオレッタはつい笑みを返した。

「隊長職に復帰されますか？　顔つきが現役時代に戻っていますよ」

　彼が難しい顔をして唸うなっている姿は、五年前までその副官を務めていたヴィオレッタにとって、妙に懐なつかしい。

　モーベインが白しら髪が頭あたまをがりがりと搔かいた。

「からかうな。俺おれはもう、悠ゆう々ゆう自適の引退生活を満喫するはずだったんだがな──せっかくの荷は全滅だし、負傷した連中の治療費も面倒見てやらんといかんし、踏んだり蹴けったりだ。しばらくは商売どころじゃないから、無事だった連中も解かい雇こ……ん？」

　何かを思いついたらしく、彼はふと天井を仰あおいだ。

「ふむ……ヴィオレッタ、物は相談だがな」

「モーベインさんの御相談なら、大たい概がいのことは聞けると思いますが……なんでしょう？」

「こっちも無理を言う気はないから安心しろ。俺を含めて、軽傷だった八人のことだ。そのうち四人は、竜りゆう装そうも扱あつかえるれっきとした狩しゆ猟りよう兵へいでな。新米だったり老いぼれだったりと、正規の狩猟兵にするにはちと問題があるが……そこそこ腕の立つ奴やつもいる。短期間でいいから、蝕の軍団が遠ざかるまでの間、街で雇やとってくれんか？　契約金は要いらんから、当面の生活費をどうにかしてくれればいい」

「……え？　いえ、しかしそれは……」

　ヴィオレッタが戸惑ったのは、彼の要求が過か剰じようだったからではない。むしろその逆である。

　モーベインが申し訳なげに片目を瞑つぶった。

「重傷の連中が回復するまででいい。奴らが動けるようにさえなれば、また商売を再開できる。そうしたらこっちで引き取るから──もちろん俺も、その間は一狩猟兵として働く。どうだ？　かつての上司を顎あごで使えるぞ」

　ヴィオレッタは目眩めまいを覚えた。

「冗談にも程ほどがあります。モーベインさんをそんな扱いにできるわけがないでしょう。ゼニスが卒倒しますよ」

「お前らは俺おれを買いかぶりすぎなんだ。俺が隊長をやっていた期間が長かったのは、単なる惰だ性せいだぞ？　優秀だったわけでもなんでもない。むしろ他ほかの連中が面倒くさがって、立場の弱い俺に押しつけていただけだ」

　謙けん遜そんしているつもりはないのだろうが、ヴィオレッタにしてみれば、これはもはや妄もう言げんの類たぐいだった。

　さして裕福でもないこの街が、ヴィオレッタの代までこうして存続できたのは、紛まぎれもなくモーベインの功績である。彼女自身、子供の頃ころから彼を範として育ってきたし、隊長職を引き継いだ後もそれは変わらず、判断に迷った時には「もしも彼だったら」と考える癖くせがついていた。

　そんな人物を顎あごで使う状況など、容認できるはずもない。

「部下の軽傷者については引き受けます。重傷者の療養の手配も任せていただいて結構です。ですが……モーベインさんが一時復帰するというなら、せめて相談役扱あつかいにさせてください。でないと、街の長老達も私達も納なつ得とくしません」

　モーベインが困ったように眉まゆをひそめた。

「大げさな……まぁ、肩書きはなんでもいいさ。懐ふところ事情もわかっているから、大金を要求する気もない。仲間の生活費と、負傷した連中の治療費くらいは稼かせがせてくれ」

　一応の同意を得て、ヴィオレッタは頷うなずく。

「わかりました。具体的な金額については念のため、うちの財務担当に相談しましょう」

「財務担当？　俺が引退した後、そんな役職ができたのか？」

「はい。ちょうど今、外で働いています」

「……外？」

　立ち上がったモーベインが、窓辺に身を寄せた。

　ヴィオレッタも執務机に座したまま、並んで外へ視線を向ける。

　今朝けさも隊舎の敷地では、数人の狩しゆ猟りよう兵へいが思い思いに訓練をしていた。

　昨夜の出撃明けだけに、素振りや走り込み、腕立てや腹筋といった軽めの運動が主だが、その一いち隅ぐうに異質な空間ができている。

　屋根と地上との間に張られた布製の日ひ除よけ。

　竜りゆう骨こつをフレームにした折り畳たたみ式の簡易寝台。

　ぬめりのある液体をなみなみと湛たたえた洗面器。

　そして、寝台で俯うつぶせに寝そべった水着姿の若い娘──

　その隣となりでは、両手を濡ぬらした青い髪の青年が、あらゆる感情を押し殺した蝕しよくの兵のような眼めで、娘のつややかな背中を撫なで回している。

　ヴィオレッタにとっては慣れた光景だったが、モーベインはそっと視線を室内に戻した。

「……何事だ、アレは？」

「希望者へのマッサージです。ほぼ出撃後の恒こう例れい行事になっています」

　ヴィオレッタは淡々と応じる。

　モーベインの引退後、部隊には良くも悪くも様々な変化があったが、目の前の光景もその一例だった。

「あのオイルマッサージは、はじめは三姉妹が、ゼニスに対する罰ゲームとして冗談で要求したのですが……その技量が当人達の想像以上だったらしく、あまりに快適そうなその姿を見て、他ほかの狩しゆ猟りよう兵へいからも要望が出まして。回復効果も高いということで、半年ほど前から、出撃後の希望者に許可を出すようになりました」

「……いや、あれはしかし……」

　モーベインは、かなり引いている。

　彼が言いたいことはヴィオレッタにもわかる。が、言わないほうが良いこともある。

　多くの言葉を吞のみ込んだ上でそっと目め頭がしらを押さえ、かつての上司はようやく一言を絞り出した。

「……ゼニスの奴やつ、役得だろうに喜んでいるようには見えんな？」

「それはそうでしょう。慣れれば単なる労働です。真ま面じ目めな性格に邪じや魔まされて、うっかり手出しすらできない分、精神的なストレスもそれなりのものと思います」

　彼の中で、自制心と自己嫌けん悪おの悪あく循じゆん環かんが起きていることは想像に難かたくない。

「それがわかっていて、あえてやらせているのか……ちと悪趣味が過ぎるぞ」

　さすがにモーベインが気の毒そうな声を漏もらしたが、彼の感想はヴィオレッタも過去に通った道だった。

「しかし、仮に禁止するとなると、おそらく狩猟兵達の活動と士気に支障が出ます」

「支障だと？　疲れくらい、充分に寝ておけばとれるだろうが。そもそもマッサージなら専門の人材に頼んだらどうだ？　金は多少とられるだろうが、いくら予算が厳しいとはいえ、その程度はたいした額じゃあるまい」

　モーベインは呆あきれた様子だったが、事態は彼の想像より深刻だった。

「信じられないかもしれませんが……専門の人材よりも、ゼニスの方が技術は上です。私も身をもって体感しましたが、人間業わざとは思えませんでした」

「…………試したのか……お前、性格変わったか？」

　困惑するモーベインの問いを、ヴィオレッタは視線を逸そらすことでごまかした。

　試してみたのは一度の気の迷いである。彼女は今のモーベインと同様、ゼニスのために専門の業者を呼ぼうと提案したが、ほぼ全員に反対され、何故なぜか自分も体感する羽目になってしまった。

　ゼニスもそこで手を抜けば良かろうに、彼は妙なところで常に真しん摯しである。

　結果として、ヴィオレッタもその卓たく抜ばつした技術を認めざるを得なくなった。

　もはや天与の才としか言えないが、思えばいつぞや、ゼニスは医術に興味を持ち、医学書を読みふけっていた時期があった。その時に、人体の構造や関節、筋組織に関かかわる情報をいろいろと得ていたらしい。

　モーベインがしばらく唸うなった末、吐き出すように呟つぶやいた。

「ともかく、あれはやはりまずいだろう。引退した身で今いま更さら、風紀の乱れがどうこうと言うつもりはないが……ゼニスの奴やつ、いずれ胃に穴があくぞ。ただでさえ心労が祟たたりそうな性格だってのに」

　現在そのマッサージを受けているのは、水着姿の三女、エカルラーテだった。

　当人はご満まん悦えつらしく楽しげだが、十四歳にしてはやけに成熟したその肢し体たいを前に、ゼニスは無心を保とうとして眼めがうつろに転じている。

「……とりあえず、あの哀あわれな財務担当をこっちに呼んでやれ。俺おれとお前の用事なら、三姉妹も解放するだろう」

「延期になるだけでしょうが、確かにこちらを優先してもらわないと困りますね──おい、ゼニス！　ちょっと執務室に来てくれ！」

　ヴィオレッタは窓から毅き然ぜんとして声を張った。

　日ひ除よけの下でエカルラーテを撫なで回していたゼニスが、はっとした様子で窓に顔を向ける。

「は、はい！　すぐに！　……ごめん、エカル！　隊長に呼ばれた。今日のところはここまでで──」

「……ふわぁ……はふ……？　ん……行ってらー…」

　充分に堪たん能のうした後らしく、ごねることもなくエカルラーテはゼニスを解放した。

　脱力して寝台に伏したその姿は艶なまめかしいが、寝入る寸前の表情は年相応に幼い。

　そんな妹とは裏腹に、日除けの傍そばで素振りをしていたフラーメが慌あわてふためいた。

「えっ!?　ゼ、ゼニス、次、私の番……！」

「悪い、次の機会に頼む！　今日は本当に、いろいろ仕事が溜たまってて……ほら、モーベイン隊長が街にいるのも久々だし、昨日の負傷者についても容態を確認して、家族がいれば連絡の手続きをとりたいんだ。申し訳ないけど、順番待ちの連中にも伝言頼む」

「もうっ……！　つ、次は私が最初だからね!?」

「わかってる。とりあえず、晩飯くらいはおごるから──」

　待機していたドラペットのクロが差し出したタオルで手を拭ぬぐい、ゼニスは隊舎の通用口へ駆けだした。

　後に残されたフラーメは、愛用の剣を胸に抱かかえ込んで悩ましげに嘆たん息そくする。

　ヴィオレッタの見たところ、彼女は怒ったふりをしているだけで、内心では別のことを考えている。

　フラーメの思考は単純で、なおかつややこしい。

　現在の彼女の心の内を推察すると、以下のようになる。

　次はやっと自分の番だったのに残念──

　でも、ゼニスに貸しができて悪い気はしない──

　次の機会にはおそらく、多少のわがままも受け入れてもらえる──

　ここまではごく単純である。ここからがややこしい。

　──だったら今日は、少し怒ったふりをしておこう。

　──でも本気で怒るとゼニスに悪いし、嫌われても困る。

　──あくまで適度に。だけど印象には残る程度に。

　──忙しい彼に忘れられないように。

　──ただし負担にはなりすぎないように。

　恋する乙女として、彼女はその境目を手探りと綱渡りで進んでいる。

　無意識のうちに打算的なその姿が、隊長たるヴィオレッタには微笑ほほえましく、同時に危なっかしい。

　おそらく鈍感なゼニスにはあまり伝わっていない。

　彼にあるのは〝マッサージの約束を破ったことへの罪悪感〟程度で、その埋め合わせをすれば、ひとまず問題はないと思い込んでいる。

　一方でフラーメの想おもいは、もう少し密度が濃い。

　ヴィオレッタ自身はそうした甘あま酸ずっぱい青春とは無縁だったが、仲間や後こう輩はいの相談事をよく受ける立場だったせいもあり、それぞれの関係性がある程度は把は握あくできてしまう。

（……まぁ、傍はたから見ているとお似合いではあるんだが……むしろフラーメなら、もっといい相手がいそうなものなんだが……いや、ゼニスも使える奴やつではあるんだが、どうも摑つかみ所がないというか……）

　益やく体たいもない思案をしていると、執務室の扉にノックの音が響ひびいた。

「ああ、さっさと入れ」

　モーベイン相手には改まっていたヴィオレッタの口調が、ゼニス相手には素すに戻る。

「すみません、遅くなりました。隊長、お呼びでしょうか」

　彼にとっては、ヴィオレッタもモーベインも同じく〝隊長〟だった。モーベインが引退して五年が過ぎた今でも、特に呼び分ける気はないらしい。

　モーベインがひきつったような曖あい昧まいな笑みを向けた。

「ゼニス、役得の邪じや魔まをして悪かったな？」

「勘かん弁べんしてください……むしろ助かりました。エカルの次はフラーメ、その後にまだ五人も控えていて──今日は仕事にならないかと諦あきらめかけていたところです」

　直立不動で応じるゼニスを、ヴィオレッタは流し目で見る。

「嫌いやなら断れ。お前が甘い対応をするから付け込まれるんだ」

　ゼニスは苦笑いで応じた。

「嫌いやだから、なんて理由で断ったら角が立つでしょう。それに、街を守ってくれる彼女達を労ねぎらいたい気持ちは実際にあるんです。自分が役に立てるならそれは喜ばしいとも思います。ただ……」

　モーベインが肩を叩たたいた。

「どうせお前の堅苦しい倫りん理り観かんの問題だろ？　付き合っているわけでもない女の肌はだへ直じかに触れることに、変な罪悪感がある──そんなところか」

「……否定はしません。が、些さ末まつなことだとも自覚しています」

　新兵の頃ころを彷ほう彿ふつとさせるゼニスの堅い返答に、ヴィオレッタは思わず吹き出した。

「わかってるじゃないか。そう、些末なことだから気に病むな。役得すぎて男連中からのやっかみはありそうだがな」

「あ、いえ……割とみんな、同情してくれてますよ」

　日頃の行いというのは大事らしい。もっとも、マッサージ中の彼の顔色を見ていれば、その苦悩も推して知れる。

「それより、呼び出しの件を……昨夜のことでしょうか？」

「それもある。その前に、モーベインさんからの提案なんだが……負傷者が回復するまでの間、無事な兵をうちの街で雇こ用ようして欲しいそうだ」

　ヴィオレッタは要点をかいつまんで話し出した。

　財務担当者としてのゼニスは有能である。その有能さは、単に予算を削けずるばかりでなく、必要なものを見定めて全体を調整するバランス感覚にあった。

　予算が限られている以上、必要な部分に必要なだけ投じることはできない。足りない予算の細かなやりくりに関しては、現場の感覚も必要となる。

　新兵の頃から街の各所で便利屋扱あつかいされてきたゼニスは、それぞれの内情にも精通した適材だった。

　ヴィオレッタが隊長に就任したのは五年前──彼女がまだ二十歳はたちの頃で、ゼニスにいたっては十五歳の少年兵だったが、その時点でヴィオレッタは彼を軍師に取り立てた。

　いくつかのやむを得ない事情はあったものの、その人事に対して特に反対意見が出ない程度には、彼の能力も隊内で認められていたように記憶している。

　以来五年間、小さな騒動はあったものの、隊長たるヴィオレッタの指揮下、ゼニスや他ほかの狩しゆ猟りよう兵へい達の功績もあり、街は平へい穏おんを保ってきた。

　モーベインが遭そう遇ぐうした蝕しよくの大軍の接近は、そんな日常を終わらせかねない明確な脅きよう威いとなっている。

　ゼニスは軍師として、その対策を具申しなければならない。

　ヴィオレッタは隊長として、方針を決めねばならない。

　そしてモーベインは、前任者として後こう輩はいを導かねばならない。

　三人ともが、自身の役割と責任を理解し、できる範囲のことをするつもりでいる。

　──しかし、同時に彼らは知っている。

　たとえ自分達が〝最善の努力〟を為なしたところで、もしも〝最悪の事態〟が起きてしまえば、人はその悪夢に抗あらがえない。

　この世界で生きていく限り、規模の大小はあれ、蝕しよくとの戦いは常につきまとう。

　たとえ今回の脅きよう威いを避けられたとしても、長い年月で見れば、蝕の足音はゆっくりと──そして確実に、すべての街へと近づき続けている。

　その接触のタイミングが〝今〟でないことを祈りつつ、ヴィオレッタはいつしか、ゼニスの真しん摯しな眸めをじっと見つめていた。




　　　　　　　　　　[image: ]




　昨今、ヴィオレッタの街に限らず、近きん隣りんの多くの街では「慢性的な戦力不足」という切実な課題を抱かかえている。

　蝕の攻勢が激しさを増し、治安の乱れが原因となって盗とう賊ぞくまでもが増加する中、防衛力となる狩しゆ猟りよう兵へいはその絶対数が足りない。

　規模の割には優秀な狩猟兵を揃そろえているヴィオレッタの街も、決して楽観視できる立場ではない。

　住民の生活に困こん窮きゆうするほどではないが、金に任せて大量の兵を雇やとう程ほどの余裕はなく、それどころか賃金圧縮のため、現在は所属している狩猟兵の約半数が近隣の街へと出で稼かせぎに出ていた。

　竜りゆう装そうを扱あつかえる上に危険も多い狩猟兵は、基本的に高給取りとなる。

　契約金はさほどでもないが、月々の手当をまともに払い続けるのは街への負担が大きい上、彼らが使用する竜装の強化にもそれなりの費用がかかってしまう。

　街によっては税収だけでは足りず、交易や事業による副収入で狩猟兵達の給料を補ほ塡てんしている例さえあった。

　狩猟兵の出稼ぎは、そうした状況に対する解決策の一つである。

　緊急時の帰還を契約の条件に加えた上で、二つの街で一人の狩猟兵を共有する──この方法により、経済的な事情による戦力の流出を最小限に防ぎつつ、近隣の街との連携もとりやすくなるという二つのメリットが生まれた。

　反面、変事に即応できる戦力は減ってしまうが、貴重な狩猟兵を完全に手放すよりはずっといい。

　二つの街で狩猟兵の給料を合算して払う形になるため、それぞれの負担も軽減できる。その合計額は通常の兵より割増しになるため、狩猟兵側にとっても悪い話ではない。

　──もっとも、財政難が課題となっているヴィオレッタの街の場合には、出で稼かせぎに出た狩しゆ猟りよう兵へいの多くが、収入の一部を街へ送ってくれている。

　つまりは文字通りの「出稼ぎ」であり、この点では現状、狩猟兵達の街に対する厚意に甘えてしまっていた。

　弊へい害がいもある。

　仲間を出稼ぎに出す上で、隊長のヴィオレッタは候補者にいくつかの常識的な基準を設けた。

　一つ、本人がそれを希望していること。

　一つ、先方の街が納なつ得とくするだけの腕と、それなりの経験を持ち合わせていること。

　一つ、先方で問題を起こさない程度の常識があること──

　それぞれはごく当然の内容だったが、実際に出稼ぎ組を送り出してみると、少々困った事態が起きた。

　書類仕事を進めつつ、ゼニスは隊舎の窓から訓練風景を一いち瞥べつする。

　隊舎の中庭では、うら若き娘達が健全な汗を流していた。

　そこに男性狩猟兵の姿はない。

　邪よこしまな男の目から見れば眼がん福ぷくとでも形容したくなる光景だろうが、軍師たるゼニスはただ純粋に不安を感じてしまう。

（戦力そのものが足りないのはもちろんだけど……この偏かたより方もまずいよな──）

　出稼ぎ組を送り出したことによる弊害──

　それは、街に残った狩猟兵の構成を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ヴィオレッタの街に属する狩猟兵は総勢四十人程ほどだが、現在、その半数にあたる二十人が出稼ぎに出ている。

　経験のある兵に限定した事から、二十代、三十代の、しかも家族と離れることが苦にならない男性の狩猟兵がまず派遣されていき、この時点で人数と世代の構成に極端な歪ゆがみが発生した。

　早い話が、経験が浅い若者、さらに女の狩猟兵ばかりが街に残ってしまう結果となっている。

　隊長たるヴィオレッタを除いて、街に残る二十名の狩猟兵のうち、実に十六名が若い女性──男の狩猟兵は、ゼニスを含めて四人しか残っていない。しかもそのうち二人は骸むくろ探索のために遠征中で、最後の一人は妻子持ちかつ他ほかの本業を持っている。

　何も好き好んでこんな状況になったわけではない。事象の背景には、やむにやまれぬこの街独自の事情がある。

　五年ほども前のこと──

　当時のこの街は、モーベインの長年にわたる貢こう献けんにより、今よりもずっと栄えていた。

　だが、唐とう突とつな蝕しよくの襲しゆう撃げきによって隊長だったモーベインが大おお怪け我がを負い、更さらに主力だった多くの狩猟兵がこの戦闘で死亡するという大だい惨さん事じが起きた。

　襲おそってきた蝕はどうにか壊滅させたものの、ベテランと男性を中心に約二十名が死亡し、十数名が負傷により引退、街の施設も多くが破壊され、一時は街としての存続すら危ぶまれた。

　狩しゆ猟りよう兵へい達の出で稼かせぎには、この襲しゆう撃げきによって悪化した街の財政に対する応急処置という面もある。

　激減した戦力を、一時的にとはいえ更さらに減らすという断腸の策だったが、そのままの雇こ用ようを続けていれば街の財政は破は綻たんし、復興もままならなかった。

　構成の偏かたより程度は覚悟の上である。

　ただ、相手が年とし頃ごろの多感な少女ばかりとなると、指揮する側としては少々やりにくい。女だてらに傑けつ物ぶつの隊長、ヴィオレッタはあまり気にしていないだろうが、軍師の立場では自己嫌けん悪おに陥おちいる事態も多々あった。

　何故なぜか好評になってしまったマッサージもその一例だが、他ほかにも問題はある。

　モーベインが〝相談役〟として部隊に復帰して三日目。

　彼が街の長老達への挨あい拶さつに出掛けた後、午前の訓練を一段落させた若い娘達が、ぞろぞろとゼニスの執務室へ入ってきた。

「ゼニス、書類仕事ばっかりだと体が鈍なまるわよ？　午後は一緒に訓練どう？」

「先せん輩ぱい！　今日、みんなと鶏冠とさか亭ていで飲むんですけど、ご一緒にどうですか？」

「あ、あのっ！　クッキー焼いてきたんだけど、良かったら……」

「あのさ……メアリーローズが拗すねてたから、代わりに手入れしておいたわよ？　あの子、ちゃんと構ってあげないとすぐ拗ねるから気をつけてね？」

「ゼニスぅー。たまにはイノブタ狩がり行こうよー。お姉ちゃん達も寂しいってー」

「……エカル、言ってないからね？　ゼニスは忙しいんだから、みんなも邪じや魔ましないの！」

「……正妻気取り……」

「……点数稼ぎ……」

「……あざとっ……」

　女三人よれば姦かしましい。更に増えれば一いつ介かいの軍師風ふ情ぜいにもはや為なす術すべはない。

　先代隊長たるモーベインの前では彼女達もさすがに大人おとなしいが、今日はわざわざその不在を狙ねらって来た。

　ゼニスは視線を書類に置き、右手にペンを握ったままでその対応に追われる。

「……ロゼさん、仕事が終わらないので訓練はパスで。

　リムリール、飲み会は仕事が終わって行けたら行く。

　シェスカ、クッキーありがとう。休きゆう憩けいの時にもらうな。

　クリアラ、手間かけてすまん。うちのお姫様は後でフォローしとく……

　エカル、俺おれは狩りよりのんびりと釣つりに行きたいなぁ──

　フラーメ、いつもありがとな。お前はほんと、うちの隊の良心だ……悪口言ってる連中は、頼むから少しは見習え」

　同どう僚りよう達をあしらいながら、ゼニスは背中に浮いてきそうな冷や汗を気合いで抑えつけた。

　適当な物言いには意図がある。真ま面じ目めに応対すると勢いで追い詰められかねないため、会話を受け流す技術が自然と身についてしまった。

　背後を囲む娘達の視線は、ほぼ一様にゼニスへと注がれている。

　──振り返るのも怖いが、振り返らないのも怖い。

　いつから、どうしてこうなったのかは今一つ憶おぼえていないが、ほんの一年ほど前、彼が気づいた時には、既すでに日常が変質していた。

　先せん輩ぱい狩しゆ猟りよう兵へいを補佐したり、同世代と協力したり、後輩達の世話を焼いたりと、やるべきことをこなしてきたという自負はそれなりにある。

　だが、彼が求めたのは個人的な好意などではなく、任務への効率性と熱意であり、この現状は想定外も甚はなはだしい。

　もっとも彼女達から寄せられる好意には、ゼニスから見てもそれぞれ違いがあった。

　いわゆる恋愛としてではなく、友人としての好意、あるいは打算、妥だ協きよう、からかい、暇ひま潰つぶし、ただ寂しいだけなど、多分に娯ご楽らく的な感覚も混ざっている。

　──仮にそれがゼニスの誤認だったとしても、せめてそうとでも思わなければ、胃に穴があきそうだった。

　背後からの声が、感情の湿度を増す。

「……ゼニス、訓練は日常の積み重ねよ？　さぼるのは良くないわ」

「……先輩、この間もその前も、仕事のせいで来なかったですよね？」

「……あのね。今日のクッキーにはいつもと違うスパイスを……」

「……お姫様、ね──ねえ、貴方あなたのお姫様ってアイギスだけ？」

「……あれっ？　フラ姉、なんかここ寒くない？」

「……エカル、外で遊んでおいで？　ここは、ちょっと……ダメな人しかいないから」

「……一番ヤバいのが……」

「……他人ひと事ごとみたいに……」

「……なんか言ってるし……」

　仕事がなければ逃げ出したい。

　ゼニスが背中側の嫌いやな威い圧あつ感かんに耐えていると、不意に足元から救いの手がよじ登ってきた。

「……クロ？　どうした？　あ、伝言か？」

　丸々と太った黒い毛玉の塊かたまり、ドラペットのクロは、執務机の上にちょこんと立ち、ゼニスの眼前に黒板を突きつけた。




【　索敵班が戻りました　】




　その一言を見るなり、ゼニスの顔つきが一いつ瞬しゆんで切り替わる。

　それと察した狩しゆ猟りよう兵へい達も、すぐさま囲みを解いて道を空あけた。

　暇ひまな時にはふざけていても、彼女達はきちんと思考の切り替えができる。そのことに辛かろうじて感謝しつつ、ゼニスは椅い子すから立ちあがった。

「すまん、ちょっと行ってくる。ほら、みんなも解散な」

　索敵班からの報告は、基本的に隊長と軍師のみで聞くのが慣例だった。さしておもしろい話でもない上に、同席した狩猟兵の口から、街に誤情報が広まるのを防ぐためでもある。

　クロ一匹を伴い、ゼニスは小走りで隊長室へと向かった。

「隊長、失礼します──アガーテ、お疲れさま」

　執務室に入ると、ソファの上には三姉妹の長女、アガーテがぐったりと座していた。

　ここ二日ほど、彼女は索敵班のリーダーとして街を出て、蝕しよくの軍団の足跡を慎しん重ちように探ってきた。

　モーベインが蝕に襲おそわれた夜、蝕は渓けい谷こくに阻はばまれてゼニス達を追えず、街とは別方向へ抜けていった。

　だが、そのことは必ずしも安心材料とはならない。蝕の軍勢は〝明確な目的地〟をもたないため、時に酷ひどく迷走する。

　その動きは読みにくく、いつ方向転換をして街に肉にく薄はくするか、わかったものではない。

　アガーテは眠たげにあくびをかましつつ、ソファの上で大きく伸びをした。

「うん、疲れたぁー……ていうか、すっごい神経使った……いつもの蝕とは規模が違いすぎて、足跡の数見ただけで逃げ出したくなるレベル」

　普段はポニーテールに結っている髪をざっくばらんに解ほどき、彼女は冷たい水をあおった。

　索敵班はごく少数の戦力で骸むくろから突出する形となるため、見方によっては、実戦部隊以上に危険性が高い。

　もしも近づきすぎて蝕に見つかれば、あっという間に潰つぶされる。

　仮に逃げる場合でも、街のある方向へ逃げれば蝕をおびき寄せてしまうため、敵をまくまでは帰還もままならない。

　互いに視認できる距離まで近づくのは自殺行為であり、基本的には足跡から相手の現在地を推測するのが、索敵班の心得だった。

　ぐったりしたアガーテの頭をわしゃわしゃと軽く撫なでつつ、ゼニスは確認を急ぐ。相手は一応、年上ながら、家族同然だけに気安い。

「面倒事を頼んで悪かった──で、蝕の動きはどうだった？　囮おとりのトーチには食いついていたか？」

　アガーテは片目をつむり、眠たげな顔で微笑を浮かべた。

「んー……ううん、囮は無視されたみたい。でも、とりあえずうちの街からは遠ざかっているから、急な方向転換がない限りはしばらく安心していいと思うわ。今は渓けい谷こくを完全に抜けて、そのまま明後日あさつての方向へ移動中。で、頼まれてた足跡の経路がこれね」

　アガーテが差し出した近きん隣りんの地図を、ゼニスはまるで恋こい文ぶみのように受け取った。

「ありがとう。助かる」

　アガーテが眼めを細めた。

「別にいいけど……蝕しよくの足跡なんて、〝近くにあったら警戒する〟って程度のものじゃないの？　方向はともかく、動き方まで気にする必要ってあるのかしら……進路なんて結局、向こうの気分次第よね？」

「ああ。その通りだけど──あの大群に関しては、ちょっと気になることがある。考えがまとまったら話すよ」

　まずは地図を精査してからでなければ、ゼニスも確たることは言えない。

「とにかくお疲れさま、アガーテ。今夜はゆっくり休んでくれ」

　三姉妹の長女、アガーテの有能さは、戦闘力だけにとどまらない。むしろ彼女の真価は、危険を察知し、状況を的確に判断する洞察力にある。

　蝕の動きを見逃さず、かといって深追いもせず、危険と安全の境目を危なげなく進むその技術は、他ほかの狩しゆ猟りよう兵へいにはない一種の才能だった。

　そんなゼニスの評価を知らぬ顔で、アガーテはまたあくびを漏もらした。

「あふっ……あー、ゼニスって、任務のことになると気持ち悪いくらい素直よね……その素直さでフラーメの想おもいにも応こたえてあげてくれない？　あの子の必死な姿が、姉としてもうおもしろ……可哀かわい想そうで可哀想で」

　隊長のヴィオレッタが苦笑混じりに肩をすくめた。

「本音を隠す気なしか。まぁ、今回はろくな準備もないまま、よくやってくれた。あの牛ぎゆう頭とうがいつ戻ってくるかわからない以上、油断はできないが……今日明日中にどうこうという事態は避けられそうだな。警戒レベルは落とせないが、上げる必要もなさそうだ」

　安あん堵どの様子は隠せない。もしも蝕が近づいてくるようなら、それこそ準備期間なしで住民の避難を強行する羽目になっていた。

　ヴィオレッタがゼニスに向き直る。

「さて、ひとまず一難去った感はあるが……ゼニス。出で稼かせぎ組の件だが、この状況で呼び戻すべきか否いなか。お前はどう思う？」

　隊長から意見具申を求められ、ゼニスは用意しておいた回答を口にする。

「即座に呼び戻す必要はないと思います。仮に呼び戻したところで、あの規模の軍勢が相手では焼け石に水、いざ攻められたらどうせ時間稼ぎにしかなりません。彼らが戻ったところで、戦力としては絶対的に足りないわけですから」

　ヴィオレッタが細い指先で目め許もとを押さえた。

「……言い切ったな。まあ、それはその通りだが──では、何も連絡しない気か？」

　ゼニスは首を横に振る。

「いいえ。それぞれの街に、〝そちらの都合さえよければ、うちの狩しゆ猟りよう兵へいをしばらく戻してもいいか〟と、これから打診するつもりです」

「ん？　しかし今、戻す必要はないと……」

　ヴィオレッタは不思議そうだったが、今のゼニスには一つ、思おも惑わくがあった。

「彼らが実際に帰還するかどうかは、さほど問題になりません。大事なのは、うちがそれだけの危機意識を持って事態に向き合っていると、他ほかの街にも理解してもらうことです」

　回りくどい言い方に何かを察したのか、アガーテがたちまち口元を歪ゆがめた。

「うわぁ……性格悪い。ゼニスの考えていること、わかっちゃった」

「え？　性格……悪いか？　普通の判断だと思うけど──隊長、うちから狩猟兵帰還の打診を出せば、相手の街はそれに備えて、余所よそからも戦力を集めようとします。一時的にせよ、この近郊に兵力が留とどまる形になりますから、周辺全体の防衛力が多少は上がるでしょう。それから──できればこの申し出と一緒に、近きん隣りんの街と共同で〝蝕しよく〟の監視網を構築できないかとも考えています。うちの索敵班がいくら優秀でも、遠距離の調査までは無理ですから」

　ヴィオレッタが神妙に頷うなずいた。

「要するに、うちの防衛力だけではどうせ足りんから、周辺の街も巻き込もうという話か──それでもあの大軍とは戦えそうにないが、何もしないよりはましかな。だが……アガーテ、この程度のことなら、特に性格が悪いとまでは言えないだろう？」

　アガーテがさも意外そうに首を傾かしげた。

「付き合いが長い割には、隊長ってゼニスの本性がわかってないわよね？　この子はもっと小こ狡ずるいこと考えてるから」

「……アガーテ、あんまり風評被害を広めるようなことは──」

　ゼニスの制止をきかず、三姉妹の長女は薄うす笑わらいを見せる。

「だって、出で稼かせぎ組を帰還させたいっていうのは噓うそなんでしょ？　あくまで〝打診〟ってのがポイントよね。どの街も、こんな時にせっかくの戦力を手離したくない──だから、軽い打診だけした上で、交こう渉しようでこっちが譲じよう歩ほしたように見せかけて恩を売る気でしょ？　その恩を盾たてに、見返りとして蝕の監視についての協力を迫る……ね？　性格悪いでしょ？」

　ゼニスは視線を天井に逸そらした。

　アガーテの指摘について、否定はできない。できないが、しかしそれはあくまで〝うまくいけば〟という仮定の話でもある。

　実際にはあっさりと出稼ぎ組を帰されるかもしれないし、その他の問題が起きる可能性も排除できない。

　ただ、どう転んだとしても──近隣の街が今より戦力を求めるのは確実で、その動きは周辺地域全体の戦力向上につながる。

　小こ狡ずるい小手先の交こう渉しよう術じゆつだということは重々承知しているが、結果として少しでも防衛力を増やせるならば、ゼニスは迷わず必要なことを為なすつもりだった。

　隊長のヴィオレッタが、しばらく思案した末に席を立つ。

「……よし、ゼニス。出で稼かせぎ組への対応はお前に一任する。狩しゆ猟りようや採掘等、日々の業務については私が回すから、お前は近きん隣りんの街との外交も含め、〝蝕しよく〟への対応策に集中しろ。アガーテはゆっくり休んでくれ。明日以降の哨しよう戒かいには、交代としてロゼかクリアラを出す」

　ひとまずの方針確認が済んだところで、ゼニスはアガーテと共に隊長室を出た。

　足元をてこてこと歩くクロを抱かかえ上げつつ、アガーテがくすりと笑みを漏もらす。

「ふー、ほんとに疲れた……それにしても、クロのこの抱だき心地……ドラペットとは思えないふわふわ感……エカルがはまるのもわかるわぁ……ね、これから仮眠とる間、抱き枕まくらにしちゃっていい？」

「……俺おれは構わないけど、クロはたぶん嫌いやがるぞ」

　アガーテに抱えられたクロが、首から下げた黒板へちゃかちゃかと文字を綴つづった。




【　時給５ドルク　】




　二人と一匹の間に、微妙な沈黙が訪れる。

「……ねぇ。クロって、誰だれからこういう冗談を仕込まれてるのかしら。ゼニスじゃないでしょ？　エカル？」

「……俺じゃないのは確かだけど、エカルが教えている様子もないんだよな……もう単純に、こういう性格ってことじゃないか？」

　当然、他ほかの誰かに弟子入りしている気配もない。

　アガーテは、クロの頰ほほ肉にくをぷにぷにとつまみながら首を傾かしげた。

「賢かしこいドラペットって、突然変異みたいな感じでたまにいるらしいけど……クロってなんかもう、別格よね？　読み書きは完かん璧ぺきだし、猫ねこ型がたって時点でいろいろおかしいし──もしかして中身、ゼニスの隠し子だったりしない？」

「……母親は誰だよ。そういえば、カーディさんも言ってたな。こいつは竜りゆう鱗りんの段階から、他とはちょっと様子が違った、って」

　街の鍛冶かじ職人、カーディはドラペット・クロの製作者であり、三姉妹の父親であり、さらには孤児だったゼニスを引き取って育ててくれた恩人でもある。

　近隣の街からも客が来るほどの熟練職人だが、長年のキャリアをもつそんな彼でさえ、クロについては「どうやって製作したのか、自分でもよくわからない」と何故なぜか首を傾げていた。

　その言葉を信じるならば、何か人外の力が働いた可能性さえある。

　アガーテはクロをゼニスに返した。

「さすがに時給はなぁ……あ、そうそう。ここ何日か、お父さんのところに顔だしてないでしょ？　忙しいのはわかるけど、私も戻ったんだし、晩御飯くらい食べに来なさい」

「あー……うん。今夜は無理だろうけど、明日あたり行こうかな」

「あら、今夜もお仕事？」

「今、隊長と話した件だ。出で稼かせぎ組と先方の街に送る書簡の文面を詰めたいし、数も多くなるし、なるべく急ぎたいし──あと、蝕しよくの監視網をどう構築してどう運用するかとか、先方に伝えるノウハウもある程度は考えておかないと」

　こうした繊せん細さいな事務仕事は、ほぼゼニスに集中してしまう。

　追加の人員を雇やとおうという話も出たことはあるが、そういつもいつも大量の仕事があるわけでもない。ゼニス一人が残業して済む程度の作業量ならば、たかが知れている。

　どうしても手が足りない時には、それこそ狩しゆ猟りよう兵へい達にも手伝って貰もらうが、そこまでの状況は滅めつ多たにない。

　アガーテが眼めを細めた。

「ゼニスもすっかり、軍師が板についてきちゃったわね。うちに来たばかりの頃ころなんて、まともに喋しやべることさえできなかったのに」

　懐なつかしげなその言葉に、ゼニスもつい苦笑を返す。

　彼女の言うとおり、かつてのゼニスは会話するどころか、自分の名前や年齢すら忘れていた。

　今の〝ゼニス〟という名は、育ててくれたカーディから貰ったものである。

　二十歳はたちという年齢も、拾われた当時を〝十歳〟と仮定した上での推定年齢に過ぎない。

　自分が本当は何者なのか、彼自身も知らない。

　ゼニスが住んでいたと思おぼしき街は、およそ十年前、蝕の軍勢に襲おそわれて壊滅した。

　廃はい墟きよに残され放心状態だった彼を見つけたのは、他ほかの街から救援に来たモーベイン、そして当時はまだ新米狩猟兵だったヴィオレッタ達である。

　もしも彼らに保護されていなければ、ゼニスは廃墟と化した街で短い一生を終えていた。

　侵しん蝕しよくに晒さらされるこの世界において、この程度の不幸話は特に珍しくもない。むしろ「命が助かった」という時点でとんでもない幸運の持ち主とさえ言える。

　アガーテと別れ、ゼニスは書類だらけの執務室へと戻った。

　狩猟兵達は解散したらしく、今は誰だれもいない。

　落ち着いて仕事を進められそうなことに安あん堵どして、彼は机についた。

　すぐさまメモ用紙に書簡の下書きをはじめつつ、頭の中で今後の流れをいくつか模索する。

　今回の小こ狡ずるい策で、仮に近きん隣りんの街と危機意識の共有ができたとしても──あの〝蝕〟の大軍に対抗するには、圧倒的に戦力が足りない。

　ともすれば、ゼニスの中にある一番古い記憶が呼び覚まされそうになる。

　名前も年齢も忘れた彼だが、〝以前の街〟に関する記憶は一つだけ残っていた。

　──暗くら闇やみの中に光る無数の眼め。

　死者の行進、生者の絶叫、転がる生首、砂さ塵じんに汚れた臓物──

　思い出したくもない記憶ほど、鮮せん烈れつに残るものらしい。

　音のない執務室で一人、ゼニスは過去の幻げん影えいと向き合いながら、その光景をもたらした〝蝕しよく〟と紙の上で戦い続ける。

　──いつぞや、ヴィオレッタから苦言として言われたことがある。

「お前は事務仕事をしている時でも、たまに鬼気迫る顔をしている」──

　それは事実なのだろう。自覚しているが、ゼニスは〝蝕〟と向き合わずにはいられない。

　もし戦うことを放ほう棄きすれば、そこで彼はきっと折れてしまう。

　アイギスの加護を受けて戦場で戦うことと、ペンを携たずさえて机き上じようで戦うことは、命の危険の有う無むという違いはあるものの、彼にとって本質的には同じだった。

　表情を消し、瞬まばたきすら忘れ、ゼニスは黙々と思考とペンを走らせる。

　いつしか日が落ち、窓から月明かりが差し込みはじめても、彼はずっとそのままだった。
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　彼は悪夢の中にいた。

　禍まが々まがしく夜空に浮いた朱あかい月。

　その月明かりの中、竜りゆうの骸むくろを襲おそう蝕の群れ──

　黒い瘴しよう気きをまとった異い形ぎようの兵達が、逃げ惑う人々を蹂じゆう躙りんしていく。

　体を両断され、赤黒い臓物をぶちまけた遺体。

　倒れていく大人おとな達、響ひびき渡る断だん末まつ魔ま、燃え盛さかる街。

　首を半分ほども断たれたまま、惰だ性せいでふらふらと歩く瀕ひん死しの男がいた。

　蝕の影えい響きようを受けてその兵へと転じ、自らの家族を手に掛けてしまう女もいた。

　死にきれずにか細い呼吸を続けながら、その眼からゆっくりと光を消していく子供がいた。

　夢の中の彼は、その光景を見ている。

　感情を喪うしなった眼で、崩れた瓦が礫れきの隙すき間まから、呼吸さえ忘れてただただじっと眺ながめている。

　永えい劫ごうに続くかと思われた惨さん劇げきの現場は、しかし唐とう突とつに明るい世界へと切り替わった。




　天高く、澄み渡った真まっ青さおな空の下もと──

　石造りの巨大な城のバルコニーで、彼は長なが椅い子すに腰掛け、眼下に色とりどりの薔ば薇ら園えんを見下ろしている。

　あまりに突然の変化に戸惑ったのは一いつ瞬しゆんのことで、その理由はすぐに理解できた。

　蠱こ惑わく的な甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　隣となりを見ると、宝飾品を身にまとった黒衣の美び姫きが、優ゆう雅がな手つきで紅茶を嗜たしなんでいた。

『……まったく、世話のかかる契約者じゃ。わらわが共にいるというのに、あのように無ぶ粋すいな悪夢など見るでない。こちらまで気が滅め入いるわ』

　責めるような言葉とは裏腹に、彼女の声こわ音ねはあくまで澄んで優やさしい。

　ゼニスの肩から、たちまち余計な力が抜けていく。

「メアリーローズ……ごめん。また心配かけたか……？」

　アイギスたる彼女が、ゼニスの〝悪夢〟に介かい入にゆうするのはこれが初めてではない。むしろ頻ひん繁ぱんにこうして助けられている。

　人ならぬ美姫は嘆たん息そくと共に、ゼニスの手の甲に自身の手の平を重ねた。

　そのほのかな温かさとしっとりとした柔らかさは、夢の中でありながら実体と変わらない。艶つややかな肌はだの質感などは、現実以上に魅み惑わく的でさえある。

『いまさら心配などはせぬ。わらわは、そなたの見るあの夢が嫌いなだけじゃ。忌いま々いましい蝕しよくごときに、いいように暴れさせおって──どうせ限りある命なら、もっと楽しい夢を見るが良い。なんならこのまま、わらわがそこの寝台へ連れ込んでやろうか？』
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　メアリーローズはくすくすと笑いながら、細い指先で室内を指さした。

　ゼニスは苦笑いでこの身に余る誘いを受け流す。

「それはさすがに恐れ多い。ついでに、うちの同どう僚りよう達に知られたらえらいことになる」

『そなたが黙っておれば誰だれにもわからぬわ。夢の中でこっそり、契約者とそうした睦むつ言ごとをかわすアイギスも、うぬが思っているよりは多いやもしれぬぞ？』

「そうなのか？　……そうかもな。そういう噂うわさもたまに聞くよ」

　悪夢から一転しての軽いやりとりに、強こわばっていた心がほぐれていく。

　アイギスと狩しゆ猟りよう兵へいは、契約により魂たましいの部分でつながるらしい。

　相性の問題はあるが、互いの信頼関係が構築できると、こうして夢を共有してしまうことがある。

　これはゼニスだけが見ている夢ではない。起きた後の記憶は両者に残る上、夢にしては肉体の感覚が強い。体は自在に動くし、頰ほおをつねれば痛みもあり、匂においも味覚もきちんと認識できる。

　メアリーローズが淹いれてくれた紅茶を、ゼニスはゆっくりと口元に運んだ。

　その芳ほう醇じゆんな香りと繊せん細さいな味わいは、この夢の中でしか決して味わえない。そもそも現実の世界では、ここまで質のいい茶葉が存在しないようにも思う。

　肌はだ触ざわりや味覚まで現実以上の感触を伴う不可思議なこの夢は、アイギスによる加護の一種といわれていた。

　人間が眠っている間に見る夢とは根本的に違う。ある学者は、「アイギス側の精神世界に、人が踏み込んだ結果」だと解釈したが、ゼニスの認識もそれに近い。

　その意味で、これは既すでに「ゼニスの夢」ではなく、むしろ「アイギスの見ている夢」というべきものかもしれなかった。

　狩猟兵の中でも、こうした体験ができる者はごく限られている。

　街で聞く限りでは自己申告で五人ほどだが、フラーメなども相棒のガラティーンと夢の中で茶会をしているらしい。

　現実では見たこともない甘い菓子類が、体重や脂し肪ぼうを気にせず食べ放題とあって、ストレス解消に一役買っているとも推察できる。

　一方で、モーベインやヴィオレッタはこうした夢を見ないという。

　この違いはアイギス側の問題なのか人間側の問題なのか、それとも何か他ほかの要因があるのかは定かでないが、〝夢ゆめ逢あい〟と呼ばれるこの不可思議な現象は、一部の狩猟兵にとってアイギスとの絆きずなを深める格好の機会となっていた。

　メアリーローズが立ち上がり、背後からそっとゼニスの頭を抱だき締める。

『──そなたはもう少し、欲望に正直になっても良かろう。ここなら誰も見ておらぬぞ？　わらわに甘えるなり手を出すなり、好きにすれば良い』

　頭の真上で、彼女は小悪魔のように笑った。

　豊満な胸の不ふ埒らちな感触に動揺しつつ、ゼニスは鋼鉄の意志でこの誘惑を蹴ける。

「ただでさえ小心者なんだから勘かん弁べんしてくれ……そんなことしたら、フラーメ達の顔を正面から見られなくなる。あと君も……もうちょっと自分を大事にしような？　アイギスの感覚はよくわからないけど、たいして好きでもない相手にそんな易やす々やすと──」

　抱だき締める腕に妙な力が籠こもった。

『だから、そこそこ好きじゃと前から言うておろうに。わらわとて、好きでもない相手に体を許すほど軽い女ではないぞ？　そなたの気休めになれるのなら、その程度のことは一向に構わぬ』

　ゼニスは何も言えない。

　相手は人間ではない。もちろん化け物というわけでもなく、思念体ともいうべき存在だと考えられる。

　そして昔話の常として、こうした霊れい的てきなものに魅み入いられた人間は、何故なぜかあまりいい結末を迎えない。それでなくとも、同どう僚りようの狩しゆ猟りよう兵へい達にすら手を焼いている身だった。

　反応に困るゼニスの耳元で、メアリーローズが囁ささやいた。

『……のう、ゼニス。そなたのこの頭の中は、〝蝕しよく〟との戦いのことばかりじゃ。だから放っておくと、あんな悪夢ばかりを見る。たまには色恋の果実でも食せ。それが無理なら──せめてわらわが、女を教えてやろう』

　背後から耳を甘あま嚙がみされたゼニスは、赤面とともにひきつった笑みを浮かべた。

「……い、いや、本当に、バレたらフラーメがガチギレしそうで……君も意外に口が軽いっていうか、何かの拍子にうっかり口を滑すべらせるタイプだから、災わざわいの種は遠えん慮りよしておきたいかなぁ、と……」

　あくまで拒否し続けるゼニスに呆あきれ、メアリーローズがとうとう吹き出した。

『ふふっ……そなたはまったくもって意気地がないのう……まぁ良いわ。確かにわらわの想おもいはフラーメほど切実ではないし、そもそも我らは魂たましいでつながっておる。子ができることもない体の関係など、どうせそなたの息抜き程度にしかならぬでな。もっとも──性根の悪いアイギスになると、自らの体で狩猟兵を籠ろう絡らくして戦いに向かわせるらしい。わらわがそんな性悪でなかったことを、聖なる竜りゆうに感謝するが良い』

　メアリーローズは豊かな胸を傲ごう然ぜんと反らし、長なが椅い子すに座り直した。

　常に美しく気高い彼女を、ゼニスはきちんと見つめ直す。

「……感謝はしているよ、本当に。戦いの中で生き残ってこられたのは、もちろん君のおかげだし、こうして精神面でも支えようとしてくれる……そんな君の優やさしさに、心から感謝している。いつも──本当にありがとう」

『……む』

　改まったゼニスの物言いを受けて、メアリーローズが途と端たんに挙動不審となった。

　ゼニスは構わずに話し続ける。

「せっかくの魅み力りよく的な誘いに乗らないのは、その優やさしさに付け込みたくないっていう、俺おれの小さなプライドのせいだ。君は本当に……優しすぎて、なんだか眩まぶしい」

　それは紛まぎれもなくゼニスの本音だった。

　夢の中だから言えることでもあるが、実際に彼女がいたからこそ、これまで自身と仲間達を守ってくることができた。

　メアリーローズがたちまちそっぽを向く。

『な、なんじゃ、急に……！　真顔で気色の悪いことを申すな！　……か、感謝していると言うなら、クリアラにばかり任せず、たまにはそなたの手でわらわの手入れをせよ。その程度の時間もとれぬのか？』

　夢の中での話ではなく、武器としての盾たてと槍やりについての話である。いわれてみれば先さき程ほど、同どう僚りようから〝メアリーローズが拗すねている〟とも聞かされたばかりだった。

　赤面した彼女の頭を子供扱あつかいに撫なでつつ、ゼニスは笑って頷うなずいた。

「そこは反省しないとな。まだ数日は厳しいけど、時間ができたらちゃんとするから──悪いけど、もう少し待ってくれ」

　彼女が急に迫ってきたのには、どうやら最近の扱いに対する意趣返しの意味もあったらしい。

　ゼニスにしなだれかかりながら、メアリーローズが不機嫌な声を漏もらした。

『…………うぬは狡ずるい。たまにフラーメ達が気の毒になる』

「……これでも苦しい立場なんだよ。立場上、えこひいきもできないし──」

　言い訳ではあるが、これもまた紛れもない本音だった。下手へたな真似まねをすれば、軍師がその権限を利用して狩しゆ猟りよう兵へいを手込めにしているとでも噂うわさされかねない。

　メアリーローズの細指が、ゼニスの額ひたいを軽くつついた。

『──まあ、良い。皆、そなたの本性を見抜いた上で惹ひかれておるようじゃし、アイギスのわらわがとやかく言うことでもない。ただ一つ、言わせてもらうとすれば──そなたはもう少し軽く生きて、仕事にも影えい響きようがない範囲で手を抜くべきじゃな。その点はクロを見習っても良いくらいじゃ』

「……前向きに善処する──」

　ゼニスもある程度は自覚しているが、これがなかなか難しい。

『……ん。そろそろ目覚めの刻か。では……またな』

　目の前で微笑ほほえむメアリーローズの姿が、わずかに歪ゆがんだ。

　優ゆう雅がな午後の茶会を楽しむバルコニーから、ゼニスは現実へと引き戻される。

　いつの間にか、その身は毛布に包まれソファに横たわっていた。

「……う……？」

　自分で移動したわけではない。直前まで執務机で書類をまとめていて、そのままどこかの時点でぷっつりと意識が飛んだように記憶している。

　眠っていた時間はさほど長くないはずだったが、窓の外は当然のように真っ暗だった。

　ただ、ゼニスの執務机には誰だれかが座っている。

　その横顔は、ドラゴンロアによって発光する結晶体、天井から吊つり下がったロア灯とうによってぼんやりと照らされていた。

　掛けられていた毛布をどかしながら、ゼニスはゆっくりと半身を起こす。

「……フラーメか……？」

　名を呼ぶと、三姉妹の次女が書類から顔を上げた。

「あ、起きた──ゼニス、また意識飛ぶまで仕事してたでしょ？　机で寝てたよ」

　どうやら彼女が、ゼニスをソファに移してくれたらしい。娘とはいえ、狩しゆ猟りよう兵へいたる彼女の筋力はそこらの男より上である。

　彼女はペンの軸を頰ほおに添え、年に似合わぬ包容力すら感じさせる微笑を見せた。

「膝ひざ枕まくらでもしてあげようかと思ったけど、それより、こっちの方が喜んでくれるかと思って──書簡の下書きはできていたみたいだから、送付分の代筆、しておいたよ。これで帰れる？」

　歩み寄ったゼニスに、彼女は束になった便びん箋せんを手渡した。

　複数の紙を埋める文字には、いかにも彼女らしい几き帳ちよう面めんで流りゆう麗れいな美しさが宿っている。

「うわ……ありがとう。大変だっただろ……？」

　自然に口をついた労ねぎらいの言葉に、フラーメが複雑そうな表情を返してきた。

「その大変なことを、独りでやろうとしていたのよね？　こういう頭を使わない作業くらいは別の人に割り振ってよ。私とか、姉さんとか、人はいるでしょ？」

　彼女に他意はないはずだが、軍師としてはこれも悩ましい。

　狩猟兵としての訓練や出撃で疲れている彼女達に、余計な仕事は増やしたくない。貴重な余よ暇かがあるなら、せめて彼女達にはその時間を遊びに行くなり趣味に使って欲しいとも思う。

　とはいえ、こうして気を遣つかってくれるフラーメの優やさしさは素直に嬉うれしい。

「……ありがとな、フラーメ。遅くなっちゃったけど、晩飯もまだだろ？　鶏冠とさか亭ていでみんなも飲んでるらしいし、おごるからちょっと顔出してこよう」

「うん！」

　素直に頷うなずくあたり、最初からそのつもりではあったらしい。

　ゼニスは周囲を見回し、もう一人の相棒を探す。

「えーと、クロは……？」

「ゼニスが寝てたから、エカルがさらっ……連れて行ったよ？」

「…………そうか。逃げ切れなかったか」

　三姉妹は宿舎ではなく、父親の鍛か冶じ場ばで共に暮らしている。

　後でフラーメを送るついでに回収することにして、ゼニスは彼女を伴い隊舎を出た。

　夜は更ふけていたが、まだ人通りが絶える程ほどの刻限ではない。

　そこかしこにロア灯とうの青白い光が点ともっており、月明かりも重なって道は明るかった。

　歩き出すや否いなや、フラーメはごく自然な態度でいつものように腕を絡からめてくる。

　子供の頃ころからの癖くせだけに、今いま更さらゼニスも気にはしない。

　連れ立って歩く間、会話らしい会話はなかったが、それでもフラーメはどこか楽しげだった。




　　　　　　　　　　[image: ]




　ゼニスとフラーメが隊舎近くの酒場、「金きんの鶏冠とさか亭てい」に着いた時、店内の同どう僚りよう達はもうすっかり出来上がっていた。

「お、軍師さんとフラーメか。姉ちゃんと妹は一緒じゃないの？」

　俠おとこ気ぎ溢あふれる美人の若わか女将おかみが、よく通る粗そ野やな声を寄よ越こす。

　次いで狩しゆ猟りよう兵へい達も酔よった歓声を上げた。

「……あ！　ゼニス来た！　裏切り者っ！　またぜったい来ないって思ってたのに！」

「やりー、私の勝ちー……はい、麦酒一杯おごりぃー」

「もうやめときなさいよ……なんか眼めが据すわってるわよ」

　仕事を手伝ってくれたフラーメとつい比べてしまうが、面倒な仕事を彼女達に手伝われた場合にはおそらく効率が落ちるため、これはこれで正しい。

　辛かろうじて見つけた空席に腰をおろしつつ、ゼニスは女将に声を返した。

「アガーテとエカルはとっくに帰ったはずです。フラーメは、俺おれの事務仕事を手伝ってくれて──」

「晩ご飯をおごってもらおうと思って、こんな遅くまで残っていた甲か斐いがありました」

　次女はつんと澄まして応じたが、これは彼女なりの照れ隠しだとゼニスにもわかる。

　そもそも気き遣づかいのできる優やさしい娘で、ゼニスの多忙ぶりを見かね、陰ながらフォローしてくれたことも一度や二度ではない。子供の頃はちょこまかと後ろをついてくるだけの内気な少女だったが、今ではすっかり頼れる仲間だった。

　席についてすぐ、酒場の酔すい客きやくが絡んでくる。

「ゼニスぅ……あんたはフラちゃんばっか贔屓ひいきしすぎぃー……私にもたまにはおごりなさいよぉ……！」

　妙齢の女狩猟兵ロゼは、既すでにだいぶ酒が回っていた。

　ゼニスは視線をあわせず適当にあしらう。

「ちゃんと働いてくれる子に報ほう酬しゆうを出すのは当たり前でしょ。ロゼさんも事務仕事とかします？　ミスさえしないならいくらでも回しますよ」

　そのつもりは微み塵じんもないが、これは相手が拒絶するとわかった上での振りだった。

　彼女は隊長のヴィオレッタよりも年上の二十七歳という女おんな盛ざかりだが、性格が大おお雑ざつ把ぱでいい加減なため、事務仕事には徹底的に向かない。そもそも机に五分座るよりも、一時間走るほうが楽という人種である。

　ただし野性的な勘かんには優すぐれており、哨しよう戒かい任務等は任せやすい。

　案の定、彼女は酔よった声でぶんむくれた。

「んー……ゼニたんえげつないー……そうやってすぐ、人を働かせようとするぅー！」

　年の割に若じやつ干かん、発言が幼いのは、あくまで酒のせいである。日ひ頃ごろはここまで酷ひどくない。

「……いや、給金を越えて人におごらせたいなら、その分は働きましょうよ……その態度でフラーメと同じ待遇を求めないでください」

「じゃー、体で払うっ！　それでどうだー？」

　酔った勢いで、ロゼがゼニスの首筋へ抱だきつこうとした。

　そこへすかさずフラーメが割り込む。

「……ロゼさん、どさくさ紛まぎれにそういう抜け駆けはダメです」

　抱ほう擁ようを力ずくで阻そ止しした彼女に、他ほかのテーブルからも視線が集中した。

「……うわ……抜け駆けの常習犯がなんか言ってる……」

「しっ！　幼おさな馴な染じみっていう最大のアドバンテージを未いまだに生かし切れない負け犬なんだから、そんな風に煽あおらないの！」

「……私があの立場だったら、もう絶対ゼニス落としてるわー。いくらでも方法はあるでしょうに……」

　他の女おんな狩しゆ猟りよう兵へい達も容よう赦しやがない。

　フラーメが険しい視線で彼女達を睨にらんだ。

「ま、負けてないしっ！　まだこれからだし！　だいたいみんなだって、ぜんぜん相手にされてな……！」

「おおっと、逆ギレいただきましたー……」

「あ、私は関係ないもん。一緒にしないで？」

「てゆーか、ゼニスが悪いよ、ゼニスが。気づいてるのに気づかないふりってどんだけ性悪よ……」

　間近ではじまった黄色い声の応おう酬しゆうに耳をふさぎつつ、ゼニスは手早く女将おかみへ注文を伝える。

「……あと、剣けん竜りゆう菜さいのピリ辛から炒いためと、イノブタの照り焼きも。あ、それからドラ焼きまだあります？　あったら食後に五個、持ち帰りで」

「五個？　……あー、惜しい。ラスト四個しか残ってないわ。どうせ三姉妹とカーディさんへのおみやげでしょ？　色男さんの分はなしで良くない？」

「……はい。じゃ、それで……」

　この酒場の名物、ドラペット焼きは、ドラペットを模したココア風味の黒い生地に、チョコレートクリームを詰めた人気の焼き菓子だった。

　昼間のうちに売り切れてしまうことも多いが、今夜は少し余裕があったらしい。もっとも、ゼニスの分は足りていない。

　彼が注文を終えても、フラーメ達の言い合いはまだ続いていた。

「だいたい抜け駆けって何!?　別にルールとか決めてないでしょ！」

「いや、それはフラーメが言い出したんだし！　自分を棚たな上あげして何いってんの!?」

「わ、私のはそういうのじゃないから！　単に昔から態度を変えてないだけで──」

「……え、全然違うじゃん。ガキの頃ころのあんたって、もっと無口で可愛かわいげない感じだったでしょ？　最近はもうなんていうか……」

「思いっきり駆使してるよね……何をとは言わないけど」

　フラーメと同どう僚りよう達との仲は決して悪くない。ただ、酒が入っていじりが激しくなっている節はある。

　ゼニスはとりあえずとばかりに彼女達をなだめた。

「はいはい、そこまでな。他ほかの客の迷惑になるから……」

「……いや、あんただあんた。元凶」

「ほんっと、わかんないなー……フラーメ、こんな優柔不断男のどこがいいの？　もうこんなの捨てて私に譲ゆずりなって」

「くっ……！　ゼニス！　ここ出よ！　酔よっ払いしかいない！」

「……酒場なんだから当たり前だ。みんなお前をからかって遊んでるだけだから、じゃれてないで座っとけ」

　まだ反論はありそうだったが、フラーメはひとまず座る。ゼニスの指示に関して、彼女は基本的に逆らわない。

　そして他の狩しゆ猟りよう兵へい達は、矛ほこ先さきをゼニスに向け始めた。

「……フラーメをからかってるっていうか、普通に鞘さや当あてなんだけどなぁ」

「だいたいさー……やっぱゼニスが悪いよ。はやいとこ誰だれかとくっついておけば、こんな面倒くさいことになってないのに」

「その場合は略りやく奪だつ愛あいの応おう酬しゆうで逆に泥沼でしょ……コイツ絶対、無自覚に落としまくるもん……」

「なんかもう頭痛い……ゼニス先せん輩ぱいが腐くされ外げ道どうすぎて悪酔いしそう……」

　周囲から理り不ふ尽じんな罵ば倒とうを受けるゼニスは、不機嫌に眼めを据すわらせた。

「吐くなら外行け。あと、俺おれは本当に、やましいことは何一つしてないからな？　お前らからの理不尽な風評被害で、日々どれだけ迷惑してると……！」

　同僚の娘達は白々とした眼まな差ざしを返してきた。

「……まぁ、確かに噂うわさは酷ひどそうだけど」

「ゼニスが、人を惚ほれさせるだけ惚れさせて放置する外げ道どうなのは事実だし」

「案外、私らが知らないだけで、もう二、三人は毒どく牙がにかけてるんじゃないの？」

「あ、私は信じてますよ？　先せん輩ぱいはそんな人じゃないって。たとえ腐くされ外道でも、いざ手を出した後はちゃんと責任とってくれますよね？」

「まず外道扱あつかいをやめろ。しまいにゃ泣くぞ……」

　同どう僚りよう達からこうまで言われる覚えは微み塵じんもないが、こうした酒場での悪い冗談が他ほかの酔すい客きやくに歪ゆがんで伝わり、遂ついには根も葉もない噂話が独り立ちして立派に育ちつつある。

　それらの与よ太た話ばなしの中で、ゼニスには既すでに五人ほどの隠し子がおり、それぞれ母親が違うらしい。濡ぬれ衣ぎぬもここまでいくといっそ清すが々すがしいが、まったくもって笑えない。

「そのうち任務に支障が出そうだ……この間なんて新人狩しゆ猟りよう兵へいの登録手続き中、親おや御ごさんから〝うちの娘に手ぇだしたらタダじゃすまねぇから〟って真顔で脅おどされて……俺おれもう、どんな顔して応対したらいいのかわからなくてさ……」

　酒場の隅すみで細い手が挙がった。

「はいっ！　それうちのお父さんですっ！　昨日も〝結婚するならゼニスさんみたいな人がいい〟って言ったらブチ切れてましたっ♪」

　けらけらと無む邪じや気きに笑う新人の姿に頭痛を覚えつつ、ゼニスはがっくりと肩を落とした。

　フラーメが同情したようにその背を撫なでる。

「……ゼニス……新人にまでこの扱いって……」

「……皆まで言うな……ほんと、何が悪かったんだろうな……」

「んー。悪かったっていうか、むしろ必要以上に良かったからでしょ？　顔とか将来性とかお手て頃ごろ感かんとか、重すぎず軽すぎない感じとか、あと芸風とか」

「……は？　芸風？」

　いつの間にか現れたその声の主ぬしは、ゼニス達のテーブルに置かれたイノブタの照り焼きを、真正面でがつがつと頰ほお張ばっていた。

　姿には見覚えがある。

　フードつきの赤いコートをまとった、抜け目ない目つきの小柄な娘──ただし、街の住民ではない。

　神出鬼没な点も含め、その不思議な存在感は悪戯いたずら好きな妖よう精せいを思わせたが、とりあえず人間ではある。

　さほど親しい間柄でもなく、咄とつ嗟さには名前が出てこない。

「えぇと……誰だれでしたっけ……あの、確か交易商人の……」

　少女はもきゅもきゅと肉を貪むさぼりつつ、薄うす笑わらいでゼニスを一いち瞥べつした。

「なに？　忘れた？　前に立ち寄ってからまだ二ヶ月しか経たってないのに薄はく情じようだねー。さっすが色男、行ゆきずりの女とかいちいち憶おぼえてないかぁ」

「火のないところに狼煙のろしを焚たくような虚きよ偽ぎの発言は慎つつしんでください。ええと……思い出した、商人のアキナさんでしたよね？　なにしてるんです？　その料理、俺おれのだと思いますけど」

「ん？　情報料？」

　食べるのをやめる気配はない。ゼニスが注文しておいたオレンジジュースまで、いつの間にか彼女の物にされていた。

　フラーメも眼めを丸くして、見慣れぬ旅商人に問いかける。

「えっと……アキナさん？　ゼニスに何か用ですか？」

「や、店の前を通ったらなんかいい匂においがしたんで。中見たらチョロい軍師さんがいたから──これならおごってもらえるな、と」

　ゼニスはつい、目め頭がしらを押さえた。

　いつも一緒に働いている同どう僚りよう達からはともかく、二ヶ月前に知り合ったきりの旅商人にまで付け入られるとは予想外である。

「ちょろ……まぁいいです。情報料って言いましたよね？　何か耳寄りな話でも仕入れてきたんですか」

「あ、サソリダケの肉巻き頼んでいい？　ここの美味おいしいんだよね。あとドラゴンサラダも」

「……注文しておきます。フラーメ、オーダー頼む」

「……あ、うん」

　なんだかんだで自分のちょろさは自覚しているが、ゼニスもただアキナに流されたわけではない。

　交易商人がもたらす情報は貴重である。

　中には真偽の怪しい噂うわさもあるため鵜う吞のみにはできないが、近きん隣りんの情勢や名の知れた狩しゆ猟りよう兵へいの動向など、最新の情報はいくらあっても困らない。

　なればこそ、先代隊長のモーベインも、狩猟兵を引退した後の仕事に〝隊商〟を選んだ。街への情報提供を通じて、新隊長のヴィオレッタや軍師のゼニスを支えようとしてくれたことは想像に難かたくない。

　仲良くしておいて損はない相手でもあり、夕食代程度の出費で話を聞けるなら安いとさえ言える。

　追加で頼んだオレンジジュースを片手に、ゼニスは改めて彼女との会談に臨のぞんだ。

「……で、どんな話です？」

　もっきゅもっきゅとリスのように頰ほおを膨ふくらませたまま、アキナは器用に喋しやべりだした。

「意外にせっかちさんだよねぇ……まぁいいや。なんかモーベインさんが大変だったんだって？　聞いたよ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでの救出戦！　他ほかの街でも噂うわさになりそうな武勇伝だね」

「……例の〝牛ぎゆう頭とう〟に関かかわる情報ですか？」

　アキナがにやりと笑った。

「……あ、軍師の顔になった。やっぱ見たんだ？　──そ。あれ、他ほかの街では〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟って呼ばれてるんだわ。戦いぶりが他の蝕しよくと全然違ったでしょ？」

　ゼニスは神妙に頷うなずく。

　モーベインも彼には歯が立たなかったらしい。「年は取りたくない」などと本人は笑っていたが、老いたりとはいえ、彼は並の狩しゆ猟りよう兵へいではない。

　五年前の大おお怪け我がを機に引退はしたが、完治後の腕前はさほど衰おとろえておらず、経験の蓄ちく積せきを経て老ろう獪かいさは増している。

　多勢に無勢ならばともかく、一対一で、彼とダーインスレイブがあしらわれたなどとは、にわかには信じられなかった。

　ゼニスも戦いたがるメアリーローズを止めたが、あれは戦略的な判断であると同時に、〝危うさ〟を肌はだで感じたためでもある。

　極端なことをいえば、仮に他の蝕の兵があの場におらず、〝牛頭の狂戦士〟だけだったとしても──ゼニスは、撤てつ退たいを指示していたかもしれない。

「……あの牛頭の中身ね。あくまで噂うわさなんだけど……二年前に行方ゆくえ不明になった伝説の狩猟兵、〝アステリオ〟なんじゃないかって話が出てるんだわ」

　無言で固まったゼニスに代わり、酒場にいた面々が一いつ斉せいに色めき立った。

「アステリオだと!?」

「え!?　生きて……あ、いや、蝕の中にいるってことは死んだのか……でも、まさかそんな……！」

　その狩猟兵の名は、生前から一種の伝説と化していた。

　とかく武勇伝に事欠かない。

　いわく、少年兵の頃ころにたった一人で盗とう賊ぞく団だんを壊滅させた。

　いわく、他の街との合同訓練で、盾たて兵へい十人を相手取り圧勝した。

　いわく、部隊に一人の犠ぎ牲せいも出さず、十数体に及ぶ蝕の変異種をまとめて壊滅させた──

　噓うそか真まことか疑わしい噂もあるが、そうした噂が真実味を帯びる程度には強かったらしい。

　三十余年に及ぶ狩猟兵生活の中で、こと一対一の実戦においては無敗だったとも聞く。

　アキナは周囲の反応をおもしろがるように、得意顔で話し続けた。

「ま、びっくりだよねー。ただ証言だけで証拠はないんだ。あの〝牛頭の狂戦士〟と対たい峙じして逃げ延びた人の中に、アステリオのお弟子さんがいてさ。体格はもちろん、動きの癖くせが同じだったって……牛頭出現の時期的にも合うし、ありそうな話ではあるんだけどね」

　酒場の狩猟兵達が、酔よいも忘れて重苦しい沈黙に包まれる。

　侵しん蝕しよくにより、蝕の尖せん兵ぺいとなる──仕事柄、決して珍しい話ではないが、同時にそれは狩猟兵にとって最大級の恥ち辱じよくでもあった。

　狩しゆ猟りよう兵へいはアイギスと共に街を、そして人類を蝕しよくから守ることを責務としている。

　そんな彼らが蝕に操られ、本来守るべきものを逆に襲おそってしまうなど、本末転倒もいいところだった。

　ゼニスは無言のまま、しばし考え込んだ。

　アキナは淡々とサラダに手をつける。

「で、ここからが本題。軍師さんさ、バージルって人、知ってる？　うちのお得意さんの一人なんだけど」

「……ユニオンリーダーのバージルさんかな？　会ったことはないけれど、噂うわさで名前だけは聞いたことがあります」

　ユニオンとは、複数の街による同盟を指す。

　バージルはその旗はた頭がしらの一人だが、詳しい人となりはもちろん知らない。

「そうそう、そのバージル。割とおもしろい奴やつでさ。軍師さんと似たタイプかも」

「え。腐くされ外げ道どう？」

　思わず呟つぶやいた仲間の頭を軽くはたき、ゼニスは視線で先を促うながした。

「そっちじゃなくて、ちゃんと真ま面じ目めに頭使うタイプってことよ。狩猟兵って脳のう筋きんと天然が多いじゃん？　あと性悪」

「それは偏へん見けんだと思いますが……」

　酒場の同どう僚りよう達を見回した後、適切な反論を思いつかず、ゼニスはそのまま言葉を濁にごした。

　実際のところ、変人の割合が高いために、ゼニスのような常識人は浮いて見られる。おそらくはバージルという男もそうした立場なのかもしれない。

「で、そのバージルさんがどうしたんです？」

「ん。そいつがね、さすがにあの規模の蝕を放置するのはまずいってことで音おん頭どをとって、殲せん滅めつ作戦を立てようって言い出したのよ。で、ユニオン内の戦力だけじゃ足りないから、他ほかの街からも賛同者を募りたいみたい。その説得のために今、ナターシャの街に向かっているはず。旅が順調なら到着は四日後くらいかな？　軍師さんならわかるでしょ、私の言いたいこと」

　ナターシャの街は、ここから二日ほどの行程で行ける近い街だった。近郊ではそれなりに力を持つ勢力でもあり、ゼニスもよく知っている。

　隊長のナターシャは責任感が強く、姉あね御ご肌はだで気っぷのいい女狩猟兵だが、野心のない慎しん重ちよう派はでもあり、街の安全を何より優先するタイプだった。

　味方につける街としては、規模が大きすぎず小さすぎず、また慎重派ゆえに敵も少ない理想的な口く説どき相手といえる。

　ゼニスの脳裏にも、二つ三つと今後の方策が思い浮かんだ。

　その中には、この場の思いつきで済ませるには惜しい案もある。

　含みをもたせたアキナの視線に、ゼニスは誠意ある微笑をもって応じた。

「……たいへん参考になりました、アキナさん。情報の提供に感謝します。何か追加注文しますか？　今夜の飲食費はこちらでもちますよ」

　アキナがニヤニヤと笑った。

「あー、なるほど……ここの子らを誑たぶらかしたのはその顔かぁ……軍師さん、その顔は駄だ目めだって。その気もないのにそんなヤバい顔見せてたら、そりゃ外げ道どう扱あつかいされるよ」

「……え？」

　意味がわからず戸惑うゼニスをよそに、周囲の同どう僚りよう達が何度も無言で頷うなずき始めた。

　傍かたわらのフラーメまで、何故なぜか不機嫌そうに、ついでに少し不安そうに、ゼニスの服の裾すそをぎゅっと摑つかんでいる。十八歳とは思えない子供のような仕草だが、不思議とわざとらしさはない。

「……いやいや、アキナさんまでそんな、こいつらの変な冗談に付き合わなくても……」

「……軍師さんね？　私が言うことでもないんだけど、いろいろ自覚して自重しとかないと、そのうち刺されるよ？　将来のお得意さんが減っちゃうと私も困るし、火遊びは程ほど々ほどにね？　いや、真ま面じ目めな話」

　小柄なアキナは不ふ穏おんな忠告を残し、椅い子すから飛び降りるようにして席を立った。

「じゃ、ごちそうさん。うちの隊商も二日くらいは宿屋に滞たい在ざいしてるから、確認したいことがあったらおいでね。あ！　もちろん買い物もよろしく！　割引はしねーけど、オマケくらいはつけてあげよう」

　来た時と同様の素早さで、旅商人の少女はあっという間に去っていった。

　酒場には不似合いな沈黙が訪れ、空気に耐えかねたゼニスは冷や汗混じりに天井を見上げる。

　うっかり他ほかの方角を見た場合、この場にいる誰だれかと視線が合ってしまいそうだった。

　酔よった狩しゆ猟りよう兵へい達が、あまり酔いを感じさせない口調でしみじみと呟つぶやき始める。

「……ゼニス。アキナさんからの警告ね、割と的確だと思うよ？」

「……そろそろ誰か、我慢きかなくなって暴走しそうよね……」

「……あ、私は刺さないよ？　あくまで〝私〟は……他の人は知らないけど」

「……先せん輩ぱい、逃げたくなったら声かけてくださいね？　どこでもついていきますから」

「……気づいているとは思うけど、貴方あなたが思っているよりも切迫した状況だから。覚悟して？」

「……あーあ……みんな酔って本性でちゃったかぁ……つか、軍師さん、顔色悪すぎ──」

　囁ささやくような言葉のそれぞれが、今のゼニスには死刑宣告に聞こえてしまう。牛ぎゆう頭とうの狂戦士を前にした時以上に背筋が震ふるえているのも、おそらく気のせいではない。

「……すまん。仕事が増えたんで、隊舎に戻る……隊長にも今の件を急いで報告しないと──」

　どうにか逃げる口実を作りだし、いそいそと席を立とうとすると、その肩をフラーメが押さえつけた。

「……ゼニス。晩ご飯を食べるくらいの時間はあるでしょ？」

「い、いや、なんかもう、胃がそれどころじゃ……」

　別の狩しゆ猟りよう兵へいが、ゼニスの腕を引いて無理矢理に座らせた。

　彼女は口元でにっこりと微笑ほほえみながら、まったく笑っていない眼めでゼニスを見み据すえる。

「そう言わずにゆっくりしていって。ゼニスが食べている間、私達がどれだけ本気か、じっくり聞かせてあげるから──」

「私達が先せん輩ぱいを外げ道どう呼ばわりしているのは、冗談扱あつかいで真ま面じ目めに対応してくれないから、って理由もあるんですよ？」

「いつまでものらりくらりと、仕事が忙しいなんて口実で振り回してくれて……」

「いい機会だから、この際はっきりさせましょ。ねぇ、ゼニス？　貴方あなた、本気で私達の好意を冗談だと思ってる？　気づかないふりで受け流すにも限界ってあるのよ？」

　当然、ゼニスのストレス耐性にも限界はある。

「ま、前から繰り返しているように、今は誰だれとも付き合う気はない！　お前らも一人前の狩猟兵なら、まず任務を最優先に──！」

「……そういうつまんない建前が通用するのは、成人前までだから」

「……これもう襲おそっちゃっていいよね？　お酒の力で不可抗力だよね？」

「……口で言ってわからないなら、いっそ──」

　誰かが横から顔を近づけた。

　直後、フラーメがその同どう僚りようを突き飛ばす。

「そ、それはさすがにダメ！　そこまではやりすぎ！」

　酔よっ払い達が口々にその動きを非難しはじめる。

「……やりすぎのライン、低っ……」

「……さすが負け犬……」

「どうせメアリーローズと夢の中でイチャついてるんだから、いまさらなのに……」

　自身の、というよりはアイギスの名めい誉よのために、ゼニスはこの誤解を慌あわてて否定した。

「濡ぬれ衣ぎぬにも程ほどがある！　お前ら、アイギスを見た目で判断するなよ？　メアリーローズは、あれでけっこう真面目なお嬢様だからな。恐れ多くて手出しとかそういう話には……」

　たまになりそうになるが、それはこの場で伏せておくべき情報だった。

　狩猟兵のクリアラがかすかに唸うなる。

「でもね……今日、あの子が武器庫で拗すねてたから、少し手入れしてあげたんだけど──私がゼニスに関する愚ぐ痴ちを言うと、もうスゴい勢いで反論してくるのよ……」

　クリアラは感情を読ませない怜れい悧りな眼まな差ざしで、じっとゼニスを見据えた。

　華きや奢しやな容姿から発せられる妙な威い圧あつ感かんに、軍師は思わず姿勢を正す。

　勝ち気で世話焼きな彼女は、若い狩猟兵達のまとめ役的な存在だった。

　フラーメと同期の十八歳で、戦闘力は平凡ながら頭の回転が速い。ゼニスの指示でややこしい任務をこなすこともあり、部下としては頼りになる一方、怒らせると怖い相手でもある。

　そのクリアラは、光の消えた眼めで淡々と話し続けた。

「──あの子ったら、あれだけ放置されているのに、〝自分がゼニスの力になれることは何かないか〟って相談までしてきて……しかも〝会えないのは寂しいけどわがままは言いたくない〟とか〝せめて自分の前では楽になって欲しい〟とか……なんなのよ、あの小悪魔の皮をかぶった天使……私が男だったら健けな気げすぎてぜったい落ちてるわ……もう完全に恋する乙女。さもなくばダメ男に騙だまされてる可哀かわい想そうな子」

　クリアラとメアリーローズの裏話を聞かされながら、ゼニスはがっくりとうなだれた。

「……クリアラ。どうしてお前は、ことあるごとに俺おれの心を折りにくるんだ……？　そんな可愛かわいい情報聞きたくなかったよ……明日以降、どんな顔してあのお姫様と会ったらいいんだ……」

　この情報を踏まえて先さき程ほどのやりとりを思い返すと、あれはからかわれたのではなく、本気の誘惑だった可能性が浮上する。

　どうやら夢の中もあまり安息の地ではないらしい。

　ひそひそ声が聞こえよがしに重なり始める。

「……あーあ。とうとうアイギスまで堕おとしたかぁ……」

「なんなんだろうね、うちの軍師……本当に人間？　中身は淫いん魔まとかじゃないの？」

「さすが先せん輩ぱい……もう諦あきらめてみんなで重婚できる街に移住しましょうよ……あるいは権力を握って街の法改正とか」

「生々しいからそういう冗談やめて……賛成しちゃいそうな自分がイヤ……」

「……いいこと考えた。こいつ社会的に抹まつ殺さつしよう。ね、そうしよ？」

　もはや何を言われても反論が出てこない。

　料理を運んできた給仕の娘が、不思議そうにゼニスへ問いかけた。

「うーん？　軍師さん、何が不満なんですか？　年齢的にも近くて、容姿も申し分ない人達がよりどりみどりなのに……あ！　もしかして、女性より男性の方が……？」

　同どう僚りようであればみっちりと教育的指導をするところだが、酒場の給仕相手ではそうもいかない。

「そっちの趣味は微み塵じんもない。相手がどうこうじゃなく、自分が一人前になるまで、結婚する気にはなれないというか──たとえ誰だれかと付き合っても、仕事最優先で放置するのが目に見えてるだろ」

　一応は本音である。隊長や軍師といった管理職は、どこの街でもそこそこ忙しい。現隊長のヴィオレッタも、二十五歳にして浮いた話がまったくない。

「……納なつ得とくはできないけど」

「ゼニスらしい回答ではあるのよね……」

「……でも絶対、本音は別だと思います」

「……エカルが美人に成長するのを待ってるとか？」

「それだ……っ！」

「お前ら、本当に発想がえげつないな!?」

　酔よっ払い達の歪ゆがんだ妄もう想そうに晒さらされつつ、ゼニスは味もまともにわからないままどうにか夕食をかきこんだ。

　そして彼は、好き勝手な罵ば詈り雑ぞう言ごんを振り切るようにして早々に逃げ出す。

「じゃ、また明日……お前ら、あんまり飲み過ぎて明日に引きずるなよ？」

「あ、ゼニス！　私も帰るから！」

　酒を飲まないフラーメも同時に店を出る。

「あーあ、逃げた……」

「……ま、どうせ明日も顔あわせるんだし」

「……さっきの旅商人さん、惚ほれ薬とか媚び薬やくとか扱あつかってないかなぁ……」

　背後から聞こえた不ふ穏おんな声には振り返らず、ゼニスは女将おかみから受け取ったドラ焼きの包みを抱かかえ、いそいそと歩き始めた。

　足取りは精神的な意味で重い。

（……酷ひどい目に遭あった……みんな、今日は一段と絡からみ酒だったな……やっぱり俺おれが悪いのか……？）

　自己嫌けん悪おに陥おちいるゼニスを見かねたか、隣となりを歩くフラーメがぎゅっと片腕にしがみついた。

「……みんな、今日は一段と酷かったね──逃げようとした時、呼び止めちゃってごめん」

　ゼニスはもう片方の手で、彼女の頭を子供扱いに撫なでる。少なくとも現状はフラーメのせいではない。

「……いや、いろいろ申し訳ないけど、吐き出せる時に吐き出しちゃったほうがいいことだろうし──酔っ払った時くらいはな。ただまあ、なんていうか……いや、ほんと、なんて言ったらいいんだろうな……」

　言葉が出ないとはこのことだった。

　ゼニスは仲間達のことを信頼しているし、友人や同どう僚りようとしては好意さえ持っている。ただし、それらは恋愛感情ではない。

　孤児のゼニスに血のつながった家族はいないが、むしろ家族に近い感覚さえある。

　フラーメが苦笑いと共に、苦悩するゼニスの顔を見上げた。

「……わかるんだけどね。みんな、本当は〝蝕しよく〟が怖いの」

　彼女は唐とう突とつに、意外なことを呟つぶやいた。

　いきなり話題が変わったのかとゼニスは戸惑ったが、フラーメはそのまま話し続ける。

「──あんな大軍、私だって初めて見たもの。怖いから──深く考えると怖いって認めちゃいそうだから、とりあえずゼニスの取り合いで誤ご魔ま化かしてる──そんな感じ。本当、ごめんね。たぶんみんなわかってて空気を読んでる。心の中では、ゼニスに申し訳ないって思ってるよ、きっと」

　フラーメのその指摘は、彼にとって完全に想定外のものだった。

「……怖がってる……？　あいつらが……？」

　八つ当たり気味に自分が被害を受けたことはどうでもいいとして、あの歴戦の強つわ者ものである仲間達が、〝蝕しよく〟ごときに怯おびえているとはまったく考えていなかった。

　驚おどろくゼニスに、フラーメも逆に驚いた顔を返す。

「あれ？　ゼニスも、なんとなくでも気づいていて茶番に付き合ってくれてたんじゃないの？」

　ゼニスは素直に首を横に振った。

「……い、いや、全然。いよいよ愛あい想そを尽かされつつあるのかとは思ったけど……じゃなくて！　フラーメも、その……怖いのか？」

　彼女はゼニスと腕を組んだまま、体を反らして夜空を見上げた。

　月明かりを浴びた端整な横顔が、ゼニスにはやたらと眩まぶしく見えてしまう。

「んー……怖くない、ってことはないかな。怖い。だけど、ゼニスがいつも通りだから──大だい丈じよう夫ぶなのかな、って気もしてる」

　その声はさえずりのように軽やかだった。

「みんなもきっと、ゼニスがいつも通りなのを見て安心しようとしてるんだよ。今夜はさすがに絡からみすぎだったけど……でも、おかげで明日からは、ちゃんと元気出る子が多いと思う」

　さっぱりした顔で星空を見上げるフラーメとは対照的に、ゼニスは暗い地面を見下ろし肩を落とす。

　さすがにこれは自分が不ふ甲が斐いない。

「……まいった……さっぱり気づいてなかった……軍師失格だな」

　部隊内に漂ただよう不安すら把は握あくしていない軍師など、ゼニスの価値観においては論外だった。

　フラーメがくすくすと華はなのように笑い出す。

「ふふっ、いつもと逆だね？　私が気づいていてゼニスが気づいてないとか、珍しいんじゃない？」

「……いや、そういう感情の部分の話になると、俺おれはどうもダメな気がする。割と最近、気づいた……」

　もしも彼にそのあたりの機微がわかっていれば、そもそも今のような偏かたよった状態にはなっていない。

「それにしても、〝蝕が怖い〟か……盲点だったな……ていうか、そこまで怖いか、アレ？　確かに数は多いし脅きよう威いだけど、精神的に不安定になるほどじゃないだろ。いざとなったら逃げればいいんだし」

　ゼニスの素そ朴ぼくな疑問に、フラーメが首を傾かしげた。

「……ゼニス、私達がほぼ十代の女の子だって忘れてない？　二十代の子もいるけど、一応は、ほら……あんまりか弱くはないし、腹筋とか割れてるけど、ちゃんと女の子だからね？　怖いものは怖いよ？」

　彼女の言うことはもっともだった。

「そうか……そうだよな。いや、エカルとか、とても怖がっているようには見えなくて──」

「…………ごめん、あの子は例外。我が妹ながら肝きもが太いっていうか、基本的には何も考えてないと思う」

　三女のエカルラーテはまだ子供だけに、三姉妹に限らず街の狩しゆ猟りよう兵へい達の中でもっとも天てん真しん爛らん漫まんだった。ただしまったくの怖いもの知らずというわけでもなく、幽ゆう霊れい話ばなしなどは普通に怖がる。

「エカルはともかく、他ほかの子達が蝕しよくを怖がっているのはたぶん間違いないから。みんな狩猟兵としての誇りもあるから認めたがらないし、そんなことで逃げ出したりもしないけど──ゼニスも、少し気に留めておいてね」

　戦闘時には鬼神のごとき強さを見せる〝緋ひ色いろの三姉妹〟の切り込み役だが、彼女は意外に繊せん細さいで、人の心をよく理解してもいる。

　幼い頃ころからの癖くせで、ゼニスはまたフラーメの頭を撫なで回した。

「フラーメは、やっぱりみんなをよく見てるよな──いろいろ聞けて良かった。ありがとう」

「ふふっ……交易商人さんほど役に立つ情報じゃないけどね」

　会話が区切りを迎えたところで、二人はちょうど鍛か冶じ場ばに着いた。

　広い工こう房ぼうの隅すみに、一人の瘦やせた老人が座している。

　ゆったりとした厳おごそかな装束を身にまとい、彼は慣れた手つきで一本の剣を磨みがいていた。

　この鍛冶場の主あるじにして、〝緋色の三姉妹〟の父親──名はカーディという。

　孤児のゼニスを引き取ってくれた篤とく志し家かでもあり、十歳から十五歳までの五年間、ゼニスはこの鍛冶場で三姉妹達と共に住み暮らしてきた。

　狩猟兵になってからは、年頃の男女が一つ屋根の下ではまずかろうと宿舎へ移ったが、今でも時折は戻って夕食を共にしている。

　ゼニスとフラーメに気づくと彼は顔をあげ、愛あい想そのない目つきのまま低い声を発した。

「む……ゼニスか。こんな刻限まで残業かね？」

　睨にらむような目つきは単に老眼のためで、機嫌が悪いわけではない。

「こんばんは、カーディさん。仕事じゃなくて、ちょっと酒場に顔を出していて遅くなりまして──これ、お土産みやげです」

　酒場で買ってきたドラペット焼きの袋を手渡すと、カーディはゆっくりと頷うなずいた。

「いつもすまんな──お、ドラ焼きか。こいつはありがたい」

　顔つきこそ常に険しく見えるが、その実、彼は極めて穏おん和わで優やさしい性格の持ち主だった。

　仕事柄、炉ろを睨みつけている時間が長いため、その表情が常のものになってしまっただけで、少なくともゼニスは彼が声を荒らげているところなど見たことがない。

　カーディは工房から、奥の居住空間に向けて声を張った。

「アガーテ、聞こえるか？　ゼニスとフラーメが帰ってきた。茶でも──」

「あ、いえ。この後、隊長と相談しないといけない案件がありまして……」

　すぐに辞去しようとしたが、フラーメが腕を離さない。

「お茶の一杯くらいならいいでしょ？　それに──私や姉さん達にも、言わないといけないことがあるんじゃない？」

　ゼニスの心を見透かしたように、彼女はつま先立ちで耳元に囁ささやいた。

「ナターシャの街……バージルって人に会いに行くんだよね？　だったら、護衛は私達がいいと思う。なるべく少人数で動きたいだろうし、〝緋ひ色いろの三姉妹〟の名前も、少しは役に立つでしょ？」

　付き合いの長いフラーメは、酒場でのやりとりを経てゼニスの思考を読み切っていた。

　彼女達の勇名は近きん隣りんにおいてよく知られている。ゼニスが一人で出向くより、共に行けば相手に好印象を与えやすい。

　交易商人アキナの言を信じるならば、〝バージル〟という男がナターシャの街へ着くのは四日後だった。

　ここからナターシャの街まではおよそ二日の行程であり、明日中に出立すれば先着できるかもしれない。

「……確かに行くつもりだけど、先に隊長の許可をとらないと──」

　カーディが思案げに顎あごを撫なでつつ、かすかに目元を細めた。

　傍はた目めにはあまり変化がわからないが、慣れている者にはそれが笑顔だと察せられる。

「そう急せくな。お前が必要と判断したことなら、ヴィオレッタも反対はせんだろう。それに……その許可が今夜だろうが明日の朝だろうが、旅の準備をはじめられるのはどのみち明日になる。今夜くらいはゆっくり体を休めなさい。なんなら泊まっていくかね？」

　ここまで言われては、ゼニスも逆らいにくい。

「じゃあ、お茶だけ──あ、宿舎には帰ります」

「泊まりなら、フラーメの部屋に……」

「帰ります。帰りますから」

　カーディは冗談すら真顔で話すため、たまに心臓に悪い。

　竜りゆう鱗りんの結晶体が林立する巨大な炉ろを横目に、ゼニスは奥へと導かれた。

　青白く発光する水晶のようなそれら竜鱗は、蒼あおの月からの光を受けて骸むくろに自然発生する。竜の骸から採掘できるために、〝鱗うろこ〟と名がついてはいるが、性質としては鉱物に近い。

　ただし火で鍛きたえることはできず、竜鱗の精製とアイギスの〝召しよう喚かん〟にはドラゴンロアが必ひつ須すとなる。

　竜りゆう装そうの製作と強化、修理、さらには狩しゆ猟りよう兵へいとアイギスとの契約もこの場で行われるが、その仕組みには未いまだ謎なぞが多い。

　火がどうして熱いのか、その理屈がわからずとも火を扱あつかえるように、巨大な撃げき鱗りんから供給されるドラゴンロアについても、詳細がわからないままに広く利用されている。

　ロアに反応した竜りゆう鱗りんの欠片かけらが発光する性質から照明に、出力の調整によって熱を宿すことから料理や湯ゆ沸わかしに、朱あけの月から注ぐ蝕しよくの影えい響きようを遮さえぎることから遠征用の〝トーチ〟に、さらにはドラペット達の動力源にと、活用の幅は広い。

　わけても鍛か冶じ場ばにおける竜りゆう装そうの製作、アイギスの召しよう喚かんは、街の戦力に直結する極めて重要な要素だった。

　戦う力を持たない街は淘とう汰たされていく。

　それは自然界において当然のことで、たとえば平和な時代に戦う力を捨ててしまった街は、その後に来る戦いの時代に適応できず滅んでしまう。有史以来、そんな悲劇は幾度となく繰り返されてきた。

　平へい穏おんな日々がしばらく続くと、人はそれが永続的なものだと勘かん違ちがいしやすいが、そうした平穏は砂上の楼ろう閣かくに過ぎず、ふとしたきっかけで崩れ去る。

　他ほかの街や盗とう賊ぞくからの侵略、蝕の軍団による蹂じゆう躙りん、内部での反乱、あるいは天変地異──世界は混乱の種に事欠かない。

　その前提に立ち、常つね日ひ頃ごろから街を守る力を育て続けることが、この過か酷こくな世界を生き抜くための最善手だった。

　アイギスと狩しゆ猟りよう兵へいは、その力の要かなめである。

　真剣に炉ろを見つめるゼニスを、カーディが振り返った。

「どうした？　いまさら珍しいものでもあるまいに、何か気になるものでも見つけたか」

「……いえ、なんでもありません。カーディさん、フラーメも言った通り、おそらく明日、ナターシャの街に向かうことになりそうです。帰還は一週間後くらいになるかと思います」

「ああ。うちのを三人とも連れて行くのかね？」

「メンバーは隊長とも相談します。三姉妹は中心戦力ですから、街で待機になるかもしれませんが──」

　カーディがふむと唸うなった。

「そろそろエカルに、他の街の様子を見せておくのも悪くない──姉二人が一緒なら安心だし、特に支障がなければ三人とも連れて行くといい。うちのことは、弟子達もいるから心配いらん」

「……はぁ……しかし……」

「こういうことでもないと、出で稼かせぎ組以外の狩猟兵は他の街に行く機会が少ない。それに……他の娘とお前が一週間も旅をするとなったら、フラーメが……」

　カーディが小声で言葉を濁にごし、間をおいて別のことを言った。

「…………フラーメは少し迂う闊かつなところがあるから、保護者としてアガーテが必要だろう。そうなると、エカル一人を置いてけぼりにするのは可哀かわい想そうだ。特に問題がなければ、よろしく頼む」

「……お父さん？　いま、凄すごく失礼なことを言いかけなかった？」

　固まった微笑で問いかけるフラーメから視線を逸そらし、カーディはそそくさと自宅に入る。

　女子狩しゆ猟りよう兵へいに囲まれた軍師もそこそこの激務だが、美人三姉妹の男親にもそれなりの気苦労があるらしい。

　ゼニスにしてみれば、三姉妹は戦力としても旅の同行者としても申し分ない。長い付き合いで気心も知れている上、ゼニスが盾たて兵へい、アガーテが弓ゆみ兵へい、フラーメが剣けん兵ぺいでエカルラーテが大たい剣けん兵へいと、それぞれの兵種もばらけている。大たい概がいの敵に即応できる柔軟性は、旅をする上で重要だった。

「あ、ゼニスだ！　おかえりぃー！」

　ゼニスが室内へ入るや否いなや、はしゃいだ声とともに三女エカルラーテが飛びついてきた。

「ちょっ……エカル!?」

　慌あわてた声をあげたのは、ゼニスではなくフラーメである。

　エカルラーテは部屋着どころか、ほぼ下着姿だった。幼児の頃ころならいざ知らず、身長以外は姉達と互する程ほどのプロポーションに育った今の彼女が、その姿で男に飛びつくのは色々と問題がある。

　どうやら湯上がりらしく、髪は濡ぬれたままで肢し体たいはぽかぽかと温かい。

「……こらこら、ちゃんと寝巻きを着ろ。髪もまだ乾いてないぞ」

　ゼニスは彼女を子供扱あつかいすることで、かろうじて平静を装よそおう。実際にまだ子供なはずだが、年齢的にはともかく、身体的にはとても子供とは言えない。

　ゼニスが引き取られた十年前は、当然ながら彼女もまだ四歳だった。子供の成長力は恐ろしいと、他人ひと事ごとのように感じてしまう。

　家の奥から、バスタオルを巻いただけのアガーテも出てきた。

「あら？　早かったのね、フラーメ。朝帰りでも良かったのに」

「……姉さん、自分の格好わかってる……？　なんでそんな堂々と出てこられるの……？」

　アガーテは湯上がりの火ほ照てった顔に微笑を浮かべた。

「えー？　ゼニスは家族なんだからいいじゃない。ちょっと前までは一緒にお風呂だって──」

「……やっぱり帰ります。じゃ、また明日──」

「ええー!?　もう帰っちゃうの？　泊まっていけばいいのに！」

「エカル、また今度な。それからフラーメ、旅の件、確定じゃないけど、二人にも話して準備だけは頼む」

　ゼニスはすぐさま踵きびすを返して逃げ出した。

　彼が宿舎へ移った最大の理由がこれである。

　自身の倫りん理り観かんに照らすと、フラーメはともかくアガーテとエカルラーテの日常があまりに自由奔ほん放ぽうすぎた。家族扱あつかいしてくれるのは有り難がたいが、男扱いまでされないのはやはり問題がある。

「あ、ちょっと、ゼニス！　……もう、姉さん！　タイミング悪すぎ！」

「まぁ、仕方なかろう……アガーテ、そんな格好でうろつくな。さすがにはしたない」

「だってエカルが、ゼニスの気配に気づいて急に駆け出しちゃったから……えー？　私のせい？」

　背後のやりとりを無視し、ゼニスは足早に現場を立ち去る。その足あし下もとに、とてとてと黒い毛玉が駆け寄った。

「あ、クロ……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。忘れてないから」

　ゼニスは相棒を両手で抱かかえ上げ、その黒板に書かれた文字をちらりと見る。




【　出迎えご苦労　】




「……うん。まぁ、お役に立てて恐きよう悦えつ至し極ごく──でいいのか？」

　──軍師たるゼニスの周囲には、同どう僚りようや部下、家族を含め様々な者達がいる。

　その中において、ドラペットのクロは「ゼニスにプレッシャーをかけない」という点で、今日も極めて重要な役割を担になっていた。







[image: 二章　悩める賢者の卵達]







　ゼニス達一行は、晴天の荒野を荷車に揺られ進んでいた。

　目指すナターシャの街までは二日ほどの行程とあって、手荷物は少ない。ただ、たまたま同じ街へ向かう隊商がついてきたため、後続の荷車と警護すべき人数はそこそこ多い。

　荷車を引く運うん搬ぱん作業用ドラペット達の手た綱づなを握り、ゼニスはその先頭にいた。

　背後にはトーチを含め、ずらずらと十台ほどの荷車が連なっている。

　進む先に道などという大層なものはない。

　見渡す限り赤土の大地では、目的地までの轍わだちさえも数日のうちに風に散ってしまう。

　自然の地形を生かした経路や、かつての遺跡としての道は稀まれに存在するものの、基本的には点在する骸むくろや川、崖がけなどの地形、さらには立て札などの目印を確認しながらの旅となる。

　左右にフラーメとエカルラーテを侍はべらせて御ぎよ者しやを務めつつ、ゼニスはぼんやりと、雲一つない澄み渡った青空を見上げた。

　ナターシャの街へ向かう目的は二つ──




　交易商人アキナから得た情報に従い、〝バージル〟という男に会い、彼の人となりと真意を見定めること。

　そして出来得れば、街の代表者たるナターシャとも接触し、付近一帯で協力して〝蝕しよく〟の軍団に対抗するよう提案すること。




　この二つ目の目的については、あるいはバージルという男とも協力できるかもしれない。

　ゼニスが住むヴィオレッタの街に限らず、付近の街は「戦力不足」という厳しい課題を抱かかえている。

　ただしゼニスは、その足りない戦力を〝街〟単位で確保する必要はないとも考えている。

　一つの街で確保できる程度の戦力など、あの牛ぎゆう頭とうがいる蝕の大軍の前では意味をなさない。無理して兵を集めれば、戦う前に街の財政が破は綻たんしてしまう。

　むしろ街同士の垣かき根ねを越えて、この地域全体で蝕に対抗できる戦力を整える──つまり、あの大軍を殲せん滅めつできる規模の一時的な同盟軍を組織するのが、当面の目標だった。

　しかしゼニスが属するヴィオレッタの街では、規模が小さすぎて知名度も足りず、その旗はた頭がしらにはなれない。〝緋ひ色いろの三姉妹〟の名が売れてきているとはいえ、それはせいぜい名物狩しゆ猟りよう兵へいという程度の認知度であって、街としての信頼感にまでは結びついていない。

　これから向かう街の長おさ、ナターシャでも少々物足りないが、バージルは中規模のユニオンを率いる歴れつきとしたリーダーである。

　彼が旗印になってくれるならば、おそらくは他ほかの街も集まりやすい。

　もしもバージルが、旗印としてふさわしくない人材であれば──その時は、改めて策を考え直す必要が出てくる。

　気はそれなりに急せいているが、それで歩みが速くなるわけでもなく、ゼニスは交こう渉しようについて考えながら、あくまでぼんやりと手た綱づなを引いていた。

　幌ほろの掛かった背後の荷台から、苦笑混じりの声が響ひびく。

「軍師殿、ずいぶんと緩ゆるんでいるようだが、大だい丈じよう夫ぶか？」

　振り返ると、そこにはかつての上司、モーベインの姿があった。

「……すみません、大丈夫です。あんまり平へい穏おんなもので、つい──」

「無理もない。お前さんは日ひ頃ごろが働きすぎだ」

　モーベインが呵か々かと笑った。

　彼が今回、同行を申し出てくれたことは、ゼニスにとって想定外の幸運だった。

〝ナターシャの街なら商売でよく行っている。街の連中とも旧知の仲だし、俺おれもついていこう〟

　ゼニスもナターシャのことは知っているが、モーベインはその部下の狩しゆ猟りよう兵へい達とも親交がある。その伝つ手てがあるのは素直に心強い。

　幌の中では、他ほかに三姉妹の長女アガーテと、モーベインの部下であるレイヴンがそれぞれ吞のん気きに寝息を立てていた。

　怠なまけているわけではなく、二人は夜間の警戒に備え体力を温存している。

　そして手綱を握るゼニスの隣となりにも、体力の温存とは無関係に居眠りをしている少女がいた。

「……むにゃ……むぅ……クロ、お手ぇー……」

　三姉妹の末っ子エカルラーテは、ドラペットのクロをクッションのように抱かかえ込み、その耳と耳の間に顔を埋うずめ寝言を漏もらした。

　クロがさっとあげた短い手を、ゼニスはとりあえずとばかりに隣から下げさせる。

　昼食後の満腹感と程ほど良よい陽気、ゆっくり進む荷車の小刻みな揺れ等によって、彼女はすっかり睡魔に負けていた。

　その寝顔は年相応にあどけないが、エカルラーテが振り回す〝ファウローラ〟の大剣は圧倒的な威い力りよくを誇っており、戦力としては子供扱あつかいできない。

　以前から、長女アガーテと次女フラーメを指して、「ヴィオレッタの街に、腕のいい姉妹の狩猟兵がいる」という噂うわさは出ていたが、ほんの二年ほど前にこの最年少の三女が意外な活躍を見せ始めた途と端たん、たちまち〝緋ひ色いろの三姉妹〟などという大おお仰ぎような呼び名が定着してしまった。

　姉妹それぞれで、得意武器も戦い方も違う。

　長女アガーテの弓は精せい緻ち、次女フラーメの剣は流りゆう麗れい、三女エカルラーテの大剣は豪ごう快かい──訓練と実戦を重ねるにつれてその能力は磨みがかれていき、今では名実ともに街の主力だった。

　そんな彼女が寝ぼけて転げ落ちないように、ゼニスは片手でその細い肩を抱えておく。

「エカルの奴やつ、いい夢見てそうだなぁ……でも今からこの熟睡ぶりだと、夜中に寝られなくて暴れそうだ」

　右みぎ隣どなりに座ったフラーメが、ちらちらとゼニスを見ながら肩口に頰ほおをすり寄せた。

「エカルは、寝ることにかけては超一流だから大だい丈じよう夫ぶ……あと、わ、私も眠くなってきちゃったかなぁ……って。エカルみたいに、その──肩、支えてくれる……？」

　妹の姿勢が羨うらやましいらしい。

　とはいえこれは、相手が子供だからできることでもある。

「……すまん。両手が塞ふさがったら、さすがに手た綱づなを扱あつかいにくい。眠いなら後ろの荷台に行っとけ」

「……じゃあ、このままでいい」

　実のところ、さして眠くもないらしく、フラーメはゼニスの片腕にしっかりと腕を絡からめ直し、衣服で強調した胸をぎゅっと押しつけてきた。

　明らかにわざとだが、ゼニスは鋼はがねの心で平静を保つ。

「……あのな、フラーメ──俺おれがお前達を連れてきたのは、こういう役得のためじゃなくてだな……」

「わかってるよ？　そもそもゼニス、これが役得だなんて思ってないでしょ？　これはあくまで私への報ほう酬しゆう。ゼニスの出張に付き合ってあげてるんだから、これくらいはね」

　つんと澄ました口調の割に、その頰がほのかに赤い。

　その破壊力にくらりとしたが、同時にゼニスは弁わきまえてもいる。

　フラーメの好意は素直に嬉うれしいが、彼女はまだ精神的に幼い。

　子供の頃ころから一緒に過ごしてきたため、ゼニス以外の異性をまともに知らず、家族として培つちかってきた信頼と恋愛感情とを混同している節もある。

　また、ここ数年で同どう僚りようの狩しゆ猟りよう兵へい達が何故なぜかゼニスに眼めをつけ始めたため、焦あせって無理をしている部分も少なからずある。

　今のままで彼女の好意に応こたえることは、その誤認と焦しよう燥そうに付け入る形になってしまいそうだった。

　それでもフラーメは喜ぶだろうが、本質的に賢かしこい彼女はいずれ目を覚ますかもしれない。

　その時に彼女が傷つくような事態は、やはり避けたい。

　ゼニスがフラーメに対して抱いだく感情は、好意を越えて愛情に近かった。「大事にしすぎ」とは同僚達からも言われるが、こればかりは理性や理屈ではどうにもならない。

　こうして甘えてくるフラーメの姿も、体こそ大人おとなだが表情は少女のそれで、精神性に至っては実はエカルラーテと大差がなかった。

　そんなゼニスの複雑な胸中を知らず、フラーメは寄り添いながらくすくすと笑う。

「隊舎だと、こんな風にくっついていたらすぐクリアラやリムリール達に引き離されちゃうけど……邪じや魔まが入らないっていいよね。みんな今頃、ゼニスがいないって大騒ぎかな？」

「……大おお袈げ裟さな。せいぜい一週間程度の留守なんだし、別に騒ぐような話じゃないだろ」

　そうは応じつつ、同行メンバーで揉もめる可能性を考こう慮りよして、ゼニスは他ほかの同どう僚りよう達に何も言わず街を出てきた。

　隊長のヴィオレッタも「時間の無む駄だだからその方がいい」「フォローはしておく」と言ってくれたが、要するに「逃げた」と言われれば反論の余地はない。

　背後の荷台から、モーベインが呆あきれた声を寄よ越こした。

「せいぜい一週間とは言うがな……お前、あの環境は尋じん常じようじゃないぞ。俺おれの前では自じ粛しゆくしていたようだが、ギスギスとした気配は隠せていなかった。何をすればあんなことになる？」

「何もしていません。強しいていえば……十代の時点で、異変に気づくのが遅れた感はあります」

　ゼニスは真顔で答えたが、フラーメがモーベインに向けて首を傾かしげた。

「……ええと……少なくとも、何もしてないってことはないです。危ないところを助けてくれたり、失敗をさりげなくフォローしてくれたり、悩みを解決してくれたり、精神的な支えになってくれたり……他にもいろいろ。そもそもゼニスは、自分のしたことに自覚がなさすぎると思います」

　心当たりの薄うすいその指摘に、ゼニスは困惑させられる。

「俺の行動は、隊の仲間として当然の範囲にとどめているつもりだけど……」

「ゼニスにとっての〝当然の範囲〟って、普通の人には無理な範囲だから。あと、落ち込んでいる時に絶妙なタイミングで絶妙な一言が飛び出したりするから……なんかもう、〝この人は私のことを理解してくれてる〟感が凄すごいっていうか……みんなの肩をもつわけじゃないけど、あれは惚ほれるなって言うほうが無理だと思う」

　フラーメの声は決して褒ほめていない。むしろ責めるような響ひびきさえある。

「……それはさすがにちょろすぎないか。みんな騙だまされてると思うぞ……？」

「…………騙している自覚があるんだったら、早く私一人に絞ればいいんじゃないかな……？」

　彼女はにっこりと微笑ほほえんだが、何故なぜか少しも笑顔に見えなかった。

　ゼニスだけでなく、モーベインまでもがぶるりと肩を震ふるわせて視線を逸そらせる。

「……ま、後は若い者同士でな──年寄りはここらで引っ込もう」

「あ、隊長!?　フラーメが意外に怖いから、適当なこと言って逃げる気ですよね!?」

「……新米の頃ころに散々教えただろう、ゼニス。長生きの秘ひ訣けつは退ひき際ぎわを間違えないことだ。戦略的撤てつ退たいは敗北じゃない」

　圧倒的な説得力で煙に巻かれたゼニスは、その大切な教えを改めて胸に刻みつつ、かつての上司に恨うらみ節を送る。

「仲間が困っていたらなるべく助けてやれ、って教えもありませんでしたっけ……？」

「明らかに自じ業ごう自じ得とくのようだしな──むしろフラーメの言う通り、はやいところ一人に絞れ。しばらく士気には影えい響きようするだろうが、多少はましになるだろう」

「……絞る以前に、今は誰だれとも付き合う気はないと明言しているんですが……」

　モーベインが軽く肩をすくめた。

「それでも押せば落ちると見透かされているのさ。お前、恋愛感情じゃないにしても、なんだかんだ言ってあいつらのことは大好きだろ？」

　ゼニスは言葉に詰まった。

「だから連中は無意識のうちにチャンスがあると踏んでいる。こういうことは言いたくないが……明日をも知れない、とまでは言わんが、一週間後には野ざらしの骸むくろになっていてもおかしくない商売だ。仮に一歩二歩リードしている奴やつがいたとしても、死んじまったらそいつは脱落だからな。確かにチャンスはある」

　あまりに不吉な物言いだったが、狩しゆ猟りよう兵へいという立場では一面の真理を突いてはいる。

　戦闘での致死率もそこそこ高い。

　アイギスの加護が強いため、一人二人ずつ死ぬという例は意外に少ないが、たとえばまとまった蝕しよくの群れと遭そう遇ぐうし、激戦の末に数十人単位で命を失うことは往々にしてある。

　また、危険なのは戦闘中ばかりではない。

　仮に戦闘でトーチを破壊されれば、予備がない限りは移動するだけで月から注ぐ蝕の影えい響きように晒さらされてしまうし、侵しん蝕しよくを受けた仲間に寝込みを襲おそわれるという最悪の事態も起こり得る。

「もちろん、あいつらがそれを狙ねらっているってわけじゃないがね。ただ狩猟兵として生きている以上は、こういう感覚が染しみ着いちまうってことだ。因果な話だよ」

「……肝きもに銘めいじておきます」

　軽い口調の中に聞き流せない重みを察して、ゼニスは頷うなずいた。

　傍かたわらのフラーメがふと、絡からめた腕に強い力を込める。

「ゼニス。私は、死なないから──ちゃんと強くなってるから」

「……ん。そうだな」

　ゼニスは微笑とともに頷いた。

　今の彼女の言葉は、媚こびたわけでもアピールでもない。むしろ逆に、ゼニスを気き遣づかい励はげますためのものだった。

　五年前の、モーベインが引退を余よ儀ぎなくされた蝕との戦い──

　その戦いにおいて、街は主力の狩猟兵を数多く失った。

　孤児のゼニスを弟分のように可愛かわいがってくれた先せん輩ぱいや、共に訓練を重ねてきた同輩もかなりの人数が死傷し、この惨さん事じはゼニスに限らず、多くの仲間にとって今も深い傷となっている。

　人員構成の偏かたよりも、街の財政難も、同どう僚りよう達が殊こと更さらに蝕を不安がる理由も、すべてはこの時の一戦に由来していた。

　多くの仲間を失い落ち込んでいたゼニスを支えてくれたのは、フラーメやエカルラーテをはじめ生き残った訓練生達であり、そのメンバーが成長し、今は街の主力となっている。

　他ほかの街から見れば、若い娘ばかりの偏った部隊だろうが、ゼニスにとっては心から信頼できる仲間達だった。

　モーベインが頼もしげに眼めを細める。

「フラーメもお前も、それから他ほかの連中も、確かに強くなった。だが、それでもどうにもならんことはあるからな。退ひき際ぎわは間違えるなよ。特に──フラーメ、お前とエカルラーテは、切り込み役として突っ込みすぎる危険が常にある。危ういと気づいてからじゃ遅い。臆おく病びようなくらいでちょうどいいと思え」

　フラーメが神妙に頷うなずきつつ、わずかに首を傾かしげた。

「気をつけます。でも……そんなに無鉄砲に見えますか？　自分としては慎しん重ちように戦っているつもりなんですが……」

　モーベインが苦笑いを見せた。

「別にそういうわけじゃない。剣けん兵ぺいは速さがある分、どうしても突出しやすいし、大たい剣けん兵へいは敵をまとめて薙なぎ払おうとして、敵陣のど真ん中に突っ込みやすいって話だ。お前らに限らず、兵種としての心得だな。後方支援の弓ゆみ兵へいや槌つち兵へい、足の遅い盾たて兵へいには無縁の悩みだが──」

　モーベインはそこで言葉を区切り、すぐ傍そばへと視線を転じた。

「……その意味では、そこで寝ているレイヴンのほうが危ういか。エカルと同じ大剣兵なんだが、こいつはちと……うまく指揮をしてやらんと、自覚のないまま無茶をしそうだ。腕は申し分ないんだが、〝突っ込め〟とでも言おうものなら際限なく突っ込んでいきそうだから、扱あつかいには注意してくれ」

　ゼニスは、黒髪の小柄な少年兵を振り返った。

　細身の優美な大剣を抱だいて眠りこける彼の寝顔は、まったくの無表情だった。

　常つね日ひ頃ごろから感情の起伏が読めない少年で、街の狩しゆ猟りよう兵へい達とも特にコミュニケーションをとっている様子はない。

　といって周囲に敵意を振りまいているわけでもなく、命令すれば仕事もそつなくこなす上、それを面倒がる様子もない。

　要は影が薄うすく、自我が感じられない。

　その姿につい、ゼニスはかつての自分を重ねてしまう。

　モーベイン達に保護されて間もない頃──

　蝕しよくに襲おそわれた衝しよう撃げきで、ゼニスはそれまでの記憶と感情を失い、生ける屍しかばねのように過ごしていた時期があった。

　引き取ってくれたカーディや三姉妹の協力もあり、半年ほどで快方に向かったものの、その頃のことはあまり思い出したくもない。

　蝕に襲われた後にそうした症状を示す事例は、老ろう若にやく問わず決して少なくないらしい。

　学者達によれば、こうした精神の歪ゆがみは単に恐怖や衝撃のためばかりではなく、そのまま〝蝕の影えい響きよう〟によるものだという。

　体質的な問題で、侵しん蝕しよくに対するそこそこの耐性があり、濃い瘴しよう気きにさらされてもなお蝕しよくの兵にならず生き残った場合──一時的に精神が歪ゆがむなどの形で影えい響きようが出やすい。

　蝕に対する耐性ゆえか、そうした者は概おおむねアイギスとの相性が良く、狩しゆ猟りよう兵へいとしては優秀な戦力になる例が多いとも聞く。

　ゼニスにしてみれば、自分がその例にあてはまるかどうかは甚はなはだ疑問だったが、それでもメアリーローズと夢を共有できているあたり、アイギスとの相性は良いように感じている。

　モーベインの話によれば、この少年兵、レイヴンにも身寄りはいないらしい。

　本人が何も言わないために詳しい生い立ちは不明だが、どこかの時点で蝕の侵攻を体験し、その影響が未いまだ尾を引いているのかもしれない。

　周りからの視線を察したのか、レイヴンが薄うす目めを開ける。

　烏からすの羽のように真っ黒な髪を揺らしつつ半身を起こし、彼は幌ほろの中をちらりと見た。

　特に愛あい想そはないが、不機嫌とも言い難がたい。常に彼はこんな様子で、話しかけない限りはほとんど言葉を発さない。

「ああ、すまない。起きちゃったか」

　ゼニスが声をかけると、レイヴンのすぐ隣となりに、法ほう衣えをまとった銀髪の少女がふわりと出現した。

『軍師さん、すみません。レイヴンはちょっと人見知りが激しくて……』

　持ち主に代わってそう弁解したのは、彼が持つ大剣のアイギス、〝ルーナ〟である。

　純白の法衣は一見して清せい楚そな印象があるものの、ところどころの露ろ出しゆつが際きわどく妙に艶なまめかしい。

　法衣といっても体全体を覆おおうものではなく、むしろ薄布を留め具でつなぎとめただけの簡素な作りで、その場にいるだけでちらりちらりと肌はだが覗のぞく。

　それでいて当人はいかにも聖女然とした優やさしげな微笑を浮かべており、自らの容姿には無む頓とん着ちやくに見える。

　ゼニス自身の感想ではないが、三姉妹の長女アガーテが漏もらした初見の言葉は、「フラーメに見習わせたい」というものだった。

　真意を確かめる気にはなれず聞き流したものの、じんわりと冷や汗が吹き出たことは否定できない。

　持ち主に代わって応対する世話焼きなアイギスに、ゼニスは一いち瞥べつを送る。

「人見知りなのは別にいいよ。俺おれも昔、そんな感じだったからわかる。必要なことだけ対応してくれれば問題ないし、むしろ静かで有り難い」

　同性の狩猟兵というだけでも、今のゼニスにとっては貴重だった。

　持ち主に代わり、ルーナがぺこりと頭を下げる。

『恐縮です──もう、レイヴンったら、私が応対しないと何も言わないんだから……せっかく軍師さんが声をかけてくれたんだから、返事くらいはしましょう？　狩しゆ猟りよう兵へいとしてやっていくなら、人付き合いって大切ですよ？』

　アイギスに人付き合いを説かれる狩猟兵というのも、あまり見ない光景ではある。

　言われ慣れているのか、レイヴンが無言で頷うなずいた。

　モーベイン救出戦の時にちらりと見たが、彼は高いレベルで戦える力を持っている。狩猟兵としてはひとまずそれで充分であり、ゼニスとしてはそれ以上を求める気もない。

「レイヴン、モーベイン隊長からも聞いていると思うけど、しばらくは俺おれの指揮下に入ってくれ。それから、何か疑問があったら今のうちになんでも聞いて欲しい」

　レイヴンは、年の割に影の濃い眼まな差ざしでゼニスをちらりと見た。

「……特に、何もない」

　あくまで短くだが、彼は声を発して応じ、自身の大剣を後生大事に抱かかえ込む。

　大剣といってもその刃やいばは細身で、三日月のように優美な曲線を描えがいていた。一見して剣か大剣か分類に迷うような形状だが、長さは尋じん常じようでない。

　刀身を納めた白い鞘さやには優美な金細工が施ほどこされ、磨みがき抜かれた光こう沢たくがやけに神こう々ごうしい。

　竜りゆう装そうはドラゴンロアを源とした自己修復能力を持っているため、細かな傷程度ならば放置しておくだけで直るが、その点を考こう慮りよしても、彼がこの武器をいかに大切に扱あつかっているかは推して知れた。

　モーベインが横から呟つぶやく。

「ルーナ、君からも何か疑問があれば聞いておけ。今なら暇ひまだから、報ほう酬しゆうやら休暇やら、ややこしい話もできるぞ」

　ルーナが小首を傾かしげた。

『それじゃ、あの──一つだけ。この街の狩猟兵部隊って、なんだかやけに若い女の子が多い気がするんですが……？』

「……うん。俺もそう思う」

　ゼニスは乾いた声で応じた。疑問に思われるのも当然だが、改めて指摘されるとどこか切ない。

　反応に困るゼニスの代わりに、モーベインが答える。

「……五年くらい前の話だ。街が蝕しよくの軍団に襲おそわれて、どうにか撃退したんだが──腕うで利ききの狩猟兵を数多く失う羽目になった。特に当時、若手の男連中は血気盛さかんでな。死地に飛び込んでそのまま──生き残った連中も、財政難のあおりを受けてよその街へ出で稼かせぎに出ている。何も好き好んで若い娘ばかりの部隊になったわけじゃない。成り行きって奴やつだ」

　前任の隊長として、彼が責任を感じていることは想像に難かたくない。

　そこまで深刻な理由とは思っていなかったらしく、ルーナが慌あわてて頭を下げた。

『ご、ごめんなさい！　私ったら、よけいなことを……』

「余計ってことはないさ。事情を知らん立場なら気になって当然だし、隠すようなことでもない。まぁ……うちの軍師殿が女ったらしとか、アイギスすら口く説どく要注意人物だなんて裏事情はないから安心しろ」

「……隊長、ほんとやめてください……最近の風評被害のせいで、もう俺おれ自身が出で稼かせぎ申請を出すべきかどうか、本気で悩んでいるんですから──」

　思わず泣きをいれると、同情するような溜ため息いきが返ってきた。

「その申請は通らんよ。お前一人であらかたの事務仕事をこなしているわけだし、士気にも影えい響きようする。今回のような出張がせめてもの休暇だと思え」

　ゼニスはがっくりと肩を落とす。

「……まあ、確かに今回は休暇扱あつかいで許可を貰もらったんですが……」

　たちまちモーベインが言葉に詰まった。

「…………おい。正気か？　今のは冗談だぞ？　ヴィオレッタの奴やつ、いくらなんでもお前を便利に使いすぎだな──戻ったら一言いってやる」

「あ、いえ、いいです……やらなくてもいい仕事を、自分のせいで増やしている感もあるので」

　狩しゆ猟りよう兵へいへのマッサージやら人生相談やらは、もちろんゼニスの本来の業務ではない。強硬に拒否すればおそらくは認められる。

　ただゼニスとしては、できる範囲のことはなるべくこなしたい。

　かつてモーベインやヴィオレッタ達に保護され、街の人々にこれまで育ててもらった恩を思えば、その程度の甲か斐い性しようはあって然しかるべきだった。

　もっとも、たまには弱音を吐くこともある。

「でも本当に、変な噂うわさが立つのは困るんですよ。心当たりのあることなら自じ業ごう自じ得とくですが、何もしていないのに無茶な噂が立つのはどうにも──」

「ふむ……同年代の男が少ないのもまずいんだろうな。レイヴン、どうだ？　うちの若い連中の中で、気になる娘とかいないか？」

　世間話のような調子でモーベインが問いかけると、レイヴンが答えるよりも先に、その隣となりでルーナがにこにこと愛あい想そを振りまいた。

『いえ、いないみたいです。そもそも軍師さんに惹ひかれている方がほとんどのようですし、レイヴンはどちらかというと……清せい楚そでおとなしくて優やさしい子が好きなので』

（……ん？）

　口調は穏おだやかで表情は笑顔だったが、ゼニスはふと引っかかるものを感じた。

　その正体を見定めないうちに、ルーナの眼めから光が消えていく。

『……それにレイヴンは、軍師さんと違って一いち途ずなので、他ほかの子に浮気なんてしません。泥棒猫ねこなんかには見向きもしませんから、無む駄だな誘惑をしないように、お二人からも皆さんに釘くぎを刺しておいてください──いえ、そんなことをしなくてもレイヴンは絶対に誰だれにもなびきませんけれど、そもそも好かれている軍師さんがあの厄やつ介かいそうな人達の面倒をきちんと見るべきですよね？　こちらには一人も要いりませんから、間違っても押しつけないでください。はっきりいって迷惑です。邪じや魔まです。半径２メートル以内に近寄らせないでください』

　急に抑よく揚ようがなくなったその声を、ゼニスとモーベインは無言で聞くしかない。

　──退ひき際ぎわは大事である。そこを間違えると長生きできない。

　レイヴンが愛剣をなだめるようにその鞘さやを撫なでると、彼女はようやく正気を取り戻した。

『あ……す、すみません。つい本音が出てしまって──！』

　恥ずかしげに頰ほおを染められても、もはや今いま更さらだった。

　フラーメがわずかに首を傾かしげる。

「……ルーナって、もしかして私達と似た系統……？」

「……冗談でもそんなこと言わないでくれ。本気で失しつ踪そうしたくなる」

　世には様々なアイギスが存在し、その容姿も性格も千差万別である。ゆえに、中にはちょっとした問題児もいるが、頼もしい戦力である以上、ある程度は見て見ぬふりをするのが処世術というものだった。

「……ふにゃ…………んぅ？」

　立ちこめた不ふ穏おんな気配を察したか、クロを抱だき枕まくら代わりにして眠っていたエカルラーテが、ぴくりと動いた。

　まだ眠たげに眼めをこすりつつ、彼女は唇くちびるを尖とがらせる。

「……むぅ……ゼニスぅ……」

「ま、まだ寝てていいぞ。なんなら荷台の方で……」

　一連の、教育上よくなさそうな会話を聞かれなかったことには心から安あん堵どした。

　エカルラーテが子犬のように唸うなる。

「じゃなくて……なんか、聞こえるぅ……」

　ゼニスは咄とつ嗟さに神経を研とぎ澄ませた。

　もっともうるさいのは回る車輪の音、次いでドラペット達が大地を踏む音──それらにかき消されながらも、風に乗ってかすかな異音が届く。

　フラーメが眉まゆをひそめた。

「これって……怒鳴り声？」

　すぐさま懐ふところから望遠鏡を取り出し、ゼニスは周囲を素早く見渡した。

　正面には何もない。

　右方向をぐるりと眺ながめても荒野ばかりだが、左方向へ視界を移すなり、不自然な砂さ塵じんと陽光を鈍く反射する〝楔くさび〟が見えた。

「……モーベイン隊長！　隊商が蠍さそりの群れに襲おそわれています！」

　即座に手た綱づなを引き、ゼニスは荷車の向かう方位を調整した。

　荒野には、〝楔くさび〟や〝黒トーチ〟と呼ばれるドラゴンロアの結晶が点在している。

　小型のものを楔、大型でより危険性の高いものを黒トーチと呼称しているが、黒く変色した水晶のようなそれらは、竜りゆう鱗りんやトーチと同様、自然界のロアが地脈を通じて結晶化したものだった。

　ただし近くに骸むくろも撃げき鱗りんもないため、朱あけの月から注ぐ蝕しよくの影えい響きようをもろに受け、大地に蝕の瘴しよう気きをまき散らす汚染源と化している。

　正の影響と負の影響、どちらを溜ため込むかによって呼び名は変わるが、ドラゴンロアと蝕、トーチと黒トーチ、楔の類たぐいは、本質的には近い概がい念ねんの存在だと主張する学者さえいた。

　これらの楔は、野生動物の大型化と凶暴化を招き、彼らの繁はん殖しよく拠点ともなってしまう。

　隊商や狩しゆ猟りよう兵へいを襲おそう巨大な蠍さそりもその一例で、一匹の大きさは牛ほどもあり、それに加えて頑強な甲こう殻かくと猛もう毒どくの針、鋭い顎あごを持ち合わせた危険な存在だった。

　そうした野生動物を狩かり、楔を破壊するのも狩猟兵の大切な役割だが、そもそもの数が多すぎる上に、壊したところで新しい楔がいつの間にか生えてくる。

　ドラゴンロアの結晶化は自然現象であるため、いくら壊しても楔が尽きることはない。そして当然、朱の月からも〝蝕〟の影響が際限なく降り注いでくる。

　近くを通りかかった隊商や移住者が襲われるのも日常茶飯事だったが、よくある話だからといって見過ごせるはずもない。

「モーベイン隊長！　すみませんが、後続の隊商にこの場で一時待機するように伝えてきてください。隊長はそのまま、念のために彼らの護衛を──アガーテも起きろ、戦闘だ！」

「ん。こっちは任せろ。お前らも気をつけてな」

「えー……？　あ、敵てき襲しゆう……？　しょーがないなぁ……」

　モーベインが荷台から飛び降り、長女のアガーテも眠い眼めをこすりながら身を起こした。

　手た綱づなをとるゼニスは、運うん搬ぱん用ドラペット達の足を急がせる。

　土煙の長さからして、襲われている隊商はそこそこの規模らしい。おそらくは複数の商人が連れだって荒野を進んでいたのだろうと推測できる。

　規模に応じたまともな護衛がいれば、蠍の群れを相手にしても負けはしないだろうが、兵の質次第では被害が出てしまう。

　止まった後続を引き離しつつ、ゼニスは望遠鏡越しに戦場を見つめた。

（……護衛の動きは……いまいちか。蠍相手に負けはしないだろうけど、危なっかしいな）

　それぞれの隊商が別々に雇やとっている狩猟兵の場合、寄せ集めゆえにまともな連携がとれないことが多い。

　たとえ人数を揃そろえても、指揮系統が曖あい昧まいでは実力を発揮できない。

　目の前の狩猟兵達はちょうどその例にあてはまっているらしく、蠍の群れを相手に効率的な戦い方ができず、一進一退の攻防を続けていた。

（……もったいない戦い方してるなぁ……）

　唸うなるゼニスの肩口に、黒いドレスをまとった美び姫きがまとわりついた。

『ふふっ……運のいい商人と運の悪い蠍さそりどもじゃな。こちらにはわらわとゼニスばかりでなく、三姉妹までおるというのに』

　メアリーローズに次いで、隣となりに座ったフラーメの頭上にも、赤い旗を掲げた凜り々りしい金髪の少女剣士〝ガラティーン〟が現れる。

『フラーメ、私達も行きましょう！　そこの外げ道どうな軍師さんに、貴方あなたの強さを改めて見せつけてあげなさい』

　実戦を前にしての思わぬ先制攻撃に、ゼニスは頭を抱かかえそうになった。

「……同どう僚りよう達からはいざ知らず、君にまで〝外道〟とか言われるとなかなか堪こたえる。ほんと勘かん弁べんしてくれ」

　ガラティーンがこの苦情を飄ひよう々ひようと受け流す。

『言われたくなかったら、逃げてないでそろそろ責任をとりなさい。もちろんフラーメ以外を選んだら私が敵に回るから、そのつもりで』

「…………女同士の友情って、ほんと素晴らしいな……？」

　ガラティーンは、苛か烈れつなまでにまっすぐな性格のアイギスだった。

　編み込んだ金髪と銀の肩当てを陽光にきらめかせ、彼女はエメラルドグリーンの瞳ひとみで戦場を厳しく睨にらみ据すえる。

　数多あまたあるアイギスの中でも、彼女は特に強く稀き少しような存在とされている。その召しよう喚かんに成功した時、カーディの鍛か冶じ場ばでは仕事を切り上げて祝杯があげられた程ほどだった。

　真ま面じ目めすぎて融ゆう通ずうが利きかない部分はあるものの、契約者たるフラーメとの相性も良く、互いの能力の高さもあいまって街でも随ずい一いちの戦績を叩たたき出している。

　そしてエカルラーテの隣にも、小さな日ひ傘がさを手にした気品漂ただよう正装の幼女が出現した。

『エカル、私達も……あの……せっかく最初に気づいたんだから、ちゃんと起きて……？』

　大剣に宿ったアイギスの幼女、〝ファウローラ〟は、人形のように可愛かわいらしい姿でエカルラーテに寄り添う。

　紫むらさきがかった長髪に布製の黒い髪飾り、紫のケープに煉れん瓦が色いろのドレスと、全体的に陰の濃い色いろ遣づかいだが、わずかに見える顔や指先の肌はだは透けるように白い。

　物静かな存在感とあいまって儚はかない印象すら漂うが、彼女の本体たる大剣はイメージががらりと変わる。

　身の丈たけを上回るほどの長さ、直線的で無ぶ骨こつな片刃、鎧よろいごと叩き潰つぶしそうな重量感──武器とアイギスとの外観に、これほどギャップがある例も珍しい。

　大剣のファウローラは、ゼニスとエカルを交互に見てから、おずおずと口を開いた。

『あの……軍師さん……エカル、起きてくれません……』

　敵の存在に真っ先に気づいておきながら、エカルラーテはゼニスにもたれかかり、まだ寝ぼけていた。

「ん……ゼニスがあったかくて……ねむぃ……あと十分……」

「いや、起きてくれよ！　頼むから！　あと五分もしないうちに戦場に着きそうだし、さすがに危ないって！」

　よもやこの期ごに及んで二度寝されるとは思わず、ゼニスもつい声を荒くした。

　慌あわてる軍師を挟はさんで、横からフラーメが妹の頭を小突く。

「大だい丈じよう夫ぶ、この子、もう起きてるから……寝ぼけたふりして抱だきついてるだけだから」

　エカルラーテが小声で唸うなった。

「むぅ……さすがフラ姉……やっぱりいつも自分がやってることだから、すぐ見破れるんだね……」

　フラーメが、にっこりと彫刻のように微笑ほほえんだ。間にいるゼニスがなぜかぞっとさせられる。

「……エカル？　蠍さそりさん達を片づけたら、後でちゃんとお話しよっか？」

「…………やだっ！」

　大剣のファウローラを手に取り、エカルラーテが荷台からいち早く飛び降りた。

「あ、こら、エカル!?」

　運うん搬ぱん用ドラペットは牽けん引いん力りよくと持久力には優すぐれているが、どうしても速度が遅い。

　人が走るほうが速いため、ゼニスもある程度まで戦場に近づいた時点で飛び降りるつもりだったが、エカルラーテの動きはその想定より早かった。

「アガーテ、御ぎよ者しやを頼む！　フラーメ、レイヴン、一緒に来い！」

　寝起きとはいえ、アガーテの反応はさすがに慣れたものだった。

「エカルはほんとに落ち着きがないなぁ……ん。手た綱づな、かわるわ」

　金色の弓を抱かかえたアガーテの頭上には、同じ形状の弓を携たずさえた亜あ麻ま色いろの髪の娘がいる。

『ゼニス、この距離だと、荷車が追いつくまで後方支援は少し遅れます。荷車を放ほう棄きすれば、アガーテと私も同行できますが──』

「いや、ルーブルヴァイン。君とアガーテは俺おれ達とモーベイン隊長の中間にいて、万が一に備えてくれ。後方支援はゆっくり追いついてからでいいから、もしも背後に伏兵が現れたらすぐに教えて欲しい。あともちろん、俺達を無視してこっちに向かってくる蠍がいたら迎撃を頼む」

　アガーテと弓のルーブルヴァインは、戦況の変化を見て、自身の判断で臨機応変に動ける貴重な戦力だった。

　弓ゆみ兵へいならではの視界の広さと注意力によって、ゼニスも幾度助けられたかわからない。

　ルーブルヴァインは真剣な眼まな差ざしで頷うなずき、アガーテの頭上で弓を構えた。

　肩や胴体ばかりでなく、脚あしまできっちりと金属の鎧よろいに覆おおわれたその姿は、他ほかのアイギス達以上に彼女が〝戦士〟であることを強調している。

　むしろ隙すきだらけのメアリーローズや傲ごう岸がん不ふ遜そんなダーインスレイブ、持ち主に異常な執着を見せるルーナなどが例外であり、このルーブルヴァインの有り様こそが、武器としてのアイギスのあるべき姿とさえいえた。

　ゼニスは改めて愛用の盾たてと槍やりを背負い直し、エカルラーテに続いて荷車を飛び降りた。

　ほぼ同時に、ガラティーンを手にしたフラーメ、ルーナを手にしたレイヴンも走り出す。

「エカルったら、もう！　大たい剣けん兵へいのくせにすばしっこいんだから！」

「フラーメとレイヴンは先に行ってくれ！　エカルが突出しすぎないように！」

　情けない話だが、ゼニスの脚力は彼女達に劣る。盾たて兵へいは重装備ゆえに動きが遅いものだが、そもそも三姉妹の速さに追いつける狩しゆ猟りよう兵へい自体がそうそういない。

　指示に応じて、たちまち互いの距離が開いていく。

　アイギスの加護を発動させた彼女達の動きは、もはや低空を滑すべる鳥のようだった。後からついていくレイヴンは少し劣るが、それでもゼニスよりは速い。

　盾を背負って走るゼニスの耳元に、メアリーローズがそっと囁ささやく。

『焦あせるな、ゼニス。エカル達なら蠍さそりごときに後おくれはとらぬ。わらわ達が着く頃ころには決着しているやもしれんぞ』

「さすがにそれはないだろうけど……まぁ、確かに苦戦する相手じゃないか」

　それは油断ではなく、冷静に戦力を分析した末の判断だった。そもそも危うい相手ならば、介かい入にゆうせずに反転し逃げ出している。

　蠍達の巣となる〝楔くさび〟は、ゼニス達の前に見えていた。

「あれを壊せば連中も逃げ出す。なんとかなりそうだ」

『ん、心配あるまい。伏兵の気配も感じぬ』

　メアリーローズが優ゆう雅がに胸を反らし、澄んだ眼まな差ざしで戦場を見み据すえた。

　悠ゆう揚よう迫らぬその態度は、彼女をより気高く、果敢な存在に見せている。

　共に戦う者として、その加護はやはり心強い。

　やがて蠍の群れの一部が、ゼニス達の接近に気づいて反転する。

　背に負ったメアリーローズが、高揚の吐息を漏もらした。

『──さて、と。ゼニス、先日の蝕しよく相手には撤てつ退たいしたが、今日はその必要もない。存分に……わらわを振るうが良い！』

「ああ、頼りにしている！」

　先頭を走るエカルラーテ達が、蠍の群れと接触する。

　彼女達の動きを余さず視界に捉とらえながら、ゼニスは背に負った盾と槍を前面に構え直した。
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　長く連なった隊商の中なか程ほどにて、交易商人達は慎しん重ちように戦況を見定めていた。

　彼らの顔色は概おおむね冴さえない。

　若い商人が苛いらついたように舌打ちを漏もらす。

「蠍さそりども、けっこうな数だな……この場は狩しゆ猟りよう兵へい達に任せて、先に荷を逃がすわけにはいかないんですか？」

　中年の商人が溜ため息いきを返した。視線はあくまで戦場に向いている。

「そりゃかえって危うい。この先で盗とう賊ぞくが待ち伏せでもしていたらどうなる？　護衛との距離が離れちまったら、俺おれ達には何もできん。賊どもにも、虫を囮おとりに使う程度の知恵はあるからな」

「楔くさびの周辺は奴やつらにとっても稼かせぎ場だ。それに今後のためにも、交易路に近い楔は潰つぶしておいたほうがいい──どうせ誰だれかがやらんといかん仕事だ。行程は少し遅れるが、きちんと始末してから進むとしよう」

　年長の商人がまとめたところで、彼らは再び戦況を注視し始める。

　同行する隊商は、大小あわせて六団体──

　荷車の数はおよそ四十、護衛の狩猟兵は二十名にのぼる。

　規模としては充分に大きいが、寄せ集めだけに兵の練度が極めて低い。味方の実力すら把は握あくしていないようで、特に連携が酷ひどく、またそのことに当人達が気づいてすらいない。

　しかも護衛としての中途半はん端ぱな〝慣れ〟が、その酷さを当たり前のことだと勘かん違ちがいさせてしまっている。

　要するに、この部隊はそれぞれがばらばらに戦っているだけで、戦況を見て指示を出すべきまともな指揮官がいない。

　交易商人の一人、ナディールの眼めから見ても、彼らの戦いぶりには不満があった。

（きちんと始末──といっても、あの戦いぶりじゃいつまでかかるか……もっと効率的に掃そう討とうできそうなものなのに、勿もつ体たいない。あれじゃせっかくの竜りゆう装そうも宝の持ち腐ぐされだ）

　無論、口には出さない。

　戦っている当人達からすれば余計なお世話に違いなく、わざわざ嫌われてまで助言する理由もないし、割り込んで的確な指揮ができるわけでもない。

　そもそもナディール自身が二十五歳と若手の商人であり、あまり偉そうなことを言える立場ではなかった。

　蠍の大群を相手に、狩猟兵達は一進一退の攻防を続けている。

　アイギスの加護によって深刻な負傷者こそまだ出ていないが、戦闘が終わる頃ころには数人が死んでいてもおかしくはない。

　仮に逃げたところで隊商の速度ではなかなか逃げきれず、蠍さそりは延々と獲え物ものを追いかけてくる。荷を捨てれば逃げきれるだろうが、そんな大損害を甘んじて受け入れたくもない。

　そうこうしているうちに、前線が押し返された。

　軽傷を負った一部の盾たて兵へいが退き、槌つち兵へいの治療を受ける間、他ほかの兵達が敵を押しとどめる。

「……おいおい。まさか突破されないだろうな……？」

「有り得んとは思うが……ちと不ふ甲が斐いない戦いぶりか」

　中年の商人達が縁起でもない不安を漏もらしたところで、戦場に変化が起きた。

　蠍達の後こう背はいから、隊商とは別の狩しゆ猟りよう兵へい達が現れる。

　味方の背と蠍達が邪じや魔まをしてその姿は見えにくいが、兵達の歓声が戦況の変化を雄弁に物語っていた。

「……援軍か!?」

「ありがたい！　どこの連中だ？」

　望遠鏡を覗のぞく若い商人が、訝いぶかしげな声を漏らした。

「人数は……三……四人……か？　少ないな……赤い髪の娘と……あれ？　もしかして……？」

　ナディールも自前の望遠鏡を覗き込む。

　レンズの向こうでは、まだ幼さの残る赤い髪の少女が、まるで猛もう獣じゆうのように跳はね回っていた。

　はちきれんばかりの笑顔で、無ぶ骨こつな大剣を軽々と振り回し、彼女は戦場の視線を独り占めにしている。

　蠍の毒針はその身にかすりもしない。

　適当に振り回しているだけに見えて、その大剣の刃やいばは甲こう殻かくの継ぎ目を的確に捉とらえ、一振りで複数の敵を容よう赦しやなく屠ほふっていく。

　その派手な戦いぶりに感かん嘆たんしつつ、ナディールは商人達の会話に聞き耳を立てた。

「間違いない、ありゃ〝緋ひ色いろの三姉妹〟だ！　ヴィオレッタの街の──！」

「なんでこんなところに……と、とにかく助かった！」

「エカルラーテの嬢ちゃんか！　改めて見ると……目立つな」

「あとはフラーメと……もう一人の大たい剣けん兵へいは新顔か？」

「ん、ゼニスも来ているな。三、四人どころか、こいつは百人力だ」

　その物言いはさすがに大おお袈げ裟さだろうが、商人達の声こわ音ねには明らかな安あん堵どがうかがえた。

　ナディールは望遠鏡に集中する。

（緋色の三姉妹……あぁ、あれが例の──）

　噂うわさ話ばなしでは聞いていたが、直じかに見るのは初めてだった。

　大剣を振り回す娘が一番目立っているが、その傍そばで剣を振るう娘も相当な力量に見える。

　剣舞のように滑なめらかなその動きは、まるで彼女自身が刀身の一部と化しているかのようだった。

　その頭上に見えるアイギス、〝ガラティーン〟も、稀き少しようかつ強力なことで知られる名剣である。

　他ほかに二人、大剣を振るう黒髪の少年と、盾たてを構えた青い髪の青年がいた。

　娘二人の戦いぶりに比すればいくらか地味だが、彼らの動きにも危なげがない。

「……なるほど、強い……」

　見み惚とれて思わず独り言を漏もらすと、若い商人がナディールの背を軽く叩たたいた。

「なんだ、ナディールさん、三姉妹を見るのは初めてか？　あんたはこのあたりの出身じゃないしな」

「うん。噂うわさには聞いていたけれど、まさかここまでとは……確か、あれで十四歳と十八歳だっけ？」

　中年の商人も訳知り顔で頷うなずいた。

「おう。もう一人、弓ゆみ兵へいの長女がいるんだが、ここからじゃ見えん。ついてきていないのか、いたとしても後方支援……お、来た来た！」

　戦場の一いち隅ぐうに、アイギスの光こう矢しが続けざまに降り注いだ。

　その真下にいた二匹の蠍さそりが、甲こう殻かくの継ぎ目を貫つらぬかれ大地に串くし刺ざしとなる。

　矢の数と威い力りよくから、複数の弓兵が放った攻撃かと思ったものの、よく見れば射手は一人しかいなかった。

　暴れ回る剣けん兵ぺい、大たい剣けん兵へいの姉と思おぼしき、赤い髪の娘──

　彼女が三姉妹の長女、アガーテであることは、もはや確認するまでもない。

　呆あつ気けにとられるナディールの周囲で、商人達はもう危難を乗り越えたつもりになって握手をかわしていた。

「いや、運が良かった。このあたりはヴィオレッタの街からそこそこ遠いはずだが、遠征かね？」

「ナターシャの街へ行くのかもな。あそこの軍師殿は街同士の外交に熱心だ」

「あのゼニスの坊ぼう主ずがなあ……立派になったもんだ。モーベインの旦だん那なもいい後継者ができて安心だろうよ」

　その会話の間にも、戦場では急速に決着の時が近づいていた。

　蠍達の繁はん殖しよく地ちとなっていた〝楔くさび〟に、赤い髪の姉妹が肉にく薄はくし、左右から乱撃を加える。

　楔を守ろうと寄ってきた蠍達を盾たて兵へいの青年が押しとどめ、さらに大剣兵の少年が細身の長い刃やいばで敵をまとめて斬きり伏せた。

　やがて、汚染された〝楔〟が粉々に砕け散る。

　その鮮やかな手て際ぎわに、ナディールはほうっと息を吐ついた。

（二十人近い狩しゆ猟りよう兵へいが手間取っていた群れを相手に、たった四人……いや、後方の弓兵もいれて五人であの手際──末恐ろしいね、まったく。こいつはいいものを見た）

　自然と頰ほおがほころんだが、元々が愛あい想そのいい顔立ちだけに周囲には気にもされない。

　ナディールは望遠鏡を仕舞い、秘書の青年に向き直った。

「シャモワ君、見た？　見た？　すごかったねぇ、あれ。思わず見とれちゃったよ」

　よく日焼けした細身のその青年は、精せい悍かんかつ不機嫌な目つきで舌打ちを漏もらした。

「見てねぇよ。あんたがその望遠鏡、貸してくれなかったからな！」

「……あ、ごめん……そういやそうだったね。いやぁ、眼がん福ぷくだったなぁ。華か麗れいに戦う美少女っていうのはこう、絵になるよね？　ありゃ人気になるのも道理だ。もう凄すごかったよ？　君もぜひ見ておくべきだった。いやぁ、惜しい。ほんと惜しいことしたなぁ……」

　重ねて告げると、シャモワがひきつった笑みを返した。

「……うん。そこまでわざとらしいと、もうムカつくの通り越して逆に気の毒になってくるわ。その性格の悪さが」

「うんうん。君も言うようになったよねぇ」

　からからと笑いながら、ナディールは秘書の肩を何度も叩たたく。

「しかしヴィオレッタの街──か。君、聞いたことあった？」

　シャモワが肩をすくめた。

「そりゃな。最近、急に出てきた……いや、違う。五年くらい前までは結構な勢力だったんだよ。その頃ころ、蝕しよく相手に大苦戦して、主力を失って……で、しばらくは存亡の危機でおとなしかったはずだ。今の隊長のヴィオレッタってのが結構な辣らつ腕わんで、この五年でうまく街を立て直したって評判だぜ」

「へえ。解体の危機を乗り越えて復活した街、か……いろいろあったんだろうね？」

「なんでもいいけど、俺おれはもう出撃しなくて良くなったんだよな？　荷車で寝直すから、用があったら起こしてくれ」

「はいはい。待機、お疲れさん」

　ナディールがひらひらと振る手に見送られて、横おう柄へいな秘書は隊商の荷車へと戻っていった。

　周囲では商人達が謝礼の相談を始めている。

「契約したわけじゃないとはいえ、さすがに五百ドルク程度は渡した方がいいだろう。六団体だから、それぞれ百ドルクずつ出し合って……計六百ドルクでどうだ？」

　狩しゆ猟りよう兵へいの日当として、妥だ当とうな額ではある。

　この全額が狩猟兵個人の取り分になるわけではない。彼らが意図的にくすねない限りは、一割から三割程度が街の収入にも加算される。

「最低百ドルクから、ってことでいいだろう。うちは三百出すよ。三姉妹相手には見み栄えを張っておきたい。まぁ……また助けてもらうこともありそうだし、そもそもヴィオレッタの街はお得意さんなんでな」

「うちも三百出そう。あそこの軍師さんには他ほかの借りもある」

「すまんがうちは百で──もう少し出したいのは山々なんだが、なにせ雇やとわれの身だ。こういうところで倹けん約やくしないと、大おお旦だん那なに叱しかられる」

　多めに出す商人達には、もちろん打算がある。心証も良くなる上、今後の商売を円えん滑かつに進めるための体ていのいい賄わい賂ろと考えれば、いずれ必ず元はとれる。

「ま、それぞれ事情があるからな。ナディールさん、あんたも百、出してくれるか？」

　ナディールは微笑と共に頷うなずいた。

「はい、うちは二百ドルクで。なにせいいものを見せてもらいましたし、初めてのご縁ですから──少し多めにね」

　先せん輩ぱい商人と同額は生意気に思われる。理由もなく最低額では舐なめられる。間をとって、ナディールはその額を提示した。

　商人にはあるまじきことだが、元々、彼はあまり金に執着していない。仮に五百ドルクと言われてもすんなり出していた。

　ナディールが扱あつかう商品は〝書物〟である。

　委託されて様々な書物を販売するのが主な業務だが、各地で珍しい書物を買い集め、必要とする者がいれば売り渡すこともあるし、大おお雑ざつ把ぱな注文を受けて本を探すこともある。

　一般的な商人でも本は扱うが、これがメインとなるともはや実益を兼ねた道楽に近い。

　そして事実、ナディールにとって書物の販売は道楽である。

　旅の主な目的は、彼自身が珍しい本を見つけることであって、商売は旅費を稼かせぎ護衛を雇やとうための手て頃ごろな手段に過ぎなかった。

　謝礼の額がまとまったところで、戦闘を終えた狩しゆ猟りよう兵へい達の騒ぎ声がちょうど近づいてきた。

　護衛の狩猟兵達の中でも年とし嵩かさの中年男が、機嫌良く笑いながら青年の肩を叩たたいている。

「いやいや、ゼニス、よく来てくれたな！　助かったよ」

「はぁ。戦力としては充分そうだったので、余計なお世話かとも思ったんですが……自分達の進行方向と同じだったもので。そちらの行き先はやっぱり、ナターシャの街ですか？」

「おう。六つの隊商が同行している。そっちは？」

「うちは一つだけです。さっき三姉妹を戻しましたから、もうじきこっちに合流しますよ」

　狩猟兵が大げさに眼めを見開いた。

「うぇ!?　一つの隊商の護衛に、わざわざ三姉妹とあんたが同行しているのか……？　そいつはちと豪ごう勢せいすぎるだろ。雇い賃いくらだ？」

「いえ、雇われたわけじゃなくて、俺おれらがナターシャの街へ行く用事があったんですよ。たまたま行き先が同じだったので同行しただけで……だから護衛賃は気持ち程度、ですね。向こうでの滞たい在ざい費ひの足しってところです」

　青い髪の青年は、人当たりの良い笑顔でそつなく対応していた。

　間近で見ると、とりたてて目立つ要素はない。

　誠実そうな目つき、明るく優やさしげな声、中肉中背の体格、狩猟兵として一般的な装備と、ごく普通の青年である。

　だがナディールの嗅きゆう覚かくは、彼の裏側に何かがあると嗅かぎつけた。

（……あれ？　ご同類、かな？）

　つい笑みがこぼれたのは親近感のためではない。〝演技〟が上手うまい者として、相手に抱いだく警戒心──それを隠すための作り笑顔である。

　笑顔にも種類がある。

　友好、共感、安あん堵ど、畏い敬けい、媚こびへつらい、憐れん憫びん、嘲あざけり──そして誤ご魔ま化かし。

　様々な種類の笑顔は、素直な人間ほどそのまま顔に出てしまうが、常人ならばある程度はこれを調節できる。

　そして稀まれに、その調節が異常に上手い輩やからもいる。

　本性を隠し、ごく普通の笑顔の裏に狂気を秘めた異常者──

　ナディールは、ゼニスという青年にその気配を感じ取った。

（あれ、ヤバい子だろうなぁ……さて、お近づきになるべきか否いなか──）

　笑顔にも種類があるように、異常者にも種類がある。〝普通と違う〟ことは決してマイナス面ばかりではない。

　快楽殺人者やら特殊性せい癖へきやらは困るが、たとえば異常に頭の回転が速い、異常に事務処理が速い、異常に対人能力が高いといった特性の持ち主ならば、軍師として有能といえる。

　反面、他人を踏み台にして良心の呵か責しやくを覚えない種類の人間ならば、身の安全のためにもあまり近づきたくはない。

　思案していると、若い商人が背中を叩たたいてきた。

「ナディールさん、あんたは初対面だろ？　ゼニスを紹介するよ。あいつは女ったらしだがいいヤツでな。女房には会わせたくないが、ダチ付き合いする分には申し分ない」

　気さくに笑うこの商人は、ナディールの眼めから見て常識的な一般人だった。

　とりたてて有能ではなく、もちろん異常者でもなく、人並みに商あきないができるまともな男である。

　そんな彼から見て〝いい奴やつ〟という評価が出てくるならば、ゼニスという青年も、周囲からは常識人として扱あつかわれているのだろう。

　無論、彼を異常者と見なしたナディールの眼が見当外れという可能性もある。

（……異常に女おんな癖ぐせが悪い男、って可能性もあるかな……？）

　顔立ちはそこそこ整っている。

　このそこそこというのが問題で、美形すぎると高たか嶺ねの花だが、少し背伸びすれば普通の娘でも手が届きそうな手て頃ごろ感かんがある。一見して誠実そうなために、警戒心ももたれにくい。

（……あー。もしこれで女癖が悪かったら、かなり厄やつ介かいそうだなぁ……）

　隣となりの商人がゼニスに向けて手を振った。

「おう、ゼニス！　援軍に来てくれて助かった。ありがとうな」

「たまたま通りかかっただけなんで、そう改まって言われると……あ、そちらの方は？」

　商人から紹介される前に、ナディールは笑顔で彼に片手を差し出した。

「や、どうもどうも、はじめまして。僕はナディール、本の商あきないをしている交易商人だ。さっきの戦いは凄すごかったね。思わず見み惚とれちゃったよ」

　ゼニスという青年は、ナディールと同じような笑顔で握手に応じた。

「いえ、どうも、お互いに被害がなくて何よりでした。うちの三姉妹は頑張ってくれたんですが、俺おれ自身の戦果はもう一つで……ちょっと頼りないところをお見せしたかもしれません」

　ゼニスは苦笑いを見せる。

　謙けん遜そんにしては、その表情に噓うそがない。

「えぇ？　いや、あれで戦果がもう一つって……君ら、相当倒していたように見えたよ？」

「三姉妹の戦績はかなりいいんですが……実は自分、三匹しか倒してなくて。最年少のエカルラーテなんて、一人で十二匹も倒したんですよ。その姉のフラーメが九匹、あと大たい剣けん兵へいのレイヴンも七匹、弓ゆみ兵へいのアガーテさえ五匹仕留めてまして──皆に比べると、ちょっと肩身が狭いです」

　気弱げに笑うゼニスを見て、ナディールはつい眼めを細めた。

（……この軍師さん、あの乱戦の中で、仲間の戦果をいちいち数えていたのか──）

　後方指揮ならいざ知らず、自ら前線に立ちながらその視野の広さは尋じん常じようでない。

　ついでにナディールの見たところ、戦果の本質は〝数〟ではない。

　蠍さそりにも群れの中での強弱がある。

　観察する眼と生態に関する知識がなければ、熟練の狩しゆ猟りよう兵へいでもなかなか見分けがつきにくい要素ではあるが、ゼニスは一番近くの敵には向かわず、明らかに強い個体を選んで戦っていた。

　彼が倒した三匹の蠍は、遠目で見てもわかるほど、素早く嫌いやらしい動きをする上位の個体だったように思う。

　盾たて兵へいはその性質上、防御力を生かして強い敵とじっくり戦うのに向いている。

　雑魚ざこを蹴け散ちらし戦場をかき回す大剣兵、一匹ずつ素早く、そして確実に敵をしとめる剣けん兵ぺい、味方の援護をしつつ、敵の要所を突く弓兵──

　彼らの戦い方は基本に忠実で、なおかつ高い次元でその特性を生かし切っていた。

　その強さは、綿密な育成と運用に裏打ちされた計算ずくのものである。

　漫然と戦う兵とはものが違う。常つね日ひ頃ごろから、兵種に応じた指導と訓練が的確になされていなければあんな戦い方はできない。

　青年の持つ〝軍師〟という肩書きが、もしも肩書きだけのものでないとすれば、三姉妹をそのように育てたのは〝彼〟かもしれなかった。

　そうした計算高さを微み塵じんも感じさせない自然な態度で、ゼニスはナディールに微笑ほほえみかける。

「ええと、ナディールさんでしたよね？　本の商あきないをされていると……どんなジャンルですか？」

　どうやら本が好きらしく、その眼めには演技ではない好奇心が透けて見えた。

　ナディールも商売用の笑顔で返答する。

「なんでも扱あつかうけれど、品しな揃ぞろえはタイミング次第かな。いろんな街を回りながら、本を仕入れたり注文を受けたり、いろいろやっているんだ。人気があるのは料理の本や子供向けの教本だけど、他ほかにも数学書や医療関係、鍛冶かじ関係の専門書も扱っている。もし何か探しているなら、ぜひ声をかけてくれ。場合によっては古い稀き覯こう本ぼんだって探すよ？　……ま、見つかるかどうかは別問題だけどね」

　冗談めかして言うと、隣となりの商人が肩を小突いた。

「ゼニス、こんなこと言ってるが、このナディールさんの知識と情報網は凄すごいぜ。ジオルートの街とも人脈があるし、商売は道楽で、本職は学者なんじゃないかってレベルだ」

　商人からの賞賛に、ナディールはあえて微妙な顔を作る。

「……それ、遠回しに〝商売が下手へた〟って言ってるよね？」

「だって実際、儲もうける気はあんまりないだろ？」

「……まぁ、その通りだけど」

　その親しげなやり取りに、ゼニスの頰ほおがほころんだ。

「なるほど、おもしろそうな商売をされてますね。やっぱり本好きが高じて？」

　ナディールは苦笑を作る。

「まぁね。欲しい本がなかなか手に入らないものだから、もう自分で探そうってことになって──いざ始めてみたら、意外にそういう人が多かったみたいで、各地でなんだかんだ重宝されているよ。一応、本だけじゃ食えないから、宝飾品なんかもたまに扱っているけど……どっちみち、そんなに儲かってはいないかな」

　商人がけらけらと笑う。

「商売は信用第一だぜ、ナディールさん。細く長く、ってのは本道だ」

「太く短く儲けて後は悠ゆう々ゆう自適、っていうのも魅み力りよく的なんだけどね……ただ、僕の目的はそもそも本探しだから、やっぱり細く長くのほうがいいのか」

　ゼニスが思案げに視線を泳がせた。

「今すぐに必要な本というのはちょっと思いつかないんですが、何かあったらぜひ相談に乗ってください。ナターシャの街では露ろ店てんとか出されるんですか？」

「いや、一日だけ滞たい在ざいして通過する予定なんで、店は出さないんだ。もし興味があるなら、街に着くまでの間に、うちの荷車へ来るといいよ。目録や見本誌があるから、本が好きなら退屈しないよ」

　飛びつくかと思いきや、ゼニスは残念そうに苦笑いを見せた。

「それが、起きている時は俺おれが御ぎよ者しやをする予定になってまして……残念です。いずれぜひ、うちの街にも来てください。人口は多くないですが、ヴィオレッタ隊長も本好きですから、きっと喜ぶと思います」

「そうかぁ。僕も残念だ。じゃ、次の機会にはぜひ」

　ナディールにしてみれば、残念半分、安あん堵ど半分というのが本音である。

　ゼニスという青年に少なからず興味はあるが、深入りするには警戒感も残っていた。

　敵には回したくないが、気安く味方にもできない──世間には、そんな厄やつ介かいな人間が確実に存在する。ゼニスという青年がその例にふさわしいかどうかはさておき、今はまだ判断を保留にしておきたい。

　後続の隊商が合流するまでの間、ナディールはゼニスと他ほかの商人達との会話を聞きながら、微笑を絶やさず適当に相づちを打ち続けていた。
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　三姉妹とモーベイン、レイヴン達が合流したのにあわせて、ゼニスは商人達から離れ、自身の荷車へと戻った。

　アガーテと御者を交代しつつ、彼はモーベインに報ほう酬しゆうの入った革袋を渡す。

「救援の謝礼だそうです。千二百ドルクもくれましたよ。びっくりしました」

　通常なら、ここから狩しゆ猟りよう兵へいの人件費を引いて三百ドルク程度を街の財政に回すところだが、ヴィオレッタの街はそもそも財政が厳しい。

　受け取る側もレイヴン以外は身内ばかりとあって、この臨時収入についてはほとんどを街の金庫へ回せそうだった。

「ほう。こっちが援護に入らずとも勝てた戦いだろうに、ずいぶんと気前がいいな。〝緋ひ色いろの三姉妹〟の見物料かね？」

　モーベインも、その革袋の意外な重さに驚おどろいた顔を見せる。

「だと思います。〝いいものを見せてもらった〟とか言ってました。この近辺じゃもうちょっとした有名人ですね」

　下手へたをすると、「ヴィオレッタの街」という名称より「緋色の三姉妹」のほうが通りがいい。

　勝手に援護しただけに、謝礼などを特に期待していたわけではないが、助けた商人達の中にはたまたまゼニスの顔見知りが複数いた。三姉妹のファンと公言する知人までおり、この謝礼額も彼らが奮発してくれた結果である。

　ただ、そもそも街と取引のある業者だけに、今後の良い関係を維持する目的もあることは疑いない。

　アガーテが荷台の隅すみに移動しながら声を寄よ越こした。

「ずいぶん話し込んでたわね。眼鏡めがねの若い人がいたけど、新顔の商人さん？」

「ああ、ナディールさんか。本をメインに扱あつかっている交易商人らしいよ。うちの街には来たことがないけど、最近、このあたりを回り始めたんだってさ」

　ゼニスの左右に陣取りつつ、フラーメとエカルラーテが反応する。

「ふぅん。本好きならゼニスと話が合いそうだね」

「どんなひと？　お金持ち？　しゅせんど？　くされげどう？」

「……エカルは単語の意味をきちんと調べような？　あとうちの狩しゆ猟りよう兵へい達の口くち癖ぐせは無視するように」

　新兵の教育上、あまり良くない環境ではあるが、今のエカルは戦力として部隊から外せない。

　その腕に抱かかえ直されたクロが、黒板にかちゃかちゃと文字を綴つづる。




【　次の獲え物もの？　】




　ゼニスは頭痛を堪こらえて目元を押さえる。

「……なぁ、クロ。毛並みが黒いからって、無理にブラックジョークをぶっこまなくていいんだぞ……？　まあ、世間話くらいしかしていないから、どんな人なのかはまだよくわからないけど──そうだな……」

　ゼニスはしばらく考えた末に、自分でも意図せぬまま、つい口を滑すべらせた。

「……要警戒、って感じかな──」
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　蠍さそりとの戦闘から丸一日の行程を経て、ゼニス達は無事、ナターシャの街へと到着した。

　街を内包する竜りゆうの骸むくろは、ヴィオレッタの街のそれと大して変わらない大きさだが、街そのものの規模には数倍の差がある。

　夕刻、街の入り口に着くなり、エカルラーテがよく響ひびく歓声をあげた。

「わぁ！　ゼニス、すごい！　おっきい！　お店がたくさん！」

　ナターシャの街の正面には、街を二分する大きな道があった。

　その左右には様々な品を商あきなう多くの店が立ち並んでおり、夕刻の今は軒のき先さきの明かりが華はな々ばなしく連なっている。

　規模の大きな街を初めて見るエカルラーテは、興奮を隠さずにはしゃいでいた。

　次女のフラーメが、そんな妹を優やさしい眼まな差ざしで見つめる。

「エカルったら、あんまりはしゃぐと田舎いなか者ものって笑われちゃうよ？」

「実際、こうして比べてみると、うちの街って田舎よねぇ……全盛期だってここまでお店はなかったもの」

　アガーテが呟つぶやくと、背後でモーベインが肩をすくめた。

「それを言われると弱い。うちの街の連中には商しよう魂こんが足りんよな。商売が全部、ご近所付き合いの延長だ」

　理由はそれだけではない。

　ナターシャの街はそもそも、先代隊長の頃ころから交易商人の行き来に力をいれていた。

　街を隊商の中継地として機能しやすいように整備し、交易商人達の宿泊に割引制度を設け、貸かし店てん舗ぽにおける臨時の出店も無料にしている。

　見習うべき点は多いのだが、仮にゼニス達の街で同じことをしても、そもそもの人口が少なく街の位置も中継地に向かないため、あまり効果が見込めない。

　とるべき戦略は街によって異なる。

　それは当たり前のことだが、選せん択たく肢しの幅があることは、小さな街の軍師として少しばかり羨うらやましかった。

（……とはいえ、交易でやっていくのも大変なんだよなぁ……他ほかの街が移動して地理条件が変わったら、商人が来なくなるなんてこともあるだろうし）

　良い時は良いが、他の街の動向にも左右される。

　ナターシャの街が中堅規模を維持しているのは、この交易政策が当たったためだが、長くこの地に留とどまっているため、そろそろ骸むくろの資源も枯こ渇かつしてくる頃合いだった。

　街の移転は検討されているはずだが、移転後に、今と同じような立場を堅持できるとは限らない。移住先の選定は、彼らにとっても死活問題のはずである。

　そんな時期に、ゼニス達のような小さな街が〝蝕しよくの軍団と戦うための協定を〟などと持ちかけても、そうそう乗ってくるとは思えない。〝それどころではない〟とまではさすがに言わないだろうが、〝検討しておく〟と追い返されるのは目に見えている。

　だが、他に盟主となるべき街があるのなら話は違ってくる。

　鍵かぎはやはり、この地に向かっているはずの〝バージル〟というユニオンリーダーが握っていた。

（……案外、もう着いているかもしれないな）

　商人のアキナから得た情報では、彼はまだ旅路の途中にあるはずだが、予定が二、三日ずれるのはよくある話だった。

「モーベイン隊長、とりあえず、隊舎に行く前に宿をとりましょうか」

「ん。任せる。ナターシャと会う時は声をかけてくれ」

　宿に行けば、バージルが着いているかどうかも確認できる。

　きらきらとした眼まな差ざしで街を眺ながめるエカルラーテを適当になだめつつ、ゼニスは荷車の手た綱づなを引いた。

　ドラゴンロアを利用した照明は、目抜き通りを華はなやかに彩いろどっている。

　色のついたガラスをシェードにすることで光には色彩が生まれ、まるで万まん華げ鏡きようのようだった。

　街の活気と併あわせて、エカルラーテならずとも眼めを奪うばわれる。

「わぁ！　うわぁー……！　何あれ!?　あははっ！　かわいー！　ねえねえ、ゼニス！　おもしろいよ、ほら！」

　しきりに興奮する妹を横目に、アガーテが小声で囁ささやいた。

「……それにしても今日は活気がありすぎない？　お祭りの時期とか？」

「ああ。何かのイベントかな……」

　街まで同行した交易商人達からは、特に何も聞いていない。

　ゆっくりと進む荷車に、物売りの若い娘が駆け寄ってきた。

「そこのお兄さん！　穫とれたてのオレンジ、買ってくれない？　十個でたったの五ドルク！　でも、お兄さんかっこいいから四ドルクにしちゃう！」

　誰だれにでも同じことを言っているのが丸わかりの軽やかな弁べん舌ぜつだった。

「じゃ、十個もらうよ。はい、四ドルク」

　三姉妹がいれば、この程度の果くだ物ものはあっという間になくなる。

　物売りは愛あい想そ良く満面の笑みを見せた。

「ありがとっ！　お兄さんほんといい男！　彼女さんもかわいいし！」

　隣となりで腕を絡からめたフラーメへのフォローも欠かさないあたり、なかなか優秀な物売りらしい。

　荷車の上からオレンジを受け取りつつ、ゼニスは彼女に問いかけた。

「今日はいつもより賑にぎやかみたいだけど、何かあったのかな？」

　物売りの娘がけらけらと笑った。

「ああ、戦勝祝いよ。お昼頃ごろ、ナターシャ隊長が、隊商を襲おそっていた盗とう賊ぞくを追い返してくれたの」

　物騒なのは蠍さそりの群れに限った話ではない。ゼニス達も盗賊の待ち伏せを警戒して慎しん重ちように動いたが、どうやら他ほかの隊商が狙ねらわれていたらしい。

「で、お祝いに各店てん舗ぽが安売りしたりオマケつけたり……というわけで、お兄さんにもオレンジ一個オマケね！　買ってくれてありがとっ！」

　小さめのオレンジ十一個をゼニスに渡すと、物売りの娘は次の獲え物ものに駆け寄っていった。

　エカルラーテがさっそく一つ目の皮を剝むき始める。

「……フラ姉、今の子がゼニスと話し始めた直後は機嫌悪そうだったのに、〝彼女さん〟って言われた途と端たん、いきなり愛想よくなったよね……？」

　その気配はゼニスも察していた。フラーメが何か余計なことを言い出さないかと冷や冷やしていたが、さすがにそこまで無分別ではなかったらしい。

「……だって、馴なれ馴れしいっていうか──」

「いや、向こうは商売だからな……？　愛あい想そ良くするのは当然だろ」

　フラーメの頭上にガラティーンが現れる。

『──あのね、軍師さん。問題の本質はそこじゃないの。貴方あなたがフラーメに不安な思いをさせているのがそもそもの原因なの。貴方がちゃんとフラーメのほうを向いていてくれれば、この子だってわざわざ行ゆきずりの物売りまで警戒しなくて済むの。いつもなら〝仕事が忙しい〟って言い訳が成り立つけど、この旅の間は話す時間もちゃんとあったわよね？　しっかりして？』

　淡々と、しかし有う無むを言わせぬ口調のガラティーンに、ゼニスは反論する術すべをもたない。そもそも彼女の言は反論の余地なく正論である。

「…………ごめんなさい。すみません……」

　ゼニスの背後に、メアリーローズがそっと寄り添った。

『これ、ガラティーン。ゼニスをそう追い詰めるでない。こやつなりに気を遣つかっておるのじゃ』

　ガラティーンが冷めた眼めで武器仲間を見み据すえた。

『メアリーローズ……クリアラから聞いたんだけど、貴方、ゼニスのことでずいぶん可愛かわいい相談をもちかけていたみたいね？　もしかして、夢の中で抜け駆けとか企たくらんでない？』

　メアリーローズの視線が中空に泳いだ。

　その変化をガラティーンは見逃さない。

『相性さえ良ければ、私達は強制的に二人きりの状態を作れるものね？　いつまでも若いままでいられるし、そういう意味では人間より有利な立場かもしれないわ。さ、言い訳をどうぞ、夜のお姫様』

　メアリーローズがゼニスの首筋に腕を回ししがみついた。

　夢の中と違い、今は風が撫なでているような感触しかない。

『……そういう邪じや推すいは感心せぬのう、ガラティーン。わらわとゼニスは、そもそもアイギスと狩しゆ猟りよう兵へいとして契約をかわした身──魂たましいの部分でつながっておる。それはそなたとフラーメとて同じこと。ならばわかるであろう？　わらわはゼニスの守護者であり、ゼニスはわらわの担にない手じゃ。身を案じるのは当然のこととして、関係はそれ以上でもそれ以下でもない』

　メアリーローズは余裕たっぷりに嫣えん然ぜんと囁ささやいたが、フラーメはそんな彼女ににっこりと微笑ほほえみを返した。

「……メアリーローズって、噓うそつく時、極端に大人おとなっぽくなるよね？」

『……ふぇっ？』

　思いがけない指摘に、メアリーローズの声が裏返る。

「で、噓がバレると素すに戻るの。そういうの、あざといって思うな──」

『なななな何を言うか！　あざとくなどない！　誤解じゃ！　わらわはゼニスが少しでも楽になればと思って……！』

　少女のように赤面するアイギスの姿に、ゼニスはもはや何も言えない。そもそもアイギスとその使用者という関係性において、この状況下で何を言えばいいのかがわからない。

　そんなゼニスに代わり、ガラティーンが心の底から呆あきれた声を紡つむいだ。

『メアリーローズ……物もの凄すごい勢いで墓穴掘ってるわよ……？　もう無理だから。ごまかせてないから。貴方あなたのハッタリが通用するのは、貴方を知らない相手にだけ』

　我関せずで聞き流しを決め込んでいたモーベインの頭上にも、桃色の髪の海かい賊ぞく娘むすめが現れた。

『ほんと……見た目通りに色ボケしてる割には、肝かん心じんなところで妙に晩生おくてなのよねぇ……でも男ってこういうの好きなんでしょ？　あざといっちゃあざといわ』

『だ、黙れ、ダーインスレイブ！　急に出てきてガラティーンの尻しり馬うまに乗るとは何事か！　暴れることしか能のない海賊娘に、わらわの繊せん細さいな心根がわかるはずもなかろう！』

　ダーインスレイブがけらけらと笑い出す。

『あら、八つ当たり？　そんな可愛かわいらしい乙女心なんて、わかるわけないわ。私達は敵を倒すのがお仕事よ。契約者に媚こびを売ってどうするの？　私だったらうちのクソ爺じじいの肩でも揉もめばいいのかしら？』

　持ち主のモーベインがひっそりと嘆たん息そくした。

「……媚びは売らんでいいから、お前はせめてもう少し年寄りをいたわってくれんかなぁ……」

「……あと個人的には、持ち主の頭越しにアイギス同士で口くち喧げん嘩かをしない程度の分別が欲しいですよね……」

　ひっそりとしたゼニスの言葉は、この場で完全に黙殺される。

「あ、このオレンジ甘い！　はい、ゼニス、あーん」

「んぐ……うん……甘いな……」

　話のきっかけを作ったエカルラーテはさっさと不毛な言い争いから離脱し、器用に剝むいたオレンジを口に放り込んでいた。

　彼女から分けてもらった一切れの、程ほど良よい酸味と豊かな甘味を味わいつつ、ゼニスはアイギス達の会話を必死で聞き流す。

　現状、主な被害はメアリーローズに集中しているが、いつゼニスへ飛び火してもおかしくない。

（……他ほかの街の狩しゆ猟りよう兵へい達からはあんまり聞かないんだよなぁ、こういうの……やっぱり、うちのガラティーンやメアリーローズが特別なのか……？）

　ゼニス達の持つアイギスは、その多くが街の鍛冶かじ職人、カーディの手によって作られたものである。妙な人間臭くささは彼の作風という可能性もあるが、製作した本人はこれを否定しており、〝基本的には持ち主の影えい響きようが大きい〟として譲ゆずらない。

　──実際、そうなのだろうが、これを認めてしまうと自己嫌けん悪おの材料が一つ増えてしまう。

　悪い意味で賑にぎやかな荷車は、やがて宿屋の前に着いた。

　停車場への移動をアガーテ達に任せ、ゼニスは一足先に帳場へ向かう。

「すみません、六人なんですが、三人ずつの二部屋でとれますか？」

　帳場に座った老ろう婆ばが、にこにこと頷うなずいた。

「はい、空あいとるよ。狩しゆ猟りよう兵へいさんかね？」

　少し遅れて入ってきたモーベインが、気安い態度で片手をあげる。後ろにはレイヴンの姿もあったが、こちらは例によって無愛想なため、一言も発さない。

「おう、婆ばあさん。俺おれだよ、俺」

「おや、モーベインさん？　じゃ、この子も狩猟兵じゃなくて商人かね？」

　モーベインが首を横に振る。

「いやいや、狩猟兵で間違いない。ヴィオレッタの街の軍師殿だ。しかも今や俺の上司で……」

「違います。モーベイン隊長の元部下で、ゼニスといいます」

　変な先入観をもたれる前に、ゼニスは慌あわてて名乗りを済ませる。

　たちまち老婆が眼めを見開いた。

「あんれま。じゃあ、お兄さんが精力絶ぜつ倫りんって噂うわさの……」

「違います！　たぶんその人ではないです！」

　まさか街の外にまで、おかしな噂が漏もれているとは考えたくない。

「ん？　でも、ヴィオレッタの街の軍師さんといえば、女の敵って評判の──」

　老婆が首を傾かしげる姿は、からかっているようには見えない。

　ゼニスは横目でかつての上司を睨にらんだ。

「……あの、隊長。まさか……？」

「俺じゃない──が、商人達の情報網を甘く見るなよ。連中は真実かどうかよりも、おもしろいかどうかで噂を広める。うちの街にちょっと詳しい奴やつなら、お前の置かれている状況を察していても不思議はないだろう。三姉妹の名も売れてきているし、その周囲に興味が及ぶのも道理だ」

　モーベインがゼニスの肩を叩たたいてなだめ、次いで小声に転じた。

「……あと、俺も噂話を否定するだけの根拠を持っていなくてな……」

「隊長!?」

　敵は身内にもいたらしい。

　老婆がにこにこと愛あい想そを振りまく。

「まぁ、若いうちはそれくらい元気でもいいんじゃないかねぇ。まじめなだけじゃあ、つまらんよ」

「……ひたすら真ま面じ目めに生きているのに不真面目に見られるというのも、それはそれでいい迷惑なんですが……」

　とはいえ、宿屋の女将おかみ相手にこぼすような愚ぐ痴ちでもない。

「そんなことより婆さん。この宿に、〝バージル〟って客は泊まってないかね？　ちょっと名の知れたユニオンリーダーなんだが──」

　モーベインが問うと、女将おかみはゆっくりと頷うなずいた。

「さっき着いたところさね。今日の昼頃ごろ、ナターシャの嬢ちゃんが盗とう賊ぞくを追っ払ったんだけど、その時に襲おそわれた隊商に、その人も同行しとったらしいよ。部屋だけ確保して、今は隊舎に出掛けとる」

　ゼニスはモーベインと顔を見合わせた。やはり到着が予定より早まったらしい。

　旅商人、アキナの情報が間違っていたとは思わない。この日程のずれは、バージルという男の〝焦あせり〟と見ることもできる。

「どうする、ゼニス？　着いたばかりだが、俺おれらも隊舎に行ってみるか」

「はい。お願いします」

　この出遅れは少しばかり痛い。

　ゼニスの狙ねらいは、〝蝕しよく〟に対抗する戦力を、この地域全体でとりまとめることだった。アキナの言によれば、おそらくはバージルも似たような方針で動いている。

　ナターシャとバージルの会談内容が、ゼニスの理想とする形でまとまっていれば問題はないが、さすがにそれを期待するのは虫が良すぎた。

　無論、決けつ裂れつしては元も子もない。

　入ったばかりの宿に荷物だけを置いて、ゼニス達一行は街の隊舎へと足早に向かった。
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　ナターシャとバージル──

　二人の長おさと街の幹部達を交えた議論の席は、重苦しい沈黙に包まれていた。

　といって、それは交こう渉しよう決裂を示す敵対的な沈黙ではない。

　むしろ難題を共有するがゆえの、やむにやまれぬ沈黙である。

　街の隊長たるナターシャは二十代半ば。

　短い髪と人ひと懐なつっこい笑顔はまるで少年のようだったが、身長は１８０センチと大柄で、体格でも男の狩しゆ猟りよう兵へいに負けていない。

　戦場で自ら先頭に立ち大剣を振り回すその勇姿は、もはやこの街の名物と化している。

　対するバージルは、思し慮りよ深い眼まな差ざしが印象的な赤毛の青年だった。いかにも無害そうな、穏おん和わな態度を保っているが、彼は一つの街どころか複数の街の連合体を束ねるユニオンリーダーである。

　街の代表者としてはぞんざいに扱あつかえない相手であり、隊舎の一室に集つどった仲間達もこの認識は共有していた。

　唐とう突とつに訪れた縁の薄うすいユニオンリーダーを前に、ナターシャはつい溜ため息いきをこぼしてしまう。

「……バージル。あんたの言いたいことはわかる。感情としてはうちも協力したい。だけど現実問題として、うちには余よ剰じよう兵力がない──」

　ナターシャの言葉を、目の前のバージルは神妙に聞いている。

「さっきも御ご覧らんの通り、最近になって隊商のルートが盗とう賊ぞく団だんに眼めをつけられてね。交易で稼かせいでいる街としては、このルートをしっかり守らないと死活問題になる。盗賊を恐れて隊商が途絶えれば、街を維持できない。仮に今、よそに兵を出すと──盗賊が野放しになるし、街そのものの警護すら覚おぼ束つかなくなる。残念だけど、気安く協力を約束するってわけにはいかないよ」

　この明確な拒絶の言葉を受けて、バージルが曖あい昧まいな微笑を浮かべた。

「ナターシャ、私も街を率いる立場だから、貴方あなたの懸け念ねんはよくわかるし納なつ得とくもできる。それでも──実際に出す兵は少なくてもいいから、協力してくれないか？　貴方の街はそこそこの規模をもちつつ、どこの街に対してもほぼ中立的だ。貴方が真っ先に動いてくれれば、他ほかの街もこの話に乗りやすくなる。実際の戦闘力より、今は名分が欲しい」

　ナターシャは首を横に振る。

「そりゃ買いかぶりだよ。うちにそんな影えい響きよう力りよくはない。それに──兵を出すと発表したら、盗賊共に戦力の低下を見透かされる。そうなれば奴やつらの攻勢は更さらに増すだろう。いま来ている盗賊団はまだ小規模だけど、例のギャングレルなんかが来たら眼もあてられない」

　骸がい賊ぞくギャングレルは、小規模な他の盗賊団を吸収し、この近きん隣りんで勢力を拡大しつつある厄やつ介かいな集団だった。

　バージルにとっても悩ましい存在らしく、彼は天井を仰あおいで嘆たん息そくする。

「まったく……人間同士で争っている場合じゃないんだけどね。あの〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟がいる蝕しよくの一群は、このままほうっておくとどんどん増ぞう殖しよくして、いずれ誰だれも手がつけられなくなる。襲おそう街がなくなったら、盗賊だってやっていけないだろうに」

「同感だけど、盗賊連中も生きるのに必死だからね。かといって好き勝手に荷を取られるわけにもいかない。いっそ金を出して仲間に引き込むなんて案も出たけど……」

「それは……金だけ取られて終わりだろうね。いい案とはいえない」

「ああ。だから案は出たけどさすがに断念した」

　素直に約束を守ってくれる相手ならば、そもそも盗賊になどなっていない。

　両者は再び沈黙した。

　しばらくしてから、ナターシャは口を開く。

「……わざわざ出向いてもらったのに、無む駄だ足あしになってしまって済まないね」

　彼女は明確に、「拒絶」の結論を告げた。

　バージルが、仕方ないとでも言いたげに肩をすくめる。

「いや、こちらも駄目で元々、くらいのつもりだったからね。お互いに街を預かる身だ。そう簡単に動けないのは理解できる──ただ、気が変わったらぜひ連絡してくれ」

「ああ。こちらも別に敵対したいわけじゃない。今は街を守るので精一杯なんだ」

　握手をしてバージルが立ち去ろうとした時、歩ほ哨しように立っていた見習いの狩しゆ猟りよう兵へいが駆けてきた。

「ナターシャ隊長、お話し中に申し訳ありません！　モーベイン氏が外においでです。ヴィオレッタの街の軍師殿もご一緒のようで──」

「モーベインさんが？　あと軍師というと……ああ、ゼニスの坊やか」

　長く隊長を務めてきたモーベインは、この近きん隣りんでは名を知られている。ナターシャが見習いの頃ころから、この街の前隊長とも親交があったため、行き来のついでに稽けい古こをつけてもらったことも一度や二度ではない。

　軍師のゼニスも同様で、ナターシャが隊長職を継いでからは多忙のために疎そ遠えんだが、ある程度は気心も知れている。

「わかった。バージル氏との会談もちょうど終わ……」

「いえ、それが、可能ならこちらの会合に混ぜて欲しいと……」

「なんだって？」

　聞き間違いかと思い、ナターシャは問い返した。

　彼らが属するヴィオレッタの街は、ここから二日ほどかかる距離にある。

　今の言い様はまるで、〝この会合〟に混ざるために、大急ぎでやって来たかのようだった。

　そもそも何処どこから話を聞きつけたのかも謎なぞだが、ナターシャはバージルを盗み見る。

　この会合は以前から予定されていたものではない。使者を兼ねてバージルが突然にやってきて、急きゆう遽きよ実現したものである。

　情報が流れるとしたらバージル側からでなければ有り得ないが、そのバージルも不思議そうな顔で首を傾かしげていた。

「ヴィオレッタの街……？　最近よく聞く〝緋ひ色いろの三姉妹〟がいるところかな？」

　演技でとぼけているようには見えない。彼も困惑している。

「とりあえず通してくれ。まずは話を聞こう。バージル、それでいいか？　信用はできる人達だ」

　個人的な親交もあるが、ナターシャはモーベインを、一狩猟兵として信頼していた。

　彼がわざわざ街の軍師を伴って出向いたからには、それ相応の理由がある。

「構わない──というか、私がいていいのかな？　邪じや魔まにならないかい？」

「わざわざ会合に参加したいみたいだし、むしろそっちに用があるんじゃないかな？」

　入室を許可すると、しばらくしてぞろぞろと客人達がやってきた。

　先頭に立つ青い髪の青年が、部屋の面々に向けて深々と一礼する。

「ナターシャさん、皆さん。ヴィオレッタの街の軍師、ゼニスと申します。急に押し掛けてしまってすみません。しかもこんな人数で──」

　平身低頭するゼニスの後ろには、モーベインだけでなく、赤い髪の姉妹達まで付き従っていた。

「ナっちー、ちーっす！　エカルだよー！」

「ご無ぶ沙さ汰たしています。フラーメです」

「こんばんはー。貴方あなたの天敵、アガーテよ？」

「…………うん。知ってる」

　元気に両手を振る三女、畏かしこまって頭こうべを垂れる次女、小首を傾かしげて優ゆう雅がに微笑ほほえむ長女──

　いずれも掛け値なしに美しいが、この緋ひ色いろの三姉妹に対しては、少々苦い記憶がある。

　二年ほど前。

　ナターシャの街の狩しゆ猟りよう兵へいとヴィオレッタの街の狩猟兵は、ちょっとした縁から合同訓練を行った。

　ナターシャも自ら大剣を手にとって前線に立ち──この小娘達によって、こてんぱんに叩たたきのめされた。

　戦力の中心となるべきナターシャはアガーテからの集中砲火によって動きを封じられ、その間に戦場がエカルラーテによってかき回され、混乱の中で腕うで利ききの仲間がフラーメに撃破されていき、一いつ矢し報むくいる暇ひまもなくあっという間に決着がついてしまった。

　思えば〝緋色の三姉妹〟の勇名が轟とどろいたのも、ちょうどその頃ころからだった。

　油断はあった。

　どういうわけか、ヴィオレッタの街の狩猟兵は若い娘ばかりで、実戦経験も足りず、どう見ても手て強ごわそうには見えなかった。

　その様子に騙だまされた──というのは言い訳にならない。仮に油断がなかったとしても、おそらく結果は同じだった。

　当初、三姉妹の外見に相好を崩していた若い狩猟兵達も、いざ戦闘が始まるとたちまち血相を変え、終わった後には呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見上げ、しばらくは使い物にならなかった程ほどである。

　その悪夢のような敗戦後、部隊では自発的な猛もう特訓が始まり、結果として狩猟兵の質は上がったが、叩き込まれた苦手意識は今も消えていない。

「あんたらも一緒か……相変わらず、調子良さそうで何よりだ」

　アガーテがにっこりと微笑んだ。

「おかげさまで。ナターシャさんも……相変わらず大きいわねぇ。凄すごい迫力」

「……身長の話だよな？　ま、とにかく座ってくれ」

　アガーテの露ろ骨こつな視線を胸元に感じつつ、ナターシャはゼニスとモーベインに席を勧めた。

　椅い子すが足りないため、三姉妹はゼニス達の背後に立つ。

　ナターシャはまずモーベインに視線を向けた。

「ゼニスや三姉妹まで一緒ってことは……今日は、商売の話じゃないんだろう？」

　年は離れているが、今いま更さら、かしこまるような間柄でもない。

　モーベインがゆっくりと頷うなずいた。

「あぁ、俺おれの都合で、交易商人は休業中だ。つい先日、うちの隊商が例の〝牛ぎゆう頭とう〟に襲おそわれてな。負傷した連中が回復するまで、古巣の世話になっている」

　部屋の面々の顔色が変わった。

　隅すみに座った狩しゆ猟りよう兵へいの一人が、呆ぼう然ぜんと口を開く。

「モーベインさん、あんた、あの連中と遭そう遇ぐうしたのか……！　よく逃げ切れたな……？」

　モーベインの眼めに、一いつ瞬しゆんだけ陰が宿った。

「死人も出たよ。俺も部下を道連れに死ぬ寸前だったんだが、ゼニス達が救出にきてくれて、命を拾った。崖がけの上から滑車とロープで引き上げてもらったんだが──ま、荷は全滅だ。しばらくは首も回らん」

　あくまで淡々としたその口調からは、これまでにくぐってきた死地の多さがうかがえた。

「……つまり、〝牛頭〟はまだ健在か」

　誰だれかの独り言じみた声に、場の面々が唸うなる。

　無論、牛頭の狂戦士を倒せば済むという話ではないが、その中身が歴戦の勇士たる〝アステリオ〟だという噂うわさまである以上、どうしても意識はしてしまう。

　ヴィオレッタの街の軍師、ゼニスが口を開いた。

「はい。まだ倒せていません。今日はその件でうかがいました。失礼ながら、交易商人のアキナさんからバージルさんの噂を聞きまして──あの蝕しよくの軍団に、対抗するおつもりとか？」

　バージルがぽんと手を叩たたいた。

「なるほど、彼女から聞いたのか。うん、それで納なつ得とくした。君の街は、私達と一緒に戦ってくれるのか？」

　バージルの気安い声に──

　ゼニスは一拍の間をおいて、首を横に振った。

「──いえ。そのつもりはありません」

　その瞬間、モーベインの眉まゆがぴくりと不自然に動いたのを、ナターシャは見逃さなかった。
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　ゼニスは慎しん重ちように、言葉を選んでいた。

　旅の疲れはないが、背にはじっとりと汗が湧わく。

　交こう渉しよう事ごとには流れがある。

　その流れを操るために必要なのは、正直さでも誠意でもない。

　合理性、口の巧うまさ、発想力、当意即妙の頭の冴さえ、それらもあるに越したことはないが、決定打にはならない。

　交こう渉しようにおいてもっとも大切なこと──

　それは、〝相手の真意を見極める〟ことだと、ゼニスは考えている。

　当たり前の話だが、交渉事には相手が存在する。自分の都合だけでは相手は動かない。

　時には権力や強さを背景に、その場限りで言うことを聞かせる例もあるが、そうした交渉は土ど壇たん場ばで裏切られやすい上、将来に禍か根こんを残す。よほど喫緊の事態でもない限り、下策といっていい。

　交渉はまず、〝相手を知る〟ことから始まる。

　ゼニスはこの場の雰ふん囲い気きから、「ナターシャの街が、バージルの誘いを蹴けった」と既すでに察していた。

　その結論が出される前にこの場にいたかったが、幸いにもまだ両者が席についている。

（……間に合った、って考えるべきなんだろうな、これは──）

　目の前では、バージルが怪け訝げんそうに首を傾かしげていた。

「アキナから話を聞いて、わざわざ来てくれたんだろう？　私はこれから、蝕しよくと戦う力を集めるつもりだ。そのために来てくれたんじゃないのかな？」

　その言葉は決して噓うそではない。だが、バージルの真意はそこにはない。

　彼は何か大事なことを隠している──

　ゼニスは本能的に、そう感じ取っていた。

「バージルさん。我々はナターシャさんと貴方あなたに、〝蝕の大軍〟の動きを見張る、監視網の整備について打診しにきました。ご存じかと思いますが、我がヴィオレッタの街はあくまで弱小勢力です。あの大規模な蝕と戦うような力は到とう底ていありません。監視して、近づいてきたら街ごと逃げる──そのための態勢作りを、ぜひ一緒に検討していただきたいと思っています」

　バージルは押し黙り、しばし思案の顔となった。

　一方のナターシャは眼めを細める。こちらは納なつ得とくの顔で、ゼニスの提案を好意的に捉とらえた様子だった。

「蝕に対する監視網、か……なるほど、戦うのは無理でも、その程度の協力ならなんとかなりそうだ。もちろん、街の近きん隣りんに限るけど──」

「ええ。多くの街が自身の近隣情報をきちんと把は握あくし、蝕の動向についても情報を素早く共有できる態勢を整えれば、襲おそわれる前に住民を避難させることも可能かもしれません。参加する街が多ければ多いほど、情報の精度も増します」

　そんなゼニスの意見に、バージルは浮かない顔を見せた。

「一考の価値はある提案だ。実際、必要なことだとも思う。でも──逃げ続けることには限界があるよ？　蝕の軍団は、いずれ誰だれかが倒さないといけない。私としては、逃げ続けるためじゃなく、敵を仕留めるためにその情報を活用したいな」

　ゼニスは説得の言葉を真しん摯しに重ねる。

「襲おそわれる住民そのものが減れば、敵の兵力もそう爆発的には増えません。それに──位置を見定めた上で、崖がけや川などの地形を利用すれば、弓ゆみ兵へいを中心に敵を少しずつ削けずっていくという策もとれます。逃げながらの戦いになりますし、焼け石に水かもしれませんが、無理の少ない戦い方ではあるでしょう」

　居並ぶ狩しゆ猟りよう兵へいの一人から失笑が漏もれた。

「それはまた気の長い話だな。だが……そういう形でなら、うちも手伝える。一度の哨しよう戒かいで、蝕しよくと盗とう賊ぞくの両方を警戒すればいいだけの話だ」

　バージルの眼めがわずかに光った。その一いつ瞬しゆん、彼は柔にゆう和わな好青年ではなく、機を見る策士の顔になる。

　ゼニスは自分の推測がさほど外れていないことを願いつつ、手て土産みやげ代わりの情報を一つ、新たに提示した。

「監視網の構築とも関連するんですが……実はアガーテに頼んで、追える範囲で蝕の足跡を辿たどってもらったんです。彼らの動きには、一つ気になる点がありました」

　ナターシャが首を傾かしげた。

「蝕の動き……？　また妙なところに眼をつけたね。獲え物ものを見つけたら襲いかかる、獲物を見つけるまではふらふらと右往左往──そんな程度じゃないのか？」

　それはごく一般的な認識だった。そもそも多くの街では、蝕との遭そう遇ぐうは運次第であり、動きの予測などするだけ無む駄だと思われている。

　ゼニスもその動きを「予測」はできないが、しかし牛ぎゆう頭とうが率いる群れに関しては、他ほかの群れとは明確に違う奇妙な点があった。

　アガーテが地図に記した彼らの足跡を、ゼニスは机き上じように広げる。

「うちの近きん隣りんで把は握あくした彼らの足跡です。地形に沿った多少の蛇だ行こうはありますが──彼らは概おおむね、〝直線的〟に動いています」

「ん……？」

　ナターシャが地図を見て眉まゆをひそめた。

「いや、ゼニス。この荒野では、普通に右往左往しているぞ？　その後、直線的に動き出したのは、獲物を見つけて追い始めたとかじゃないのか？」

「自分も最初はそう思ったんですが、こっちを見てください。何もない荒野で、唐とう突とつに、ほぼ直角に曲がっています。実はモーベインさん達が襲われた時も妙だったんですが──連中、やけに諦あきらめるのが早かったんですよ。崖の上に逃げたこちらを追わずに、囮おとりのトーチすら無視して、明後日あさつての方向へ移動していったみたいで……獲物を追って崖を迂う回かいする程度の知恵はあるはずなんですが」

　バージルが興味深そうに身を乗り出した。

「……つまり、どういうことかな？」

「はぁ。偶然もあるかと思いますし、まだなんともいえませんが──彼らにはもしかしたら、〝目的地〟があるんじゃないかと」

　同席していた名も知らぬ狩しゆ猟りよう兵へいが、即座に反論した。

「蝕しよくの軍団に目的地……？　そんな話、聞いたこともない。そもそもどこを目指しているというんだ？　連中、この近きん隣りんを行ったり来たりしながら荒らし回っているだけじゃないか」

「その通りです。彼らはこの近隣を荒らし回っているだけ──ですから、目的地という言い方には少し語ご弊へいがありました。自分が言いたいのは……彼らはもしかしたら、〝次に狙ねらう街〟を、わざわざ選んでいるんじゃないかと……そう感じたんです」

　座の空気が冷えた。

　ゼニスの言わんとしていることは彼らにも伝わる。だがそれは、判断能力を持たない〝蝕〟の行動として有り得ない。

「軍師殿は少々、想像力が逞たくましすぎやしないかね……？」

　ベテランの狩猟兵が漏もらした言葉に、ゼニスは素直に頷うなずいた。

「たまに言われますし、否定はできません。ですから、これはあくまで根拠の薄うすい推論だと思って聞き流してください。自分がどうしても気になったのは……あの蝕の軍団が、どうしてあそこまで規模を拡大できたか、ってことなんです」

　バージルが続きを眼めで促うながした。

「……通常、蝕の軍団は、とにかく見つけた街を適当に襲おそいます。ですから、規模が小さいうちに、自分達より戦力の大きい街を無む謀ぼうにも襲ってしまい、返り討ちに遭あって壊滅することが多い──実際にうちの街でも、五年前、危ういところでしたが蝕の群れを返り討ちにしました。でも──牛ぎゆう頭とうが率いるこの群れは、自分達よりも戦力の劣る街を……つまりその時の戦力できっちりと勝てる相手を選んで、襲しゆう撃げきしているようにも見えるんです。その結果、負けることなく仲間を増やし、ここまで巨大化したと……」

　モーベインが舌打ちを漏らした。

「……なるほどな。嫌いやな推論だが、奴やつらがあそこまで大規模化できた理由として辻つじ褄つまはあう。蝕は撤てつ退たいを知らない。たとえ不利な戦況であろうと、どんなに消しよう耗もうしようと全滅するまで戦い抜く──だから人数が増える前に壊滅しやすいはずが、わざわざ弱い街を選んで戦ってきたとすれば、そりゃ増える一方だわな。何も作為がなかったとしたら、それはそれで奇跡的な確率だ」

「ええ。数回程度なら偶然で片づけられますが……たとえば彼らは、過去にいくつかの強い街の勢力圏けんをかすめつつ、そのままスルーしていた節があります。バージルさんの街でも、近くを通りはしたものの、そのまま何もなかったんですよね？」

「……よく調べたね。その通りだ。ただ、付近の友好関係にあった街が一つ、彼らに潰つぶされた。うちのユニオンの加盟者じゃなかったけれど、加盟を前提に話を進めていた矢先で……救援は、間に合わなかったよ」

　悔くやしげな声には、彼の真情が滲にじんでいた。仮にこれが演技だとすればとんだ食わせ者だが、その可能性は薄うすい。

「弱い街を選んでいるのか、強い街を避けているのか、そのあたりはわかりませんが……他ほかの蝕しよくとは、行動の指針が少し違う気がします。重ねて言いますが、確証はありません」

　ナターシャが唸うなった。

「あの牛ぎゆう頭とうの狂戦士……つまり生前のアステリオの知識が、蝕の軍団の指針になっている可能性も──？」

「──有り得る、とは思います」

　アステリオという優秀な狩しゆ猟りよう兵へいの肉体を得て、蝕が変異した──考えたくはないが、そんな想像が嫌いやでも脳裏をかすめた。

　バージルが手を叩たたいた。

「ま、あくまで推論だ。机の上で考えていても仕方ない。差し当たっては現実の対策を考えるべきだろうね。ゼニス、君の提案した蝕の動向への監視網について、具体案はあるのかな？　これから詰めるのかい？」

「参加してくれる街の数と部隊の質には左右されますが、相互の連絡手段等、ある程度のノウハウはまとめてあります。とはいえまだ不備が多いはずなので、色々とご意見をいただければと──」

　ゼニスは二つの紙束を取り出し、ナターシャとバージルにそれぞれ預けた。

　びっしりと書き込まれた細かな案の数々に、ナターシャが眼めを丸くする。

「これはまた……よし、これを検討させてもらう。そっちはいつまでこの街に滞たい在ざいするんだい？」

「三日程度の予定ですが、用が済めば早急に帰還します。あまり街を空あけるわけにもいかないので──もし検討が長引く場合には、その後のやりとりは書簡でも可能かと思います」

「ああ。でも、これは……おそらく、前向きな返答ができると思うよ」

　ぱらぱらとめくったところでは、特に気になる箇か所しよはなかったらしい。

　バージルもどこか楽しげに資料を眺ながめる。

「……これ、君が一人でまとめたのかい？」

「いえ。具体的な連絡手段等の多くは、モーベイン隊長やヴィオレッタ隊長から教えてもらったものを、街同士でも連携しやすいように調整しただけです。資料の複写は、こちらのフラーメにも手伝ってもらって……」

「ああ、違う違う。内容をまとめたのは君一人なのかな、って──案のバランスがいい。万全の態勢は求めずに、人的コストを抑えることで小規模な街も参加しやすい案にしている──文句の出にくい内容だ」

「……運用が始まったら不満がでると思います。実際に動かしてみないと、どうなるかはわかりませんが……必要な時まで維持できない監視網では、意味がありませんから」

「そうだね。こういう現実的な感覚は大事だ」

　バージルが満足げに立ち上がった。

「じゃ、今夜のうちに検討して、明日またここにお邪じや魔まするよ。ナターシャ、急な会談に応じてくれてありがとう。私もあと二、三日は滞たい在ざいする予定だから──」

「ああ。ゆっくりしていってくれ。私は盗とう賊ぞくへの警戒で留守のことも多いけど、隊舎にはいつ来てくれても構わないよ。ゼニス、君達もな」

「ありがとうございます。では、こちらもまた明日」

「ま、こっちは返事を聞くだけだがな。悪い話じゃないはずだ。詳細もこれから詰めることになるから、じっくり検討してくれ」

　ゼニスに続いてモーベインとナターシャも握手をかわし、この日の会合は解散となった。
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　訪問の目的を早々に済ませたゼニスは、宿での夕食を終えた後、ゆったりと露ろ天てん風呂に浸つかっていた。

　宿に併へい設せつされた浴場は、客以外の住民の利用も想定されているために、数十人が一度に入っても余裕がある程ほどに広い。

　夜の闇やみと立ちこめる湯気で視界は怪しいが、今は既すでに人が少ない時間帯である。

　岩いわ肌はだを背にして、ゼニスは大きく深呼吸をした。

　たかだか二日の旅路とはいえ、温かい湯に肩まで浸かると、疲労が溶けていくような心地になる。

　乾いた大地に覆おおわれたこの世界だが、骸むくろの上には清浄な水が大量に湧わく。

　最初から熱水が出てくる街も多いが、その他ほかの街では、撃げき鱗りんから供給されるドラゴンロアを利用して水を温め、こうして温浴施設に活用していた。

　竜りゆう装そうの鍛たん造ぞう、及びアイギスの召しよう喚かんよりも更さらに古くからある枯れた技術であり、基本的にはどの街にも必ずある施設といっていいが、広さはまちまちである。

　ナターシャの街にある複数の共同浴場は、そのほとんどがゼニスの街のそれらより大規模だった。

（うちも予算に都合がついたら、次の街ではこれくらいの規模の露天風呂を──いや、規模より数を増やした方がいいのかな……？）

　ちなみに、ヴィオレッタの街の隊舎には現在、女風呂しかない。元々は時間帯で分けていたのだが、男の狩しゆ猟りよう兵へいが激減したため、なし崩し的にそうなった。

　数少ない男の狩しゆ猟りよう兵へい達は宿屋の風呂などを主に借りているが、これはこれで隊舎のものより大きいため、好評ではある。

　三姉妹は自宅で入ることが多いが、これはカーディの弟子達も利用する鍛か冶じ場ばの施設であり、わざわざ浴室を持つ一般家庭は稀まれだった。

　ゼニスがのんびり温まっていると、板で目隠しされた隣となりの露ろ天てん風呂から、三姉妹の声が聞こえてきた。

「わぁ！　アガ姉、フラ姉、ひっろいねー！　しかも貸し切り！」

　女風呂には他ほかの客がいないらしい。

「あら、ほんと。普通に泳げそうな広さね」

「姉さん……子供じゃないんだから」

　三姉妹のよく通る声に、男湯の客達が何事かと顔をあげる。

　ゼニスは迷った末に板いた塀べいの向こうへ声をかけた。

「おーい。こっちには他のお客さんもいるから騒ぐなよ？　あと泳ぐな。余所よそ者ものなんだから行ぎよう儀ぎよくしてろ」

　注意するゼニスの正面を、ドラペットのクロがぱちゃぱちゃとクロールで泳ぎ過ぎて行った。

　温泉はペット禁止だが、例外的にドラペットは許可されている。彼らはそもそも生物ではないため、排はい泄せつやら感染症やらといった心配もない。

　ゼニスはすかさずその首根っこをひっつかむ。いくら持ち込みが許可されているとはいえ、湯の中で泳ぐのは感心しない。

　板塀の向こうから、すぐにエカルラーテの弾はずんだ声が返ってきた。

「あれ？　ゼニスもお風呂？　こっちおいでよー！　私達以外、誰だれもいないよー！」

　天てん真しん爛らん漫まんな声が耳に痛い。

「……他の客が入ってきたら普通に捕まるだろ……そもそもお前らがいる時点で論外だ！」

　ゼニスはつい声を荒らげた。

　長女のアガーテが、のんびりとした口調で妹に言い聞かせる。

「エカル、無茶言わないの。ゼニスとはいつでも一緒に入れるでしょ？」

「いや、真ま面じ目めな口調でさらっと噓うそつくなよ！　部隊の評判に関かかわるから、濡ぬれ衣ぎぬだけは本当にやめてくれ！」

　泣きをいれるゼニスの手元から離脱したクロが、ぱちゃぱちゃと水音をたてながら洗い場へ移動し、ヘチマで器用に体を洗い始めた。

　たちまちモコモコとした白い泡でその身が覆おおわれ、黒い毛並みが白い塊かたまりに見え始める。

　周囲からの物珍しげな視線が彼に移り、ゼニスはようやく肩の力を抜いた。

　隣の女湯からはまだ三姉妹の可愛かわいらしい声が響ひびいてくるが、これは全力で聞き流す。

「……あ！　フラ姉、また大きくなってる！　もしかしていよいよアガ姉越えた？」

「ちょっと、エカル！　声が大きいから！　気づいてもそういうことは言わなくていいから！」

「あら、ほんとに？　もう私もフラーメに大きい顔できないわねぇ……」

「ゼニスー、ゼニスー！　これ一見の価値有りだよー！　すごいって！　ほんとすっごいから！」

「ほんとにやめて！　エカル、わざと大声出してるでしょ!?　黙りなさいっ！」

　ばしゃばしゃと派手な水音が響ひびく。フラーメがエカルラーテの口を塞ふさごうとしているのだろうが、ゼニスはひたすら無視を決め込んだ。

「むぐー！　むぐー！」

「じたばたしない！　抵抗すると沈めるよ!?」

「こーら、フラーメ。いくら私達しかいないからって、お風呂で暴れちゃダメよ？　あんまりうるさいとゼニスを呼んで揉もん……襲おそってもらうから」
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「姉さん、なんでわざわざ酷ひどいほうに言い直したの!?　ていうか私のせい!?　どう考えてもエカルが騒ぎすぎでしょ!?」

　ゼニスは他ほかの客達から背を向け、岩いわ肌はだと向き合った。

（……三人とも、頼むからもう黙ろう……な？）

　声なき声はもちろん届かない。しかし声を出せば、それに反応して三姉妹がまた騒ぎ出す。

　早くも万策尽き、放心気味に現実から逃避するゼニスの肩を、横からぽんぽんと叩たたく者がいた。

「……いやいや、大変そうだね、君」

「……あ。バージルさん」

　先さき程ほど、会談の場で対面した赤毛の青年が、同じ湯につかっていた。

　タイミングの悪さにゼニスはうなだれる。

「す、すみません、身内の恥を……」

　バージルは哀あわれむような眼まな差ざしで、再び肩を叩たたいた。

「いや、むしろ同情するよ……君、完全に遊ばれてるじゃないか……最近の若い子達は凄すごいね……」

　明らかに老ふけ込むような年ではないはずだが、彼にはそんな台詞せりふが似合ってしまう老成した雰ふん囲い気きがあった。

　女湯からのいわれのない中傷を意識の外に追いやり、ゼニスは改めてバージルに会え釈しやくを送った。

「どうも、先程は──話し合いに混ぜていただいて、ありがとうございました」

「いや、お礼を言うのはこっちのほうだよ。君の提案がなければ、こっちは手ぶらで帰る羽目になるところだった」

　口調はいかにも自然だったが、ゼニスはそこにふと含みを感じた。

「……もしかして、最初から〝手ぶらで帰る〟予定での来訪でしたか？」

　声をひそめると、バージルが数すう瞬しゆん、沈黙した。

「…………どうして、そう思った？」

　否定は返ってこない。ゼニスは適当な推測を口にする。

「ナターシャさんの方針は、この界かい隈わいの事情通なら誰だれでも知っています。街の防衛が最優先、貴重な戦力を危険には晒さらさない──戦力の提供なんて、断られて当然の相手です。だからこそ、断られても恥にはならないですし、むしろ〝そりゃそうだ〟と感じる人間が大半でしょう。他ほかの好戦的な街を誘って断られるより、遥はるかにいい」

　いくつかの要素を端折はしよって、ゼニスは推測を単純化した。

「いってみれば観測気球です。貴方あなたの本当の目的は、〝バージルのユニオンが蝕しよくと戦うための同志を集めている〟という噂うわさ話ばなしを、ナターシャさんの街を通じて広めることにあった──この街は交易で栄えていますから、隊商の出入りも多いです。今日の会談のことはあっという間に近きん隣りんの街へ広まるでしょう。〝あのバージルが動きだした〟ってね」

　一度、その噂が流れさえすれば、〝それならうちが〟と手を挙げる街が必ず出てくる。

　これは繊せん細さいな問題でもある。

　もしもおおっぴらに号令をかけて周囲の反応が悪ければ、同盟の構想そのものに冷や水を浴びせることになる。

　おそらくバージルのユニオン内には、この件に関してまだ異論がある。リーダーのバージルが積極派なのは間違いないが、蝕しよくとの戦いに消極的な者や、そもそも反対している者もいるのかもしれない。

　交易商人のアキナを通じて〝噂うわさ〟という形でゼニスの元に情報が入ってきた背景には、この構想を大々的に喧けん伝でんしにくい理由があるはずだった。

「……乗っかってくる街が実際にあるかどうか、そちらのユニオンでも懐疑的なんじゃないですか？　だから手早く実績が欲しい。そのためには、一つ一つの街にいちいち出向くより、無理そうな相手に断られて噂を広めてもらい、手を挙げて来た街を優先的に取り込むほうが手っ取り早い──合理的な判断だと思います」

　はじめから友好的な街や口く説どきやすい街を仲間に引き入れても、これは実績として評価されにくい。かといって、縁のない小規模な街の説得に失敗すれば、「それ見たことか」と消極派を勢いづかせてしまう。

　おそらくバージルは今、消極派を説得する材料として、〝自ら手を挙げて来る街〟を切望しているはずだった。

　バージルが手のひらで湯をすくい、顔をざばりと濡ぬらした。

「……いや、まいった。会って数時間の人間に、そこまで見透かされるとは──うん。だいたい君の言った通りだ。うちのユニオンでも意見が割れている。集まりが悪いようなら、この案は立ち消えになるね。そういう事態は避けたいから、誰だれが見ても難しい街を真っ先に口説くことにした。ここが相手なら断られても仕方ない──ま、身内に言い訳しやすい相手ってことだね」

　肩どころか顎あごまで湯に沈み、バージルは苦笑いを見せた。

「後ろ向きだと思うかい？」

「いえ、現実的だと思います」

　皮肉ではない。ゼニスも軍師という立場で、こうした折せつ衝しようを日常的に繰り返している。

「……恥ずかしい話だが、私はユニオンリーダーとしてはまだ若造だ。古参の幹部からは舐なめられている。内側の恥は晒さらしたくないんだが……いまさら隠してもしょうがないな。概おおむね、ご想像の通りだと思うよ」

　ゼニスは頷うなずいて、視線を夜空に向けた。

　風呂の照明と湯気で星は見えにくいが、二つの巨大な朱あかい月と蒼あおい月はよく見える。

　その満ち欠けは蝕やドラゴンロアの活性化にも影えい響きようするため、のんびり月見という気分にはならないが、しかしこの光景自体は嫌いではない。

「……アキナさんからの情報では、そちらの到着はもう少し後と聞いていたんですが……それが早まったのも、ユニオン内の都合ですか？」

「うん。旅立つ数日前に、例の蝕の軍団が急に転進してね。うちのユニオンに属する街の傍そばをかすめた。幸い……といっていいのかどうかわからないが、彼らは別の街へ向かったけれど、私の支持派も危機感を強めている。その期待を裏切るわけにもいかず、予定を早めたって寸法だ」

　なかなかに気を遣つかうタイプの指揮官らしい。

　バージルは飾り気のない笑顔を見せる。

「ともあれ、さっきは助かったよ。監視網構築の協力要請とは盲点だった。戦力の貸し出しこそ断られたけれど、他ほかの街から見れば、あのナターシャを条件付きで口く説どき落としたようなものだ。当初の予定とは違う形になったけれど、君らが間に合ってくれたおかげで思いがけない収しゆう穫かくになった。感謝しているよ」

「お礼を言われるようなことではないです。うちにもうちの事情がありまして──」

「そういえば、君の所は参戦してくれないんだっけ？　残念だね。緋ひ色いろの三姉妹なんて、味方の士気まで高めてくれそうな逸いつ材ざいなのに」

　会談の席で隠していた本音を、ゼニスはここで晒さらけだす。

「いえ、いざとなったら戦力は出しますよ。さっきはナターシャさんの手前、ああ言いましたが──あそこで〝規模の小さいうちでさえ戦力を出す〟なんてことになったら、監視網の構築も、戦力の供出が前提みたいな雰ふん囲い気きになるでしょう。そうなったらナターシャさんの性格からして、話に乗ってこないと思いました」

　ゼニスは声を殊こと更さらにひそめ、周囲に聞かれぬよう配はい慮りよした。

「へえ……」

　バージルが感かん嘆たんの息を漏もらす。その態度が、ゼニスには少々わざとらしい。

「……バージルさんは気づいていましたよね？　会談中、何度か目つきが変わりましたよ」

「え？　顔に出ていたかな？」

　バージルが額ひたいを叩たたき、夜空を見上げた。

　そして彼は、納なつ得とくしたように呟つぶやく。

「なるほど、気を遣ってくれたわけか──おかしいとは思ったんだ。あんな〝殺やる気満々〟な目で〝うちは戦わない〟なんてさ。言ってることと顔つきが違いすぎて、混乱したよ」

　バージルはにやにやと笑ったが、ゼニスにしてみればこれはこれで意外な指摘だった。

「え？　そんな顔してましたか……？」

　問いかけた後で、今し方のバージルと同じ反応をしてしまったことに気づく。

　バージルがまた笑った。

「お互い、自分の演技力はともかくとして──相手の顔色を見る眼力はそこそこらしい。ただ、やっぱり腑ふに落ちないんだ。失礼ながら、君のところは規模が小さい。ナターシャと同じような理由付けで、戦力を出し渋しぶることも可能だろう。こちらも無理を言う気はないよ？」

　この点については、ゼニスもまだ方針を決めているわけではない。バージルの今後の行動はもちろん、蝕しよく側の動きによっても状況が左右されてしまう。

「別に好き好んで戦いたいわけじゃありません。他ほかの誰だれかが倒してくれるならそれが一番です。ただ──痛みを他人任せにして、いいとこどりをするつもりもありません。弱小勢力とはいえ……いえ、弱小勢力だからこそ、戦わなければ生き残れない世の中です。戦わずに逃げ回って、挙げ句に経験不足で狩しゆ猟りよう兵へいの質が落ちて滅んだ街なんて、枚挙に暇いとまがないでしょう」

　バージルが深々と頷うなずいた。

「それは正論だね。私もそう思う。けれど……質問への答えとしては弱いかな？　戦う相手に、何もあの〝蝕〟を選ぶ必要はない。現に他の街は逃げ回るつもりだよ。ナターシャだって、連中が接近してきたらこの街を引き払うだろう。私だって勝てる戦力が整わないうちは逃げる。どうしてあれと戦おうなんて気になった？」

「──逃げ続けていれば、生き残れますか？」

　ゼニスは逆に問い返す。

　バージルは無言のまま、にやりと笑った。

　答えのわかりきった、馬ば鹿かげた質問である。それで生き残れるならば、そもそも人類にアイギスは必要ない。

　沈黙する二人の前を、黒い猫ねこのような物体が背泳ぎでぱちゃぱちゃと泳ぎ過ぎていった。

　懲こりない相棒を抱かかえ上げ、ゼニスは湯から立ち上がる。

「失礼、そろそろのぼせてしまいそうなもので──続きはうちの部屋あたりでどうです？」

　食堂はどうせ酔すい客きやくで溢あふれている。落ち着いて話などできるはずもない。

　バージルが頷いた。

「いいね。せっかくの機会だし、ぜひうかがおう──というか、君……頭脳派の優やさ男おとこかと思ったら、凄すごい身体からだしているな……盾たて兵へいとは聞いていたけれど」

　ゼニスの身体には、目立つ傷がいくつかある。

　戦闘で負ったものばかりでなく事故による傷も含まれるが、怪け我がを負うたびに「負傷が多いのは隙すきが多い証拠だ」と養父のカーディから叱しかられていた。

　実際、そうなのだろうとも思う。非常時のゼニスの戦いぶりを見たモーベインからも「気づいていないかもしれんが、盾は前しか守れんからな？」と妙な皮肉を言われたことがある。

「これ、けっこう情けない理由の傷も多いんですよ……建築現場で落っこちたりとか、訓練でうっかりとか、捕まえ損ねたイノブタに激突されたりとか……」

「ああ、いや。傷のことじゃなくて……まぁいいか。あと、その猫みたいなのは……ドラペットの一種だよね？　見たことのないタイプだけど」

「……たぶん、そうだと思うんですが……最近ちょっと自信がなくなってきまして」

　謎なぞ多き猫型ドラペットは、ゼニスに抱えられたまま前足で頰ほおをこすっていた。

　いかにも猫らしい仕草だが、何故なぜかとてもわざとらしい。おそらくはバージルに対する猫アピールの一環である。

「名前はクロっていうんです。うちの街の工こう房ぼうで、怪しい竜りゆう鱗りんから作られたんですが……どうしてこんな姿になったのか、製作者にもわからないみたいで。得え体たいの知れない力に導かれるみたいにして、気づいたらこんな姿になっていたとかなんとか……」

　それで完成したのが伝説のアイギスとでもいうのなら様になるが、謎なぞの猫ねこ型がたドラペットでは冗談にしかならない。

　寝不足か、気の迷いか、はたまた鬼の霍かく乱らんか──いずれにせよ、このクロの製作後、工房の主あるじたるカーディは数日にわたって休養をとった。

　バージルが興味深そうにクロの顎あごを撫なでる。

「ふむ……なかなか賢かしこそうな顔をしている。さっきの泳ぎっぷりも堂に入っていた」

　愛用の黒板を脱衣所に置いてきたため、今のクロとは意思疎そ通つうができないが、微妙にドヤ顔なのはおそらく気のせいではない。

「ドラペットなら、何か特殊な力とかあるのかな？　移動や戦闘の補助をしたりとか」

「そういうのはないですが、刃物を研とぐ腕は一流の職人並です。自分の爪つめを研がない分、そっちで発散しているみたいですね」

「それは……猫らしいというべきか、そうでもないのか、判断に迷う特技だね」

　バージルが苦笑いを漏もらす。農作業や運うん搬ぱん、戦闘の補助等、もう少し役に立つ技能を期待していたらしい。

　ただしクロには、〝読み書きを行う〟という類たぐいまれな個性がある。

　ゼニスの知る限り、これほど知能の高いドラペットは他ほかに存在しない。

　多くのドラペットは、鍛か冶じ師しによって予あらかじめ、行動の内容を本能に近い形で仕込まれている。人の命令に反応するのも、照明のスイッチをオフからオンに切り替えるようなもので、〝タイミングを見計らう〟〝命令がなくとも気を利きかせる〟といった高次の行動はほとんどとらない。

　クロが人語を解し操る能力に至っては、もはやアイギスと同格といっても過言ではなかった。

　脱衣所に入ると、クロは器用に自らの体をタオルで拭ふきはじめる。

　手の掛からない子供のようなその様子に、バージルをはじめとする他の客からは改めて好奇の視線が注がれた。

「……ええと……これ、実は中に子供とか……？」

「入っていません。こういう生き物です」

　ドラペットやアイギスは、厳密には〝生き物〟ではない。ただ、少なくともゼニスは、このクロのことを家族の一員として捉とらえていた。
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　ゼニスが自室に戻ると、そこにモーベインの姿はなく、レイヴンが大剣を抱かかえ込みぼんやりとしていた。

　その隣となりに寄り添って座る白い衣ころもの娘が、扉の音に振り返る。

『あ、軍師さん。もうあがられたのですか？』

　楚そ々そと微笑ほほえむルーナの表情は、まさに聖女そのものだった。

　ゼニスが入室する直前まで、レイヴンの耳元で何かを囁ささやいていたような姿勢だったが、その点についてはおそらく触れないほうがいいと本能的に察する。

「ああ、荷物番をありがとう。モーベイン隊長は？」

『ナターシャさんの部下の方が見えて──食堂で飲んでおられるはずです。見かけませんでしたか？』

　食堂の喧けん噪そうは聞こえていたが、どうやらその中にモーベインも混ざっていたらしい。

　納なつ得とくして、ゼニスはバージルを部屋に招き入れる。

「すみません、バージルさん。そういうことみたいで……」

「まぁ仕方ないさ。ええと、君は……さっきの席にはいなかったね？」

　レイヴンは無言で頷うなずいた。相変わらずに愛あい想そはないが、反応しただけましである。

「バージルさん、彼はモーベイン隊長が隊商で雇やとった狩しゆ猟りよう兵へい、レイヴンです。ちょっと人見知りが激しい子で──」

『根は優やさしい子なんです。よろしくお願いいたします』

　持ち主に代わって、アイギスのルーナが優ゆう雅がに一礼をした。

　バージルに室内で唯ゆい一いつの椅い子すを勧すすめ、ゼニスは寝台に腰掛ける。

「ちょっとバージルさんと話をすることになってね。レイヴン、君はどうする？　聞かれて困るような話じゃないから、いてもらってもいいし、暇ひまだったら今のうちに一っ風呂浴びてきてもいいし──」

　追い払う気はなかったが、レイヴンの代わりにルーナが気を利きかせた。

『それじゃ、お言葉に甘えて──レイヴン、私達もお風呂に行きましょう？　道中で蠍さそりとも戦いましたし、刀身を綺き麗れいに洗ってください』

　ルーナがかすかに頰ほおを染め、恥ずかしげに微笑んだ。

　レイヴンが頷き、無言のまま廊下へと出て行く。

　その背を見送った後で、ゼニスはつい、バージルと顔を見合わせた。

「……うん。言いたいことはわかるよ」

「……やっぱり、ちょっと変ですよね……？」

　自分の武器を風呂場で洗うことは、狩しゆ猟りよう兵へいなら特に珍しくもない。

　基本的にはタオルで拭ふく程度で済ませることが多いものの、竜りゆう鱗りん製のアイギスは金属と違って水気に強く、錆さびる心配もないため、水浴びや入浴にこだわる個体さえいる。

　が、それらは単なる武器の清掃であり、わざわざ頰ほおを染めるような行為では断じてない。

　レイヴンとルーナの間に漂ただよう空気は、清掃云うん々ぬんというより、もはや男女の混浴を思わせるものだった。

「……ま、いいや。こういう詮せん索さくはよそう。さて、ゼニス。さっきの話の続きだけれど──本音を聞かせてくれるかな？　君はなぜ、あの蝕しよくと戦おうと思った？」

　ゼニスは嘆たん息そくを返す。

「……本当に、別に戦いたいわけじゃないんですよ。ただ、あれをこのまま放置しておくと被害が爆発的に広がります。誰だれかが旗印になって、この地域全体で戦力を集め、奴やつらを封じ込める──それが一番いいと思ったんですが、生あい憎にくとうちの街じゃ規模が小さすぎて、声をかけてもまともに相手にされません。どうしようかと思案していた矢先に、貴方あなたの噂うわさを聞いて──自分と似たようなことを考えているなら、協力したいと思いました」

　バージルが眼めを細めた。

「……なるほど。さっきも言っていたね。〝痛みを他人任せにして、いいとこどりをする気はない〟って。立派だとは思うけど、それは君の理想だ。そこに街や仲間を巻き込む形になるけれど、それはいいのかい？」

　ゼニスは神妙に頷うなずく。

「ヴィオレッタ隊長も同じ意見ですよ。どっちみち、あの蝕をどうにかしない限り、うちに限らずすべての街が常に危険に晒さらされます。蝕があそこまで巨大化するなんて前ぜん代だい未み聞もんでしょう。倒すための危険と、一方的に蹂じゆう躙りんされるだけの危険──どちらかを選ぶしかないのなら、倒すための危険を選びます。そもそも今後、集める戦力が多ければ多いほど討とう伐ばつの成功率があがるわけですし、だったら率先して戦力を出すのは当然でしょう。もちろん……捨て石になる気はありませんが」

　バージルが思案げな眼まな差ざしに転じた。

「集める戦力が多いほど、か──そのまとめ役、本当に私でいいのかな？」

「さぁ……？　正直なところ、まだ判断はついていませんが、他ほかに立ち上がってくれそうな人もいませんし──何より、不適格と判断したらうちも尻尾しつぽをまいて逃げ出しますから。その時は見逃してください」

　ゼニスは冗談めかして言ったが、内容自体は決して冗談ではない。信頼できない相手に命を預ける気は毛頭ないし、バージルが信頼できる相手なのか否いなかは、これからじっくりと判断していくべき事柄だった。

　この辛しん辣らつな冗談に、バージルも苦笑いを見せる。

「手厳しいな、これは──君、物腰は柔らかいけど意外に言うね。でも、今の言葉を聞いてむしろ安心した。私はそんなに有能な男じゃない。あまり無条件に信頼されても困るんだ」

　バージルは椅い子すに座り直し、ゼニスを真っ向から見つめた。

　その目つきに、やや凄すごみが宿る。

「……時に、ゼニス。話は変わるんだけど、君は〝メテオロス〟という単語に心当たりはないか？」

　ゼニスにとって、それは初めて聞く名称だった。人名か地名か、はたまた武器や道具の名前なのかもしれないが、いずれにしても知らない単語である。

「メテオロス……ですか？　聞いたことがありませんが……新しいアイギスか、どこかの狩しゆ猟りよう兵へいとかですか？」

　バージルが首を横に振った。

「いや、おそらく人名じゃない。組織の名前だと思うんだが……」

　曖あい昧まいすぎるその物言いに、つい混乱させられる。

「え？　バージルさんも何のことだかわかってないんですか？」

「というより、複数の噂うわさ話ばなしが混在していて、正解を絞り込めていない。君と同様、狩猟兵の名前、アイギスの名前だと言う人もいたけれど、根拠が弱くてね。研究者の名前だって言う人もいた。いろいろな噂話から、信しん憑ぴよう性せいの高そうな部分を検討した結果──どうも、アイギスと蝕しよくに関する研究機関の一種らしい。ただ、詳細が摑つかめない。調査を依頼しておいた交易商人も一人、行方ゆくえ不明になっていてね。安否が心配なんだけれど……」

「それはまた……穏おだやかじゃないですね」

　無論、調査とは無関係に、盗とう賊ぞくや怪物に襲おそわれたり、あるいは急病や事故で連絡がとれない状況に陥おちいっている可能性もある。むしろそう考えるのが自然だが、バージルは狩猟兵としての勘かんで、この件に違和感を持っているらしい。

「ただの研究機関ならいいんだが、出てくる情報が怪しい上に錯さく綜そうしている。古代文明の遺跡を占拠して人体実験を行っているとか、竜りゆう装そうを使える人間を人為的に生み出そうとしているとか……誰だれかが面白がって創作した怪談話かもしれないが、もし事実だとしたら無視できない噂も紛まぎれている」

「眉まゆ唾つばな話ではありそうですね……そもそも、どういう経緯で入ってきた情報なんです？」

　バージルの眼めに、ふと暗い輝きが宿った。

「……君とモーベインさんは……師弟関係といっていいのかな？」

「あ、はい。それはもちろん。狩猟兵としての諸もろ々もろは、モーベイン隊長から学びました」

　話が急に変化したのかと思ったが、バージルは話題を転じてはいなかった。

「私にもね。師し匠しようとは少し違うけれど、それに近い恩人がいた。狩猟兵としての心構えを教えてくれた先せん輩ぱいだ。狩猟兵、〝アステリオ〟──今はおそらく、〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟の中身になっている。彼が情報の出所だよ」

　押し殺したような声で紡つむがれるその言葉に、ゼニスは思わず息を吞のんだ。

「アキナが言っていただろ？　〝牛ぎゆう頭とうと遭そう遇ぐうしたアステリオの弟子が、その正体を見破った〟──って。その弟子というのは、私と同期の仲間なんだ。彼の見立てに、おそらく間違いはない。アステリオさんは……蝕しよくに冒されたんだ」

　バージルの声に明確な憎ぞう悪おが籠こもった。

　そのことでゼニスは気づく。

（この人は……俺おれと同じか）

　蝕に対する、その存在自体を許せない程ほどの強きよう烈れつな憎悪──

　それが、彼やゼニスが蝕と戦う最大の理由だった。

　それは正義感などという純粋な感情ではない。害虫を叩たたき潰つぶすのにも似た、不快感を伴う衝しよう動どうに近い。

　バージルは理性によって幾分か声を緩ゆるめ、続きの言葉を紡いだ。

「彼が情報の出所といっても、本人の口から聞いたわけじゃない。つい二ヶ月ほど前のことだけど、そのアステリオさんの家族が亡なくなってね。遺品の整理を手伝いにいった者が、彼の古い日記を見つけてきた。その中にあったのが、〝メテオロス〟という単語だ。失しつ踪そうの直前、アステリオさんはこのメテオロスに興味を持って、いろいろ調べようとしていたらしい。その矢先に……哨しよう戒かい任務の途中、数人の狩しゆ猟りよう兵へいと共に消息を絶った」

　ゼニスは思わず唸うなった。

「……アステリオさん達の行方ゆくえ不明と、そのメテオロスとの間に、何か関連性があると……そう思っているんですか？」

　バージルが肩をすくめた。

「さすがにそこまで言い切る自信はない。判断できるだけの材料が何もないからね。ただ、アステリオさんは無意味なことに興味を持つような人じゃなかった。彼が〝怪しい〟と睨にらんだからには、そう思うだけの根拠があったはずなんだ。私はそれを知りたい。そして、もしも関連する何かが見つかったとしたら──」

　その眼まな差ざしが、物騒な光を宿す。

　バージルはそこで口を閉ざした。

「……見つかったとしたら、どうします？」

「……どうしようか？　まぁ、その内容次第だよね」

　一気に肩の力を抜いて、バージルがにやりと笑った。

「実際、ただの思い過ごしかもしれない。君は博学そうだったから、念のために聞いてみただけだ。何か情報が入ったら……なんでもいい、教えてくれ。こっちも二ヶ月前から調べ始めたばかりなんだ」

「わかりました。こちらでも知り合いに当たってみます」

　頷うなずいておいて、ゼニスはバージルと握手をかわした。

「ともあれ、当面はお互い、あの蝕しよくへの対応に追われることになりますね」

「ああ。君の街とは、いい縁を結べそうだ。よろしく頼む」

　バージルは柔にゆう和わな微笑を見せ、席を立った。

　作り笑顔というわけではないが、感情の切り替えが上手うまい性格なのは間違いない。

　バージルが部屋から立ち去った後、ゼニスはベッドの下で〝書記〟を務めていたクロを引っ張り出し、彼が抱かかえ込んだ紙束を確認した。

　いつもの黒板と白はく墨ぼくを、細い羽根ペンと紙に持ち替え、彼は小さな文字でびっしりとゼニス達の会話を書き起こしていた。完全に追い切れてはいないが、読み返して要よう旨しを摑つかむには充分な量がある。

　クロのこの特技は、隊内でもあまり気づかれていない。「黒板に妙な言葉を書く、猫ねこまがいの何か」程度の認識しかない者がほとんどだが、クロの真価はこの速記の正確性にあった。

「お疲れ、クロ。さて、忘れないうちに、と──」

　書かれた中から重要な部分を抜き出して、ゼニスは日記に今の対話記録を整理しはじめる。

　有力者とのほぼ初対面の会合としては、上々の成果と言っていい。意思の疎そ通つう、目的の共有化に加え、個人的な信頼感まで得られた。

　これ以上ない結果ではあるが、同時にそれは、バージル側の「味方を取り込む手腕」に、ゼニスが乗っかっただけとも言える。

　互いの目的がわかっている上に、利害がほぼ一致している。そもそも揉もめる要素がない。

　そんな中、唯ゆい一いつの想定外だったのが、バージルが最後にもたらした不確定極まりない情報だった。

「…………〝メテオロス〟か」

　聞いたばかりのはずのこの単語に対し、ゼニスの心は何故なぜか、妙にざわついていた。
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「メテオロス？　うん、知ってるよ」

　宿で一夜を過ごした翌朝。

　朝食の席で、ゼニスは書しよ籍せきを扱あつかう交易商人、ナディールと会った。

　博識そうな彼ならばあるいは、という思いはあったが、あまりにあっさりと返ってきたその返答に、ゼニスは逆に面食らう。

「え。いや、ええと……そんなあっさり……？」

「商売柄、大量の本を扱うから、珍しい言葉には敏びん感かんなつもりだ。ただ……うん。君やバージルって人が求めているような情報じゃないかもだけどね」

　焼きたてのクロワッサンをかじりながら、ナディールは淡々と話し続ける。

　彼は昨夜、宿には泊まらず、荷車に整備された居住空間で一夜を明かしたらしい。

　経費節減のために宿の利用頻ひん度どを削けずる商人は珍しくない。そもそも旅の間は荷車で起居するため、旅慣れた商人ほどそこに生活環境が整っている上、同時に荷物番もできる。

　この食堂は宿とは別会計なため、泊まり客以外でも利用できるとあって、他ほかにも外からの客がちらほらと見えた。

「メテオロスっていうのは、古代の遺跡を調べていた有志の研究者グループの名前だよ。発足は確か百年くらい前だったかな……？　たいした成果はなかったはずだけど、当時のいくつかの論文集に名前が載っている。活動期間もそんなに長くはなくて、主要メンバーが亡なくなって、十年そこそこで自然消滅したはずだ」

「あー……なるほど、そういう話でしたか」

　ゼニスが聞きたかったのは過去ではなく〝今〟の話だが、これもまた情報の一つには違いない。

「研究者グループってことは、論文もいろいろあったんでしょうが……たとえばどんな内容なんですか？」

　ナディールが苦笑いを浮かべる。

「ええ？　いや、さすがにそこまでは憶おぼえていないよ……というか、そもそも中身をちゃんと読んだかどうかも記憶が怪しい。商品の目録を作っている時に、著者名をチェックした記憶は確かにあるんだけれど──僕が憶えていないってことは、そんなに印象に残らない内容だったんじゃないかな？　史料的な価値はともかく、百年前の論文集なんて読み込むのは、本物の研究者くらいだと思うよ」

「……そりゃそうですよね」

　よほどの大発見でもない限り、百年前の論文など概おおむねそんな扱いである。

　ただ、念のために確認はしておきたい。

「その論文が収録された本って、お手元にありますか？」

　ナディールが申し訳なげに肩をすくめる。

「いや、どうかなあ……なにせマイナーだから、在庫があるかどうかは本店に戻ってみないとわからない。何冊か売った記憶はあるけど、それもどこの街の研究者に頼まれたんだったか……」

「え？　本店？」

「あぁ、言ってなかったっけ？　さすがに商品を全部持ち歩くわけにはいかないから、ルシルの街に倉庫兼店てん舗ぽがあるんだ。在庫の大半と顧客名めい簿ぼはそっちに保管している。注文を受けた本がもしそこにあれば、僕がこうして運んで届けたり……まぁ、安い本なら他ほかの隊商に配達を任せちゃうこともあるけどね。それはともかく、古い研究書はやっぱり少ないよ。そもそも注文が入ってから探す場合は、買い手が最初から決まっている。しかも研究者に打診すると高い確率で買ってくれるから、なかなか在庫になりにくい」

「じゃ、依頼すれば探すことは可能ですか？」

　ゼニスが問うと、ナディールはさも不思議そうに首を傾かしげた。

「もちろん探すのはかまわないけれど、ここまで古い本は見つかるまでに時間もかかるし、結構な額だよ？　古い研究書はなかなか売りに出ない。出たとしてもとんでもない値がつきやすい。探索手数料もそこそこになるし……経費で落とせるかい？」

　現実的な話になるや、ゼニスは言葉に詰まった。

　ナディールはあくまで商人である。難しい注文をするならば、相応の出費を覚悟しなければならない。

　ゼニスの動揺を察したナディールが、くすくすと笑いながら紅茶を口にした。

「あの手の本は、買うよりもむしろ、昔の本をきちんと収蔵している竜りゆう遺い学がく者しやにあたったほうがいい。売ってはくれないだろうけど、書しよ斎さいでちらっと読ませてもらうぐらいなら、そうそうぼったくられないはずだ。手て土産みやげ程度で充分じゃないかな」

　ぐうの音もでない正論だった。

「なるほど……ありがとうございます。知り合いにあたってみます」

「僕も商売のついでに、この近辺の街の研究者さん達に聞いてみるよ。持っている人が見つかったら……そうだな。その論文の箇か所しよだけ複写させてもらって、君の街に手紙で送ろうか？　代金は、複写代と学者さんへの謝礼込みで……普段なら二百ドルクってところなんだけど、お試し価格で百ドルクでどうだい？　もちろん後払いでいいよ」

　通常価格でも、手紙と複写の手間を考えれば良心的な価格といえる。

「持っている人を知らせるだけなら、仲ちゆう介かい手数料と手紙代ってことで二十ドルク程度でいいけど、君、どうせ頻ひん繁ぱんには街を空あけられないんだろう？　旅費もかかるだろうし──」

「おっしゃる通りです。じゃ、お願いできますか？　こっちでも探してみますから、とりあえず調査期間は三ヶ月で──その間に見つからないようなら、忘れてください」

　一年も二年も過ぎて、調査が不要になった頃ころに請求が来ても困る。区切りの期間として三ヶ月は順当なはずだった。

　互いの連絡先を交換し、食事を終えたナディールが席を立つ。

「さて、僕はそろそろ出発するよ。ゼニス、また近いうちにぜひ。それじゃシャモワ君、行こうか」

　離れた場所に座っていた、部下らしい細身の青年が頷うなずいた。

　日に焼けた精せい悍かんな面つら構がまえの若者だが、商人にしては目つきが険しい。背に負った剣も間違いなく竜りゆう装そうの逸いつ品ぴんである。

（……護衛の狩しゆ猟りよう兵へい、か）

　ゼニスが会え釈しやくを送ると、シャモワという青年は頷く程度の返礼をしたが、やはり愛あい想そは微み塵じんもなかった。

　食堂から出ていく二人を見送って、少し離れた席で朝食をとっていた三姉妹が近づいてくる。

「……役に立つかどうかも怪しい古い論文なんかに百ドルク……もったいないわねぇ」

　そんなアガーテの常識的な意見に、ゼニスは力なく笑い返した。

「そうかもな。まぁ、そのくらいなら隊の経費にしなくても、俺おれの小こ遣づかいで処理できるから。半分以上は興味本位だよ」

　そもそも百年近く前の特定の書物ともなれば、そうそう見つからない可能性の方が高い。片手間の探索とはいえ、その場合にはナディールのタダ働きになってしまう。ならばせめて、見つけた時には相応の報ほう酬しゆうがあって然しかるべきだった。

「さて、こっちはこっちで会議をまとめないとな。ナターシャさん達の結論はどう出たか──俺とモーベインさんはもちろん出席するけど、アガーテ達はどうする？　退屈だろうし、せっかくだから観光でもしてきたらどうだ？」

　彼女達の父親、カーディからも〝三女に他ほかの街を見せてやって欲しい〟と頼まれている。

　フラーメが澄ました顔で応じた。

「私はゼニスと一緒に会議のほうへ出るから。姉さんは、エカルを連れて観光してきたら？　息抜きにはなるでしょ？」

　エカルラーテがわずかに唸うなった。

「むぅ……会議は確かにつまんなそーだけど、ゼニスがいないのもつまんないしなー……迷うー……」

「ゆっくり迷いなさい。私はどっちでもいいから」

　アガーテが悠ゆう々ゆうと食後の紅茶を飲み干す。

　隣となりのテーブルから、モーベインが第三の選せん択たく肢しを寄よ越こす。

「レイヴンは、今日も宿で荷物番をしてくれるらしい。もしも話し合いがまとまったら、明日の朝には出立できるかもしれんし、あいつと同様、旅に備えて宿で休むって手もあるぞ」

「えー。それは退屈っ！」

「そうねぇ。レイヴンと留守番なら、狩しゆ猟りよう兵へい同士、じっくり友好を深めるいい機会かもしれないけど──」

　ゼニスは思わず、モーベインと顔を見合わせた。

「……モーベイン隊長、それは、あの──」

「……うん。まぁ、その、なんだ……アガーテ、あのな。レイヴンはなんというか、人付き合いが苦手な奴やつでな──」

「知ってるわよ？　だからなおのこと、私達が仲良くして、克こく服ふくさせてあげた方がいいんじゃない？」

　ゼニスの脳裏に、レイヴンが持つアイギス、〝ルーナ〟の優やさしげな微笑が浮かんだ。




『半径２メートル以内に近寄らせないでください』




　あの一言が意味するところは、色恋沙ざ汰たが苦手なゼニスでもさすがに理解できる。

　色気過多なアガーテはもちろんとして、レイヴンと年の近いエカルを下手へたに近づけようものなら、何が起こるかわからない。

「……いきなりアガーテやエカルのペースで振り回して、逆に苦手意識をもたれても困る。今日のところは別行動でいいんじゃないか？　そもそもエカルは、宿で休む気はないんだろ？」

「うん！　決めたっ、アガ姉と一緒に街の中を見て回るね」

　好奇心を優先したエカルラーテの決断に、ゼニスは心から安あん堵どした。

　うまく切り抜けた彼の足あし下もとで、クロが黒板に文字を綴つづる。




【　※　惨さん劇げきが回避されました　】




「……冗談に思えないからやめてくれ」

　笑うどころか、背中に妙な汗を感じてしまう。

　ゼニスとメアリーローズがそうであるように、レイヴンとルーナも夢の中で逢おう瀬せを重ねている節がある。ただ、その密会が果たしてどういったものなのかはあまり想像したくない。

「で、フラーメは本当に会議に参加でいいのか？　たまには姉妹揃そろって観光でも──」

「私の優先順位について、改めて説明したほうがいい？」

　にっこりと微笑ほほえむフラーメに不ふ穏おんな気配を察し、ゼニスは即座に質問を引っ込めた。

「わかった……じゃ、アガーテ、昼飯の前後で一度、隊舎に寄ってくれ。もし話し合いが終わってたら午後は一緒に回ろう」

「ほんとっ!?」

　たちまちエカルラーテが眼めを輝かせる。

「あくまで終わってたら、な」

「うん！　へへへー。楽しみー♪」

　素直なその姿に和なごまされつつ、ゼニスはエカルの頭をぽんぽんと撫なでた。

　昨夜の返事を貰もらうだけならば、話し合いはすぐに終わる。細部を詰めたとしても午後までずれ込む可能性は低く、そもそも多忙なナターシャ達をそう長々と拘こう束そくするわけにもいかない。

　アガーテがそっと耳打ちをする。

「……じゃ、午前のうちにこの街の竜りゆう遺い学がく者しやさんにあたって、〝メテオロス〟のことを聞いておいてあげる。あの商人さんが真ま面じ目めに仕事してたら、無む駄だ足あしになりそうだけど」

「……ありがとう。頼む」

　アガーテの気き遣づかいに、ゼニスは小声で感謝を告げる。

　午後は気兼ねなく妹と遊んでやって欲しい、という意味でもあるだろうが、アガーテ自身、多少は気になっているらしい。

　そしてゼニス達は、滞たい在ざいの二日目を過ごしはじめた。




　　　　　　　　　　[image: ]




　ヴィオレッタの街の隊舎は、静せい謐ひつに包まれていた。

　一室に揃そろった待機中の狩しゆ猟りよう兵へい達は、いずれも顔色が冴さえない。

　ある者はやけ酒で二日酔よい、ある者は無気力にだらけ、またある者は虚こ空くうに向かってブツブツと不平を漏もらしている。

　蝕しよくに対する警戒のため、周辺の哨しよう戒かい任務についている者達を除いて、隊の活動はほぼ停滞していた。

　隊長のヴィオレッタが戸口からこの惨さん状じようを覗のぞき込む。

「……いい加減、機嫌を直して訓練でもしてきたらどうだ……？　どうせゼニスはあと数日は帰ってこないぞ」

　明確な返答はない。

　が、恨うらみがましい視線がそのまま返ってくる。

「……私らを連れて行かないのはともかく──」

「よりにもよって、フラーメ……一番危ないのを平然と……」

「ゼニス、わかってない……フラーメのヤバさを全然わかってない……」

「……ふふ……帰ってくる頃ころには妊にん娠しんしてたりしてね……」

　ヴィオレッタは頭痛をこらえ、深々と溜ため息いきを吐つく。

　軍師の立場にあるゼニスは、滅めつ多たなことでは街を離れない。二、三日の遠征はさておき、一週間単位での不在などここ数年はなかったことである。

　そのため、ヴィオレッタもその影えい響きようを軽く考えすぎていたが、そもそもここまで影響が出ていること自体がおかしい。

「お前達の心配は無む駄だだ。フラーメがゼニスにひっついているのはいつものことだろうに……旅に出た程度で、あの二人の関係が進展すると思うか？」

　それはヴィオレッタの本心だったが、狩しゆ猟りよう兵へい達の暗い眼めつきに変化はない。

「隊長……他人ひと事ごとだと思って無責任な……」

「……いくらフラーメでも、そこまでボンクラじゃないですよ……」

「先せん輩ぱいが無事なのは、私達が牽けん制せいしあってるからなんですよ……？」

「そもそもヴィオレッタはフラーメの怖さを知らないのよ──あの子、ゼニスの好みに自分を近づけることしか考えてないんだから」

　仲間達からの恨うらみ言を、ヴィオレッタは淡々と受け流す。

「大おお袈げ裟さな……確かに健けな気げなところはあるが、それしか考えていないってことはあるまい」

「甘い。甘すぎるわ、ヴィオレッタ──」

　この場でもっとも年上の狩猟兵、ロゼが、ひきつったような薄うす笑わらいを見せた。

「あの子はね。好きな女の子のタイプを聞かれたゼニスが、冗談半分で〝腹筋の割れてる子〟って答えたら、それを真に受けて一ヶ月足らずでガチの六分割にしてきた子よ？」

　一同に数すう瞬しゆんの沈黙が訪れた。

　やがてぽつりぽつりと、感想とも非難ともつかない声があがりはじめる。

「……ほんとに割っちゃうフラーメもフラーメだけど……」

「……そのマニアックな返事もどうなんですか、ゼニス先輩……」

　ロゼが溜ため息いきを重ねる。

「ゼニスはね──〝そんなこと気にしている暇ひまがあったら、狩猟兵としてまじめに体を鍛きたえろ〟って意味で、皮肉も込めて言ったみたいなのよ。だけどフラーメは、ゼニスが少しでも振り向いてくれるなら、ってことで、もう尋じん常じようじゃない鍛え方して……」

　話を聞いていた狩猟兵の一人、褐かつ色しよくの肌はだの小柄な少女が、ぼんやりとした眠たげな眼を中空に向けた。

「……あれ？　それ、私の知っている話と少し違う──？」

「え？　ルシャータ、何が違うっていうのよ？」

　エカルラーテと同年齢の彼女は、首を傾かしげながら囁ささやくような声で応じる。

「えっとね──フラーメは、ゼニスのその言葉が冗談だって気づいてたよ？　それを真に受けたふりをして、そのために努力する姿と結果を見せつければ、ゼニスにも自分の好意がどれだけ真剣で切実か伝わるはずだから、って──要するに、いろいろ承知の上で、好意の強さを思い知らせるためだけに、その冗談を利用したんだって。アガーテさんが教えてくれた」

　やや舌足らずな口調で紡つむがれたえげつない事実に、ヴィオレッタは思わず目眩めまいを覚える。

　確かに一時期、フラーメは鬼気迫る勢いで訓練をしていた。

　街のため、あるいは一人前の狩しゆ猟りよう兵へいになるための努力だとばかり思い込んでいたが、どうやら真の動機は違ったらしい。

「三姉妹の中では、フラーメが一番の常識人だと思っていたんだがな……」

　ロゼが唸うなる。

「あの子が常識的に見えるのは、ゼニスが〝常識的な子〟を求めているから。もちろん恋人としてじゃなくて、狩猟兵として求めているだけなんだけど──フラーメにとって、まじめで常識的な態度は、いずれゼニスを完全に落とすための下準備よ」

　考えすぎのような気もするが、差し当たってヴィオレッタも、これらの指摘を否定するだけの材料を持っていなかった。

「しかし……前から気になっていたんだが、お前達もゼニス一人に執着しすぎじゃないか……？　確かに有能だし手て頃ごろ感かんはあるが、正直、そこまで互いに牽けん制せいして取り合う程ほどじゃないだろう」

「有能……？」

「手頃……？」

「……あー。隊長、やっぱ全っ然わかってないわ……ゼニスの本質は、そういうんじゃないの」

　別の狩猟兵がさも訳知り顔で肩をすくめる。

　その態度にむっとすることもなく、むしろヴィオレッタは純粋に疑問を感じてしまう。

「本質？　それはたとえば、どういうものだ？」

　娘達が一様に押し黙る。

　その沈黙は、〝思いつかない〟のではなく、〝何をわかりきったことを今いま更さら〟とでも言いたげだった。

　ロゼが軽く手を叩たたいた。

「……じゃ、右から順に、ゼニスの好きなとこでも言っとく？」

「え？　え、えーと……優やさしい？」

「フォローが的確。あと一緒にいて楽しい」

「いざって時に頼りになるとこ、かな──」

「……マッサージがヤバい」

「……ヤバいよね、アレ。依い存ぞん症しようになる系統のヤバさ……」

「匂においが好きです」

「なんか狩かりたくなる。獲え物もの的な意味で」

　ヴィオレッタは思わず目め許もとを押さえた。

「待て。ちょっと待て。動物が何匹か混ざっているのはさておき……〝本質〟の話はどこへ行った？　しかもえらく適当じゃないか？」

　ロゼがヴィオレッタの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「だから、これが本質。理由とかきっかけとか、そんなのは人によって違うし些さ細さいな問題なのよ。恋愛なんて理詰めで考えるものじゃないし、結局はフィーリングでしょ？」

　合理性を最重視するヴィオレッタには、そのあたりの機微がもう一つよくわからない。

「ゼニスの傍そばにいるとね。なんか〝このまま一緒にいたい〟って、自然に思わされちゃうのよ……あれってもう一種の才能だと思うわ」

　ロゼのこの説明に、若い狩しゆ猟りよう兵へいの一人、リムリールが苦々しい顔で頷うなずいた。

「先せん輩ぱいは無自覚のうちに、こっちの領域を完全に制圧していくからタチが悪いですよね……自覚してやってたら、本当にタダの腐くされ外げ道どうですけど」

　他ほかの狩猟兵達も口々に愚ぐ痴ちをつなぐ。

「……考えてみたら、フラーメも被害者かもね」

「あの外道の無自覚の口く説どきに、子供の頃ころから間近で晒さらされてたわけだし──」

「そう考えると、アガーテが無事なのって凄すごいことじゃない？」

「……本当に無事なのかしら……？　妹のために身を引いたとかじゃなくて？」

　益やく体たいもない会話にとうとう見切りをつけ、ヴィオレッタは彼女達を無視して執務室に戻った。

　軍師の苦悩が、ほんの少し身にしみた感はある。

　指揮官として部下からの信望は大事だが、年が近い異性からのそれは、時に恋愛感情へと発展しやすい。ヴィオレッタやアガーテのように、狩猟兵の任務として割り切れる者は逆に少数派なのかもしれなかった。

　といって、彼女達にそんな感覚を強要する気はない。

　貴重な青春を任務に浪費してもらっている以上、ヴィオレッタとしては彼女達に感謝こそすれ、禁欲を強しいる権限などは持ち合わせていなかった。

　軍師の精神的負担を軽減するために、多少の歯止めは必要かもしれないが、今のところ妙案はない。

（まぁ……事務的な意味でも戦力的な意味でも、早く帰ってきてほしいところだが──）

　三姉妹の不在も心こころ許もとない。彼女達は紛まぎれもなくこの街の主戦力であり、盗とう賊ぞく等に対する牽けん制せいにもなっている。

（危険を承知で許可した以上、結果を出してくれなければ困るが……向こうでの話し合いについては、あいつなら心配ないか。どうせ順調だろう）

　信頼に足る有能な腹心がいるという事実は、指揮官たるヴィオレッタにとってこの上ない幸運だったが、その腹心を巡る狩猟兵間の人間関係は目下の課題である。

　とはいえその程度は、〝蝕しよく〟に比べれば平和な悩みかもしれない。

　常に命の危険に晒される程ほどの強いストレス下において、こうした恋愛沙ざ汰たの話題は効果的な逃避行動ともいえる。

　同どう僚りよう達にその自覚はないのだろうが、結果として戦果はあがっているし、恐怖に駆られて出撃拒否をするような兵もいない。

　その心理にはおそらく、〝ゼニスにいいところを見せたい〟、あるいは〝失望されたくない〟という葛かつ藤とうもある。

　そうして見ると、いたいけな少女達を操って戦場に向かわせるゼニスの手腕は、外げ道どうと揶や揄ゆされても仕方のないものだった。

　同時に、その手腕の下もとにこの街の安全はどうにか担保されている。

　だからこそ、ヴィオレッタはゼニスに感謝をしていた。

　大おお袈げ裟さなことをいえば、〝正しい〟だけでは平和を保てない。そのことは、かつて滅んでいった多くの街が証明している。

　考え事と執務を同時に進めるヴィオレッタの耳に、隊舎の外から声が届いた。

「隊長！　隊長、来てください！　哨しよう戒かいに出ていたクリアラさん達が……！」

　その慌あわてた声に不安を煽あおられ、ヴィオレッタはもちろん、隊舎の狩しゆ猟りよう兵へい達も血相を変えた。

　だが、すぐ後にとうのクリアラからの怒声が響ひびく。

「ちょっと！　その言い方じゃ私が怪け我がしたみたいでしょ！　隊長！　怪我人です！　探索班のエルソンさん達を、街の外で保護しました！　すぐに来てください！」

　どのみち緊急事態には違いなかった。

　狩猟兵としてのヴィオレッタは、他ほかの兵の治ち癒ゆを担当する槌つち兵へいである。

　医療に関する一通りの知識も備えており、戦闘は苦手だが隊の損そん耗もうを減らし、継戦能力を高める重要な役割を担になっていた。

　愛用の槌、〝チェルシス〟を手に取り、彼女は即座にアイギスを発動させる。

「チェルシス、力を借りる」

　槌の傍かたわらに、白いドレスと花の装飾に身を包んだ金髪の娘が現れた。

　柔にゆう和わながらも憂うれいを帯びたその眼まな差ざしには、いかにも儚はかなげな雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　不安そうな微笑と共に、彼女はゆっくりと頷うなずいた。

『喜んで──とは言いにくいのが心苦しいところですね。エルソンさんの怪我は重いのでしょうか？　心配です──』

　癒いやしをもたらすアイギスゆえか、彼女の精神性はきわめて優やさしい。あるいは人間よりも繊せん細さいかもしれない。

「わからんが……クリアラ達の声を聞く限り、軽傷ではなさそうだ」

　廊下を早足に進みながら、ヴィオレッタは眉み間けんに力をこめる。

　保護されたエルソン達は探索班──即すなわち、次の移住先となる竜りゆうの骸むくろを探す役割を担っていた。

　数日間、場合によっては数週間がかりで荒野を歩き回る危険な任務であり、そのまま行方ゆくえ不明になる例も少なくない。

　生還したことは褒ほめたいが、これで次の骸むくろの探索が更さらに難しくなる。

　隊舎の外にはちょっとした人だかりができていた。道すがら、街の人々が異変を察して寄ってきたらしい。

　彼らへの対応はロゼ達に任せ、ヴィオレッタは荷台へ飛び乗る。

　寝かされた負傷者の隣となりには、真剣な顔つきのクリアラが寄り添っていた。

「隊長！　よろしくお願いします。他ほかの軽傷者は治療所へ回したんですが、エルソンさんの傷は深くて──隊長にお任せした方がいいかと……」

「よし。すぐに診みる」

　両足と右腕、頭と胴体にも巻かれた真新しい包帯は、クリアラによる応急処置らしい。丁てい寧ねいな巻き方に彼女の性格が出ている。

　せっかくの処置だったが、チェルシスによる治療のため、ヴィオレッタはまず胴体の包帯を外し始めた。

　エルソンは意識がない。

　齢よわい二十七歳、狩しゆ猟りよう兵へいとしては充実期を迎えている腕うで利ききの盾たて兵へいだが、今はその盾に宿ったアイギスも沈黙していた。

　やがて露あらわになった傷口は、出血こそ止まっていたものの、周辺が黒く変色し壊死しつつある。

　トーチもないままに荒野を逃げてきたらしく、蝕しよくの影えい響きようによって治ち癒ゆ力りよくも落ちていた。

　ヴィオレッタは唇くちびるを引き結び、傷口に槌つちをかざす。

　アイギスのチェルシスが祈りの形に指を組むと、槌の先端から淡く白い癒いやしの光が現れた。

　まずは解げ毒どく、そして肉体の自然治癒力を強化していく傍かたわらで、ヴィオレッタはクリアラへ問いかける。

「街の外で保護したと言ったな？　何があった？」

「……軽傷者から確認したところでは、フュリックの街が例の〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟が率いる蝕に襲おそわれて、住民の大半が犠ぎ牲せいになったみたいです。エルソンさん達はその近くを通りかかって、たまたま蝕しよく化かした難民に襲われたと──」

「トーチは、やはり……」

「……はい。ありませんでした」

　トーチは蝕の影響から身を守る生命線だが、同時にそれは蝕や怪物をおびき寄せる誘導灯にもなってしまう。

　トーチを放ほう棄きした彼らは、既すでに昼夜にわたって朱あけの月から注ぐ蝕の影響を浴びていた。体力や抵抗力の低下は当然の如ごとく著いちじるしい。

「蝕化の徴候を示している者はいるか？」

「経過を見ないとわかりませんが、今すぐにどうこうという人はいないと思います。ただ、エルソンさんは……」

「……ああ。意識を取り戻した後に、どうなるかだな」

　蝕しよくの影えい響きようは肉体に蓄ちく積せきし、許容限界を超えると身体からだや精神の異常、死、さらには〝蝕の兵〟への変化をもたらしかねない。

　許容限界には個人差が大きく、測定の手段もないが、負傷や病やまいなどによって体力が落ちている者は特に強く影響を受けやすい。

　どのみち、エルソンはもう狩しゆ猟りよう兵へいとしては戦えない。仮に一命を取り留めて怪け我がが治ったところで、彼は瘴しよう気きを浴びすぎている。

　傷口を中心に皮ひ膚ふが爛ただれはじめており、治ち癒ゆ後はその部分の硬質化が進み、おそらくは外見も変わってしまうはずだった。

　蝕しよく化かの危険を思えば、彼はもう街の外へ出るべきではない。

　世には、蝕化の徴候を示しつつなお戦い続ける者達もいる。

　ただ、その多くは街や家族を失った流れ者で、命の捨て場所を求めて憎ぞう悪おのままに戦っている節さえあった。

　ヴィオレッタとしては、自身の街の狩猟兵にそうなって欲しくはない。

　手て際ぎわよく治療を続けながら、彼女は歯は嚙がみする。

「……あの大群が、この付近にまた戻ってきたか……」

　モーベイン達が襲おそわれてから、まだ一週間も経たっていない。

　エルソン達が追撃されていないということは、別方向へ移動していったのだろうが、彼らがこの近辺をうろついていることは間違いなかった。

　相手がそんな距離まで近づいていても、通常の哨しよう戒かい範囲ではなかなか動きを察知できない。

　蝕の監視網──その必要性を、ヴィオレッタは改めて痛感する。

「クリアラ、私はこのまま治療を続けるから、お前はひとまず休め。それからロゼに、交代して哨戒へ出るよう伝えてくれ。ロゼが戻ったらまたお前の班を交代で出すから、班の連中には無理をしてでも休息を確保させろ。休むのも任務のうちだ」

　クリアラは頷うなずき、素早い動きで荷台から降りていった。

　アイギスのチェルシスが、そっと耳元で囁ささやく。

『……ヴィオレッタ。差し出がましいようですが、街の避難準備も──』

「……ああ。警戒レベルをもう一段階、引き上げる。ゼニス……はいないか。治療が終わり次第、私が指示を出そう」

　いつもの癖くせでついゼニスの名を出してしまったが、今は彼も三姉妹もこの街にいない。

　その帰還が早いことを改めて祈りつつ、ヴィオレッタは嫌いやな胸騒ぎを覚え、我知らず指先に力を込めていた。
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　ゼニスとナターシャ、バージル達の二日目の会議は、つつがなく終わろうとしていた。

　司会役を務めるナターシャの副官が、締めの言葉を紡つむぐ。

「──それでは今後、他ほかの街をこの蝕しよくの監視網に勧誘しつつ、索敵範囲の拡大と精度の向上を目指していくこととします……ゼニス、発案者として、他に何かあるかな？」

　気を遣つかって声を寄よ越こした青年に、ゼニスは安あん堵どの微笑を向けた。彼はナターシャの軍師であり、いわばゼニスの同業者である。

「いえ、特に何も。すんなりと話がまとまって、ほっとしました」

　ナターシャが呆あきれた様子で肩をすくめた。

「そりゃ、ここまで突っ込み所のない案を用意されたらまとまらない方がおかしい。モーベインさんの秘蔵っ子とは聞いていたけど、師し匠しように輪をかけて頭脳派だね」

　モーベインの頰ほおがわずかにひきつった。

「輪をかけても何も、俺おれは別に頭脳派じゃないだろう。どちらかといえば考えなしの部類だぞ」

「ご謙けん遜そんを。本当に考えなしの人間なら、隊長も隊商も務まりませんよ」

　バージルの言葉も正論のはずだが、モーベインはやはり首を横に振る。

「うちの場合は部下が優秀だった。こいつもそうだし、後任のヴィオレッタもそうだし──隊長が頼りないと、後進が良く育つのかもな」

　いかにも自じ虐ぎやく的な言い様だったが、そんな馬ば鹿かな話は有り得ない。ゼニスもヴィオレッタも他の面々も、彼を手本として育ってきた。

　だが一方で、モーベインが自身を卑ひ下げしてしまう理由もゼニスは理解している。

　かつて死んでいった仲間達に対する、悔かい悟ごの念──

　特に五年前の蝕との戦いにおいては、辛かろうじて勝利を収めたものの、多くの仲間を一度に失った。

　本来ならば後任の隊長になるべきだったモーベインの息子むすこさえ、その時に命を失っている。

　ゼニス達に言わせれば、モーベインの教導と指揮によって街が壊滅を免まぬかれたようにも思うが、本人はむしろ「自分のミスで仲間達を死なせた」と思い込んでいる。

　周囲がいくら否定したところで、こうした自責の念はそう簡単には消えない。

　バージルが真顔に転じた。

「後進をきちんと育てられた時点で、指導者としては極めて優秀でしょう。それができなくて困っている街が山ほどあるんですから」

「だね。うちだって、先代の隊長が鍛きたえてくれた連中が引退したらどうなることか──若手がいないわけじゃないけど、数がなかなか揃そろわない」

　優秀な狩しゆ猟りよう兵へいの不足は、どの街でも問題となっている。

　アイギスと契約できるか否いなかは才能次第であって、こればかりは努力ではどうにもならなかった。

「さて、そろそろ散会かな。昼食でも一緒にとりたかったんだけど、この後は哨しよう戒かい任務が……」

　ナターシャが立ち上がりかけたと同時に、隊舎の外から悲鳴に近い声が響ひびいた。

　ゼニスも何事かと耳を澄ます。

「か、観測班より伝令！　索敵班が狼煙のろしをあげています！　〝蝕しよく〟が接近中です！　例の大群かと思われます！」

　この凶報に、場の空気が一いつ瞬しゆんで凍り付く。

　ナターシャだけは反応が速かった。

「……住民に避難指示を出せ！　蝕の来ている方向を再度、確認しろ！　可能なら接敵前に街を放ほう棄きする！」

　戦力が圧倒的に足りない以上、迎え撃つという選せん択たく肢しは最初からない。

　それでも決断にまったく迷いがないのは、彼女がこの事態を想定し、常に指針を考えていたために他ほかならなかった。

〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟が率いる、蝕の群れ──

　まだ聞こえるはずもない不吉なその足音が、ゼニスの耳には確かに聞こえた気がした。
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　ざわめきと混乱の中でも、ナターシャの街は奇妙な統制を保っていた。

「蝕は南側から来ている！　とにかく北側の麓ふもとへ下りろ！　すぐに動ける者はそこから東西へ、遅れる者は北側へ、それぞれ先導隊が出る！」

「もたもたするな！　蝕が見えてからじゃ遅い！」

「必ず家族単位で行動しろ！　万が一にもはぐれた場合には、とにかく自身が生き延びることだけを考えろ！　生きていれば後で合流できるからな！」

　狩猟兵や治安部隊が飛ばす指示に慌あわてつつも、住民達は退避の準備を着々と進めていた。

　数年に一度のペースで骸むくろから骸への移住を繰り返しているだけに、移動自体には彼らも慣れている。またこうした事態に備えて、日ひ頃ごろから必要な手荷物をまとめる癖くせもついている。

　ただ、今は緊急時であり建物の解体と移設までは間に合わない。持ち出せる資源にも限りがあるため、街の放棄は経済的には大打撃をもたらす。

　それでも、命には代えられない。

　退避に動く街の喧けん噪そうを眺ながめながら、ゼニスはこっそりと安あん堵どしていた。

　蝕の接近に気づくのが、もし数時間遅れていれば──あるいは夜間の襲しゆう撃げきであれば、こんな喧けん噪そうを見るまでもなく阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨さん劇げきが始まっていた。

　それを避けられた分、この街は壊滅した他ほかの街よりも遥はるかに幸運とさえいえる。盗とう賊ぞく達への対策として、日常的に哨しよう戒かいの頻ひん度どを増やし、範囲を広げていたことも功を奏したのだろう。

　後は住民の避難が終わるまで、蝕しよくが来ないことを祈るしかない。

　ゼニスが隊商の積み込みを手伝っていると、隣となりで気安い声がした。

「ゼニス、私達は一足先に出る。君達も、どうか気をつけて」

　その口調こそ軽やかだったが、バージルの眼光は鋭い。

　彼は、この街の避難民の過半数を、自身のユニオンで一時的に引き受けると明言してくれた。

　早めの出立はその避難民を先導するためだが、荒野には蜂はちやイノブタ、蠍さそりといった危険な野生動物も生息しているため、先頭には護衛の狩しゆ猟りよう兵へい達が必ひつ須すとなる。まずバージル達が出発しなければ、避難民もその後ろについていけない。

「バージルさんもお気をつけて。しばらくは書簡でのやりとりになるかと思いますが──またお会いできることを祈っています」

　バージルが笑った。

「そういう不吉な言い方は良くないよ。蝕に肉にく薄はくされる前に気づけたんだ。我々は運がいい。奴やつらが来る前に街を空からっぽにして、せいぜい悔くやしがらせてやろう」

　蝕の軍団はそういった感情を持ち合わせていないだろうが、ゼニスとしてもまったくの同感ではある。

　バージルは続けて声をひそめた。

「……ただ、このまま逃げ続けていたら、蝕は勢力を増す一方だ。戦うなら早いほうがいい。その時は──できれば君に、作戦の立案から関かかわって欲しい。手伝ってくれるかい？」

　社交辞令ではないらしい。バージルの目つきは鋭いままだった。

　ゼニスは力を込めて頷うなずく。

「もちろんです。いざその時には、全力を尽くします」

　──動かせる狩猟兵の数さえ増えれば、対応策はある。現在は戦力の〝数〟があまりに違いすぎるが、質で劣っているわけではない。

　出発していくバージル達の背は、避難民を満載した荷車に隠れてすぐに見えなくなった。

　ゼニスの首筋にまとわりつくようにして、アイギスのメアリーローズが不意に姿を現す。

　高貴な令嬢は耳元で囁ささやいた。

『あの男、信用できるかのぅ……？　用心深いそなたにしては、珍しくあっさりと口車に乗ったものじゃが』

「口車はお互い様だ。単純に、考えていることが近いから信頼できる──蝕と戦うことの必要性と危険性を勘かん案あんして、危険を承知の上で、それでも戦う選せん択たくをできた人だ。見た目の穏おだやかさはポーズだよ。ああいう人は敵に回したくない」

　メアリーローズが優ゆう雅がに嗤わらった。

『ふむ。向こうも同じことを考えていそうじゃな。あの男も、そなたを敵に回したくないから味方に抱だき込んだと見える』

　彼女の大おお袈げ裟さな言い回しに、ゼニスは嘆たん息そくを返した。

「それはない。あっちはユニオンを率いるリーダー、こっちは小さな街の雑用軍師……立場が違いすぎる。向こうからしたら吹けば飛ぶような存在だよ。戦力としての〝緋ひ色いろの三姉妹〟には期待していそうだけどな」

『さて……？　しかしあやつ、三姉妹にはあまり興味がなさそうにも見えたぞ。隊長職にある者にとっては、むしろそなたの有用性のほうが魅み力りよく的やもしれぬ。引き抜きなどされぬよう、せいぜい気をつけることじゃな』

「だから、ないって。軍師の役割なんてどこの街でも似たような……あぁ、いや……マッサージとか飲み屋のツケの精算とかは違うだろうけど、とにかく俺おれみたいな人材は珍しくもない。大きい街には、もっといい補佐役がいるもんだよ」

　傾向として、アイギスは自身の契約者を過大に評価しがちだが、メアリーローズのそれは少しばかり度を越していた。

　彼女は釈然としない様子で扇をあおぐ。

『珍しくない、と言われてもな……そなたのように同どう僚りようを誑たぶらかしまくる人材が、巷ちまたにそうそうおるとも思えぬ』

「……褒ほめるか詰なじるかどっちかにしてくれ。反応に困る」

　バージル達が出発したことで、やがて避難民の行列も順番に動き始めた。

　街を守るナターシャ達は、迫る蝕しよくと街との間に陣取り、敵を待ちかまえている。

　彼らの目的はあくまで時間稼かせぎの足止めであり、もし避難が早く済めば、戦わずに撤てつ退たいする予定だった。

　隊商の荷の積み込みを手伝うゼニスに、モーベインが声を寄よ越こした。

「ゼニス！　そろそろ手伝いを切り上げて、麓ふもとに移動しろ。蝕が見えたらすぐに出発できるよう、待機しておけ」

「あ、はい！　……最後まで手伝えず、すみません、上司が呼んでいるもので、先に行きます」

「おう、ゼニス、手伝わせて悪かったな。恩に着るぜ」

　知り合いの商人は威い勢せい良く声を張った。

「うちの隊商は別行動でニルムの街へ向かう。一週間くらいでまたヴィオレッタの街にも行く予定だから、その時は晩飯でもおごらせてくれよ」

「ええ。遠えん慮りよなくご馳ち走そうになります」

　隊商は独立して動きやすいため、他ほかの街に向かう者もいる。分散することで蝕の追撃を避け、さらに近きん隣りんの街へ蝕の接近を知らせるという役割もあるが、最大の理由はその先を見越した物資調達のためだった。

　避難民の向かう先では、どうしてもあらゆる物資が不足する。

　そのため、隊商はまず別の街へと向かい、そこで調達した品々を避難民の行き先へ運ぶという重要な役割を担になっていた。

　今回はバージルのユニオンが一時的に受け入れを表明してくれたが、通常、こうした避難民達は新しい竜りゆうの骸むくろに移動し、そこで新たに街造りを始めることになる。

　こうした緊急避難の場合は特に、各施設の移築ができないため、商人が持ってくる品々に頼らざるを得ない。

　ゼニスはモーベインと共に、骸の北側へ移動しはじめた。

　すぐに動ける避難民達は、既すでにバージルの後ろへついている。

　ゼニス達は、なんらかの要因でその隊列が途切れてしまった場合に備え、出発を遅らせていた。

　街から逃げ出していく人々の行列を見送りつつ、彼はモーベインに耳打ちする。

「さすがに統制がとれていますね──うちの街の住人達も、こんなに素早く避難できるでしょうか」

　モーベインが肩をすくめた。

「訓練はしていても、いざとなるとわからんな。だが、逃げ遅れるような奴やつはそもそも長生きできん。そんな連中に付き合っていたらこっちも身がもたん。指揮する立場なら、お前も切り捨てる覚悟を持て」

　この厳しい物言いは、モーベインの思想というより、単純にゼニスを戒いましめるための言葉だった。

「心外です。わざわざ逃げ遅れた人間に、付き合いそうに見えますか？」

「……正直なところ、かなり心配だ。お前の性格でわざわざそういう強がりを言うってことは、土ど壇たん場ばでやらかす可能性が高い」

　ゼニスは一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰まった。

「そんなつもりは……ないですよ。これでも臆おく病びようなんですから、逃げ足は速いつもりです」

　モーベインが深々と嘆たん息そくを重ねる。

「狩しゆ猟りよう兵へいなんてのは臆病なくらいでちょうどいい。が、困ったことに、お前は臆病どころか、蝕しよくに対する憎ぞう悪おが強すぎる──普通の奴はな、あの大軍を相手に〝戦力を整えて戦おう〟なんて考えないんだよ」

　老兵は若者の腕を小突き、じっとその眼めを睨にらみつけた。

「そんな決断ができるのは、ある程度の規模のユニオンか、あるいはとんでもない野心家くらいだ。戦うことが正解だと理屈ではわかっていても、保身を考えたら理屈通りには動けん──もちろん、〝他ほかの誰だれかがなんとかしてくれる〟なんてふざけた考え方は俺おれも嫌いだし、戦おうって決断自体は支持するが──お前はどうも、蝕しよくに拘こだわりすぎている。その危険性については自覚しておけ」

「はぁ……危険性、ですか？」

　あまり自覚がなく、つい気の抜けた返事をしてしまう。

「……要するにな。逃げる時は、振り返らずにちゃんと逃げろってことだ。仮にお前が逃げないと、三姉妹も運命を共にする羽目になる。そういう〝危険性〟だよ」

「それは……気をつけます」

　緋ひ色いろの三姉妹は街の中心戦力である。そしてそれ以上に、ゼニスにとって大切な家族でもある。彼女達を死地に追いやるような事態はなんとしても避けたい。

　ゼニス達が骸むくろの麓ふもとに着くと、その三姉妹とレイヴンは既すでに出立の準備を終え、武器を携たずさえて荷車に待機していた。ドラペットのクロも、エカルラーテの腕にしっかりと抱かかえられている。

　ゼニスの姿を認めるなり、フラーメが駆け寄った。

「ゼニス、バージルさん達は出発したみたいね。こっちもいつでも出られるよ」

「ああ、避難民がまだいるから、しばらくは待機だ。アガーテ、エカル、せっかくの観光が台無しになっちゃったな──」

　アガーテが片目を瞑つぶった。

「ほんとにね。ま、こればっかりは仕方ないわよ。街の存亡の危機だもの……あ、竜りゆう遺い学がく者しやさんのほうも空から振ぶり。留守だったわ。明日出直す──ってわけにはいかなそうね？」

　アガーテの声はさばけていたが、眸めにはもう闘志が透けて見えた。

　エカルも曖あい昧まいに頷うなずきつつ、クロの両りよう頰ほほをぷにぷにと指で摘つまむ。

「大変なことになっちゃったね……ゼニス、街の人達、ちゃんとみんな逃げられるよね？　大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　心配げな彼女の頭を撫なでながら、ゼニスは微笑ほほえんだ。

「大丈夫、接近に気づくのが早かったからな。夜だったら危なかったけれど、避難民の動きも迅じん速そくだ。これなら間に合うだろう」

　根拠はない。が、わざわざ彼女の不安を煽あおることもない。

　笑顔も穏おだやかな口調も、あくまでエカルラーテをなだめるためのものであり、彼自身はこの状況を楽観視してはいなかった。

（避難民と蝕との距離を空あけるためにも、できればもうしばらく猶ゆう予よが欲しいけれど……）

　それが難しいということは、薄うす々うす察している。

　ただ、蝕は街の南方向から接近しているため、この北側は竜の骸が天然の防ぼう壁へきとなる。

　敵が乗り越えるにも回り込むにも多少は時間を稼かせげる上、蝕の軍団は財貨や金属類に深い執着を示すため、彼らが街の破壊や略りやく奪だつに勤いそしむ間は追撃もされにくい。

　さして必要とも思えない財貨に彼らが惹ひかれる理由については、諸説がある。

　円く輝く金貨は、彼らが影えい響きようを受ける〝月〟と似ているから、というのが古来よりの通説だが、一方で「生前の習性として、財貨を貴重品だと思い込んでいる」という説もあり、さらには少数派の意見として、「彼らにとって金属は、煙草たばこや酒のような嗜し好こう品ひんである」などという主張もあった。

　いずれも論拠には欠けているが、現実として、彼らは街の破壊と略りやく奪だつにこだわっている。

　かつてはゼニスもその光景を目まの当たりにした。

　今も時折、悪夢として見る程ほどだが、狩しゆ猟りよう兵へいになり竜りゆう装そうを得た後は、そのたびにメアリーローズが夢に介かい入にゆうし助けてくれている。

　エカルラーテに抱かかえられたクロが、ふと黒板に文字を綴つづり始めた。




【　なんかきた[image: ↓]　】




「……ん？」

　矢印の方向に視線を向けたゼニスは、その先に奇妙な砂煙を見つける。

　彼の背筋が粟あわ立だつのと同時に、物もの見み台だいからもけたたましく鐘かねが鳴らされた。

　周囲の避難民が一いつ斉せいにざわめき、兵が喉のども嗄かれんばかりの大声を張る。

「に、西方向にも蝕しよくの群れを発見！　南からも大群が見えはじめている！　双方、こちらに接近中だ！　避難を急いでくれ！」

　南と西──挟きよう撃げきとまではいえないが、二方向からの進軍にゼニスは歯は嚙がみした。

（二手に分かれたか……！　くそっ！　索敵班が見つけたのは片方だけか……西方向から来ている連中には、竜りゆうの骸むくろが防ぼう壁へきにならない──）

　ゼニス達は、骸の北側の麓ふもとに下りている。

　南方向から来る蝕相手には、巨大な竜の骸が山となってその侵攻を塞ふさぎ、さらに破壊対象としての街が時間稼かせぎの役割を果たしてくれるが、この西方向から来る蝕に対しては障害物が存在しない。

　蝕は基本的に合流し集まっていく性質を持つが、稀まれに分かれて行動することもある。

　崖がけや狭い山道などでの分ぶん岐き、複数の獲え物ものを追跡する過程での分散、砂すな嵐あらしや竜たつ巻まきによる分断等、要因はいくつかあるが、それだけでは説明がつかない事例もある。

　ことに牛ぎゆう頭とう──〝アステリオ〟という個体が属するこの大群に関しては、その動きにただの蝕とは思えない点が垣かい間ま見える。

　つまりは、意図しての「挟はさみ撃ち」を狙ねらった可能性も捨てきれない。

（〝蝕〟が進化している……とまでは考えたくないけれど……）

　ここ数年、その活動は明らかに活性化しつつある。死人同然の彼らに戦術を考える頭があるとは思えないが、蝕の中には稀に、〝変異種〟とも呼ぶべきイレギュラーな個体も生まれるらしい。

　ゼニスは改めて考え込む。

　思考そのものに要した時間はごく短く、決断もすぐにできたが、いざ言葉を口にするまでには数すう瞬しゆんを要した。

「……モーベイン隊長。西側から来ている蝕しよくを、俺おれ達で引きつけましょう」

「……まったく、お前は無む謀ぼうなところばっかり俺に似たな」

　考えたことは同じだったらしい。

　今のままでは、おそらく避難が終わるまでに西側の蝕がここへ到達してしまう。

　かといって、ゼニス達の戦力で壁かべを作ることなどできはしない。吞のみ込まれてそのまま死ぬだけである。

　ならば、方法は一つ──

　ゼニスは三姉妹とレイヴンに向き直った。

「──奴やつらの鼻先をかすめて、俺達は北方向へ離脱する。無視されて街へ向かわれたらどうしようもないけれど、うまく俺達に食いついてきたら、そのまま街から引き離す方向へ奴らを引っ張る──」

　この方針を聞くなり、たちまちアガーテが苦笑いを見せた。

「ちょっとちょっと……そのままうちの街まで引っ張るわけにはいかないでしょ？　私達はどうやって逃げ切るのよ？」

　ゼニスは北側を指さした。

「この先の渓けい谷こくに、ちょっと前に住民が移住して放ほう棄きされた骸むくろがあるんだ。ほら、ギュスタヴの街があった場所だよ。土地柄、崖がけを渡るための複数の吊つり橋がそのまま残っているから……その中の一本を使わせてもらう。俺達が渡ってすぐに橋を落とせば、それ以上は蝕も追ってこられない」

　付近の地形と状況を正確に把は握あくすることは、軍師の絶対条件といっていい。

　咄とつ嗟さに思いついた窮きゆう余よの策ではあったが、モーベインは眼めを細めた。

「悪くない。少人数で素早く動ければこそ、だな。そこまで辿たどり着く前に連中が諦あきらめてくれたら、なおいい」

　アガーテも一応は納なつ得とくしたようで、溜ため息いきをつきながら微笑ほほえんだ。

「休暇旅行どころか、蝕と鬼ごっこかぁ……当然、私が荷台の最後尾で、追撃してくる連中を狙そ撃げきし続けるのよね？　わー、楽しそう……」

　完全に棒読みだったが、諒りよう解かいは得られた。

　次いでゼニスはフラーメとエカルラーテ、レイヴンにも視線を向ける。

「奴らが完全に食いつくまで、俺達前衛で先陣をかき回す。突出しないように気をつけて、敵の進行速度にあわせて退きながら戦ってくれ。追いついてくる連中をその都度、叩たたき潰つぶさないといけないから、無理せず体力は残しておいてくれよ」

　姉妹は闘志を隠さぬ眼まな差ざしで頷うなずき、レイヴンも無表情のままながら首しゆ肯こうした。

　危機に全く動じず、気負いすらない彼の冷静さは、人としてはあまり良くないことながら、少しばかり頼もしい。

　その背後に覆おおい被かぶさりながら、アイギスの〝ルーナ〟がそっと囁ささやく。

『……レイヴン、本当に、無理はしちゃだめですよ？　私が止めたらちゃんと引き返してくださいね。もしも貴方あなたに何かあったら……私、きっと……』

　瞳どう孔こうの開いた暗い眼差しが、一いつ瞬しゆんだけゼニスを睨にらんだ。

　──理り不ふ尽じんな殺意に対し、ゼニスは退ひき際ぎわを間違えない。

「えっと……レイヴンは万が一に備えて、最初は荷車で待機してもらってもいいんだけど……」

「……いや。俺おれも出る」

　珍しく、レイヴンが自分の意志を口にした。

　そのことに驚おどろきつつ、ゼニスは心のどこかで、この返答を予見していた。

　──蝕しよくに街を滅ぼされて生き残った者は、記憶の有う無むに拘かかわらず、概おおむね二種類に分かれる。

　蝕への恐怖を忘れられず、ひたすら怯おびえて逃げ惑うか。

　蝕に対する抑えが利きかない程ほどの憎ぞう悪おを胸に抱かかえ、彼らを倒すために最前線で戦い続けるか。

　レイヴンは明らかに後者であり、かつてのゼニスも同様だった。

　感情らしい感情を失ってもなお、蝕に対する憎悪だけは残っている──そんな状態から、ゼニスが今のように成長できたのは、モーベインやカーディ、三姉妹をはじめ、ひとえに街の人々のおかげでもあった。

（できれば、彼には──うちの街に留とどまってもらいたいな）

　貴重な戦力としてばかりでなく、似たような境遇の先せん達だつとして、ゼニスはそれを望んでいる。

　もっとも、それもこの危難を乗り越えた先の話だった。

　近くにいた兵士にナターシャへの伝言を頼み、ゼニス達はトーチを引くドラペットを出発させた。

　蝕の大群を前に緊張するフラーメの頭上に、金髪の少女剣士、ガラティーンが颯さつ爽そうと現れる。

『この火か輪りんの御み旗はたにかけて──不ふ埒らちな蝕に、目に物を見せてやりましょう！』

　その強気な檄げきに反応して、アガーテの弓に寄り添うように、鎧よろい姿すがたの〝ルーブルヴァイン〟も姿を見せた。

『軍師殿、期待していただいて結構です。数頼みの烏う合ごうの衆を相手に、私もアガーテも後おくれはとりません』

　落ち着いた声こわ音ねで冷静さを装よそおいつつも、彼女もまた気が強い。

　そしてエカルラーテの大剣にも、その刀身に腰掛けるようにして幼い少女が現れた。

『……いつの時代も、人は蝕に抗あらがうもの──エカル、私を離さないでください。私が共に在ある限り、貴方あなたは負けません──』

　いつもはどこか眠たげな声で話す〝ファウローラ〟でさえ、今は蝕しよくの気配に気を昂たかぶらせていた。

　その刀身もドラゴンロアの活性化によって、淡く輝き始めている。

「……みんな、気合い入っているとこ悪いけど、殲せん滅めつ戦せんじゃなくて撤てつ退たい戦せんだからな？　あんまり気負うなよ？」

　やる気があるのはいいことだが、暴走されても困る。ゼニスはあえて軽めの声を発した。

　モーベインの頭上に現れた海かい賊ぞく娘むすめ、ダーインスレイブがくすくすと嗤わらいだす。

『あんな血色の悪い連中を相手に、みんなずいぶんと張り切っているわね。お爺じいちゃん、今日は楽させてもらえそうよ？』

「そいつは有り難がたい。が……そういう性分でもなくてな。あの連中には借りもある」

　モーベインは剣を鞘さやから抜き放ち、その険しい眼まな差ざしを迫りつつある敵に据すえた。

　ほんの数日前、彼の隊商もあの蝕に襲おそわれ、複数の犠ぎ牲せい者しやを出した。いざ間近に遭そう遇ぐうすると、やはり彼も平静ではいられないらしい。

　慎しん重ちように手た綱づなを操りながら、ゼニスは自分達を囮おとりにするべく、蝕の大群へと近づいていく。

　メアリーローズが、その背を庇かばうように覆おおい被かぶさった。

　彼女は耳をくすぐるようにそっと囁ささやく。

『──さして親しくもない街のために、こんな危険な真似まねをするとはのう……そなたのその性格、嫌いではないが、さすがにお人好よしが過ぎるのではないか？』

　この誤解に、ゼニスは目元を歪ゆがめた。

「理由はあの街のためだけじゃない。これ以上、蝕の戦力を増やすわけにはいかないんだ。あの規模の避難民が襲われて荒野に離散して、仮にその中の一割でも蝕しよく化かしたら──それだけで数千の敵が増える。下手へたしたら万単位だぞ」

　街の人々を見捨てることは、そのまま敵の戦力増加を意味する。バージルが避難民の受け入れをすんなりと決意したのも、単に人道的な理由からだけでなく、その人的資源を蝕に回さないための合理的な判断からだった。

　メアリーローズがくすくすと笑う。

『人助けにもいちいち理屈が必要とは、軍師とは難なん儀ぎな生き物じゃのう。情けは人のためならず、といったところか』

　アガーテが横から口を挟はさんだ。

「ゼニスはねぇ……せめて表面上くらいは冷徹なふりをしていないと、甘すぎてすぐにつけ込まれるから……まぁ、それでもバレバレなんだけど、涙ぐましい努力っていうか……」

　フラーメもすかさず頷うなずいた。

「なんだかんだいって、まず結論が先にあって、そのためにいろいろ理論武装してる感じだよね──で、良かれと思ってしたことが原因でみんなに惚ほれられて、今いま更さら逃げ腰になってたり、割と迂う闊かつだと思う……」

「んー……？　よくわかんないけど、ゼニスはちゃんと優やさしいよ？　元気出して？」

　アガーテとフラーメの指摘を受けて口ごもったゼニスに、エカルラーテが無む邪じや気きなとどめを刺した。

　更にエカルに抱かかえられたクロまでもが追撃を寄よ越こす。




【　盾たて兵へいはチョロいという風潮　】




「……クロ、お前まで……俺おれはただ、合理的な判断を最優先に……いや、もういいや」

　余計な力が抜けたことで、フラーメ達が暴走する心配も薄うすれた。

「──とにかく、ここからが正念場だ。モーベイン隊長、トーチの手た綱づなをお願いします。レイヴン、俺と君がまず敵の囮おとりになる。フラーメとエカルは、折を見て俺達と交代してくれ。アガーテは後ろから援護射撃を頼む」

　眼前には、いよいよ蝕しよくの群れが迫りつつあった。

　砂煙を巻き上げて、やや緩かん慢まんに見える走り方で、彼らは黒い瘴しよう気きの塊かたまりとなって押し寄せてくる。

　その様は個々の兵の群れというより、もはや巨大な一匹の生物を連想させた。

　メアリーローズが宿った盾と槍やりを携たずさえ、ゼニスは荷台から飛び降りる。

　愛剣を携えたレイヴンもすぐさまその後に続いた。

『レイヴン、軍師さんも言った通り、これは〝撤てつ退たい戦せん〟ですからね？　くれぐれも、くれぐれも敵陣に突っ込みすぎないように……！』

「……ん」

　ルーナとレイヴンのやりとりを聞きながら、ゼニスはその場に身構える。

　蝕の群れはまだ骸むくろを目指しているが、その正面には今、ゼニス達がいる。

　ここで相手を引きつけて北側へと誘導し、蝕が進む方向を変える──それが狙ねらいだが、うまくいくかどうかは相手次第としかいえない。

　ゼニス達を追う蝕と、骸へ向かう蝕の二手に分かれてしまう可能性も高いが、数も定かでない規模の軍勢を前にして、ゼニスが土ど壇たん場ばでとれる策はこれが限界だった。

　それでも、何もしないよりはましだと信じたい。

　彼の迷いを見透かしたように、アイギスの少女が凜りんとして声を張った。

『ゼニス！　そなたの策は間違っておらぬ。敢然と前を向け！　そして存分に力を振るうが良い！』

　否いや応おうなく戦意を高こう揚ようさせるその声に背中を支えられ、ゼニスは迷いを捨てる。

　視界を埋める蝕しよくの大群を前に、対たい峙じする戦力はあまりに乏しい。常識的に考えれば、尻尾しつぽを巻いて逃げ出すべき局面である。

　それでもゼニスは、盾たてを大地に突き立て──槍やりを持つ手に、確固たる力を込め直した。
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　見張り台から眼下の景色を一望しつつ、ナターシャは街の行く末を案じていた。

（牛ぎゆう頭とうが率いる蝕の大群……話には聞いていたけれど、これほどの規模だなんて──）

　南方、及び西方に見えてきたその群れは、彼女の想像を超える数にまで膨ふくれ上がっていた。

　見え始めた直後は小さな点だったものが、あっという間に地平線の一いち隅ぐうを占め、今では黒い瘴しよう気きが巨大な塊かたまりとなって迫りつつある。

　文字通り雲うん霞かの如ごときその圧倒的な存在感に、ナターシャは恐怖よりもまず生理的な嫌けん悪おを覚えた。

　大地を埋める黒い塊は、そのまま死の象徴といっていい。

　その全すべてが、過去に襲おそわれた街の住民や、侵しん蝕しよくを受けた狩しゆ猟りよう兵へい達だという事実が殊こと更さらに重い。

　しかも──その中には、あの〝アステリオ〟までもが混ざっている。

　ナターシャは生前の彼に会ったことはないが、それでも勇名は伝え聞いていた。

（……モーベインさんも、つらいところだろうな──）

　狩猟兵生活の長い彼は、若い頃ころ、そのアステリオと肩を並べて戦ったことがあるらしい。

　違う街に属していただけに、特別に親しい間柄ではなかったとも聞くが、一度でも修しゆ羅ら場ばを共に潜くぐれば戦友である。

　かつての戦友の変わり果てた姿など、見たいはずもない。

　迫る眼下の蝕を睨にらみつつ、ナターシャは見張り台から下り始めた。

（このままだと、西側の蝕が避難民の後こう背はいに追いつく──足止めか、囮おとり役が必要か）

　そのための戦力は、おそらく生還できない決死隊となる。

　しかしそうした犠ぎ牲せいを躊ちゆう躇ちよすれば、避難民達は背後から襲いかかる蝕に蹂じゆう躙りんされ、下手へたをすれば先頭付近まで追いつかれ殲せん滅めつされかねない。

　南側からの接近に気をとられ、索敵班が西側の蝕に気づかなかったことが最大の失敗だが、仮に気づいていたところで、あの規模の軍勢を相手にとれる策などたかが知れていた。




　当世、人類は──おそらく、〝蝕〟に負けつつある。




　今はその分ぶん岐き点てんであり、ナターシャ達はこの悪夢の時代の目撃者だった。

　街の住民達はバージルの先導によって避難しているが、その彼らとて、いつまで無事でいられるかわからない。蝕しよくを倒さない以上、彼らは増え続け、これからも多くの街を破壊していく。

（ここらが、私の死に場所か──）

　そんな覚悟と共に、彼女は避難民の後こう背はいで蝕の足止め役を務めるべく、麓ふもとへ向かい始めた。

　その彼女の背中を、同どう僚りようが慌あわてた様子で叩たたいた。

「た、隊長！　見ろ！　ヴィオレッタの街の軍師さんが動き出したぞ！」

「ああ、そりゃそうだろうね。早くここから撤てつ退たいしないと巻き添えに……」

　同僚の報告に応じたナターシャは、しかし次の瞬しゆん間かんに目を疑った。

　眼下のゼニス達は、トーチの荷車を引っ張り──〝蝕のいる方向〟へと動き出していた。

　そこへ伝令の兵が駆けてくる。

「隊長！　ゼニス氏からの伝言です！　今から西側の蝕を引きつけて、進路を逸そらすと──！　成功しても失敗してもそのままこの場から離脱するから、避難民の後ろを守ってほしいとのことでした！」

「なっ……そんな無茶な!?」

　動揺の声をあげたのは、ナターシャではなく副官の青年だった。

　彼は先代隊長の一人息子むすこであり、その後継者とも目されていたが、先代が死去した当時、まだ十代前半と年が若すぎた。

　そのため、先代の腹心だったナターシャが代わりの隊長に選ばれ──成長した彼は今、その軍師となっている。

　そうした経緯から、ナターシャは今の自分の立場を、あくまで一時的なものだと考えていた。

　折を見て彼に隊長職を譲ゆずるつもりだったが、いざ成長してみると当の青年がなかなか首を縦に振らず、交代は延び延びになっている。

　彼は真まっ青さおな顔で伝令の兵に詰め寄った。

「蝕を引きつけるって……あの規模の軍勢の囮おとりになるってことは、そのまま死ぬってことだぞ!?　正気か、あの軍師……！」

　ナターシャは彼の肩を叩いて落ち着かせた。

「正気だと思うよ。彼は意外に切れ者だって評判だし──やるにしても、三姉妹を道連れにはしないはずだ。ただ、さすがに六人ぽっちじゃ囮をやるにも無理がある──私もあっちの援護に行こう」

　副官の青年が更さらに慌て出した。

「隊長!?　何言ってるんですか！　もうじき住民の避難も終わります。隊長はその最後尾に──」

　ナターシャは愛用の大剣を背負い直した。

「……他ほかの街の狩しゆ猟りよう兵へいに命張らせておいて、こっちは尻尾しつぽをまいてさっさととんずら……なんてやらかしたら、私の沽こ券けんどころか、街の信用に関かかわる。とりあえず五人ぐらいついてきてくれ。その他ほかの面々は、避難民の最後尾を頼む──そっちは任せたからな」

　副官の青年にそのまとめ役を押しつけ、ナターシャはベテランの幾人かに目め配くばせをした。

　心得たもので、〝決死隊〟の五人はすぐに集まる。

　あえて死ぬ気はなくとも、命がけで戦うことを苦にしない狩しゆ猟りよう兵へいが、彼女の街にもそれなりにいる。

　蝕しよくや盗とう賊ぞくに家族を殺され、半ば自じ暴ぼう自じ棄きになっている者もいるが、それでも戦いから逃げない同どう僚りよう達を、ナターシャは心強く思っていた。

　副官の青年が、ふとその眼めに気迫を漲みなぎらせる。

「……それなら、僕も行きます。隊長、お供ともさせてください」

「ええ？　避難民の護衛は？　あんたがそっちに行ってくれなきゃ、他に指揮官がいないでしょ」

「なら、僕が囮おとり役の指揮をします。隊長は避難民のほうを──」

　ナターシャは苦笑いを浮かべ、青年の頭を上からがしがしと撫なで回した。

「隊、長、命、令──知ってるか？　副官より隊長のほうが偉いんだってさ」

　副官の青年も決して小柄なわけではないが、ナターシャは男と比べても大柄である。昔からの癖くせでつい、対応も子供扱あつかいになった。

　副官の青年がその手を振り払う。

「隊長が真っ先に死地に飛び込むなんて、愚ぐの骨頂です。指揮官には部下と住民達を率いる責任があります。軽々しく死んでいい立場じゃないんですから、貴方あなたはその自覚を持ってください」

　ナターシャは眼を細める。

　紛まぎれもない正論だが、ならば尚なお更さら、次期隊長たる〝彼〟をここで死なせるわけにはいかない。

　決死隊の一人が、若手の狩猟兵に向けて顎あごをしゃくった。

「この馬ば鹿か、堂々と命令無視の上に、上司の批判か。おい、構わんから縛しばり上げて持って行け」

　それを合図に、傍そばにいた狩猟兵達が副官の青年を取り押さえる。

「あ、こらっ！　ちょっと待て、君ら！　僕じゃなくて隊長を止めろ！　離せって！」

　抵抗は空むなしく、青年はあっという間に両手足を縛られ、そのまま複数の兵に担かつぎあげられた。

　猿さる轡ぐつわまで嚙かまされ喋しやべれなくなった青年に、ナターシャは豪ごう快かいに笑いかける。

「んー！　ん──！」

「ははっ！　何いってるかわからないけど、別に死ぬ気はないから安心しろって。こういうのは腕のいい奴やつが行くべきだろ？　お前の分まで暴れてきてやるさ」

　彼は狩猟兵としての腕は今一つだが、事務能力が高く、交こう渉しよう事ごとにも長たけているため、商人達の間では一目おかれている。

　戦闘ではまったく頼れないが、損害を負った街の運営をこれから立て直す上では、ナターシャ以上に欠かせない人材だった。

　必死に呻うめく青年は仲間達に運ばれていき、ナターシャは決死隊の面々に向き直る。

「……さて。悪いね、つきあわせちまって」

　年上のベテラン狩しゆ猟りよう兵へい達は、にやにやと笑って応じた。

　引退間近の三十代の兵が三人、残る二人に至っては既すでに引退した身で、街の危機を前にして自発的に来てくれた。

　ナターシャにとっては気心の知れた仲間達で、若い頃ころのようには動けないにしても、その腕と経験は信頼している。

「気にすんな。さすがにモーベインさん達だけじゃ囮おとりも厳しい。あんな俠おとこ気ぎを見せられてこっちが逃げたら、いい恥さらしだ」

「そもそもあの人らがあっさり負けたら、どうせ避難民も蝕しよくに追いつかれちまうからな……」

「それ以前に、〝成功しても失敗しても離脱する〟ってことなら──あの軍師さんがもしも囮役に失敗したら、俺おれ達だけで蝕を足止めしないとまずい。成功したら一緒に逃げりゃいいわけだし、そう悪い話でもないさ」

　ナターシャは頷うなずく。

　そもそもゼニス達に、この街のために命を懸かける理由はない。囮役は本来、ナターシャ達の役目だった。

　街を出る避難民の隊列は終わりに近づいている。

　彼らを蝕に追撃させないためには、今少しの時間が必要だった。

「よし、行こう──なに、晩飯までには済むさ」

　ナターシャは年上の部下達を率い、足早に麓ふもとへと駆ける。

　蝕の軍勢は南と西から迫っているが、西側の方が地形の影えい響きようで足が速い。やや下り坂になっているため、蝕側が運ぶトーチ、〝黒トーチ〟の速度も平地より上がっている。

　蝕側のトーチはドラペットではなく蝕の兵が運んでおり、この規模の大軍となるとその数も予想がつかないが、前線に来たトーチをうまく破壊していけば、その進軍速度を多少は抑えられるはずだった。

　すぐに別の黒トーチが後ろから来るにせよ、敵兵の多さを逆手にとって渋じゆう滞たいを起こさせれば、時間稼かせぎの成功率も更さらに高まる。

　決死隊に付き合ってくれるこの五人は、そうした作戦の一切を説明せずとも、肌はだの感覚で理解しているベテランの兵達だった。

　ナターシャを含む六人は、黙々と戦場へ駆ける。

　彼らが自分達のトーチを麓から出発させた時、蝕の軍勢の先陣は、ちょうどゼニス達と接触しようとしていた。




　　　　　　　　　　[image: ]




　ゼニスは盾たての先端を大地に突き立て、迫る大軍をじっと凝ぎよう視ししていた。

　一行の中に槌つち兵へいがいないため、回復や治療は期待できない。持久戦においてこれは厳しいが、その穴を補って余りある精強な弓ゆみ兵へいが後ろにいる。

「ルーブルヴァイン！　全力で行くわよ！」

『──狙ねらいをつける必要はなさそうですね。まとめて撃ち抜きます！』

　アガーテが構えた弓を解き放つと、無数の光の矢が一いつ斉せいに放たれた。

　放射状に散ったそれらは緩ゆるやかな弧こを描えがいてゼニスの頭上を越え、蝕しよくの先頭集団へ横一線に突き刺さる。

　ある者は肩に、ある者は腹に、ある者は腕に、足に、そして頭にその矢を受け、それぞれに傷を負った。

　数を優先したために一発の威い力りよくは削そがれ、鎧よろいと瘴しよう気きで完全に弾はじいた者も多かったが、それでも敵の動きが一いつ瞬しゆんだけ緩む。

　その機を逃さず、レイヴンが大剣を抱かかえて切り込んだ。

　気合いの声もないまま、彼はまるで突風のように敵前を駆け抜け、同時に振り抜かれた刃やいばが光の軌き跡せきを残した。

　その一いつ閃せんで、敵兵の首が三つ、まとめて中空に躍る。

　返す刀で更さらに切り込み、彼は手近な黒トーチを目指し、土を掘り進むような手て際ぎわで敵陣を割っていった。

　単身での突入など危険極まりない行為のはずだが、動きに躊ちゆう躇ちよがないためか、妙に危なげない。

　が、アイギスのルーナは危険性を自覚しているらしく、彼の頭上であたふたと声をあげていた。

『レイヴン！　あぶっ、あぶなっ……！　ひうっ!?　だ、だめっ！　だめですからっ！　そんなとこ……あんっ！　だめだめだめっ！　も、もぉやだぁっ……ふああっ!?』

　蝕が振るう黒い刃の下を、レイヴンが紙かみ一ひと重えにかいくぐるたび、ルーナは彼の頭上で甲かん高だかい悲鳴を漏もらす。

　その嬌きよう声せいを聞いたメアリーローズが、ゼニスの耳元で唸うなった。

『……あの娘の悲鳴の妙ないかがわしさは、よもやわざとかのう……？』

「いや、さすがに違うと思うけど……一応、本気で焦あせってはいるみたいだし──」

　ルーナは彼女なりに切迫しているのだろうが、いかにも少女らしい声こわ音ねと妙な艶なまめかしさのせいで、あまり危機を感じているようには見えない。頭上であれだけ騒がれてなお、少しも動揺を見せないレイヴンにも感心してしまう。

　足の速さに個体差があるため、こうした蝕しよくの集団では素早い軽装の兵が前に来やすい。

　防御の弱いそうした兵は、大剣を振り回すレイヴンにとっては格好の的だが、その点を差し引いても圧倒的だった。

　無論、いつまでもできる動きではないとはいえ、敵を引きつけるという意味では申し分ない暴れっぷりとなっている。

　ただしルーナはやかましい。

『あっ、あっ……！　こ、こんなの無理ですってば！　レイヴン、わざとですよね!?　わざと危ないことして遊んでますよね!?　きゃうっ!?　斬ざん撃げきは、もっと優やさしく……！　ふああっ!?　や、優しくって、そういう意味じゃなくて……！』

　淡い光をまとった細身の長い刃やいばが跳はね、敵の屍しかばねが増えるたびに、彼女の悲鳴が響ひびく。

　体ごとくるりくるりと回りながら、まるで一陣の突風のように周囲をまとめて薙なぎ払うその様は、力強くもどこか流りゆう麗れいでさえあった。

「……相性はいいんだろうな」

『うむ。それは間違いない──が、わらわとゼニスも相性なら負けておらぬぞ？』

　ゼニスの耳元で、メアリーローズがそっと囁ささやいた。

　彼らの前にも、アガーテの矢とレイヴンの刃から逃れた敵兵が肉にく薄はくしつつある。

　黒い瘴しよう気きに覆おおわれたその顔が射程距離に入るなり、ゼニスは神速の槍やりであっという間に敵を打ち抜いた。

　倒れた敵兵の後ろからはすぐに新たな蝕が接近してくるが、こちらも槍の届く距離に入ったと同時に首を貫つらぬく。

　ゼニスの振るう槍には、無む駄だな動きが少ない。

　射程に入った敵を順番に、鎧よろいの隙すき間まや急所を狙ねらって、ほぼ一撃の下もとに葬ほうむり去っていく。

　対処が間に合わない相手には盾たてをぶつけて足止めし、その反動で跳とび退のいて距離を稼かせぐと、再び槍を突く。

　地味ながらも堅実なその戦い方は、盾たて兵へいの基本戦法でもある。盾兵の役割は、敵を押しとどめ、押し返し、それが無理ならば侵攻を遅らせることにあった。

　その性質上、多数の敵を一度に倒すような派手さはないが、戦線を支える上では欠かせない。

　槍の穂ほ先さきを黒い血で汚し、数歩ずつ退きながら、ゼニスはレイヴンに声を張った。

「レイヴン、あまり離れるな！　充分に注意をひけた！　このままこいつらを引っ張っていく！」

　背の低いレイヴンの姿は蝕の兵に阻はばまれて見えなかったが、その背後にいるルーナの白い衣ころもが翻ひるがえる。

　同時に、彼が肉薄していた黒い竜りゆう鱗りん──蝕の運ぶ〝黒トーチ〟の台車ががくんと揺れた。

　トーチそのものの破壊には時間がかかるため、どうやら台車側を狙ねらって移動不能に追い込んだらしい。

　狩しゆ猟りよう兵へいが運ぶトーチは、アイギスの活力源であり侵しん蝕しよくから身を守るための障しよう壁へきだが、蝕しよく側の黒トーチは蝕の兵の強化に寄与している。

　黒トーチから離れた蝕の兵は動きが鈍くなり、力も落ちる。

　今回は黒トーチそのものを破壊したわけではないが、後は距離さえ稼かせげば、後続のトーチが追いついてくるまでは敵も弱体化するはずだった。

　ゼニス達にしてみれば、その分、時間稼ぎをしやすくなる。

　指示に応じてすぐ駆け戻ってきたレイヴンに、ゼニスは自然と笑みを向けた。

「レイヴン、よくやった！　このまま距離を稼ごう」

『……こ、こっちは生きた心地がしませんでしたっ……！』

　ルーナの非難を完全に聞き流し、レイヴンがゼニスと並んで後退を開始する。

　正面の蝕が速度を落としたことで、左右の敵兵が突出しはじめていた。

　もしも空から地上を見れば、大口を開けた黒い蛇へびに、小さな餌えさが飲み吞のまれようとしていると見えたかもしれない。

（よし、こいつら、完全に食いついた……！）

　そう察したゼニスは、撤てつ退たいの速度をあげる。

　トーチの背後からはアガーテの援護射撃が続いており、差し当たって後退に支障はない。

　蝕の大群は、釣つり針となったゼニス達に引っ張られるようにして、眼前の骸むくろから少しずつ逸それていく。

　どうにか成功かと胸をなで下ろしかけた時、荷車からフラーメの声が響ひびいた。

「ゼニス！　蝕の後続が、骸の……避難民のほうへ分かれてる……！」

　ゼニスは思わず舌打ちを漏もらした。

　このまま素直に連なってきてくれるかとも期待したが、そこまでうまくはいかないらしい。獲え物ものとしては、ゼニス達よりも骸の避難民達のほうが遥はるかに大きい。

　今にも荷車から飛び出しそうなフラーメに、ゼニスは急いで声を返した。

「フラーメは出なくていい！　まだ待機していろ！　予定通り、こっちはこのまま離脱する！」

　この場に踏みとどまれない以上、方法はそれしかない。

　避難民が逃げ切ってくれることを祈りながら、ゼニスは食いついた分の群れを牽けん引いんすることに集中する。

　しかしそれから数分と経たたないうちに、彼の頭上でメアリーローズが声を上げた。

『む……ゼニス！　骸側から狩猟兵が六人、こちらに向かっておる。あれは……ナターシャ達じゃ！』

「──やっぱりあっちも動いたか。そりゃそうだよな」

　同じ狩しゆ猟りよう兵へいとして、その志は理解できる。

　放置すれば住民に危険が及ぶ以上、彼女の性格からしても、じっとしていられないだろうと予見はしていた。

　そしてこの動きは、今のゼニス達にとって明確な援護となる。

　骸むくろへ向かおうとして分かれた蝕しよくの後続部隊は、ナターシャ達が引きつけてくれるはずだった。

　エカルラーテが荷車から声を寄よ越こす。

「ゼニスー！　ナターシャさん達と合流しなくていいのー!?」

「今はまだいい！　あっちも群れを食いつかせてから、こっちに来るはずだ。このまま引っ張る！」

　中途半はん端ぱな動きをすると、ナターシャ達の側面へ、こちらの蝕が流れてしまいかねない。モーベインがトーチの手た綱づなを握っている以上、そんなミスは犯さないだろうが、囮おとり役には慎しん重ちような動きが求められる。

　ここが正念場と察して、アガーテが放つ援護の弓矢が勢いを増した。

　追いすがる蝕の兵は矢で足止めされ、その隙すきにゼニスとレイヴンは荷車に向けて大きく後退する。

　ナターシャ達も、分かれた蝕の先頭と衝しよう突とつし、彼らの進行方向を避難民から逸そらしはじめた。

　ベテランの狩猟兵を揃そろえたらしく、遠目にもその手て際ぎわは危なげがない。

（一時はどうなることかと思ったけど……なんとかなりそうだな）

　ここでゼニスとナターシャ達が時間を稼かせげば稼ぐほど、避難民が追撃を受ける可能性は減じていく。

　後は、おそらく討ち死に覚悟で出てきたナターシャ達に、撤てつ退たいの方法を伝える必要があった。

「レイヴン、ルーナ。悪いけど、ナターシャさん達の所まで伝令に行ってくれないか？　さっき話した撤退の手段を向こうに教えて、蝕を引っ張りながらこっちと合流するように──」

　レイヴンはまともに喋しやべらないだろうが、そのアイギスたるルーナはコミュニケーション能力が高い。彼らの戦いぶりを見た限りでは、万が一、敵に囲まれた際の切り抜け方も心得ている。

『わ、わかりましたっ！　レイヴン、敵陣には突っ込まないでくださいね？　見えてますからね？　あっちに駆けていくだけですよ？』

　ルーナが懸けん命めいに言い募ると、レイヴンは走りながら頷うなずいた。

　蝕の列は今、ゼニス達とナターシャ達を追って、Ｙ字形に分ぶん裂れつしている。両者の間にはほとんど敵がいない。

　レイヴンが伝令のために駆け出すのに合わせて、ゼニスは荷車へ声を張った。

「エカルラーテ！　来てくれ！　レイヴンが戻るまで、サポートを頼む！」

「まってましたっ！　りょーかいっ！　フラ姉、先に行くねっ！」

　勢いよく荷台から飛び降りたエカルの頭上で、黒衣の幼女、ファウローラが彼女をたしなめる。

『エカル、張り切りすぎて転ばないようにね……？　あと、あくまで軍師さんのサポートですから──その、巻き込まない程度に』

「だいじょーぶっ！　ゼニスはそんなお間抜けさんじゃないから！」

「おい！　ほんとに自重しろよ!?」

　不ふ穏おんな注意に対する不安な返答が、ゼニスにわずかな動揺をもたらす。

　勢いに乗った時のエカルラーテは、リーチの長さと斬ざん撃げきの速さに加え、予測不可能な動きによって戦場を蹂じゆう躙りんする。

　死者こそ出していないが、味方が巻き込まれたことも一度や二度ではなく、〝本気〟を出した時のエカルラーテには決して近づかないことが仲間達の不文律となっていた。

（……まぁ、単独で全方位を圧倒するのがエカルの持ち味だし、そこで妙な加減をされるよりは……俺おれが気をつけていればいいだけか）

　この状況下での同士討ちはさすがに洒落しやれにならないが、その危険性さえ排除できれば、彼女の戦闘力は極めて頼もしい。

　エカルラーテは大剣を振りかぶり、ゼニスに近づきつつあった手近な蝕しよくの兵へ突進した。

「せぇのっ……ライオンさんのクロっ！」

『……〝ライオットクロー〟……です。クロは猫ねこであって、ライオンではありません……』

　ファウローラが小声で訂正する中、適当な技名を叫んだ彼女は、相手が身構えるのも意に介さずに大剣をそのまま叩たたきつけた。

　大地が震ふるえるほどのその豪ごう快かいな一撃によって、蝕の兵は剣を折られながら大きく後ろへ吹き飛ぶ。

　そして他ほかの兵達を巻き添えにしてもつれ合い、転んだその頭上を後続の兵達に踏みつけられ動かなくなった。

　更さらに彼女は力任せに大剣を振るい、踊るような足取りで周囲をたちまち一掃していく。

「ひゃっはー!!　みなごろしだぁ──☆」

『エカル、そういうのは下品だからやめよう……ね？　女の子は、もっとお淑しとやかに──うぅ……聞いてない……』

　ファウローラは注意しつつも、既すでにすっかり諦あきらめた口調だった。

　同じ大たい剣けん兵へいでも、レイヴンの戦い方を疾しつ風ぷうに喩たとえるならば、エカルラーテの戦い方は竜たつ巻まきに近い。ひたすらにやかましく、派手に相手を吹き飛ばす。

　攻撃を受けた蝕の兵は両断される者もいる一方で、大半はそのまま弾はじき飛ばされ、周囲を巻き込んで転倒に至っていた。

　場をかき回し敵の渋じゆう滞たいを引き起こすにはもってこいの逸いつ材ざいだが、ぼんやりしていると返す刃やいばに巻き込まれかねないため、周囲で戦う味方はやはり気が抜けない。

　メアリーローズも戦闘をこなしつつ、頼もしげに彼女の勇姿を眺ながめていた。

『天てん稟ぴんは凄すさまじいと、前から思うておったが──齢よわい十四にして、あれはもはや大たい剣けん兵へいとしての一つの完成形じゃな。詰めの甘い部分はまだあるが、才能ではアガーテやフラーメを越えるやもしれん』

「褒ほめすぎだ。本人には言うなよ？　調子に乗る」

　そう釘くぎを刺しつつ、ゼニスの見解も似たようなものだった。

　エカルラーテには個人としての戦闘力だけでなく、周囲の狩しゆ猟りよう兵へいを活気づかせる天性の勢いがある。先陣を切って飛び込む彼女の姿を見て、奮い立たない兵はいない。

　トーチを載せた台車の後ろにつきながら、ゼニスとエカルラーテは追いすがる蝕しよくを撃退し続ける。

　その視界の端では、伝令のレイヴンがナターシャ達と合流していた。

　ルーナが懸けん命めいに伝言を伝える間も、レイヴンはナターシャ達を援護して蝕を斬きり伏せていく。

　ゼニスは目の前の蝕と対たい峙じしながら、彼らのやりとりにも注意を向けていた。

　やがて蝕の群れをそれぞれ引き連れて、両者が接近しはじめる。

（レイヴンとルーナは、うまく伝えてくれたみたいだな──）

　ゼニスはここで、ようやく温存していたフラーメに声をかけた。

「フラーメ！　ナターシャさん達が合流しやすいように、間に割り込んできた蝕を叩たたいてくれ！」

　荷車から戦場を見守っていたフラーメが、ぱっと顔を輝かせる。

「うん！　任せて！」

『やっと出番ね！　行きましょう、フラーメ！』

　彼女は決して、戦うことが好きなわけではない。単に〝ゼニスの役に立てる〟ことが嬉うれしいだけで、その健けな気げな想おもいはゼニスにも伝わっている。

　剣に宿ったアイギス、ガラティーンが火か輪りんの旗をはためかせ、フラーメの露あらわな肩を押した。

　地に降りた彼女は、まるで飛び立つ鳥のように一気に加速する。

　強力なアイギスの加護を得たその脚力は、ただの一いつ瞬しゆんで彼女を戦場の最前線へと導いた。

　たまたま正面にいた蝕の兵が一刀の下もとに斬り伏せられ、彼女は刀身の血を拭ぬぐう間もなく次の敵へ向き直る。

　圧倒的な速さと流れるような剣さばきは、アイギスの強さのみならず、彼女自身の鍛たん錬れんの賜たまものでもある。

　中央をゼニスが押さえ、左右をフラーメとエカルラーテがそれぞれ圧倒する形で、この場の撤てつ退たい戦せんは優位に進みつつあった。

　やがてナターシャ達を引き連れたレイヴンが戻り、一同はようやく合流を果たす。

　懸命に蝕と戦いながら、ナターシャがゼニスに声を寄よ越こした。

「ゼニス、巻き込んですまない！　だが、協力には感謝する。客人のはずの君らに、こんな無茶をさせてしまって……」

　ゼニスは槍やりで蝕しよくの兵を突き飛ばし、息を切らせて応じた。

「こっちが勝手にやったことです！　ただ……すみません、結局、我々だけでは蝕を引きつけ切れず──」

　ナターシャの部下らしいベテランの槌つち兵へいが、横から声を挟はさんだ。

「そいつは仕方ないよ、軍師さん。そもそもこいつら、数が多すぎる──下手へたしたら、襲おそわれた街の死者総数よりも多いんじゃないか？」

　さすがにそれは有り得ないが、そう言いたくなる気持ちは理解できた。

　実際のところ、ここ半年程度の間に多くの街がこの蝕の餌え食じきとなっており、その数は正確には把は握あくできていない。

　敵がこの規模に膨ふくらむまで対処できなかったのは、蝕の軍勢が常に移動していたせいもあるが、何より多くの街が「いずれどこかの街が始末してくれる」と、日和ひより見みを決め込んでいたためだった。

　結局、そうした楽観的かつ危機意識の欠けた街が敵に滅ぼされていき、今では蝕側の尖せん兵ぺいと化している。

〝これまで〟が平へい穏おんだったからといって、〝これから〟も平穏が保たれるという保証はどこにもない。

　ある程度、長く続いている街には、「現状を維持すれば、事態は悪化しない」という間違った思い込みが生まれやすい。

　実際にはそんなことはあり得ず、自身の街がどうあれ、周辺の状況が刻一刻と変化していってしまう。

　そして──その変化に対応できなかった街は、やがて淘とう汰たされていく。

　無論、変化にも良い変化と悪い変化があるため、そこを見極める眼めは重要だが、少なくともただひたすら〝変化そのもの〟を拒み続ける愚ぐ者しやに未来はない。

　そんな当たり前の現実を実感として嚙かみしめながら、ゼニス達は蝕を引きつけ、荷車を休きゆう憩けい所じよ代わりに交代を繰り返し、必死の撤てつ退たい戦せんを続けていく。

　やがて日が傾き、倒した蝕の数がもはやわからなくなりはじめた頃ころ──

　唐とう突とつに、それは現れた。




　　　　　　　　　　[image: ]




　トーチを運ぶ台車の手た綱づなをとりながら、モーベインは若き軍師の奮戦を危うい思いで眺ながめていた。

　彼の戦いぶりは、一般的な軍師のそれとは趣おもむきが異なる。後方でおとなしく指揮をするどころか、最前線で自ら槍やりを振るい、時には自身を防御の要かなめとしてしまう。

　盾たて兵へいの性質上、敵の攻撃をその身に集めるのが仕事とはいえ、彼はそれを当然のこととして受け入れすぎていた。

　まるで──

（……どうもあいつは、戦場で死にたがっているように見える──）

　その見方は穿うがちすぎだと、モーベインも理性ではわかっている。

　むしろ「戦場で死にたがっている」のはモーベイン自身であり、知らず知らず、自分の後継者のようなゼニスに、その思いを投影してしまっているだけかもしれない。

　ただ──ゼニスが「死んでも構わない」という勢いで蝕しよくと戦っていることは、おそらく間違いない。

　それは「死を恐れない勇ゆう猛もうさの発はつ露ろ」などではない。

　同時に「命を軽視したやけっぱちの衝しよう動どう」でもない。

　ゼニスの根底にあるのは、「死の云うん々ぬんを凌りよう駕がするほどの、蝕に対する純粋な憎ぞう悪お」だった。

　彼は〝蝕〟の影えい響きようによってそうなってしまった。

　滅ぼされた街で運良く生き残り、ドラゴンロアの加護を失い、蝕に晒さらされること数日──

　救援のモーベイン達が辿たどり着いた時、ゼニスはそれこそ死体のように何の反応も示さなくなっていた。もしも他ほかに深い外傷でもあれば、ただの死体と判断し放置していたかもしれない。

　蝕しよく化かの兆候こそ見えなかったが、保護した後もしばらくはその状態が続き、早い話が人間らしい感情を失っていた。

　彼の中に蠢うごめく「蝕に対する憎悪」は、蝕側がすべての人類に対して抱いだく本能的な破壊衝動と、あるいは似た次元のものなのかもしれない。

　だからモーベインは、戦っているゼニスを見ると妙に不安を煽あおられる。

　仲間の狩しゆ猟りよう兵へい達から好意を向けられ、三姉妹と睦むつまじく暮らしているように見えても──ゼニスの根本には、狂気と紙かみ一ひと重えの蝕に対する憎悪がある。

（あいつはいずれ……蝕の側に回るかもしれん──）

　蝕と戦う狩猟兵にとって、それは決して珍しい例ではない。

　現に今──

　蝕の大群の中にも、その実例がいる。

　モーベインの不吉な思考は、不意に訪れた背筋の悪寒によって遮さえぎられた。

　彼は反射的に、台車に戻ってきたばかりのフラーメに声をかける。

「フラーメ、すまん。手た綱づなを頼めるか」

　道中、彼女達は戦闘と休きゆう憩けいを交代で繰り返し、追いすがる蝕を葬ほうむってきた。

　汗だくになったフラーメは、一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた顔をしてすぐに頷うなずく。

「え？　あ、はい──あの、でも、モーベインさんは今回の戦闘には──」

「必要がなければ出ないさ。安心しろ。手た綱づなをとるのに飽あきたから、しばらく替わってくれ」

　高齢のために足腰も弱りつつあるモーベインは、持久力も速さも、ゼニス達のような若い世代には及ばない。

　だが、そんな彼でもまだ若い世代には負けないものを持ち合わせている。

　長年の実戦経験によって培つちかわれた、危機に対する勘かん働ばたらき──

　こればかりは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきには身につかない。単純に敵の気配を察するだけなら、エカルラーテの野性的な感覚も侮あなどれないが、モーベインのそれは〝危機〟そのものに反応する。

　これまでの狩しゆ猟りよう兵へい人生において、彼はその感覚に幾度も助けられてきた。

　台車の後方で矢を撃っていたアガーテが、訝いぶかしげに彼を見る。

「モーベインさん？　急にどうしたの？」

　ゼニス達と違い走り回ってこそいないが、彼女はもう二時間以上、休むことなく矢を撃ち続けていた。

　仲間の背を撃たぬよう狙ねらいは外せないとあって、さすがに疲労の色が濃い。

「ちと座り疲れてな。様子を見に来た」

「ならいいけど……ちゃんと体力は温存しておいてくださいね？　いざという時のために」

　疲労困こん憊ぱいの彼女に言われて、モーベインはつい苦笑いを漏もらす。

　──嫌いやな予感は消えていない。後こう輩はい達が戦う姿を見て、より強くなってきている。

　モーベインは、アガーテやフラーメに聞こえぬ程度の小声で、相棒の剣に囁ささやいた。

「……ダーインスレイブ。準備をしろ」

　肩口に、桃色の髪の海かい賊ぞく娘むすめがぼんやりと現れる。

『あら……私の出番なの？　今日はこのままのんびりできるかと思っていたのに』

「心にもないことを言うな。暴れたくて仕方ないって顔だぞ」

　剣に宿ったアイギスは、モーベインの頭上で眼めを細めた。

　視界では、ゼニスとナターシャ、レイヴンとエカルラーテ達が、肩を並べ戦い続けている。ナターシャの部下の狩猟兵達もまだ奮戦しているが、こちらはそろそろ疲労の色が濃い。

　トーチの台車は渓けい谷こくに沿った山道へと入り、道幅が狭くなったことで、蝕しよくの群れも渋じゆう滞たいを起こしはじめていた。

　片側はほぼ垂直に切り立った絶ぜつ壁ぺき、もう片側はそこそこ急な斜面となっており、その下には蝕の影えい響きようで黒く変色した川が流れている。

　モーベインは強く剣を握り締め、蝕の軍勢に睨にらみを利きかせた。

　その一いち隅ぐうに、黒く濃い瘴しよう気きの塊かたまりを見み出いだした直後──

　彼は、反射的に台車から飛び降りていた。

「ちょっと！　モーベインさん!?」

　アガーテが諫いさめる声とほぼ同時に、禍まが々まがしい獣けものじみた咆ほう吼こうがあがる。

（……牛ぎゆう頭とう……アステリオか……！）

　制止を振り切り、モーベインは前へと駆ける。

　生前の〝アステリオ〟とモーベインとの関係は、さして深いものではなかった。若い頃ころに数度、蝕しよくや盗とう賊ぞく相手に共闘する縁があった程度である。

　友人というよりは良き同業者といった感覚で、特に季節の便りなどをかわしたわけでもない。

　ただ、一狩しゆ猟りよう兵へいとして──彼は間違いなく、尊敬に値する存在だった。

　年が近かっただけに憧しよう憬けいなどはなかったが、大小の違いはあれど街を率いる立場での連帯感もあったし、何より心意気に通じるものがあった。

　互いの街が移転し、距離が大きく開いたことで疎そ遠えんにはなったものの、彼が行方ゆくえ不明になったとの知らせを受けた時には動揺もした。

　その彼が、今──

　人を襲おそう〝蝕〟の尖せん兵ぺいとなっていることが、モーベインには我慢ならない。

　単なる思い込みなのは承知で、彼の咆吼が「殺してくれ」という意思表示にさえ聞こえてしまう。

　蝕の隊列が左右に割れ、その奥に黒い瘴しよう気きの塊かたまりが姿を見せた。

　全身を強固な鎧よろいに覆おおわれ、牛の頭を模した兜かぶとをかぶり、巨大な戦せん斧ぷを捧ささげ持った大柄な影──

　他ほかの蝕とは明らかに異なるその圧倒的な存在感に、初見のナターシャ達が一いつ瞬しゆんの戸惑いを見せる。

　牛頭の狂戦士は、すかさず正面の彼女らに突進を仕掛けた。

　ナターシャは他の蝕と刃やいばをかわしており、咄とつ嗟さには対処が間に合わない。

「隊長！　危ない！」

　彼女の部下の一人が、牛頭の正面に飛び込んだ。

　牛頭の狂戦士は、その頭上から一撃必殺の戦斧を振り下ろす。

　受け流そうとした狩猟兵の剣はそのまま叩たたき折られ、彼は肩から腰までを両断され、断だん末まつ魔ますらなくその場で息絶えた。

　剣に宿っていたアイギスも、契約者の死によって加護の対象を失い、ただの一瞬で霧む散さんしてしまう。

　派手に噴き上がった血ち飛沫しぶきが雨となって降る中、ナターシャが絶叫に近い怒声を張り上げた。

「ローディー!?　こ、このっ……！」

　仲間を殺されたことに激げつ昂こうし、彼女は目の前にいた蝕の兵を蹴け飛とばすと牛頭へ向き直った。

　モーベインは走りながら声を張る。

「よせ、ナターシャ！　そいつとまともにやりあうな！」

　たとえ万全であっても勝てるかどうか怪しい相手だが、そもそもここまでの撤てつ退たい戦せんによって、ナターシャ達の疲労は限界に近い。

　それは肩を並べて戦うゼニス達も同様で、現時点でもっとも動きがましなのは、ずっと手た綱づなを預かっていたモーベインだった。

　彼の前線到達を待つことなく、ナターシャが怒りに任せて大剣を振るう。

　牛ぎゆう頭とうは斧おのの柄えでその重い刃やいばを軽々と弾はじき、大きく踏み込んでナターシャの鎧よろいを蹴けりつけた。

　そして、衝しよう撃げきで後ろへ倒れた彼女の真上から、避よけようのない勢いで斧を振り下ろす。

「ナターシャ!?」

　モーベインの耳に、金属質な衝撃音が響ひびいた。

　ただしそれは、彼女の鎧が砕けた音ではない。

「……メアリーローズ、無事か!?」

『……造ぞう作さも……ないっ！』

　盾たてに宿ったアイギスの少女が、気き丈じようながらも苦しげな声を漏もらした。

　仰あお向むけに倒れたナターシャを庇かばったのは、ゼニスが咄とつ嗟さに差し込んだメアリーローズの盾だった。

　戦せん斧ぷの刃は盾の表面を滑すべり落ち、ナターシャのすぐ脇わきの地面を深々と抉えぐっている。

『ゼニス！　左から新あら手てじゃ！』

「くっ……！　次から次へ……！」

　メアリーローズの警告に反応し、ゼニスが槍やりを左方向へ突いた。

　蝕しよくの兵が振り下ろした剣をかろうじて弾くものの、正面にいる牛頭への対処がその分だけ遅れてしまう。

　一度は地を抉った戦斧が、土煙を散らしながらすかさず跳はね上がった。

　盾を離し、槍を別方向に動かしてしまったゼニスには、もはやこれをかわす術すべがない。そもそも無理な庇い方をしたために、体勢は完全に崩れている。

　メアリーローズがその澄んだ眸めを見開いた。




『この牛めが……っ！　〝アイアンウォール〟！』




　ドラゴンロアの活性化による白い光が、閃せん光こうとなって周囲の眼めを眩くらませた。

　蝕と干かん渉しようするその光は、蝕の兵達にとって毒素に等しい。反面、人にとっては加護の防ぼう壁へきとなる。

　メアリーローズの咄嗟の加護によって、牛頭が振るった戦斧はゼニスの鎧を砕くことなく、そのまま彼の体を宙高く弾き飛ばした。

　桁けた外はずれの膂りよ力りよくに瞠どう目もくする余裕すらなく、モーベインはその落下点に駆け込む。

　危ういところで受け止めると、ゼニスが息を詰まらせながら呻うめいた。

「……た、隊長……っ！　すみませ……」

　その後の声は、完全に途切れてしまう。

　おそらく彼はしばらく動けない。

　メアリーローズの加護により装甲こそ砕けなかったものの、濃い瘴しよう気きをまとった蝕しよくの一撃は、防御したところで生命力を削けずられてしまう。一時的に毒に晒さらされるようなもので、時には五感や運動能力にも支障をきたし、最悪の場合はそれをきっかけに蝕しよく化かを招いてしまう。

　そもそも、ここまでの撤てつ退たい戦せんによる疲労も著いちじるしい。

　ただでさえ体力が尽きかけのところに、駄だ目め押しの痛つう烈れつな一撃を食らい、ゼニスは完全に虫の息だった。

　もしもメアリーローズの加護が間に合っていなければ、装甲ごと砕かれて死んでいる。

　一方、致命傷を免まぬかれたナターシャは、転がりながら盾たての横へ抜け出し、牛ぎゆう頭とうの注意を引くために大剣を振るっていた。

　その悔くやしげな顔は、明らかに自分自身を責めている。大事な部下を先に死なせ、自分の不覚でゼニスをも危険に晒した──彼女がそう感じていることは疑いないが、牛頭の中身があの〝アステリオ〟ともなれば、モーベインは彼女を責める気にはなれない。

（ただでさえ疲労困こん憊ぱいのこいつらには、荷が勝ちすぎる──）

　彼自身、尋じん常じような手段では勝てる気がしない。

　ダーインスレイブの刃やいばでは牛頭の瘴気を貫つらぬけない。

　その上、モーベインの腕はそもそもアステリオに及ばない。

　かといって、ここで崩れれば──牛頭はすぐにでも台車に追いついてトーチを破壊し、全員が命を喪うしなう羽目になる。

　倒せないならば、橋に辿たどり着くまで、いかにして牛頭をこの場に足止めするか──

　動けないゼニスを庇かばって周囲の蝕を退けつつ、モーベインの思考はそこに向かった。

　彼の頭上で、海かい賊ぞく娘むすめが冷めた声を紡つむぐ。

『……結論、出ているんでしょ？　最さい期ごまで付き合うわよ』

「……すまんな。こいつらを、ここで死なせるわけにはいかん」

　会話の最中にも、後ろからはアガーテの放つ矢が牛頭へ殺到していた。

　いつぞやの渓けい谷こくでは牛頭も怯ひるんだものだが、今は気にも留めていない。長い撤退戦で体力が尽きかけているのは、アガーテも同様だった。

　一応は交代で戦ってきたゼニス達と違い、この場で唯ゆい一いつの弓ゆみ兵へいである彼女とルーブルヴァインは、ずっと後方支援を続けてきた。

　それでも狙ねらいを外さない精度はさすがと言うほかないが、どうしても一発あたりの威い力りよくは減じている。

　モーベインは、傍そばで戦っていたレイヴンを呼んだ。

「レイヴン！　ゼニスを台車に放り込んで、お前も少し休め！　エカルは二人の撤てつ退たい支援を頼む」

　汗にまみれたエカルが、息を切らせながらすかさず応じた。

「はあっ……！　はあっ……！　りょ、りょーかいっ！　モーベインさん、もう年なんだから、無茶しないでね!?」

「……お前も、人の心配をできるようになったか。感かん慨がい深い限りだ」

　苦笑いと共に、モーベインはまだ動けないゼニスをレイヴンの元へ突き飛ばした。

　蝕しよくの一撃による毒気で四し肢しが麻ま痺ひしたゼニスは、倒れ込むようにして彼に支えられる。

「レイヴン、ルーナ、そこの馬ば鹿かを頼む──絶対に死なせるな」

　レイヴンが無言で頷うなずいた。

　表情はなく、感情も見せず、言葉による裏付けもないが、彼は命令を違たがえない。

　ぐったりとしたゼニスの頭上では、メアリーローズが泣きそうな顔をしていた。

『ゼニス、すまぬ……わらわの守護が不ふ甲が斐いないばかりに……！』

　ダーインスレイブがつまらなそうに鼻を鳴らす。

『あら、しおらしい──お嬢様がそんなだと気持ち悪いわ。馬鹿は馬鹿らしく、傲ごう岸がん不ふ遜そんで通せばいいのに』

『か、海かい賊ぞく娘むすめに馬鹿呼ばわりされる覚えはないっ！　……き、気をつけよ。あの牛ぎゆう頭とう、やはり一筋縄ではいかぬ──』

『……よく知っているわ。二戦目だもの』

　メアリーローズの素直でない激げき励れいを背に、モーベインとダーインスレイブは牛頭の狂戦士へ向き直った。

　今はナターシャと彼女の部下達が、この戦線を支えようと懸けん命めいに戦っている。

　彼女を庇かばうためにゼニスが手離した盾たてまで活用し、戦せん斧ぷの猛もう攻こうをしのいではいるものの、周囲からは他ほかの敵も来ていた。

　山道の狭さに助けられてはいるが、もしも荒野であればとっくに押し包まれている。

　目の前でまた、狩しゆ猟りよう兵へいの一人が戦斧の斬ざん撃げきを受けて命を散らした。

　ナターシャが彼の名を呼び声を荒らげたが、もはや言葉になっていない。

　狩猟兵が倒れてできた隙すき間まに飛び込み、モーベインはナターシャへ声を張った。

「ナターシャ！　この牛頭は俺おれに任せろ！　お前らは周囲の蝕を頼む！」

「だがっ！　モーベインさん、こいつは……こいつは、私が……！」

　仲間を殺されたことへの怒りが、彼女をこの場から退ひかせない。

　その苛か烈れつな性格は嫌いではない。ただ、指揮官の判断としては問題がある。

　ナターシャと二人がかりで牛頭と剣をかわしながら、モーベインは声に力を込めた。

「……ナターシャ、頼みがある」

「後にして！　今は、こいつを……！」

「今じゃないと駄だ目めだ。頼む。約束してくれ」

「……モーベインさん？　何を……？」

　尋じん常じようでない気配に気づき、ナターシャが一いつ瞬しゆんだけ、モーベインを横目で睨にらんだ。

　モーベインは声に気迫を込める。

「今から俺おれが、牛ぎゆう頭とうをこの場に足止めする──お前らの分のトーチはここに放ほう棄きして、ゼニス達と合流してくれ」

「はぁ!?　何言って……！」

　一人で戦えるはずがない──彼女がそう言いたいのはわかるが、このままでは全滅してしまう。

「いいから聞け。これから何が起きても、お前らは撤てつ退たいを続けてゼニス達と合流しろ。その上で……もし万が一、奴やつが〝戻る〟とでも言い出したら、縛しばり付けてでも阻そ止ししてくれ。頼んだぞ」

「いや、だから何を……モーベインさん!?　よせ！」

　ナターシャの制止を振り切り、モーベインは牛頭の狂戦士に向け猛もう烈れつな体当たりを敢行した。

　刃やいばが相手の鎧よろいを貫つらぬけない以上、通常の攻撃はあまり意味がない。

　体当たり程度ではもちろんダメージにならないが、そのままモーベインは相手の片足を抱かかえあげ、ダーインスレイブの加護に背中を押され大地を蹴ける。

　過度の接触によって瘴しよう気きに体を蝕むしばまれながら、彼はその身を放たれた矢に変え、勢いづけて牛頭を〝崖がけ〟側へと押し出した。

　止まることはできない。

　少しでも勢いが減ずれば、牛頭は地に足を着き踏ん張ってしまう。

　そもそも崖は斜面になっており、少し落ちた程度ではすぐに這はい上がられてしまう。ゼニス達を追わせないためには、共に斜面を転がり落ち、可能ならばその下でも足止めをする必要があった。

　同時に──その状況ならば、ほぼ一対一に持ち込める。

「モーベインさん!?」

「あんた、死ぬ気か!?」

　ナターシャとその部下の悲鳴が響ひびいた。

「いいから先に行け！」

　その声を最後に、牛頭とモーベインの身は揃そろって崖から飛び出した。

　勢いゆえの浮遊感が少し続いた後、牛頭が背中から斜面に落下し、モーベインもその後を追うように転がりはじめる。

　やがて、ナターシャ達の悲鳴が遠くなった頃ころ──彼らの落下は、斜面の中なか程ほどでようやく止まった。
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　高い空は青々と澄み渡り、乾いた風は生なま温ぬるくも心地よい。

　モーベインは五感の冴さえを感じながら、ゆっくりと身を起こした。

　数歩先で、〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟もその巨体を起こしつつある。

　その無様な姿を見て、モーベインはつい薄うす笑わらいを浮かべた。

「アステリオ……あんたほど、蝕しよく化かが似合わん男もいないな──昔のよしみだ。俺おれが止めてやる」

　牛の頭をかぶったかつての戦友を前に、モーベインはただ嗤わらう。

　そして二人は、数歩の距離を保った上で対たい峙じした。

　周囲に他ほかの兵はいない。敵も味方も、今は崖がけの上にいる。

　牛頭の狂戦士は戸惑う様子も見せず、モーベインの正面で身構えた。

　怒っている様子はない。楽しんでいる様子もない。

　まるで動く死体のようなその存在感が、モーベインの眼めには哀かなしく映る。

　ただ、その強さだけは生前とさほど差がない。むしろ蝕しよくによる強化を得て、手がつけられなくなっている。

　モーベインの剣も──おそらくはその鎧よろいを貫つらぬけない。

「……そういやお前さん、一対一では無敗だったか──」

　すかさずダーインスレイブが頭上で異議を申し立てた。

『残念、今日は二対一よ。お爺じいちゃんには〝私〟がいるでしょ？』

「……成なる程ほど。じゃ、これで負けたらこっちが赤っ恥か」

　牛頭が戦せん斧ぷを掲げ、突進を開始した。

　迎え撃つモーベインは動かない。

　足場が悪いだけに、下手へたに動いて体勢を崩せば命取りとなる。

　無論、モーベインは既すでに死を覚悟している。

　ただ、簡単に負けるつもりは毛頭ない。

　抗あらがって、抗って、抗い抜いて──腕一本、足一本でも相手に傷を負わせ、あわよくば道連れにする覚悟で、彼はこの場に立っていた。

（ここが、俺の──死に場所だ）

　見守る仲間もいない。

　誰だれに断だん末まつ魔まの叫びを聞かれることもない。

　どんなに勇敢にしぶとく戦ったところで、それを語り継ぐ者もいない。

　それでも──今のモーベインにとって、この死に場所は充分に満足のいくものだった。

　妻子と多くの戦友に先立たれ、老いを自覚しながら自身の無力を嚙かみしめる……そんな生き方をしている今の自分には、過ぎた死に場所だとさえ思う。

　次代を担になう仲間達を逃がし、蝕しよく化かした旧友を止めるという、二重の目的がここにはある。道連れになってしまう仲間もいない。

　いまさら不満など、あろうはずがない。

（ゼニス、ヴィオレッタ、三姉妹……街のことは、任せたぞ）

　モーベインは無言のまま、笑って剣を構える。

　目の前に迫る牛ぎゆう頭とうの戦せん斧ぷが、夕ゆう陽ひに赤くきらめいた。
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　ゼニス達が決死の撤てつ退たい戦せんを切り抜けてから、およそ一週間──

　ヴィオレッタの街は、哀かなしみに沈みつつも喧けん噪そうの中にあった。

　街の至るところで建造物の解体が行われ、既すでに更さら地ちとなった場所がそれら資材の仮置き場となっている。

　民家の周辺でも荷造りが進んでおり、その意味では活気があるものの、人々の顔色はあまり冴さえない。

　古い骸むくろを捨てて、新たな骸に移住する──それは本来、祝い事にも近い行事のはずだが、肝かん心じんの移住先が良くない。

　遠征に出ていた探索班は、まともな骸を見つけられないまま負傷のために撤退した。

　その上で蝕しよくの大群が近きん隣りんをうろついているとあって、既に資源が枯こ渇かつし放ほう棄きされた骸へ、一時的に避難することとなった。

　資源が枯渇しているといっても、それは竜りゆう鱗りんなどの埋まい蔵ぞう資源の話であり、蝕の影えい響きようを遮さえぎる撃げき鱗りんはあるし、飲み水も確保できる。

　土地はいくらか瘦やせており、開かい墾こんだけでは埋められない課題もあるが、この街にとどまって蝕に襲おそわれるよりはずっといい。

　ただ、街の財政はまた窮きゆう地ちに追い込まれる。

　住民の命には代えられないものの、これは隊長たるヴィオレッタにとっても苦く渋じゆうの決断だった。

　住民達に覇は気きがない理由は、もう一つある。

　街の英雄にして、先代の隊長であるモーベインの死──

　その重い事実が、街の空気にも不ふ穏おんな影を落としている。

　せめて遺品の竜りゆう装そうだけでも回収したいところだが、近隣を蝕がうろついているために捜索隊も気軽には出せない。

　それでなくとも、狩しゆ猟りよう兵へいの人手は足りていない。

　夕刻、隊舎の執務室にて、軍師のゼニスは近隣の街へ送る書状の作成に忙殺されていた。

　モーベインの死をのんびりと悲しむ余裕は、今の彼にはない。

　──むしろ仕事に逃避している部分も少なからずある。

（モーベイン隊長……どうして、あんな無茶な真似まねを……）

　泣き喚わめいて自暴自棄になり塞ふさぎ込む、そんな悲しみ方を否定する気はないが、ゼニスとしては、それでは亡なきモーベインに対し顔向けができなかった。

　彼はゼニス達に後事を託して逝いった。ならばせめて、その遺志に逆らうような真似だけはしたくない。

　嘆なげき悲しむばかりが弔とむらいではない。

　ゼニス達にはまだ、やるべきことが残っている。

「……ゼニス。少し休もう？　お茶いれたから」

　気づけば執務机の傍そばに、焼き菓子と紅茶を手にしたフラーメが立っていた。

　ロア灯とうに照らされた心配げなその表情が、ゼニスには少し心苦しい。

「……あぁ……そうだな。ありがとう、一息いれる」

　彼女の気き遣づかいに感謝して、ゼニスは手を止めた。

　──三姉妹はもとより、仲間達からも心配されていることは、彼も肌はだで感じている。なるべくいつも通りに接しているつもりだが、どこか無理をしているように見えてしまうらしい。

　フラーメが焼き菓子をかじりながら、小声で囁ささやいた。

「……ねえ、ゼニス、昨日も寝てないよね……？　部屋に戻ってすらいないでしょ？」

　ゼニスは首を横に振った。その動きだけでわずかに目眩めまいを覚えたのは、気のせいだと思い込む。

「確かに部屋には戻ってないけど、睡眠はとってるぞ」

「……何時間？」

「さあ……特に確認してないけど、六時間くらいじゃないか？」

　適当に答えたゼニスを睨にらむように見つめ、フラーメがきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

　しばらくして、彼女はゼニスの顔を覗のぞき込む。

「……メアリーローズがね、すごい気にしてるの。ゼニスの睡眠時間が、五分とか十分とかそれぐらいになってるって……夢に介かい入にゆうする余裕すらないって。寝ているつもりになっているだけだよね？　そんなんじゃ……いざって時に戦えないよ」

　隊舎の備品である安物の茶葉は、メアリーローズが夢の中で淹いれてくれるものに比べ、風味も香りも段違いに劣っていた。

　彼女の紅茶をしばらく味わっていないことに気づき、ゼニスは言葉に詰まる。

「……蝕しよくの毒気の影えい響きようかな──牛ぎゆう頭とうの一撃が後を引いているのかもな。しばらくは体が動かなかったわけだし、体の疲れはそれほどでもないんだ」

　フラーメが眸めを伏せた。

「うん──街に戻って二日くらいの間は、その理由でも納なつ得とくできた。でも、ここ何日かのゼニスは──もう見ていられない。紅茶……ちゃんと飲んでくれたね？」

「……ん？」

　視界がくらりと揺れた。

　椅い子すから転げ落ちそうになったゼニスを、フラーメがすかさず横から支える。

「……シェスカのアイディアで、催眠作用のあるスリープリーフの煎せんじ汁じるを混ぜたの。ごめん。隊長の許可ももらってるから……悪いけど、無理にでも休んでもらうね」

「……あ……おい、フラーメ……？」

　寝不足のせいか早くも朦もう朧ろうとしてきたゼニスは、フラーメによってあっさりとソファまで運ばれた。

　抵抗する余裕もなくすぐに目の前が暗くなり、彼は眠りの底に沈む。

　泥に埋もれるような不快感は、長くは続かなかった。

　背が程ほど良よい弾力に包まれ、澄んだ空気が肺を満たす。

　窓から二つの月が覗のぞく寝室で、彼は寝台に横たわっている。

　現実では有り得ないほどに穏おだやかで優やさしい空気と、快適な寝床──それが意味することは一つだった。

　ベッドサイドに腰掛けた令嬢が、沈痛な面持ちでゼニスの顔を覗き込む。

　泣き出しそうな彼女に微笑ほほえみかけ、ゼニスはその頰ほおをそっと撫なでた。

「……なんか変な感じだな、こういうのって。〝寝起き〟なのか、それとも〝睡眠中〟なのか──」

　ここは夢の中である。ゼニスの体は間違いなく眠っている。

　それでいて、感触は実体とまったく変わらない。

　つまりは夢の中で目覚め、なおも夢の中にいる。

　目の前の美しい令嬢、メアリーローズは、その細い指でゼニスが伸ばした腕をそっと撫で回した。

『……すまぬ。わらわが不ふ甲が斐いないばかりに、モーベインを死なせてしまった──』

[image: ]

　その言い様に、ゼニスは眉まゆをひそめた。

「君に落ち度はないだろう。牛ぎゆう頭とうの一撃から俺おれを守ってくれた。その直前には、ナターシャさんだって……むしろ俺が、あんなタイミングで動けなくなったから……」

　言い掛けて、ゼニスは口を噤つぐむ。

　メアリーローズが気に病んでいるのは、まさにそのことだった。

『わらわが……わらわの加護がもっと強ければ、そなたはまだ動けたはずじゃ。あの牛頭の一撃で、瘴しよう気きにあてられたのは──わらわが弱かったせいじゃ』

「違うよ、メアリーローズ──それは違う」

　ゼニスはゆっくりと半身を起こした。

　彼女は〝盾たて〟である。誰だれかを守ることが彼女の誇りであり──「守れない」ことは、屈くつ辱じよくであると同時に、存在意義の喪そう失しつでさえあった。

　人一倍に誇り高い彼女にとって、契約者の家族にも等しい者を守れなかったことは大きな傷となってしまう。

　ゼニスにはその認識が欠けていた。アイギスは時に、人よりも繊せん細さいな精神性を見せる。

　肩を震ふるわせるメアリーローズに、ゼニスはそっと寄り添った。

「……誰のせいでもない。モーベイン隊長は、自分の意志で、戦って死ぬことを選んだ。俺だってわかっているんだ、そんなこと……あの人は、前から──戦って死にたがっていた」

　ゼニスは、モーベインのその思いを理解していた。

　決して賛意はない。ただ、弟子に近い立場として嫌いやでも理解はできてしまう。

　自分の指揮の下もとで多くの戦友と部下達を失い、その上で自分はのうのうと生きている──彼は常に、そのことへの罪悪感を抱かかえていた。

　モーベインのこの感覚は、おそらくは間違っている。

　戦って死んだ狩しゆ猟りよう兵へい達の多くは、その死をモーベインのせいだなどとは考えていなかったはずだし、彼の指揮が大きく間違っていたわけでもない。むしろ他ほかの指揮官であれば、街はとうの昔に滅んでいた可能性さえある。

　彼らが死んだのは、あくまで街を守った結果であり、そのことに罪悪感を覚えるなど彼らの誇りを汚すにも等しい。

　ただ──仮に理屈でそうわかっていても、感情では整理しきれない部分がある。

　ゼニス自身、決して死にたいわけではないが、どうせ死ぬならば、かつての戦友達のように街のために戦って死にたい。

　見方を変えれば、それは〝無む駄だ死じにはしたくない〟という願望の裏返しでもあった。

　死にたがっている人間を、止めることは難しい。

　一時的には助けられても、その願望が根深ければ根深いほど、いずれは抑えが利きかなくなる。

　牛頭の狂戦士──変わり果てた旧友、アステリオとの邂かい逅こうは、モーベインにとってその格好のきっかけになってしまった。

　──そこまで読み切っていてなお、ゼニスはモーベインを止められなかった。

　そんな自分に腹が立つことはあれど、メアリーローズが気に病むようなことは何一つない。

　日ひ頃ごろは触れることさえ叶かなわない彼女をぎゅっと抱だき締め、ゼニスはその耳元で囁ささやいた。

「……落ち着いてくれ、メアリーローズ。モーベイン隊長は、自分の意地を通しただけだ」

　腕の中で、メアリーローズがかすかに震ふるえた。

「──君が全力を尽くしてくれたことは、俺おれが一番よく知っている。君が守ってくれたからこそ、俺もナターシャさんも無事だったんだ。ありがとう──それから、不安にさせてごめん。不ふ甲が斐いないのは俺のほうだ」

　アイギスのメアリーローズばかりでなく、フラーメや仲間達にも心配をさせてしまっている。

　しばらくしてゼニスが腕を解ほどくと、メアリーローズは頰ほおを染め、惚ほうけたような顔でくったりと脱力していた。

『……あのな、ゼニス……』

「ん？　なんだ？」

『……泣きついたわらわが言うことでもないが、そなたはそろそろ女の扱あつかい方を真ま面じ目めに考えぬと……いずれ刺されるぞ？』

　聞き流してはいけない類たぐいの助言にも思えたが、ゼニスはあえて聞き流すことにした。

　メアリーローズは熱を帯びた眸めのままで力なく微笑ほほえむ。

『……モーベインの死を受け止めるには、わらわもまだ時間がかかりそうじゃ。だが、わらわにはそなたがいる──そのそなたが倒れては元も子もない。今は眠るが良いぞ、我が契約者……フラーメも気にしておった通り、そなたには無理にでも休息が必要じゃ』

　細い指で肩を押され、ゼニスはそっと寝台に寝かしつけられた。

「いや、何も夢の中でまで寝なくても……」

『夢を見ている間は、どうしても眠りが浅い。わらわのことは気にせず、ゆっくりと休め──なんなら添い寝をしてやろうか？』

　くすくすと婉えん然ぜんたる笑みを見せ、メアリーローズがゼニスの頰を撫なでた。

　無礼を承知で、ゼニスはつい頰をひきつらせる。

「心こころ遣づかいはありがたいけど、それこそ眠るどころじゃなくなりそうで……」

『ふむ。寝不足で理性が弱い今ならば、逆に狙ねらい目かとも思ったが』

　どうやらいつもの彼女に戻ったらしい。見た目よりも素直で、なおかつ単純な性格ではある。

『……また悪夢の沼ぬまに沈むようなら、わらわが引き上げてやる。安心して眠るが良い』

　子こ守もり唄うたのように優やさしいその声を聞きながら、ゼニスは夢の中で眼めを閉じた。

　意識が途切れる直前。

　寝台の隣となりがほのかに温かくなったような気がしたのは、あくまで気のせいだと思いたい。

　その夜、彼は一度も悪夢を見なかった。
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　朝も早くから、ヴィオレッタは隊長室にて、各街から返ってきた書簡に眼めを通していた。

　ゼニスがナターシャの街へ旅立つ直前に、各地へ送った書簡──それに対する返信の一部である。

　まだ返信がない街もいくつかある。また、書簡をやりとりする余裕もなくこの短期間のうちに滅んでしまった街もある。

　ただ、返信のあった街に限っていえば、〝蝕しよくの監視網の構築〟については前向きな返答を得られた。

　出で稼かせぎ中の狩しゆ猟りよう兵へいの呼び戻しについては、ゼニスの目もく論ろ見み通り、「しばらく状況を見てから」という方針に落ち着いているが、それでも久しぶりの里帰りと書簡を運ぶ目的も兼ねて、数人が戻ってきている。

　モーベインの弔とむらい酒とばかりに、酒場も連日、しめやかながら繁はん盛じようしている。明日は我が身の不安を紛まぎらわそうという者もいるだろうが、表向き、街に大きな混乱は起きておらず、各所の解体工事も順調に進んでいた。

　執務室の前に、ふと客が訪れる。

「……ヴィオレッタ、おはよう。こんな早くから仕事？」

　包帯が目立つ姿でそこに立っていたのは、ようやく動けるようになったばかりのナターシャだった。

　彼女もゼニス同様、蝕の瘴しよう気きを受けてしばらくは戦闘不能に陥おちいっていたが、瘴気云うん々ぬん以前に激戦による疲労も激しく、自身の街の避難民との合流も先送りになっていた。

「ナターシャか。バージルから来た連絡の件か？　避難民はほぼ無事だ。ご高齢の数人が、旅の途中に亡なくなったそうだが……治療所に伝えさせたのが全文だ。あれ以上のことはこちらも把は握あくしていないぞ」

「ああ、それはわかっている。ありがとう──ええと、ゼニスはいるかな？」

　街に着いてすぐ治療所暮らしとなったナターシャは、彼とはあまり話していないらしい。

　──道中のことは聞いている。

　モーベインを助けに行こうとしたナターシャを、彼女の部下と三姉妹達が力ずくで止めたらしい。

　意外にも、ゼニスもナターシャを止める側だったと聞く。

　牛ぎゆう頭とうの一撃をまともに受けて体が動かなかったにせよ、その冷静な判断は意外だった。

　そして一行が揉もめている間、他ほかの蝕の追撃はレイヴンとエカルがほぼ止めていた。

　吊つり橋を落として追撃を遮さえぎった後は、ナターシャもおとなしくなったらしい。

　生還した今は、互いに少しばかり気まずいものがありそうだった。

「ゼニスなら仮眠室で眠らせている。ここ数日、まともに眠っていなかったようでな。さすがに危ないということになって、一服盛らせた。昨日の夜からだから……そろそろ起きてもいい頃ころだが、用があるなら起こすか？」

「いや、いい。たいしたことじゃないから、またいずれ──本当はね、お詫わびに来たんだよ。モーベインさんの件で」

　ナターシャの言葉に、ヴィオレッタはわざと軽い素振りで肩をすくめてみせた。

「それは不要だ。戦況を聞く限り、貴方あなたが詫びるべきことは特にない。囮おとりがゼニス達だけだったら撤てつ退たいできたかどうかも怪しいし、むしろ感謝している」

　アガーテからの報告では、蝕しよくの追撃は激しく、ナターシャや部下達がいなければ途中でトーチを破壊されていた可能性が高い。

　彼女の部下には治療と回復を得手とする槌つち兵へいもおり、生き残った彼も橋を落としたと同時に失神するほどの奮闘ぶりだったらしい。

　そもそも、たった十数人であの大群の囮役を務めたこと自体に無理がある。

　街の設備は破壊されて壊滅状態だろうが、人的被害が狩しゆ猟りよう兵へい数名で済んだことは奇跡的といえた。

　ナターシャが唇くちびるを嚙かむ。

「……我々のために、そちらのモーベイン氏を失い、軍師殿や三姉妹、レイヴンという少年兵まで危険に晒さらした。その点は詫びないと……」

　ヴィオレッタはこの続きを手で制した。先さき程ほどよりは、制止の態度を幾分か強める。

「ちょっと待ってくれ。囮はうちのゼニスが自身の判断でしたことだ。貴方が依頼したわけではないだろう？　モーベインさんも……気にするな、と言っても無理だろうが、本人は覚悟の上だったはずだ。しばらく前、隊商が蝕に包囲された時に拾った命を、今回使ったに過ぎん」

　本心からの言葉ではない。

　拾った命ならばなおのこと、大切にして欲しいところだったが、ナターシャにそんな愚ぐ痴ちをこぼしたところで始まらない。いずれあの世で再会したら、せいぜい嫌いやみを言ってやろうとは思っている。

　まだ何か言いたげなナターシャを一いち瞥べつし、ヴィオレッタは深々と嘆たん息そくした。

「……私が貴方を責めないのは、貴方が貴方なりに、自分の責任を果たしてきたと知っているからだ。そして、モーベインさんも……彼は自分の責任において、狩猟兵としてやるべきことをした。正直なところ、その判断について全面的に賛同できるわけではないが、少なくとも貴方のせいじゃない。もしも彼の遺志を受け継ぐつもりがあるなら──お互いにこの話はこれまでにして、ここから先のことを考えよう」

　殊こと更さらに冷静な口調は、自分自身に言い聞かせる目的もある。

　死者を悼いたむことに否いなやはないが、指揮官が、そして現場の狩しゆ猟りよう兵へい達が、そのために歩みを止めるわけにはいかない。

　ゼニスのように不器用な逃避行動で無茶な働き方をするのも考え物だが、そこは彼の性格ゆえである。

「しかし、そうはいっても……」

　困惑を隠せないナターシャに、ヴィオレッタはあえて微笑を向けた。

「言いたいことはわかる。〝自分がもっとしっかりしていれば、彼や部下達を死なせずに済んだ〟──か？　だが、部下達はともかく、モーベインさんの死はむしろ……けじめというか、おそらくは本人の衝しよう動どうの結果だろう」

　ナターシャが目め許もとを歪ゆがめた。

「……モーベインさんが、死にたがっていたとでも？」

　ヴィオレッタは首を横に振る。

「単に死にたいというよりは……〝無む駄だ死じにはしたくない〟という感覚かな。どうせいずれ死ぬのなら、戦えるうちに戦って、何かを守りながら死にたい──そういう感覚は理解できる。あの人は、仲間の死に間近で立ち会いすぎた」

　ヴィオレッタやゼニスはモーベインの弟子である。それゆえに、師のそうした想おもいを常に間近で感じてきた。

　今回のことは、決して突発的な悲劇ではない。いずれこうなることも予想はしていた。

　二人が沈黙のまま顔を見合わせる隊長室へ、狩猟兵のリムリールが駆け込んできた。

「隊長！　クリアラの索敵班から狼煙のろしが上がりました！　例の大群が、こちらに向かって……！」

「……やはり来たか」

　この付近の他ほかの街は、ナターシャの街が撤てつ退たいさせられた時点で多くが他の土地へ逃げ出した。

　ヴィオレッタの街も住民の避難準備中であり、既すでに先遣隊が出て、二、三日のうちには大多数が出発する予定となっている。

　蝕しよくもそこまでは待ってくれなかったらしい。

　鍛か冶じ場ばなど重要施設の解体は既に済んでおり、いつでも搬はん出しゆつを開始できる。民家などはまだ作業中だが、ある程度は捨てていくことも覚悟していた。

　問題は移住先で、見つかっている骸むくろは現在の街よりも更に土地が枯れている。こればかりは一時的な避難先と割り切るしかないが、そもそも蝕の大群をどうにかしない限り、そこさえ安住の地にはなり得ない。

「蝕との距離はわかるか？」

「夜のうちに接近していたようで、既にかなり近いと──住民の避難が間に合えばいいんですが、あまり猶ゆう予よはないと思います」

　報告を続けるリムリールの声がわずかに上うわ擦ずった。

　ナターシャの街に比べれば住民の数自体が少なめとはいえ、それでも大移動になる。追撃を受ければ守りきれない。

（ナターシャの街と同様、囮おとり部隊が必要になるか──）

　幸いにも、地の利がある。

「リムリール、ゼニスを起こしてこい。作戦会議だ。ナターシャ、貴方あなたも暇ひまなら同席してくれ」

　避難民を先導する部隊にも戦力が欲しい。了承さえとれれば、ナターシャとその部下達にはそこに加わってもらうつもりだった。

　まさか他ほかの街の人間である彼女達に、囮や最後尾は任せられない。モーベインの死に責任を感じて自棄やけを起こす可能性さえある。

　リムリールが退室してからさほど間をおかずに、寝起きのゼニスが駆け込んできた。

「隊長！　蝕しよくが来たって……！　……あれ？　ナターシャさん？」

　彼の顔からは、すっかり疲れが抜けていた。

　街への帰還直後から、ゼニスはバージルを盟主とした蝕殲せん滅めつ策さくの検討をはじめ、その提案内容を書簡に記して諸方へ送りつけていた。

　その作業と並行して、住民の避難準備や先遣隊への指示、非常用の物資の管理などをそつなくこなし、通常の事務仕事まで済ませている。

　隊長たるヴィオレッタも遊んでいたわけではなく、索敵班への指示や日常的な業務をこなしてはいたが、絶対的な仕事量では及びもつかない。

　ゼニスの集中力と根気は、もはや病的といっていい。世間は三姉妹の常じよう軌きを逸いつした戦闘力に眼めを向けがちだが、異常さという点ではゼニスに軍配があがる。

　そんな異常性を気配すら漂ただよわせず、彼は吞のん気きな顔でナターシャに会え釈しやくをした。

「あまり見舞いにも行けず、すみません。ナターシャさん、もう傷の具合はいいんですか？」

　ナターシャが戸惑いがちに頷うなずいた。

「ああ、おかげさまでね──もう少しじっくりと話をしたいけれど、こんな事態だ。すぐに作戦会議へ移ろうか。ヴィオレッタ、囮が必要なら、今度は私達が……」

　ナターシャがそう言い出すことはわかり切っていた。

　ヴィオレッタは断固たる口調でこれを制止する。

「ナターシャ、貴方達には避難民の先導を頼みたい。道案内の兵だけでは護衛の戦力が足りないんだ。それに囮役は、我々でなければならない事情がある──〝崖がけ地ちでの引き上げ訓練〟なんて、そっちではやっていないだろう？」

　ナターシャが口を噤つぐみ、その隣となりでゼニスが頷いた。

「以前にモーベインさんを救出した時と同じですね。囮部隊で渓けい谷こくに蝕を誘導し、別働隊が上から引き上げる──これなら少ない戦力で効率的に時間を稼かせげます。引き上げ地点も、訓練通りでいけそうです」

　机き上じように地図を広げ、ゼニスが素早く作戦の要点を確認していく。

　こうした事態を想定し、街の狩しゆ猟りよう兵へい達は日ひ頃ごろから訓練を重ねてきた。

　先日のナターシャの街からの撤てつ退たい戦せんに比べれば、囮おとり部隊にかかる負担も少なく成功率は高い。

「囮部隊の指揮はロゼさんとクリアラ達に頼むつもりです。俺おれがやってもいいんですが、蝕しよくの別働隊が出てくる可能性もあるので、いざという時は臨機応変に動ける態勢をとれればと──」

　ヴィオレッタは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「それがいいだろう。何、渓けい谷こくに誘い込むまでの短い距離だ。ロゼ達なら問題ない。三姉妹はどちらにつける？」

「彼女達は引き上げ班に回します。レイヴンもですね。伏兵に遭あおうが不測の事態があろうが、引き上げ班は確実に時間通りに待機していないと、囮部隊を救出できませんし……もし囮部隊の消しよう耗もうが激しかったり、蝕があまりに近すぎる場合には、引き上げ時に一時降下して周辺を一掃する必要が出てきます。そのためにも、三姉妹は引き上げ時まで体力を温存させておこうと思います」

　囮部隊は、極端なことを言えば逃げ足さえ速ければいい。

　最も理想的な流れは、予あらかじめ崖がけ下したにロープを垂らしておき、囮部隊の面々がそれに摑つかまったところで引っ張り上げるという単純なものだった。

　その場合は降下の危険を冒す必要もなく、三姉妹の出番もない。

　ただし、囮部隊に自力でロープに摑まれない負傷者などが発生した場合は、状況に応じて動きを変える必要がある。

　そしてもっとも危険視すべきなのは、崖の上に蝕の別働隊が現れ、引き上げ班が壊走させられる事態だった。

　こうなると囮部隊も逃げ場を失い、揃そろって全滅するしかない。

　囮部隊に戦力を割さきたいのは山々だが、むしろ引き上げ班の戦力を優先して確保する必要がある。

「引き上げ班は、俺と三姉妹とレイヴンと、後は作業の補助要員を五人ほど借ります。隊長は避難民の最後尾をお願いします。俺達も囮部隊を回収したら、すぐに追いかけて合流しますから」

　一服盛ってでも強制的に眠らせたのは、どうやら正解だったらしい。ゼニスの眸めからは、昨日までの陰が消えていた。

「よし、わかった──そういうことだ、ナターシャ。避難民の先頭付近の護衛について、頼まれてくれないか？　聞いての通り、こっちの戦力にもあまり余裕がない」

「すみませんが、お願いします。探索班の仲間達まで負傷中なもので、本当に手が足りなくて……」

　ナターシャが嘆たん息そく混じりに頷うなずいた。

「わかった、わかったよ。もちろん協力する。こっちが受けた借りを返すには足りないだろうけど、全力で護衛にあたらせてもらう」

　彼女も一つの街を率いる立場である。理屈で納なつ得とくさせてしまえば、後は安心して任せられる。

「すまないな。だが、安全な任務ではないから用心してくれ。火事場泥棒はどこにでもいる。盗とう賊ぞくが襲おそってくる可能性もそれなりに高い」

「……ああ。了解した。じゃ、先に行くよ」

　ナターシャは少年のようにがりがりと頭を搔かきながら、隊長室を出て行った。

　その頃ころになると、住民への避難指示も伝わり、隊舎の周辺が騒がしくなってきた。

　地図の上で策の詳細を詰めながら、ヴィオレッタは弟分のような軍師の横顔を盗み見る。

　隊の女性陣はその多くが、彼に一ひと方かたならぬ信頼と好意を寄せていた。

　その理由は様々だろうが、恋愛感情を抜きにすれば、ヴィオレッタもまた彼には全ぜん幅ぷくの信頼をおいている。

　ただ、その眼めの色は理性的ながら、どこか底が知れない。味方としては頼もしい反面、たまに不安を煽あおられる。

（こいつは……やはり、モーベインさんと似ているか）

　面相ではなく、考え方や行動が似ている。

　いつか死ぬことも厭いとわない無茶をしそうで怖いが、少なくとも今は、その時ではないと信じたい。

「……隊長？　大だい丈じよう夫ぶですよ、ロゼさんは酒さえ入っていなければ頼れますから。クリアラやリムリールも実力はありますし、撤てつ退たい戦せんなら彼女達の賢かしこさと機転が生きます。フラーメやエカルは、攻めるのは得意なんですがどうも逃げ方が危うくて……」

　軍師はヴィオレッタの不安を敏びん感かんに察したようだが、少しばかり的を外していた。

　そんな彼の頭を軽く小突き、ヴィオレッタは真顔で叱しかる。

「危ういのはお前もだ。モーベインさんがいない今、歯止め役は私とアガーテとフラーメとロゼとクリアラと……ん。意外にいたな。とりあえず、誰だれかに止められたら言うことを聞け。拒否権は認めんからな」

「……拒否権なしって……なんかこう、ドラペット並の扱いになってません……？」

　ささやかな不満を漏もらしつつも、ゼニスはこの忠告そのものには特に反はん駁ばくしなかった。
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　渓けい谷こくを見下ろす崖がけの上で、ゼニス達は囮おとり部隊の引き上げに備え待機していた。

　街では既すでに、ナターシャ達の先導によって住民の避難が始まっている。

　そして避難民の最後尾には、隊長のヴィオレッタ達がつく。こちらも蝕しよくの追撃がない限り問題はない。

　囮おとり部隊には、年長者のロゼや機転の利きくクリアラをはじめ、優秀な狩しゆ猟りよう兵へいが揃そろっている。

　純粋な戦闘力では三姉妹に及ばずとも、彼女達は任務に誠実で、訓練に対しても真しん摯しだった。

　トーチを引く台車も荒れ地や斜面を想定した悪路仕様、運うん搬ぱん用のドラペットにも足の速い個体を選んだため、よほど相手が速くない限りはそうそう追いつかれない。

　現有戦力の範囲で、最適な人員配置をしたという自負はある。

　だが、それでも──

　圧倒的な数を誇る蝕の軍勢を前に、ゼニス達は「逃げる」という方法しか選べない。

　今回の策も、結局は〝住民を守るための逃げ方〟に過ぎず、蝕の軍勢に追い立てられる日々は終わらない。

　崖がけ下したを凝ぎよう視しするゼニスの隣となりで、フラーメが小声に囁ささやいた。

「……ゼニス？　ロゼさん達なら大だい丈じよう夫ぶだよ。私達の撤てつ退たい戦せんと違って、待ち伏せしてからの牽けん引いんだし……街も視界に入っていないから、みんな囮のトーチに食いつくはず」

　ナターシャの街では、避難民に随ずい行こうするトーチや街の撃げき鱗りんが近くにあったため、一部の敵がゼニス達を無視して別方向へ行ってしまった。もしナターシャ達が控えていなければ、避難民に被害が出ていたことは疑いない。

　今回は、街がまだ彼らの視界に入っていない。それはつまり、敵が囮に食いつきやすいという意味でもある。

「そうだな……たぶん、大丈夫だろう。ただ……囮に食いつく前の段階で、既に別働隊が分かれている可能性は高い。大群をこっちに寄せ付けた後は、早く街に戻って隊長と合流しないとな」

　ゼニス達の眼下の渓けい谷こくは、以前にモーベインの隊商を助けた場所よりもかなり街に近かった。

　距離的にはほぼ目と鼻の先と言っていいが、ここは切り立った断だん崖がいに囲まれた袋ふくろ小路こうじとなっている。

　付近にある巨大な滝たきによって削けずられてできた地形であり、渓谷から崖の上へと上がる近道などは存在しない。この眼下の谷底からヴィオレッタの街へ向かうためには、谷底からロープで引き上げるか、あるいは来た道を延々と引き返し渓谷の入り口付近まで戻る必要があった。

　初見の隊商や旅人には極めて不評だが、蝕相手の時間稼かせぎにはもってこいの地形といえる。

　仲間を待つゼニスとフラーメの傍そばへ、ドラペットのクロがとてとてと駆け寄ってきた。




【　準備完了だそーです　】




　抱かかえた黒板に、白はく墨ぼくの文字が躍っている。

　引き上げ用の滑車とロープの設置が終わったらしい。ロープを引く運うん搬ぱん用のドラペット達も、所定の位置で止まっていた。

　ゼニスは報告に来たクロの頭を撫なで、腕に抱え上げる。

　当初、クロについては職人のカーディに預け、先に避難させるつもりだったが、クロは自らこれを拒絶した。

　その理由は【　モフられ要員　】とのことで、今一つゼニスには意味がわからなかったが、決意は固いらしい。エカルラーテだけは何故なぜかやたらと納なつ得とくしていた。

　無表情ながら上機嫌のクロを適当にあやしながら、ゼニスは台車の傍そばに佇たたずむレイヴンを呼ぶ。

「レイヴン、それにルーナも……君らは大だい丈じよう夫ぶか？　モーベイン隊長とは、雇やとわれてすぐの短い付き合いだったとは思うけど──」

　ここ数日、ゼニスも仕事に逃避していたため、彼らと会話する機会がほとんどなかった。

　レイヴンが神妙に頷うなずく。

　その隣となりで、アイギスのルーナも眼めを伏せた。

『……はい。モーベイン氏は立派な方でした。御ご覧らんの通り、レイヴンは少し誤解されやすい性格なもので、雇い主との折り合いも難しくて……でも、彼はそんな私達をきちんと扱あつかってくれました。特に賃金の交こう渉しようをしなくても、相場通りに契約してくださったり──街の皆様を無事、避難させることが、せめてもの弔とむらいになればと思います』

　生き真ま面じ目めな言葉に真情をこもらせて、ルーナは祈るような形に指を組んだ。

　こうしたしおらしい姿はいかにも聖女そのものだが、いかんせん、ゼニスはその他ほかの顔も垣かい間ま見ている。

　レイヴンを囮おとり部隊に回さなかったのには、彼女が〝他の女をレイヴンに近づけるな〟と告げたことも影えい響きようしていた。

　将来的に配はい慮りよし続けるかどうかは怪しいが、戦力が少しでも多く必要な今、あえて彼女の機嫌を損ねるような真似まねはしたくない。アイギスの精神状態は戦闘力にも直結する。彼女とレイヴンは充分に強いが、その力を最大限に引き出すには、おそらく今後も相応の配慮が必要だった。

「レイヴン、これはモーベイン隊長とも相談していたことなんだけれど……もしよかったら、この件が済んだ後、うちの街の狩しゆ猟りよう兵へいにならないか？　君達は腰を落ち着ける先を探していると聞いた。うちは給料こそ安いけど、その他の待遇ではいろいろ融ゆう通ずうを利きかせられると思う。ぜひ考えておいてくれ」

　ゼニスには、レイヴンが他人とは思えない。蝕しよくに襲おそわれた街の生き残りで、それまでの記憶を失っているという共通項もある。

　過去のゼニスには、モーベインやカーディ、ヴィオレッタといった庇ひ護ご者しやがいてくれた。

　彼にもこれから、それに類する誰だれかが必要だと思う。

　あるいはモーベインも、その役をゼニスに託すつもりで、レイヴンを雇やとい入れたのかもしれない。

　この勧誘にルーナが微笑ほほえんだ。

『ありがとうございます──レイヴン、お言葉に甘えましょうか？』

　レイヴンが無言で頷うなずいた。

　日常生活においては、彼は基本的にルーナの意見を優先的に聞いているらしい。むしろ彼女のこと以外は、あまり気にしていない節さえある。

　それでいて戦闘となると、ルーナが止めても危険な場所へ突っ込んでいく。

　生活や対人関係において無気力になり、戦闘にのみ積極的になる──

　それは侵しん蝕しよくを受けた者によく見られる典型的な症状だが、アイギスが世話女房的な役割を果たしているケースはさすがに珍しい。

　ゼニス達の会話を聞きながら、その腕に抱かかえられたクロがひっそりと黒板に文字を綴つづった。




【　（給料の）安さの限界に挑戦　】




「……してないからな？　そこまで酷ひどくないぞ？　まあ、移住先があんまり酷い土地だと、先行き怪しくなるけど……」

　肩口に現れたメアリーローズが、くすくすと優ゆう雅がに笑った。

『仮に大金を得たところで、死んでしまっては元も子もないしのう。その点、堅実な指揮官と真ま面じ目めな軍師、それに緋ひ色いろの三姉妹までおるこの街は、余所よそよりは安全やもしれぬぞ？』

「そう願いたい限りだ。さしあたって……目の前の危機が見えてきたな」

　渓けい谷こくに、蝕しよくの大群がたてる地じ響ひびきのような足音が反はん響きようしはじめた。

　やがて曲がりくねった谷底の一いち隅ぐうに、囮おとり部隊のトーチが現れる。

　小型の望遠鏡を覗のぞき込み、ゼニスはひとまず安あん堵どする。

　大群を背後に食いつかせ、狩しゆ猟りよう兵へい達は台車の速度に合わせた見事な撤てつ退たい戦せんを見せていた。

「ロゼさん達は無事だな。全員、ちゃんといる」

　アガーテが横から手を出した。

「ゼニス、ちょっと望遠鏡、貸してくれる？　……わお。さすが、みんな頑張ってるわね。出撃前に発はつ破ぱかけた甲か斐いがあったかも」

「発破？　何か言ったのか？」

　アガーテがにっこりと微笑んだ。

「うん。全員生還したら、お祝いにもれなく〝ゼニスになんでも命令できる券・二時間分〟を発行するって言ったら、みんな眼めの色変えちゃった──人気者ね？」

　比ひ喩ゆではなく背筋がぞっとした。

　隣となりでフラーメまでもが血相を変える。

「……姉さん？　それ、こっちにも出るよね？」

「えー？　どうかしら？　頑張った子専用のご褒ほう美びだし……」

　わざとらしく考え込むアガーテの肩を摑つかみ、フラーメが真顔に転じた。

「……お願い。本気で」

「…………一応、制限はかけるわよ？　人前でできないことはダメだからね？」

　必死すぎる妹の姿がさすがに哀あわれになったのか、アガーテがフラーメの頭をぽんぽんと撫なで回した。

　姉妹の微笑ほほえましいやりとりが、ゼニスにはまったく笑えない。

「その前に俺おれの同意とかは……ああ、拒否権ないってこういうことか……」

　隊長のヴィオレッタに言われた拒否権云うん々ぬんとは意味合いが違うものの、抵抗すればより酷ひどい事態へ陥おちいることは目に見えていた。

　脱力するゼニスに、エカルラーテが飛びつく。

「じゃ、お風呂は!?　お風呂に一緒に入るのはいいよね？　隊舎ならみんなと一緒でも普通に入れるよ」

　アガーテが指先を口に添えて考え込む。

「……うーん、そうねぇ──うん、それくらいならいいかな？」

「いいわけあるか！　却下だ、却下。泉いずみかどっかで、水着着用で水遊びくらいにしてくれよ……」

　それもできれば遠えん慮りよしたいが、あまり敷しき居いを上げると別方向に厄やつ介かいな要求をされかねない。

　アガーテが深々と嘆たん息そくした。

「堅かた物ぶつねー？　減るもんじゃないのに」

「すり減っていく俺の神経は、消しよう耗もう品ひん扱あつかいで頼む」

　囮おとり部隊の無事に安あん堵どしたのか、長女と三女の口は軽やかだった。ただ、フラーメは逆に明らかな闘志をみなぎらせている。

「フラーメ、落ち着け──妙な券なんかなくても、無事に片づいたら多少のことはするから。今は目の前の任務に集中な？」

　他ほかの面々と違って、彼女ならばそうそう無理を言うこともない。

「う……うん。じゃあ……何か考えとくね」

　赤面して頷うなずくフラーメを見て、ゼニスにしなだれかかったメアリーローズが不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

『……のう、アガーテ。その券、わらわは貰もらえるのかのう……？』

「券に触れないから現物の手渡しは無理だけど、権利は発生するんじゃない？」

　ゼニスは聞かなかったことにして、再び望遠鏡に意識を集中させた。

　改めて見ると、同どう僚りよう達の奮戦ぶりは頼もしい反面、どこか嬉き々きとしているように見えて暗あん澹たんたる心持ちになる。

（……まぁ、そんなことでやる気を出してくれるのはありがたいけど……なんだかなぁ……）

　単純にもてているというよりは、もはや景品扱あつかいのような気がしないでもない。娯ご楽らくが少ない環境だけに、恋愛沙ざ汰たもちょうどいい刺激なのだろうが、街の将来に漠ばく然ぜんとした不安を覚える。

（……とはいえその不安も──肝かん心じんの〝将来〟があってこそか）

　今後の蝕しよくの動き次第では、街の存続さえ危うい。この場は逃れても、相手を倒さない限りはいずれ追いつめられる時が来る。

　渓けい谷こくを駆けてくる囮おとり部隊の面々が、崖がけ上うえのゼニス達に気づいて合図を寄よ越こした。

　その向こう側には、狭い渓谷の道を埋め尽くすかのごとき蝕の大群が満ちている。

　その身から立ち上る黒い瘴しよう気きが、たちまち谷底を埋めていき、赤土の大地は黒く霞かすんで見えはじめた。

　文字通り雲うん霞かのごとき黒い侵しん蝕しよくに、ゼニスは知らず知らず憎ぞう悪おで歯を食いしばる。

　そんなゼニスとは裏腹に、アガーテは上機嫌で眼めを細めた。

「怪け我が人にんもいないみたい。私達が降下する必要はなさそうね。このまま引き上げれば……」

　背後に控えた作業補助の兵達が、不意にざわめいた。

「ゼ、ゼニス！　こっちからも来たぞ……！」

　付き合いの長い年長の兵が慌あわてた声で叫ぶ。

　咄とつ嗟さに振り返ったゼニスは、視界の一いち隅ぐうに黒い瘴気の群れを見み咎とがめた。

　ある程度は予想していた事態とはいえ、思わず舌打ちが漏もれる。斜面と山陰に隠れて、気づくのが少々遅れた。

「くっ……やっぱり分かれていたか──」

　眼下の大群からはぐれたと思おぼしき一部の蝕が、渓谷沿いの道を越え、ゼニス達に近づきつつある。

　まだいくらか距離はあるものの、おそらくは囮部隊を引き上げる前に接触してしまう。

　隣となりでアガーテも顔つきを改めた。

「……やっぱり来ちゃったわね、出番──予測通りなんだから落ち着いていきましょう。当たって欲しくない予測ではあったけれど」

　重い溜ため息いき混じりに頷うなずいて、ゼニスは指揮に移る。

「囮部隊の回収を済ませるまで、ドラペット達はここから動かせない。アガーテはこのまま下の敵を狙ねらい撃って、みんなの回収の援護を頼む。レイヴンとフラーメは俺おれと来い。引き上げ完了まで、あの蝕がここに来ないよう迎え撃つ。エカルは、俺達の間を抜けてくる敵に備えてトーチと他ほかの兵を守ってくれ。なるべく近寄らせないつもりだけど──」

　望遠鏡で蝕しよくの別働隊を確認したゼニスは、舌打ちを堪こらえきれない。

　新たに現れた蝕の一群は、せいぜい百体程度──数としては、眼下の大群にはとても及ばない。

　ただ──その先頭には、見覚えのある〝牛ぎゆう頭とう〟がいた。

　天を突くかの如ごとき勇ゆう壮そうな二つの角つのをいからせ、その狂戦士は巨大な戦せん斧ぷを掲げている。

「……モーベイン隊長のリベンジ、か。まさかこんなに早く──」

　独り言には剣けん吞のんな響ひびきが混ざった。

　モーベインはゼニス達を逃がすため、牛頭を道連れに斜面を転がり落ちた。

　状況からして死んだことは間違いない。ただ、死ぬ前に牛頭を倒したのか、それとも負けたのか──そこは曖あい昧まいなままだった。

　哀かなしい現実を前に、ゼニスはつい身を硬くする。その腕を、フラーメがぎゅっと摑つかんだ。

「……ゼニス。私達でモーベインさんの仇かたきをとろう。あの牛頭だけは、絶対に……！」

　今日は三姉妹も疲ひ弊へいしていない。

　アガーテが珍しく声に力を込めた。

「仇討ちがどうこう以前に、あれを放置しておくと被害が広がるばかりだものね。しかも中身が〝アステリオ〟なんて有名人なら、士気にも影えい響きようしかねない──本隊から外れているのは好都合だわ。ここで仕留めるべきよ」

　冷静に見定めて、牛頭の狂戦士、〝アステリオ〟の腕は、そこらの狩しゆ猟りよう兵へいを完全に凌りよう駕がしている。

　ナターシャの部下二人が即死に追い込まれたことからもわかる通り、その攻撃を防ぐだけでも至難の業わざだった。

　この場で倒さなければ、被害は更さらに広がる。

「──牛頭はこっちでなんとかする。さっきも言った通り、アガーテは囮おとり部隊の引き上げを優先。それからエカルも、引き上げが終わるまでは、アガーテと協力して、台車と他の兵の護衛に集中しろ。とにかくロゼさん達との合流を確実にな」

　もしも引き上げに手間取ろうものなら、眼下の仲間達はほぼ確実に命を失う。そんな馬ば鹿かげた事態は絶対に避けたい。

「うん！　まっかせてっ！」

　エカルラーテの潑はつ剌らつとした声が、今は頼もしい。

　持ち主達の闘志に応こたえるように、アイギス達もそれぞれに反応を示した。

　フラーメの剣に宿った、赤い旗を振る少女剣士、ガラティーン。

　アガーテの弓に宿った、鎧よろい姿すがたの凜り々りしい弓ゆみ兵へい、ルーブルヴァイン。

　エカルラーテの大剣に宿った、淑しとやかな黒髪の幼女、ファウローラ。

　それぞれの頭上に姿を見せた三人は、活性化したドラゴンロアのほのかな輝きに包まれ檄げきを飛ばす。

『フラーメ、あの牛さんを仕留めたら、ゼニスに何でも要求できるわ。気合いいれてね！』

『……ガラティーン、そういう煽あおり方は……まぁ、いいでしょう。アガーテ、こちらも準備万端、整っています。蝕しよくなどまとめて撃ち抜きましょう』

『哀かなしい時代ですね……蝕に身を堕おとしたかつての人間達と、戦わなければいけないなんて──ところで、エカル……あのね？　女の子は、気軽に男の人と混浴なんてしちゃ駄だ目めですよ……？』

　闘志旺おう盛せいなガラティーン、冷静沈着なルーブルヴァイン、エカルへの教育的指導に腐ふ心しんするファウローラと、三者三様ながらいずれも優秀なアイギスである。

　無論、ゼニスの持つメアリーローズも優秀さでは負けていない。

『──ゼニス、もう先日のような醜しゆう態たいは見せぬ。わらわの加護を信じよ。そなたがどんな攻撃を受けようと、わらわがこの身で弾はじき返してみせようぞ！』

　頼もしい相棒の盾たてに、ゼニスは笑いかけた。

「有り難がたい。でも、大事なお嬢様に頼りっぱなしっていうのも男としてはちょっとな……レイヴン！　君は牛ぎゆう頭とうと二回も戦って生き延びている。また、奴やつの注意を引いてくれるか？」

　レイヴンは即座に無言で頷うなずいたが、その頭上でルーナが慌あわてふためいた。

『ちょ、ちょっと、レイヴン!?　そんな安やす請うけ合いしないで──軍師さんも、私のレイヴンを焚たき付けないでください！　彼が無事なのはただ運が良かっただけで……もちろん腕は確かですけれど、大たい剣けん兵へいはそもそも一対一より一対多数の戦い向きで──！』

　困惑する彼女には悪いが、ゼニスはレイヴンが生き残っている理由を〝運〟などとは微み塵じんも思っていない。

　撤てつ退たい戦せんの折、モーベインが離脱し、ゼニスが倒れ、三姉妹が疲ひ弊へいしきったその後も、彼は立派に戦い続けていた。

　その強さの鍵かぎは剣さばきの巧たくみさにある。

　剣が細身で当人が小柄なせいもあって、彼の動きは一見すると目立たないが、多くの斬ざん撃げきが攻防一体と言って差し支つかえない絶妙な精度を有していた。

　一つの動きで、敵の攻撃を受け流しつつ、そのまま自らの攻撃にもつなげる──そんな達人のように巧みな剣さばきを、気負うことなく当たり前のようにやってのけている。

　その技術はゼニスにも三姉妹にもない独特なもので、なればこそ、牛頭も彼を仕留め切れずにいた。

　その牛頭の狂戦士を中心とした蝕の群れが、ゼニス達に向けて進軍速度を上げる。

　彼らを迎え撃つべく、ゼニス達も前へ出た。

「囮おとり部隊の回収は任せた！　フラーメ、レイヴン、行こう！」

　左右から飛び出した二人に遅れじと、ゼニスも盾たてを前面に押し出し大地を蹴ける。

　人数の不利をひっくり返すに充分な気迫を持って、一行は陽光に刃やいばをかざした。
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「レイヴン、牛ぎゆう頭とうの注意を引いてくれ！　俺おれが隙すきを突く！　フラーメは他ほかの蝕しよくを近づけさせるな！」

　ゼニスの指示に従って、剣けん兵ぺいと大たい剣けん兵へいの二人は、それぞれ舞うような動きで戦いを開始した。

　フラーメの剣、ガラティーンが翻ひるがえるたびに、蝕の兵の体の一部が宙に舞う。

　ある者は首を、ある者は腕を、またある者は胴を断ち切られ、動く屍しかばねから動かぬ屍へあっという間に転じていった。

　奮戦する彼女の頭上で、ガラティーンが高らかに声を張る。

『この火か輪りんの御み旗はたにかけて、蝕ごときに負けはしない！　フラーメ、行きなさい！　遠えん慮りよはいらないわ！』

　勇ゆう壮そうなその声は、戦場に立つ他の兵にまで勇気を与えてくれる。

　そしてレイヴンも、先頭集団にいる牛頭をめがけ、燕つばめのように突っ込んだ。

　一いつ閃せんした刃は濃い瘴しよう気きに阻はばまれたものの、牛頭の戦せん斧ぷもレイヴンを捉とらえられない。

　この小柄な少年兵を〝厄やつ介かいな敵〟と認識したのか、牛頭の狂戦士は彼にしつこく追いすがった。

　勢いづけて振り回される戦斧の斬ざん撃げきを、レイヴンは冷静に刃の背で受け流していく。

　たちまちルーナが泣きそうな声をあげた。

『だ、だからギリギリでかわすのはダメですって……！　やんっ!?　かすった!?　いまかすってましたよ、レイヴン!?　ちゃんと自分の身を守ってください！　私と違って、貴方あなたは生身なんですから……！』

　彼女の甲かん高だかい声は、ただうるさいだけのものではなかった。

　声に合わせた感情の揺らぎが、そのままドラゴンロアの活性化につながっている。

　声が切迫した瞬しゆん間かんの攻撃力、あるいは防御力に、その瞬間だけの強力な加護が加わり、それがレイヴンの技術とあいまって多大な戦果を生んでいた。

（瞬間的な強化だから燃費も良くて、持久力も高い──やっぱり、優秀なアイギスだな）

　性格はさておき、その能力は確かといえる。ただしその性質上、強化が間に合わない程ほどの不意打ちに対しては、殊こと更さらに弱いことも推測できた。

　その弱点を突かれる前に、ゼニスはレイヴンの隣となりから牛頭へ肉にく薄はくする。

　槍やりの穂ほ先さきにドラゴンロアの光を溜ため、踏み込みに全体重と一撃必殺の気迫を込め──ゼニスは、相手を鎧よろいごと貫つらぬく勢いの激げき烈れつな刺し突とつを放った。

　牛ぎゆう頭とうの巨体の中心、鎧よろいの腹部を狙ねらったその一撃は、しかし跳はね上がった戦せん斧ぷによって辛かろうじて阻はばまれる。

（速い……！　攻撃特化型に見えて、ちゃんと防御の技術も──）

　敵ながらその動きに感心しかけたものの、ゼニスはその時、言いしれぬ違和感を覚えていた。

　その正体を確かめる間もなく、レイヴンが再び牛頭に斬きりかかる。

　牛頭は存外に器用な斧おのさばきでその斬ざん撃げきを弾はじき、すかさず反撃を繰り出してきた。

　レイヴンの頭上をかすめた刃やいばは、ルーナの幻げん影えいの身体からだを切り払うようにすり抜けていく。

　ルーナがまた悲鳴をあげた。

『も、もう！　こうなったら早く倒してください！　軍師さん、成功報ほう酬しゆうは覚悟してくださいね！』

　聖女にしては生なま臭ぐさい開き直り方だったが、刀身の輝きは力強く、近くに寄ってきた他ほかの蝕しよくを素早く斬り伏せる程度には勢いもある。

　ゼニスはレイヴンと連携し、牛頭を前後から挟はさんで防戦に追い込んだ。

　フラーメ一人でいつまでも他の蝕の足止めはできない。牛頭をいかに素早く仕留めるか、それによって戦況が左右される。

　警戒すべきは、大振りによる渾こん身しんの一撃──それさえまともに受けなければ、後は鎧の継ぎ目や関節を狙うことで対処できるはずだった。

「レイヴン！　このまま一気に……！　いや、待て！」

　不意にぞくりと悪お寒かんを覚えて、ゼニスは槍やりを止めた。

　──牛頭の動きに、違和感がある。

　その戦い方は、前回までと明らかに違った。

　力任せに突っ込んで、巨大な斧を自在に振り回すのが持ち味だったはずが、今の牛頭は〝隙すきのない構え〟をとっている。

　相手の剣を待ち構え、防御した次の瞬しゆん間かんに激げき烈れつな反撃を加える──

　その構えは、ゼニスにとってあまりに〝見慣れた〟ものだった。

（……こいつっ……！　モーベイン隊長の構えを、盗んだのか!?）

　ゼニス達の見ていない場所で、モーベインは牛頭と戦った。その戦いの流れを見たわけではないが、牛頭が苦戦の末に、モーベインから何かを学び取った可能性は高い。

　そしてその推測は、ゼニスを静かに激怒させる。

（隊長の技を、こんな奴やつに受け継がせるわけにはいかない……！）

　モーベインの剣は、蝕を討ち、人々を守るためのものだった。その技術が人を害するために使われるなど、到とう底てい、容認できない。

　牛頭を、ここで仕留める──その決意も新たに、ゼニスは盾たてごと相手に体当たりを強行した。

　モーベインの構えは、敵の刃を弾いてからの反撃を得手としている。斬撃による線の攻撃、刺し突とつによる点の攻撃はあしらえるが、広い面の攻撃はそうもいかない。

　案の定、牛ぎゆう頭とうはこの体当たりを四し肢しを踏ん張ることで受け止め、その隙すきにレイヴンが無防備な背後を強きよう襲しゆうした。

　蝕しよくの瘴しよう気きに刃やいばを弾はじかれるが、活性化したドラゴンロアは瘴気を相そう殺さいし、少しずつ敵の防御を削けずっていく。

　戦い続けていればいずれは刃が通るはずだが、周囲を蝕に囲まれそうな現状では、悠ゆう長ちように刃を打ち合わせる余裕はない。

　短時間に有効打を重ね、速攻で沈める──

　それがゼニスの狙ねらいであり、レイヴンもその意図を酌くんでいた。

　牛頭が攻撃を加えたレイヴンに向き直り、戦せん斧ぷを横向きに振る。

　今度はゼニスがその背後をとり、渾こん身しんの力を込めて、その首筋をめがけ槍やりを突き入れた。

　これも瘴気に弾かれるが、レイヴンの斬ざん撃げきから続けての強打により、さしもの牛頭も体勢を崩す。

　メアリーローズが声を張った。

『ゼニス！　続けて打て！　こやつ、意外に反応が鈍い！』

　彼女の声に背中を押され、ゼニスは同じ箇か所しよを狙って再び槍を叩たたき込んだ。

　確かに牛頭の動きは鈍のろい。だがその鈍さの中に、ゼニスは不気味な気配を感じてしまう。

（こいつ、何か……狙っている？）

　牛頭は今、ゼニスとレイヴンによって完全に翻ほん弄ろうされているように見えた。

　その態度が逆に、どこかわざとらしい。

　顔の全面を覆おおう牛顔の兜かぶとのせいで、その表情はおろか、視線の向きさえ容易には把は握あくできない。

　そもそも蝕にまともな表情の変化などないはずだが、顔が見えない相手は総じて戦いにくい。

「……レイヴン！　気をつけろ！　こいつ、何か企たくらんでいる！」

　確証をもてないまま、ゼニスは警戒の声をあげた。

　レイヴンからの反応はないが、もとより油断するような性格でもない。

　牛頭の戦斧がゼニスに向く。

　これを盾たての正面で防ぎ、ゼニスは相手の脚あしを槍で突いた。

　同時にレイヴンが牛頭の後頭部を狙う。

　戦斧は──

　襲おそいかかるゼニスとレイヴンを無視し、蝕の兵と戦う〝フラーメ〟の背をめがけて投げつけられた。

「なっ……!?」

　完全に予想を外したその動きに、ゼニスは反応できない。

　フラーメは、ただ斧おのを振っただけでは決して当たらない離れた位置にいた。

　それゆえの油断が致命的な隙すきとなる。

　巨大な戦せん斧ぷがぐるりと数度にわたって回転し、周囲の蝕しよくをも巻き込んで、フラーメの身を中空にはね飛ばした。

　悲鳴を発する余裕すらない。

　辛かろうじて刃やいばの直撃は避けたものの、吹っ飛んだ彼女の肢し体たいは蝕の群れの中へと無防備に沈んだ。

（この牛ぎゆう頭とう……！　俺おれとレイヴンを引きつけて、苦戦するふりをしておいて……フラーメの背中を狙ねらった!?）

　注意を引いているつもりで、ゼニス達は彼の目もく論ろ見みにまんまとはまっていたことになる。

　ゼニス達はそもそも人数が少ない。一人減れば戦術が破は綻たんする、そんなぎりぎりの状況で戦っていた。

　それを見極めた上で──牛頭は、ゼニス達を手玉にとった。

「フラ姉っ!?」

「フラーメ……!?　何をして……！」

　エカルラーテとアガーテも、身内の危機に色めき立つ。

　ゼニスは咄とつ嗟さに最適解かいを探した。

「レイヴン！　俺が牛頭を足止めするから、その間にフラーメを救出してくれ！　エカルはその場で蝕を迎撃！　アガーテ！　囮おとり部隊の引き上げに集中しろ！」

　フラーメが崩れたことで、蝕の兵の一部は既すでにゼニス達の横をすり抜け、トーチを目指し動き始めていた。

　ここでエカルラーテが持ち場を離れてしまえば、囮部隊の引き上げも失敗しかねない。

　そしてフラーメ救出をレイヴンに任せたのは、その方が生還の可能性が上がると判断してのことだった。

　単純に、レイヴンは盾たて兵へいのゼニスよりも動きが速い。大剣という武器も周囲にいる複数の兵を一掃するのに向いている。

　何より──

　フラーメとガラティーンは、あの程度の不意打ちで死ぬほど柔やわではない。

　戦斧を投げて失った牛頭は、フラーメを飛ばした方向へ突進しようとしていた。

　おそらくは武器を回収するつもりだろうが、これを許せば、いよいよフラーメ達の身が危うくなる。

（絶対に行かせない！）

　相手は武器を手離した。確かに意表はつかれたが、常識的に考えれば自殺行為である。

　真横から体当たりをかまして足止めすると同時に、ゼニスは盾で牛頭の頭を殴なぐりつけ、すかさず槍やりを両足の間に通した。

　頭を揺らされ、更さらに脚あしを引っかけられた牛ぎゆう頭とうは、そのまま前のめりに大地へ転ぶ。

　その頃ころには、レイヴンも蝕しよくの群れの中へ飛び込み、倒れたフラーメの周囲で他ほかの蝕と戦い始めていた。

　伏したフラーメの上でガラティーンが叫ぶ。

『フラーメは無事よ！　ゼニス、こっちは大だい丈じよう夫ぶだから、その牛頭を……！』

　アイギスが消えていない──その事実こそが、フラーメが意識を保っていることの証左でもあった。

　落下の衝しよう撃げきで脳のう震しん盪とうでも起こした可能性はあるが、少なくとも死んではいない。

　そのことに辛かろうじて安あん堵どしつつ、ゼニスは転ばせた牛頭の上に槍を突き下ろした。

「このっ！　砕けろっ！」

　濃い瘴しよう気きに阻はばまれながら、数度にわたって首筋の継ぎ目を突く。

　鎧よろいと兜かぶとの隙すき間まは狭いが、一体化してはいない。瘴気さえ薄うすまれば、兜だけを弾はじき飛ばすことも可能なはずだった。

　そうなれば、後は首を貫つらぬいて仕舞いとなる。

「これでっ……！」

　がきん、と、一ひと際きわに大きく金属質な音が響ひびいた。

　牛頭の兜が頭から外れ、ゆっくりと転げ落ちる。

　その下には、〝アステリオ〟という見知らぬ狩しゆ猟りよう兵へいの顔が覗のぞいているはずだった。

　勢いのまま、首を貫こうとして──

　ゼニスは気づいてしまう。

　白しら髪がの目立つ頭、皺しわの深い顔──

　温厚だったはずの目め許もとは黒く落ち窪くぼみ、だらしなく開いた口は生前の凜り々りしさを失っていたが、それでも見間違えるはずはない。

　ゼニスの腕は、無意識のうちに止まった。

「…………え…………？　……隊……長……？」

〝牛頭の狂戦士〟──

　その兜の下にいたのは、見知らぬ狩猟兵の〝アステリオ〟ではなく──

　ゼニスの恩人にして、かつての街の長おさ、〝モーベイン〟その人だった。
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　目の前の光景に、ゼニスは混乱していた。

　おかしな点はいくつもある。

　牛ぎゆう頭とうの中身はアステリオのはずだった。

　モーベインは死んだはずだった。

　そもそもモーベインは牛頭と二度も戦っている。

　その中身がモーベインである可能性など──

　冷静に考えれば、答えはすぐに出る。ただ、その簡単なはずの答えになかなかたどり着けない程ほどの混乱が、ゼニスの思考を覆おおっていた。

（なんで……どうして、モーベイン隊長が……？）

　驚きよう愕がくと戸惑いによる動きの停止は、そのまま牛頭の──侵しん蝕しよくを受けた〝モーベイン〟にとっての、絶好の猶ゆう予よとなってしまう。

　モーベインは力任せに真上のゼニスを振り払い、一度は外れた牛頭の兜かぶとを再び被かぶり直した。

　そのまま転がって、彼は幾いく許ばくかの距離をとる。

　ゼニスはいまだ混乱していた。

〝牛頭の狂戦士〟の中身は、アステリオのはずだった。

　仮にそれがバージル達の勘かん違ちがいで、中身が別の狩しゆ猟りよう兵へいだったとしても──それが〝モーベイン〟であることなど有り得ない。

　否いな、有り得なくはない。

　それが成立する可能性は、一つだけ──

　立ち上がって盾たてを構え直しながら、ゼニスは呆ぼう然ぜんと牛ぎゆう頭とうを見つめた。

（モーベイン隊長は、まさか……〝アステリオ〟に勝ったのか……？　そして、その後に侵しん蝕しよくを受けて、蝕しよくの兵に身を堕おとし──）

　倒した牛頭の装備をはぎ取って、自ら身につけた──

　理詰めで考えれば、可能性はそれしか残らない。

　そして頭でそう理解した後も、心情としては決して信じたくない。

　モーベインはゼニスにとって、敬愛するかつての上官であると同時に、ある意味では父親代わりのような存在だった。

（戦せん斧ぷの使い方や戦い方が違ったのは……〝中身〟が代わったせいか……）

　彼がモーベインと同じ構えをとったのも、今にして思えば、真似まねなどではなくごく当たり前のことだった。

　ゼニスの頭上で、メアリーローズがごくりと唾つばを飲んだ。

『……なんと、皮肉な……あのモーベインが蝕に堕ちるなど……』

　その悲痛な声が、遠い世界のもののように聞こえてしまう。

　ゼニスの異常を察したメアリーローズが、その耳元に唇くちびるを寄せた。

『──落ち着け、ゼニス。わらわがついておる。あやつを──モーベインを、蝕から解放してやらねばならん。その意志はあるか？』

「……ああ。わかっている──」

　返事をする声は、わずかにかすれてしまった。

　蝕に冒された人間は、決して元には戻らない。蝕と化した時点で、人としては既すでに死を迎えている。

　──動く屍しかばねに等しいからこそ、かつての仲間であろうと、家族であろうと、迷いなく手に掛けてしまう。

　大恩あるモーベインに、そんな真似をさせるわけにはいかない──

　ゼニスはその一念で、震ふるえそうな四し肢しに力を込め直した。

　感傷とは無関係に近づいてくる他ほかの蝕を必死に打ち払い、盾を構えて一いつ旦たん、距離を取る。

　逃げたわけではない。槍やりはそもそも、近接戦よりは中距離で戦うための武器である。

　牛頭は──モーベインは、倒れた蝕の兵が持っていた剣を拾い上げ、ゼニスに向けて見慣れた構えをとった。

　まるで生前のモーベインそのままの姿に、ゼニスは唇を嚙かみしめる。

　狩しゆ猟りよう兵へいとして戦ってきて、これほどまでに「戦いにくい」と感じた相手は今までにいない。

　しかし同時に、彼はモーベインの癖くせをよく知っている。

　戦いにくい相手には違いないが、それはあくまで〝心情的に〟という意味であって、勝てない相手とは思っていない。

　少なくとも──会ったこともない〝アステリオ〟という狩しゆ猟りよう兵へいよりは、手の内もわかっていた。

　投げた戦せん斧ぷの代わりに拾い物の剣を構え、かつての師が悠ゆう然ぜんと歩み始める。

「……隊長。行きます──！」

　盾たてを前面に押し出し、ゼニスは槍やりを構えて突撃を敢行した。

　メアリーローズの声がその背中を押す。

『ゼニス、迷うな！　あやつはモーベインの〝仇かたき〟であって、奴やつの魂たましいはもうここにない！　あれは……蝕しよくに乗っ取られた抜け殻がらに過ぎぬ！』

　穂ほ先さきに残った最後の迷いは、彼女の声が消してくれた。
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「ゼニス、お前は盾たて兵へい向きだな」

　狩猟兵としての訓練を始めたばかりの頃ころ、モーベインはゼニスの頭を撫なで回しながら、嬉うれしげにそう言った。

「武器の選せん択たくは大事だぞ。動きが速い奴は剣けん兵ぺい、力のある奴は大たい剣けん兵へい、眼めのいい奴は弓ゆみ兵へい、頭のいい奴は槌つち兵へい──一般的には、だいたいそんな感じのことを言われる。で、盾兵は頑がん丈じような奴がいい、ってことになっているが……俺おれの考えは少し違うんだ」

　モーベインはゼニスを試すように、その眼を覗のぞき込んだ。

　この頃のゼニスはまだ、蝕の影えい響きようが抜けておらず、まともな対人能力を取り戻していなかった。

　それゆえに、感情を宿さない眼と無言しか返せなかったように記憶している。

　そんなゼニスに対し、モーベインは喜びの感情を率直にぶつけてきた。

「お前は盾兵向きだよ、ゼニス。盾兵にとって重要なのは〝器用さ〟だ。頑丈さはアイギス次第でどうとでもなる。盾兵はな、戦場を広く見渡した上で、その状況に応じた判断を常に求められるんだ」

　幼いゼニスは、その言葉の意味を完全には理解できていなかった。ただ、何か大事なことを言われていることだけは幼心にも察する。

「盾兵は他ほかの兵種に比べて、行動の選択肢しが多い。一対一の戦いが得意な剣兵、複数の雑魚ざこを掃そう討とうする大剣兵、後方支援の弓兵や槌兵は、役割がほぼ固定化されている。だが盾兵は、局面に応じて役割の変化する幅が大きい。最前線で仲間を守るか、後方でトーチを守るか、あるいは前線で攻撃に参加するか、強い敵の足止めに徹するか──防御向きの兵種だからこそ、あらゆる局面でなんでもできるのが望ましい。お前の器用さは、まさに盾兵向きだ。他の兵種にこだわりがあるなら別だが……そうでないなら、盾兵を目指すといい。きっと大成するぞ」

　彼の言葉の意味が実感としてわかってきたのは、ゼニスが実際に盾たて兵へいとなり、実戦に参加しはじめてからだった。

　ゼニスを狩しゆ猟りよう兵へいの道へと導いてくれたのは、モーベインである。




　そのモーベインが、今──

　彼の前で、彼に殺意を向けている。

　否いな、それはもはやモーベインではない。

　メアリーローズの言った通り──その身体からだを乗っ取った〝蝕しよく〟であり、ゼニスにとっては憎ぞう悪おの対象だった。

「……メアリーローズ！　〝メルトセクト〟発動！」

『造ぞう作さもない！』

　頭上の美び姫きが片手を振ると同時に、竜りゆう装そうが淡く白い輝きを宿した。

　ゼニスは牛ぎゆう頭とうの喉のど元もとを狙ねらい、その穂ほ先さきを叩たたきつけた。

　モーベインとの訓練の記憶が、その脳裏に蘇よみがえる。

〝槍やりを腕だけで振り回そうと思うな。槍に自分の身体を乗せて、身体ごと相手に叩きつけるつもりで突け〟

　剣けん兵ぺいのモーベインだが、彼は何故なぜか他ほかの兵種の訓練法についても詳しかった。

　単なる武器としての槍と、アイギスを宿した竜装の槍とでは、その使い方も微妙に違う。

〝ドラゴンロアで瘴しよう気きを払う時は、予備動作の時点で力を込めておけ。瘴気を削けずるだけなら、突く時はむしろ脱力してでも、手早く第二撃へ移った方がいい〟

〝盾は防具であると同時に、武器でもある。鈍器として殴なぐりつけるのはもちろんだが、ロアをまとわせて接触させれば、雑魚ざこ相手には焼けた鉄板を押しつけるような効果がある〟

〝槌つち兵へいの援護がもっとも効率良く反映されるのは盾兵だ。元の防御力が高いから、他の兵種よりダメージが少ない。その分、回復もしやすいからな〟

　──他兵種の戦い方まで含めて、狩猟兵としての諸もろ々もろを、ゼニスは主にモーベインから学んだ。

　その成果は今、確実に生きている。

　ゼニスは牛頭の剣を避よけ、同時に反撃の槍を確実に当てていった。

　命中したメルトセクトの副次的な効果により、牛頭の防御も幾分か緩ゆるんでいる。

　急所にドラゴンロアを叩き込むことで、相手の瘴気の流れを一時的に阻そ害がいするその技についても、かつてモーベインから有用な使い方を学んだ。

　勢いの減じた剣けん戟げきを盾で防ぐたびに、甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびく。

（モーベイン隊長……俺おれは、本当に──貴方あなたからたくさんのことを学びました）

　槍を突いた後は、素早く引き戻す。

　懐ふところに入られれば、槍やりは不利な得え物ものになってしまう。

　盾たてで敵の刃やいばを受け止めた瞬しゆん間かんは、反撃の好機。

　ただし焦あせって手を出すと、攻撃も防御も中途半はん端ぱになりやすい。もしもカウンターを狙ねらうなら、慎しん重ちように、狙い澄まして、決してかわされない渾こん身しんの一撃を──

　それが当たれば上々、たとえ外れても、敵は恐怖で萎い縮しゆくする。

　感情のない蝕しよく相手にはともかく、対人戦では気迫が物をいう──

　新米だったゼニスは、生き残るための方法を彼から学んだ。

　ゼニスは今、その学んだ技術を駆使して、恩人の〝最さい期ご〟を看み取とろうとしている。

　槍の穂ほ先さきが牛ぎゆう頭とうの側頭部を痛つう烈れつに叩たたいた。

　更さらに瘴しよう気きが薄うすれ、牛頭へのダメージが手て応ごたえとして感じられる。

（これで決める……！）

　ゼニスが渾身の一撃を放とうとした時──

　牛頭の狂戦士が剣を捨て、掌てのひらをゼニスの頭上にかざした。

「ゼニス!?　だめっ！」

『いかん!?』

　トーチの傍そばからフラーメの声が響ひびき、次いでメアリーローズも叫んだ。

　見上げて確認する前に、ゼニスは盾を振り上げて頭を庇かばいつつ、その場から飛び退のく。

　直後、視界を遮さえぎる盾の向こう側で、瘴気の〝爆発〟が起きた。
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　何が起きたのかを把は握あくできないまま、ゼニスは地に伏していた。

　頰ほおにあたる土が、ゼニスの汗を吸って不快な感触とともに肌はだへ張り付いている。

（まずい……立たなきゃ……）

　思考は途切れていないが、身体からだが動かない。

（今のは……牛頭の、特殊能力か？）

　かざした掌から黒い瘴気の塊かたまりが溢あふれ、ゼニスの真正面で爆発した──おそらくは麻ま痺ひ性せいの瘴気で、盾によって直撃は避けたものの、爆発した瘴気は側面からも回り込み、ゼニスの身体を一瞬だけ完全に包んでしまった。

　先だって、まだ〝アステリオ〟が牛頭の中にいた時、ゼニスは彼の戦せん斧ぷの一撃により行動不能となった。

　おそらくは今の一撃も似たようなもので、瘴気を戦斧に宿らせるか、あるいは掌から放出するかの違いだろうと推測する。

　メアリーローズが頭上で叫んだ。

『こ、これ！　しっかりせぬか！　直接は当たっておらぬはずじゃ！』

「……悪い。たぶん、瘴しよう気きを吸い込んだ……っ」

　毒素が肺から全身を巡って、ゼニスの四し肢しを麻ま痺ひさせている。

　吸った瘴気はごく少量であり、アイギスの加護があれば短時間で回復するはずだが、ほんの数十秒程度の行動不能が戦場では致命的な隙すきとなる。

　気合いではどうにもならない事態を前に、メアリーローズが慌あわてた。

『このような不意打ちでっ……！　モ、モーベイン！　貴様、海かい賊ぞく娘むすめの性悪が伝染したのではないかっ!?』

　蝕しよく化かした相手に理り不ふ尽じんな罵ば倒とうを飛ばし、彼女は無意味と知りながらゼニスの上に覆おおい被かぶさる。

　牛ぎゆう頭とうの狂戦士は、そんなゼニスを力任せに踏みつけようと片足を上げた。

（兜かぶとごと、頭を踏み潰つぶす気か……！）

　ゼニスは思わず眼めを閉じた。

　瞼まぶたを越して感じられる光が、その時、一いつ瞬しゆんだけ遮さえぎられる。




「テラ……クルセイドッ!!」




　凜りんとした掛け声と同時に、大気と大地がまとめて震ふるえる程ほどの衝しよう撃げきが走った。

　眼を開けたゼニスは、そこに緋ひ色いろの勇姿を見る。

「フラーメ……!?」

「ゼニス！　無事!?」

　常じよう軌きを逸いつした速さで駆けつけた三姉妹の次女は、愛用のガラティーンを油断なく構えたまま、ゼニスへ声を寄よ越こした。

　彼女が放った奥の手、突進から放たれる十字の斬ざん撃げき〝テラクルセイド〟の直撃を受けた牛頭は、周囲の蝕しよくを巻き込んで派手に吹き飛ばされていた。

　その鎧よろいには、くっきりと十じゆう文もん字じの傷跡がついている。

　全力のダッシュと限界を引き出すほどの攻撃により、彼女は露あらわな肩を激しく上下させていた。

　その眼は若じやつ干かん、朦もう朧ろうとしているようにさえ見える。

（助かった、けど……今度はフラーメが危ない！）

　先程、牛頭の戦せん斧ぷを受けたダメージからも、彼女はまだ回復していないはずだった。そんな状態で無茶をさせてしまったのは、ひとえにゼニスの失態が原因である。

　四肢に力を込め直すが、まだ立ち上がることはできない。

　牛頭も立ち上がってこないが、周辺からは蝕が続々と集まりつつある。

「フラーメ！　逃げ……」

　その言葉をゼニスが言い終わる前に、状況はめまぐるしく変化を迎える。




『レイヴン！　〝クレセントサイズ〟で一掃しましょう！』




　フラーメから少し遅れて駆けてきた少年兵と、彼の持つ銀髪のアイギスが、中空に光の弧こを描えがいた。

　細身の大剣によって描かれたその光の軌き跡せきが、そのままドラゴンロアの刃やいばとなって広がり、周囲の蝕しよくを三日月形に薙なぎ払う。

　胴体をすっぱりと両断された蝕達がその場に崩れ落ちる中、レイヴンはそのまま敵陣に駆け込み、無言で大剣を振るい始めた。

　その頭上で銀髪の聖女がまた悲鳴を上げ始めるが、むしろ呆ぼう然ぜんと見つめるゼニスの側が、その威い力りよくに悲鳴を上げたいところである。見た目こそ鮮やかで美しい技だったが、そのえげつない切れ味は死神の鎌かますら連想させた。

「レ、レイヴンまで……あんな奥の手を隠していたのか……？」

「……ていうか、味方を巻き込みそうで今まで使いにくかったんじゃないかな……？」

　フラーメがゼニスを助け起こしつつ、耳元で囁ささやいた。

　ゼニスは改めて彼女に礼を言う。

「……すまない、フラーメ。おかげで助かった」

「……まだだよ。まだ、モーベインさんは──〝牛ぎゆう頭とう〟は、倒せていない」

　フラーメの言葉通り──

　鎧よろいに十字の傷を負いつつも、牛頭の狂戦士はゆっくりと立ち上がろうとしていた。

　その異常な耐久力に、ゼニスはもはや歪ゆがんだ感動すら覚える。

「俺おれとレイヴンで瘴しよう気きを削けずって、更さらにフラーメとガラティーンのあれを食らって……まだ立つのか!?」

　フラーメが唸うなった。

「……ゼニス……やっぱりおかしいよ。アステリオって人には会ったことないから、よく知らないけど……モーベイン隊長も、もちろん強かったけれど、私達が束になっても勝てないって程ほどじゃなかったよね？　今の蝕状態のモーベイン隊長があんなに強いって……」

　確かに尋じん常じようなことではない。

　牛頭と他ほかの蝕とで格が違うのは、あくまで〝アステリオ〟という狩しゆ猟りよう兵へいのせいだと考えていたが、モーベインは彼ほど特殊な存在ではない。

　指揮官としてはもちろん優秀だったが、純粋な戦闘力だけを比べれば、若いゼニスや三姉妹の方が上回っている。

　囮おとり部隊の引き上げに備えていたアガーテが、ゼニス達に声を寄よ越こした。

「ゼニス、ロゼ達がロープを摑つかんだわ！　もうじき上がってくるから！」

「わかった！　慎しん重ちように頼む！」

　どうやら、引き上げ前にトーチを破壊される最悪の事態は避けられたらしい。

　ただ、早期に片づける予定だった牛ぎゆう頭とうをまだ倒せていない。

　トーチに迫る蝕しよくの兵はエカルラーテとアガーテが、ゼニス達に迫る敵はレイヴンが掃そう討とうしてくれているが、疲労困こん憊ぱいで上がってくるはずの囮おとり部隊にはなるべく負担をかけたくなかった。

　彼女達は、大半の蝕を引きつけ渓けい谷こくの袋ふくろ小路こうじへ誘い込むという危険な役割をこなしてくれた。

　上がってきた先にも蝕の群れ、という現状については申し訳ない限りだが、崖がけ下したには更さらに大量の蝕がひしめいている。程度で考えれば、この場所のほうが遥はるかにましだった。

（程度の差はあれ……結局は退ひくも地じ獄ごく、進むも地獄、留とどまるも地獄……か）

　その状況が、周辺の街、ひいては人類全体の未来をも暗示しているようで、ゼニスは暗あん澹たんたる心持ちになる。

　それでも、完全な八方塞ふさがりというわけではない。

（よし。やっと麻ま痺ひが抜けてきた……！）

　フラーメに支えられつつも、ゼニスはようやく自らの足で立ち上がれた。

　吹っ飛ばされていた牛頭も、ふらつきながらどうにか立つ。

　その手にはつい先さき程ほど、フラーメに投げつけた戦せん斧ぷが握られていた。落ちていたのを拾い直したか、あるいは仲間の兵が持ってきたのか、いずれにしても一撃必殺の武器だけに警戒が必要となる。

　フラーメの眸めが常になく底光りした。

「……ゼニス。私達の二人がかりなら、いけそうな気がしない？」

「さて……さっきのあれ、もう一発いけるか？」

　フラーメが頷うなずいた。

　ゼニスは回復のための深呼吸を繰り返しつつ、彼女の髪を撫なでる。

「……悪い。また負担をかける」

「いいよ。モーベインさんを──解放してあげないとね」

　険しい眸のままで少女のような微笑を浮かべ、フラーメは愛用のガラティーンを水平に掲げた。

　ゼニスもメアリーローズの盾たてを前面に押し出し、大地を踏む足に強い力を込める。

『ガラティーン。わらわの足を引っ張るでないぞ？』

『それはゼニスに言って。スイッチ入ったフラーメは、絶対にしくじらないから』

　ガラティーンは、契約者たるフラーメに全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていた。ゼニスとメアリーローズのように、彼女達もまた夢の中で絆きずなを深めている。

　ゼニスは長く息を吐いた。

「──確かに、とちるとしたら俺おれだろうな……メアリーローズ、フォローは任せた」

『だからそなたは、噓うそでも良いから見み栄えを張れというに──』

　メアリーローズの苦言を聞き流し──

　ゼニスは盾たてをかざして、牛ぎゆう頭とうの真正面へと突進した。

　明らかに体当たりを狙ねらったその動きに、モーベインは戦せん斧ぷを大きく振りかぶった。

　射程に入ったと同時に振り下ろされた斬ざん撃げきは、ゼニスの盾を真正面から叩たたく。

『──アイアンウォール！』

　メアリーローズの発動させた防御技能によって、盾は真白く強固な輝きに包まれた。

　戦斧の一撃は、その表面を滑すべって大地を抉えぐる。

　即座に跳はね上がろうとしたその柄えの先端を、ゼニスは力任せに踏みつけた。

　アイアンウォールで強化された装甲は、蝕しよくの瘴しよう気きを中和して戦斧の威い力りよくを減げん衰すいさせる。更さらにはメルトセクトの効果も後を引き、牛頭はその本来の力を発揮できない。

　そうした状況に追い込まれても、〝蝕〟は動揺すら見せない。それは冷静さという意味では長所だが、自分のピンチを自覚できないという面では明確な短所だった。

　大地にめり込んだ上、ゼニスにきつく踏みつけられた戦斧は、牛頭の狂戦士の膂りよ力りよくをもってしても持ち上がらない。

　やや前のめりになったその頭部へ──




『加減は無用！　フラーメ、全力でいきなさい！』

「せぇ、のっ！　──〝テラクルセイド〟ッ！」




　ゼニスの背後から飛び出したフラーメが、その全力を込めた二連の十じゆう文もん字じ斬ぎりは、目ま映ばゆい閃せん光こうを放って牛頭の兜かぶとを直撃した。

　戦斧を地に縫ぬいつけられた牛頭は、この奇き襲しゆうを無防備に受け止めるしかない。

　衝しよう撃げき波はと共に弾はじき飛ばされた兜は高々と中空に舞い上がり、その下にモーベインの頭が晒さらされた。

　蝕に冒されたその顔は、死人同然の色へと転じている。

（モーベイン隊長……！　これで……！）

　ゼニスは右手の槍やりをぐるりと回した。

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めて放たれた神速の刺し突とつは、その狙いを過あやまたず、モーベインの露あらわになった〝首〟へと突き刺さる。

　だらしなく開いた口から、黒い血が溢あふれた。

「……隊……長……っ」

　連携攻撃を成功させたゼニスは、勝利に似合わぬ悲痛な呻うめき声を漏もらす。

　数秒の間を経て、巨きよ軀くを覆おおっていた黒い瘴しよう気きが霧む散さんし──

　蝕しよくに冒された哀あわれな狩しゆ猟りよう兵へいは、うつろな眼まな差ざしいっぱいに蒼そう穹きゆうを映し、赤土の大地へその身を横たえた。
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　完全に力を失ったモーベインの骸むくろを前に、ゼニスはしばらく、無言で立ち尽くしていた。

　その身を襲おそう脱力感と虚無感は、記憶を無くした幼い頃ころのそれとほぼ同質のものである。

（どうして……モーベイン隊長が、こんなことに──）

　悲ひ嘆たんにくれるのは後でいい。まだ敵が残っている──

　理性ではそう思いつつ、激戦の影えい響きようもあってか、ゼニスの体はなかなか動いてくれなかった。

　心なしか、視界もぼんやりとして狭い気がする。

　両腕や両足にも、黒く──




（え？　…………黒く？）




　気づいた時には、ゼニスの両手両足には、黒い瘴気がべったりと張り付いていた。

　気体というよりは水分のような濃さで、ただし水と違って流れてはいかない。

　その不可思議なほどに密度の濃い瘴気は、フラーメがモーベインからはね飛ばした〝牛ぎゆう頭とうの兜かぶと〟につながっていた。

（あれ？　これ……なんだ？）

　思考が奇妙にぼやけ、手足が勝手に動く。

『……ゼニス？　ゼニス、どうした!?』

　メアリーローズの声が妙に遠い。すぐ耳元で叫ばれているはずなのに、まるで壁かべを隔へだてた向こう側から聞こえてくるかのようだった。

『ゼニス!?　何をしておる！　わらわの加護が届かぬ……！　くっ……こ、これはどうしたことじゃ!?』

　メアリーローズの意に反し、ゼニスは彼女が宿った盾たてと槍やりをその場に置いた。

　そしてモーベインの死体をまたぎ、ゆっくりと一歩ずつ、地に落ちた牛頭の兜に向けて近づいていく。

（……そうか……こういうことか──）

　ゼニスは全すべてを悟った。

　──〝牛頭の狂戦士〟は、これまで確認されていた蝕とは明らかに違う存在だった。

　その正体について、ゼニスの脳裏には一つの推論が浮かぶ。




　頭の兜かぶとを媒ばい介かいとして宿しゆく主しゆを変えていく、寄生型の〝蝕しよく〟──




　おそらくは、ある狩しゆ猟りよう兵へいが〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟を倒すと、兜がその人物の精神と肉体を乗っ取って強力な侵しん蝕しよくを行い、蝕の大群を率いる次の主あるじとする──そんな仕組みの下もとに生まれた怪物である。

　今いま更さら気づいたところで、もはやゼニスはその力に抗あらがえない。モーベインとの戦いを通じて、牛頭の瘴しよう気きは少しずつ、まるで意識をもった生物のように、ゼニスの体へ浸透していたらしい。

（……モーベイン隊長も……こんな風に……？）

　その両手が、自らの意志に反して〝牛頭の兜〟を摑つかんだ時──

「…………こ──のぉっ！」

　猛もう烈れつな勢いで駆けてきたしなやかな脚あしが、そのままの勢いでゼニスの手から〝牛頭の兜〟を蹴けりはがした。

　兜はすっぽ抜けるようにして高々と宙に舞い上がり、アガーテとルーブルヴァインが放ったと思おぼしき複数の光の矢が、それを直撃する。

　あっという間に大きく弾はじき飛ばされた兜は、眼下の渓けい谷こくを流れる黒い水の川へと落下し──そのまま、見えなくなった。

　ゼニスは夢から覚めたような心地で、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。

　両手両足にこびりついていた瘴気は剝はがれ落ち、数秒で四し肢しに感覚が戻ってきた。

『こ、この大おお馬ば鹿か者もの！　蝕ごときに誑たぶらかされおって！　肝きもが冷えたぞ……！』

　メアリーローズのかわいらしい声が、耳元でキンキンと響ひびいた。

　そして、ゼニスの胸元には兜を蹴り飛ばしたフラーメがしがみついている。

　汗のかすかにつんとした匂においが、まだ互いに生きていることを実感させてくれた。

　露あらわな肩をかすかに震ふるわせながら、彼女はゼニスの鎧よろいに額ひたいを押しつけ、俯うつむいたまま泣き出してしまう。

「……う……ひぐっ……！」

「うわ!?　お、おい、フラーメ！　泣くほどのことじゃ……？」

「……う……ゼニス……良かったぁ……ひぐっ……声、かけてるのに、急に反応しなくなったから……あの兜も、何か変な感じがして……」

　彼女の声は震えていた。

（あ……昔の仲間が蝕しよく化かした時のことを、思い出しちゃったか……）

　フラーメに限らず、そうした経験を持つ狩猟兵は少なくない。蝕の兵はそもそも、その全すべてがかつては〝人間〟だった。

　それぞれに家族も友人もいただろうし、モーベインやアステリオのように、狩猟兵として活躍していた者も多い。

　どんな人格者であろうと、侵しん蝕しよくを受けてしまえば人類を襲おそう側に回る。その姿は時に、かつての仲間の心に深い傷を残してしまう。

　戦闘能力こそ高いが、フラーメはそもそも繊せん細さいな性分だった。

「……ひぐっ……ゼニス……ほんとに……良かったぁ……」

「……心配させてすまん。あと……よくわからないけど、たぶん助かった──」

　もしもフラーメが兜かぶとを蹴けり飛ばしてくれなければ、ゼニスはおそらく、次の〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟へと転じていた。

　モーベインはもちろん、あるいはアステリオさえも──打ち倒したはずの〝牛頭〟から、あの兜を受け継ぐ形で蝕しよく化かしたのかもしれない。

（持ち主を蝕しよくの兵に変える兜……あんな厄やつ介かいなものが、この世にあるなんて……）

　聞いたことのない事例ではあったが、体感した現実は否定しようがない。

　声を殺して泣くフラーメの頭を撫なでてなだめつつ、ゼニスは周囲を見回した。

　いつの間にか、崖がけから引き上げられた囮おとり部隊の面々が、周囲で蝕と戦い始めていた。

　一応は全員、無事ではあるが、状況そのものは決して楽観視できない。牛頭こそ倒したものの──むしろ最悪の事態を迎えつつある。

　理由は一つ。

　退路付近に、新たな〝蝕〟の一群が湧わいていた。

　見えている範囲ではおそらく数百程度だが、山やま肌はだに隠れてその後続が見えない。

　牛頭と化したモーベインが連れてきた数百の蝕は、ただの足止め目的で、他ほかにも多くの別働隊が続いていたらしい。あるいは足の速さの違いで、到着時間に差が出ただけかもしれない。

　まだ泣いているフラーメをなだめながら、ゼニスはつい鼻筋を歪ゆがめる。

（囮部隊を食いつかせたつもりで、誘い出されたのは俺おれ達の側だったか……？　でも、仮に俺達が出なかったら、この別働隊が避難中の街を襲っていたわけか……）

　──戦力の差を考こう慮りよすれば、そもそも最初から勝ち目などなかった。被害をどのように減らすか、その取捨選せん択たくをするのがせいぜいで、それすらも不確定要素に左右されてしまう。

　ただ、これだけの蝕がここに集つどっているならば、街側はさすがに無事だろうと確信できた。

　戦線の維持を他の面々に任せ、狩しゆ猟りよう兵へいのロゼとクリアラが休きゆう憩けいと状況確認を兼ねて駆け寄ってくる。

「ゼニス、無事？　……あーあ、フラーメ、泣いちゃってる……何？　そんなヤバかったの？」

　苦笑しながら、ロゼがフラーメの背中を撫でた。

　──元隊長たるモーベインの訃ふ報ほうに接して、ロゼはもう充分に泣いていた。蝕に取り込まれている可能性も想定してはいたらしく、今いま更さら、動揺している様子はない。

　一方のクリアラも肩をすくめ、呆あきれたように眉まゆをしかめた。

「フラーメは相変わらず、意外に打たれ弱いわよね……で、ゼニス、どうするの？　なんかここも包囲されてるっぽいんだけど」

　ゼニスも容易には返答できない。

　クリアラは間近に寄り添い、声をひそめて耳打ちした。

「……もし強行突破するなら、早い方がいいわ。囮おとり部隊も引き上げ班も、みんなかなり疲れてる。このままここに踏みとどまっていたら──遠からず全滅よ」

「……突破、できそうか？　退路そのものは二方向あるけれど、その両方から三桁けた以上の蝕しよくが来ているように見える。進む方向だけでなく、後ろからも挟きよう撃げきされるだろうし──」

　ゼニスの見たところ、強行突破は難しい。そもそも道幅が狭く、前を完全に塞ふさがれてしまえばそれでもう動けない。

　クリアラも頷うなずいた。

「そうね。十中八九、無理だと思うわ。この人数じゃ遅かれ早かれ全滅。こんな包囲網を作ってくれるあたり、モーベインさんって本当、敵に回したくないタイプだったってことよね……」

　彼女は冷めた眼まな差ざしで、おもしろくもなさそうに厳しい現実を告げる。

　強がっているわけでも諦あきらめているわけでもない。彼女はいつも、事実を冷静に把は握あくした上で次の行動を考える。

　ゼニス達の視界では、今もエカルラーテやレイヴン達が蝕相手に暴れ回っていた。

　大たい剣けん兵へいの彼女らは、そもそも一対多数の戦いを得意としているが、それでも覆くつがえせる戦力差には限界がある。

　どちらも心が折れていないのは立派だが、いずれは体力も、さらにはアイギスの加護も尽きるはずだった。

　まだ若い彼女らの奮戦に痛ましいものを感じつつ、ゼニスはとるべき策をひたすら考え続ける。

　妙案が見えてこない中、クリアラが小声で呟つぶやいた。

「まぁ、敵がこうして私達に食いついてくれたおかげで、この分なら街には被害が及ばないだろうし……それで良しとしましょうか？」

「……真顔でそんな漢おとこらしいこと言わないでくれ。惚ほれそうになる」

　ゼニスが力なく笑うと、クリアラはじっとりとした眼差しのまま上うわ目め遣づかいになった。

「だって、惚れさせるつもりだもの。最さい期ごくらい、いい夢見させてくれてもいいんじゃない？　──私、頑張ったよ？」

　いつもは発さない甘えたような声に、ゼニスはつい、どきりとさせられた。

　全滅を覚悟せざるを得ないこの状況において、紡つむがれた彼女の言葉は軽くない。

　ならばゼニスとしても、真剣に向き合う必要がある。

　一呼吸おいて、ゼニスはクリアラの眸めをじっと見つめ返した。

「……ありがとう、クリアラ。君にはいつも助けられている。こんな時だから言うけど──感謝しているよ、いつも」

　寄り添ってきたクリアラの髪をそっと撫なでると、彼女は頰ほおを染めながらくすくすと笑った。

「さすがに、こんな時でも言げん質ちをとられるようなことは言わないかぁ……その悪あく辣らつさが腹立たしいわ」

　言葉とは裏腹に、彼女はどこか嬉うれしげだった。

　小鳥が羽を休めるようにしてゼニスにしなだれかかり、クリアラはそのまま眸めを閉じてしまう。

　囮おとり役で疲ひ弊へいしきっているらしく、体の預け方にはあまり余裕がない。

　ゼニスの傍かたわらで、フラーメが顔を俯うつむけたまま不機嫌に唸うなった。

「……むぅ……譲ゆずるのは今日だけだからね」

「……いや、譲ってないじゃん……離れる気ないでしょ、あんた」

　ゼニスを左右から挟はさむ二人の様子に、年長者のロゼが溜ため息いき混じりの微笑を向けた。

「まったく、こんな時でも逞たくましいわね、若い子達は……お姉さんは、お酒が入らないとそこまではなぁ……」

　覚悟はとうに決めていたらしく、ロゼの口調もさばけていた。

「ま、とにかく……私達が全滅となると、ヴィオレッタがちょっと気の毒よね。あの子は絶対、気に病みそう」

　彼女らしい気き遣づかいに、ゼニスは頷うなずくことしかできない。

「……ですね。そこは本当に申し訳ないです。ただ、モーベイン隊長とヴィオレッタ隊長を戦わせずに済んだことには、少しほっとしています」

　あんな思いをするのは、自分一人で充分だった。

　ロゼやクリアラも、あえてモーベインの遺体を見ようとはしない。蝕しよくに冒されたかつての上司の姿など、まともに見たところで悪夢の材料にしかならなかった。

　ロゼが拳げん骨こつをつくり、軽くこつんとゼニスの頭を叩たたく。

「ほっとしないでよ。私らが侵しん蝕しよくされたら、ヴィオレッタに三姉妹や私らを討たせることになりかねないのよ？　私は──最後まで抗あらがって戦って、少しでも多くの蝕を道連れにした後で死んでやるわ。ゼニスもどうせそのつもりでしょ？」

「…………どうしてうちの街の狩しゆ猟りよう兵へいは、こんなに漢おとこらしいんでしょうね……？　頼りになりすぎて心苦しいです……」

　この絶望的な状況を前にして、彼女達はなお頼もしい。

　トーチの傍そばで奮戦を続けているアガーテやエカルラーテ、それにリムリールやシェスカといった囮部隊からの合流組も含めて、皆が皆、蝕との戦いに命を懸かけている。

　彼女らのそうした意志が、これまで街を守ってきたことは明らかだった。

　街に残っている狩しゆ猟りよう兵へい達と、将来の狩猟兵達にも、その意志はきっと受け継がれるものだと信じたい。

　この地を埋め尽くすかのごとき蝕しよくの大群を睨にらみ据すえ、ゼニスはモーベインの亡なき骸がらに短い黙もく禱とうを捧ささげる。

（モーベイン隊長──安心してください。俺おれ達がここで負けても、きっと誰だれかが──その遺志を継いで、この蝕の群れを……）

　ゼニスの膝ひざを、ぽんぽんと叩たたく者がいた。

　感触と位置からして、心当たりは一匹しかいない。

「……ん？　クロ、どうした？」

　謎なぞの猫ねこ型がたドラペットは、いつもは胸に抱かかえている黒板を、珍しく頭の上に掲げていた。




【　※　援軍が着きました　】




「…………ん？」

　クロの書き記した文字を、ゼニス達は揃そろって呆ぼう然ぜんと見下ろす。

　ぴこぴこと耳を動かしながら、彼はいつもながらの無表情でくるりとターンを決めてみせた。

　気づけば──この場に迫りつつあったはずの蝕の一群が、いつの間にか反転している。

　そして山やま肌はだの向こう側からは、激しい剣けん戟げきの音が響ひびき始めていた。




「この先が合流地点だ！　急げ！」

「ゼニス！　三姉妹！　無事か!?　生きていたら何か合図をしろ！」




　山やま彦びことなってかすかに聞こえたのは──聞き間違うはずもない、拡声器を通したバージルとヴィオレッタの声だった。

　何が起きたのか理解しきらないままに、フラーメとクリアラがゼニスの頰ほおを左右からつねる。

「……いや、自分ので試せ。痛いから。普通に痛いから」

「あ、ごめん……」

「だって……自分ので試して痛くなかったら嫌いやじゃない？」

　近づいてくる大部隊の足音が、蝕の分隊を圧倒しつつある──そのこと自体は間違いないが、〝その戦力が何処どこから湧わいたのか〟という点でわけがわからない。

　ゼニスの頭上で、メアリーローズも呆然と呟つぶやいた。

『……のう、ゼニス。ヴィオレッタが、何か合図をしろと言うておるようじゃが……？』

　ゼニスは慌あわててアガーテに指示を飛ばした。

「アガーテ！　真上に向けて一発だけ、矢を撃ってくれ！　遠くからでも、よく見えるように！」

　金色の弓を構えたアガーテは微笑ほほえみ、すかさず天空にルーブルヴァインの矢を放った。

　澄み渡った雲一つない蒼そう穹きゆうに、真白い光の矢が一筋、確かな光こう芒ぼうを描えがいて飛ぶ。

　朱あけの月と蒼あおの月の狭はざ間まを貫つらぬいて、その光の矢は空の彼方かなたへ溶けていき──わずかな間を置いて、渓けい谷こくを揺るがすほどの大歓声が轟とどろいた。




　──人類は、この日。

　蝕しよくとの戦いの歴史において、長く後世に語り継がれることとなる、一つの激戦を制することとなった。







[image: 終章　世界の終わりにはまだ遠く]







　ヴィオレッタの街が移住した先の骸むくろは、予想以上に資源が枯こ渇かつしていた。

　枯渇そのものは想定済みで、ある程度は覚悟もしていたが、そもそも住民に必要な食料をきちんと生産できるかどうかという時点で危うい。

　あくまで〝蝕しよく〟の大群から逃れるための緊急避難だったため、これから元の街へ戻るか、あるいはしばらくこの骸を拠点として新しい別の骸を探すか、街を導く立場のゼニスとヴィオレッタは決断を迫られている。

　天幕で作られた仮説隊舎の中で、ゼニスはヴィオレッタとアガーテを相手に、今後の方策を話し合っていた。

「やはりここに住み続けるのは無理ですね。捨てられた骸ですから、当然ですが……少なくとも二百年か三百年ぐらいは経たたないと、竜りゆう鱗りんの採掘どころか農業もままならないと思います」

　ゼニスの言葉に頷うなずきながら、ヴィオレッタが目め許もとを押さえた。

「しかし、元の骸も……ここよりましとはいえ、資源が尽きかけなのは変わらない。やはり新しい移住先を探すべきだろう」

　理屈の上では、それが最優先の選せん択たく肢しには違いない。しかしこの近きん隣りんにおいては、理想的な骸などそう易やす々やすとは見つからない。遠くまで足を延ばせば見つかるだろうが、万を超える住民を引き連れての長旅はあまりに危険だった。

　全すべては新たに結成された探索班次第だが、明日にでも骸を見つけてくるかもしれないし、はたまた数ヶ月以上かかる可能性もある。

　その間の、街の住民の生活をどうするか。

　仮に以前の骸へ戻るとすると、短期間で移住の費用と労力を再度、負担することになる。これはこれで厳しい。

「……ま、蝕の脅きよう威いが薄うすまったばっかりなんだし、そう急がなくてもいいんじゃない？　二人とも、あんまり難しい顔してると皺しわが寄っちゃうわよ」

　アガーテが肩の力を抜くように微笑ほほえんだ。

　ゼニスやアガーテ達が死を覚悟したあの日──

　避難民の隊列を見送るヴィオレッタ達の前に現れたのは、バージルのユニオンが旗振り役となり結成された、蝕殲せん滅めつのための大だい狩しゆ猟りよう兵へい団だんだった。

　ヴィオレッタの街にも参加要請の使者が送られていたものの、こちらは旅路で蝕か盗とう賊ぞくにでも遭そう遇ぐうしたのか、運悪く使者も書簡も行方ゆくえ不明となっている。

　そしてバージルは、周辺の街からもたらされた観測情報によって、ヴィオレッタの街に蝕の大群が接近していることを把は握あくした。

　彼は救援のために、この大部隊を迷わず動かした。

　諸勢力の参加には様々な要因や思おも惑わくが影えい響きようしたはずだが、もっとも彼らの危機感を煽あおったのは、中堅規模と目されていたナターシャの街の敗走だったという。

　貿易の中継地として栄えていたナターシャの街には、馴な染じみの商人が多く、また実際の現場に居合わせた隊商も少なくなかった。

　彼らの口から、蝕しよくの規模について緊迫感と臨場感のある噂うわさが各地に素早く流れた。

　それと同時に、ゼニスやナターシャ達の自らを囮おとりとしての決死の撤てつ退たい戦せんが、他ほかの街の狩しゆ猟りよう兵へい達の義ぎ俠きよう心しんにも火をつけた。

　言葉よりも行動が人を動かすことはままある。

　それ以前から、ゼニスが各街に送りつけていた〝蝕の監視網構築〟についての誘いも、この大兵団の結成に一役買ったらしい。

　監視網への参加を検討していた街の多くが、そのままの流れで実際に兵を出し、ここに至ってバージルの構想した蝕殲せん滅めつのためだけの大兵団が完成した。

　そして彼らがヴィオレッタの街近郊へ来てみれば──蝕の大群は、その大部分が渓けい谷こくの袋ふくろ小路こうじに誘い込まれていた。

　囮となっていたゼニス達の救出を優先しつつ、渓谷の出口付近を地上部隊が封鎖し、崖がけの上からは常識外れの兵数となった弓ゆみ兵へい隊たいが、数千、数万の矢を蝕の頭上へ射かけた。

　もっとも厄やつ介かいな相手と目されていた〝牛ぎゆう頭とうの狂戦士〟はゼニス達が倒した後だったため、大きな被害を出すことなく、その後は一日で大勢が決してしまった。

　地形の複雑さも影えい響きようし、完全な殲滅までには更さらに数日を要したものの、この想定外の大勝利に各街が沸わき立ったのは言うまでもない。

　街の避難民を抱かかえるヴィオレッタ達は、最後の掃そう討とう戦せんにまでは参加できなかったが、最終的に集まった狩猟兵の数は二千を超えていたらしい。

　短期間でそれだけの戦力を集めたバージルの手腕に、ヴィオレッタは瞠どう目もくしたものだが、本人は「流れに乗っただけ」と嘯うそぶいていた。

　何はともあれ、脅きよう威いは去った。

　もっとも、今のヴィオレッタ達の前にはまた別の脅威が迫っている。

　街の移転費用と資源の欠けつ如じよ──これにより、財政の更なる悪化は避けられない。

　この頭の痛い問題を、ヴィオレッタはひとまず棚たな上あげする。

「……とりあえずは二週間、この枯れた骸むくろに居座って、探索班からの報告を待つ。それで新しい骸が見つからないようなら、前の街に戻ろう」

「そうですね。そのあたりが現実的な判断だろうと思います」

　ゼニスにも他の妙案はない。

　素早く前の街に戻るべきかもしれないが、もしもこの先で新たな骸が見つかった場合、長距離の無む駄だな往復を住民に強しいることになる。

　アガーテが溜ため息いき混じりに天井を仰あおいだ。

「新しい骸……早く見つかるといいわね。私達も探索班として出たほうが良くない？」

「蝕しよくは倒したけれど、まだ盗とう賊ぞくがうろついている。街からこれ以上、戦力を減らすわけにはいかないよ」

　アガーテの言葉はありがたかったが、肝かん心じんの街に被害が及んでは意味がない。

　天幕の外から、聞き慣れた明るい声が響ひびいた。

「ゼニスー！　いるー？　鍛か冶じ場ばのほうにバージルさんが来てるよー！」

　けたたましい声の主ぬしは、三女エカルラーテだった。

　来客時の作法など意にも介かいさない娘だが、愛あい想そが良く微笑ほほえましいために苦情を言われたことはない。が、さすがにそろそろ年相応の言葉遣づかいを教えるべきかもしれない。

（……普通は、周りの連中を見て自然に憶おぼえるものだろうけど……）

　同どう僚りよう達を思い返して、ゼニスは唸うなる。

　手本になる人材がいないわけではないが、やはりエカルラーテには、一服の清涼剤として変わらずにいて欲しいような思いもある。まかり間違って自身に対する圧力のかけ方まで憶えられてしまっては立つ瀬せがない。

　ヴィオレッタが執務机から立ち上がった。

「アガーテ、留守番を頼めるか？　私も行ってくる」

「ん、了解。フラーメやレイヴン達が哨しよう戒かい任務から戻ったら、そっちに行かせる？」

　ゼニスは首を横に振った。

「いや、たぶんそんなに長くはかからない。フラーメが戻るまでには、俺おれもこっちに戻ってると思うよ。じゃ、行ってくる」

　アガーテに仮設の隊舎を任せ、ゼニスとヴィオレッタは揃そろって天幕を出た。すぐ後ろから、クロを抱かかえたエカルラーテもついてくる。

　移住直後でまともな隊舎がないという事情もあり、現在のゼニス達は、主な設備を鍛冶場、及び宿屋とも共有していた。

　来客をもてなす応接室は、鍛冶場のものを借りている。宿屋には他ほかの客もいるため、盗み聞きを警戒しなければならないが、鍛冶場の一室ならばその心配もない。

　辿たどり着いたその応接室では、バージルと職人のカーディが楽しげに談笑していた。

　ゼニス達が部屋に入るなり、バージルが機嫌良く片手を上げる。

「ああ、ヴィオレッタ、それにゼニスも……いや、急に来てすまないね。今、カーディさんから緋ひ色いろの三姉妹の育て方について聞いていたんだけれど……いや、カーディさんは凄すごい。まさに傑けつ物ぶつだ。あの三姉妹の親おや御ごさんとして、というより、まず一人の父親として素晴らしい」

　手放しで大おお仰ぎように賞賛されたカーディは、困ったような、それでいてやや喜色を隠せない微妙な顔をしていた。

　単なる世辞にしては、バージルの声が真に迫っている。

「はぁ……ええと、どんなお話を？」

　嫌いやな予感と共にゼニスが問うと、カーディはいつもながらの厳おごそかな声で応じた。

「うむ……いや、大した話はしていない。フラーメがお前への好意を隠さなくなった時点で、父親としてどう対応すべきかと悩んだ時の話だが──そもそも私は、お前を〝義理の息子むすこ〟として引き取ったわけだから、娘と結婚してもそこは変わらんし、それはそれで別にいいのかな、と……」

「かな、じゃないです。そういう話はまた今度」

　無む駄だに厳かな声で紡つむがれる真顔の冗談ほど、性質たちの悪いものはない。

　気難しげに見えるカーディだが、気難しいのはあくまで顔だけで、その中身は三姉妹の父親そのものだった。

　早々に話題を切り替えようとしたゼニスに、背後からエカルラーテが追い打ちをかける。

「あ、フラ姉がダメなら私でもいいよ？　パパ的には、ゼニスが婿むこ養子にとられなければ、だいたいおっけーみたいだし」

　けらけらと無む邪じや気きに笑う彼女とは裏腹に、ゼニスの顔は際限なくひきつっていく。

「……バージルさん、すみません。ここでは落ち着いてお話ができないと思いますので、場所を変えましょうか」

　これ以上、自分と身内の恥を晒さらしたくはなかったが、バージルはあくまで笑顔を絶やさず、その場に座り続けた。

「いやいや、理解のあるいいお義父とうさんじゃないか。その他ほかにも、たいへん含がん蓄ちくのあるお話をうかがってね。実に有意義な時間だった」

「……できれば大半のお話は、忘れていただいた方がいいような気がします」

　諦あきらめて、ゼニスも椅い子すに腰を下ろす。

　ヴィオレッタも肩をすくめ、視線でカーディとエカルラーテに退室を促うながした。

　二人とも心得たもので、素直にこの場を辞去する。クロだけは居残り、バージルから見えない物陰でこっそりと書記を始めた。

　カーディの気配が完全に去った後、ヴィオレッタが小声で呟つぶやく。

「……カーディ氏は、この街にとって恩人なんだ。三姉妹のことだけでなく──街が苦しい時期にも、鍛か冶じ師しとしてこの街を捨てず、利益を度外視して尽くしてくれた。彼の腕があれば、もっと待遇のいい街にいくらでも移れたはずなんだが……義理堅い方だ」

　ヴィオレッタのこの述懐に、バージルも頷うなずく。

「うん。人格者だということはよく理解できた。私はね──実は当初、この街の主力は、例の三姉妹だと勘かん違ちがいしていた」

「え？　いや、実際に、うちの主力は三姉妹ですが……」

　ゼニスが反論すると、バージルが首を横に振った。

「確かに三姉妹は強い。だが、彼女達の強さは〝それを支える人間〟がいればこそ発揮される質のものだ。この街の、本当の主力は──君やカーディ氏をはじめ、あの三姉妹を支える人材だと思う」

　バージルの声に真剣な響ひびきが宿った。

「狩しゆ猟りよう兵へいの真価を引き出すことは、簡単なようで意外に難しい。アイギスとの相性も含めて、狩猟兵はその精神状態次第で、戦闘力の振れ幅が大きくなりやすい──三姉妹がその能力を実力以上に発揮できるのは、それを支える人間達の成果だよ」

　このバージルの熱弁に、ゼニスは曖あい昧まいな笑みを返す。

　こうもゼニス達を持ち上げるからには、何か裏があると見ていい。

　だがバージルは、不意に肩の力を抜き、大きく嘆たん息そくした。

「……ということを話して、三姉妹の引き抜き工作を止やめさせたんだ、実は。うちのユニオンにも、けっこう目端の利きくのがいてね……私の権限でストップをかけたけれど、手柄を焦あせって接触してくる奴やつがいるかもしれない。もし何かあっても、それは私の差し金ではないから……気をつけてくれ。いや本当に、君らには迷惑をかける──」

　テーブルに手をついて頭を下げるバージルを見て、ゼニスは思わず吹き出した。苦労性だとは思っていたが、水面下でまた何かあったらしい。

「いや、頭を上げてください。どうせ誘われたところで、うちの三姉妹はそうそうなびきませんから……むしろ、強さを評価していただいて光栄です」

　顔を上げたバージルが、改めて微笑を見せた。

「そもそも君らも悪い。まさかあんな簡単に、蝕しよくを谷間に追い込んで殲せん滅めつできるなんて──想定外もいいところだよ。こっちは相当の被害も覚悟していたんだ。それが、蓋ふたを開けてみれば少ない被害での大勝利……おまけに、例の三姉妹の勇姿だ。噂うわさでしか聞いてなかったって連中が、直じかに戦う場面を見て完全に骨抜きにされた。引き抜き話には本当に気をつけてくれ」

　ありがたい忠告に、ゼニスは頷うなずきを返す。

「はい。気をつけます──ところで、今日はどういったご用件で？」

　バージルが、ちらりとヴィオレッタの顔色をうかがった。

　怜れい悧りな女隊長は、言葉少なにバージルの出方をうかがっている。

「そうだな……さて、どう言ったものか──いいや、単刀直入にいこう。君達、うちのユニオンに加盟しないか？」

　ゼニスとヴィオレッタは、思わず顔を見合わせた。

（やっぱりきましたね……）

（さて、どんな条件になるか──）

　これは声には出さず、視線で通じ合う。

　──誘いがあるかもしれないと、想定してはいた。

　ただ、今のゼニス達はユニオンに納める参加費用や、運営費の捻ねん出しゆつさえ懐ふところに痛い。

　仮に入ったところで末端の弱小都市に過ぎず、発言力も期待できないため、早い話がメリットが少ない。下手へたをすると優秀な狩しゆ猟りよう兵へいだけをとられて、飼い殺される危険すらある。

　即すなわち、加盟の如何いかんは条件次第としかいえないが、そもそも条件を出せるほど強い立場でもない。

　バージルの性格からして考えにくいが、むしろ相手から無理な条件をつけられそうな立場とさえいえる。

「街を……それから、ゼニスや三姉妹を救ってもらった恩もある。もちろん、お誘いとあらば前向きに検討したいところだが……」

　ヴィオレッタの意思表明を受けて、バージルが満面の笑みを見せた。

「賢けん明めいだ。決して君達にとって悪い話にはならないよ。条件は三つ。まずは、ユニオン内の街が危機に瀕ひんした際の救援活動への参加。それから、毎年一万ドルクの運営費の納付。最後に──ゼニス、君に仕事を頼みたい。私の同志になってくれ」

　最後の条件できょとんとしたゼニスとは裏腹に、ヴィオレッタの眼めがすっと細くなった。

「……なるほど、さすがに目が高い。三姉妹よりうちの軍師に眼をつけたか──そういうことなら、お引き取り願おう。彼を渡す気はない。うちの生命線だ」

　バージルが慌あわてて首を横に振った。

「いや、違う違う。ヴィオレッタ、引き抜きがしたいわけじゃないんだ。ゼニスにはもちろん、このままこの街の軍師を続けてもらう。それとは別に──ユニオンにおける、私の相談役を兼任して欲しい。参さん与よの一人ってことだ。常勤ではないから、報ほう酬しゆうは年に一万ドルク程度しか出せないけれど……」

　ヴィオレッタが首を傾かしげた。

「……ん？　運営費の額が一万ドルクだったな……？　つまり……相そう殺さいということか？」

「そう受け取ってもらって構わない。まぁ……君達だけを特別扱あつかいにはできないから、運営費の免除まではできない、って理由もあるんだけどね」

　条件がそれだけならば、破格といってもいい。

　バージルが片目を瞑つぶった。

「あとね。相談役をやってもらう上で、さすがに街がここじゃ遠すぎるんだ。私の街の近くに、ユニオンで確保した非常用の骸むくろがある。ほぼ手つかずで、土の質も資源の量も申し分ないはずなんだけれど……そこを譲ゆずるから、街ごと引っ越してきてくれないか？」

　この申し出に、ゼニスは絶句した。

　ヴィオレッタまで眼を丸くして、バージルをまじまじと見つめる。

　建前はどうあれ、これは要請などではなく、完全に〝援助〟そのものだった。

　現在の骸の資源が枯こ渇かつしていることは誰だれの目にも明らかだった。バージルはそれを見越した上で、この街のために新しい骸を提供すると申し出ている。

　しかもユニオンの中枢に近い街なら、盗とう賊ぞくも滅めつ多たに手出しができないため、防衛のための戦力も節約できる。

　破格を通り越した異常な好条件に、ゼニス達は耳を疑った。

「さすがに、それは……」

「……ちょっと待ってくれ、バージル。そこまでしてくれる理由がわからない。どういうつもりだ？　何か裏があるとしか……」

　バージルがゆっくりと頷うなずいた。

「もちろん裏はある。はっきり言おう。私は……君達を敵に回したくない。そしてできれば、味方に引き込んでおきたい。予備の骸むくろ一つでそれが叶かなうなら、安いものだと思っている」

　表情としては微笑ながら、バージルの眸めは怖いほどに真剣だった。

　ゼニスはその眼めに吸い込まれそうな威い圧あつを覚えつつ、呆ぼう然ぜんと問いかける。

「どうして、そこまで……貴方あなたはユニオンの長おさです。戦力も人材も、もう充分に持っているでしょう？　わざわざ、うちみたいな弱小の街を引き込まなくても……」

「確かに、心強い仲間が大勢いる。だけどね……それでも足りないんだ」

「……足りない？　まさか……〝ジオルート〟とでも戦う気ですか？」

　それは、巨大な街を率いて周囲の街を圧倒する、ある有力者の名だった。

　黒い鎧よろいに身を包んだその男の名を出すだけで、歴戦の狩しゆ猟りよう兵へいでさえ震ふるえ上がる。

　バージルはしかし、身じろぎもせずに天井を睨にらんだ。

「ジオルートは……確かに脅きよう威いだ。こっちから喧けん嘩かを仕掛けるつもりはないけれど、いずれ敵になる可能性はある。でも……私が恐れているのは、彼だけじゃない」

　ゼニスははっとした。

「…………〝メテオロス〟……ですか？」

　ナターシャの街でバージルから聞いたその名を、彼はこの場で口にした。

　バージルは何も答えない。

　ただ、その無言は否定ではなく──

　ゼニスの疑念を肯定するように、重く苦々しい気配を明確に醸かもしていた。
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　バージルが来訪した翌日。

　新しい骸への再移動の準備に慌あわただしい中、カーディの工こう房ぼうには珍しい客が訪れていた。

　艶なまめかしい程ほどに肌はだを露ろ出しゆつした薄うす着ぎの、どこか野性的な趣おもむきが漂ただよう娘──

　緑色の髪を乱暴にかきあげながら、彼女は仕事中のカーディと、その手伝いをしていたゼニスの前にふらりと現れた。

「やあ、師し匠しよう、ゼニス。ひさしぶり！」

　その男おとこ勝まさりな声に、カーディが珍しく眼めを見開く。

「アウィか！　こいつはまた、どういう風の吹き回しだね？」

　かつての愛まな弟で子しの、数年ぶりの来訪だった。

　アウィケンナという名のその娘は、カーディの元で鍛冶かじの腕を磨みがいた後、独立して余所よその街へ行った。

　元々、風来坊のような気質の娘で、修業期間も五年程度だったが、師たるカーディにとっては優秀な弟子の一人だった。

　そしてゼニスや三姉妹にとっては、最年長の姉のような存在でもある。

「アウィさん、ご無ぶ沙さ汰たしています。旅の途中ですか？」

　今朝けさ、隊商が入ったという報告は把は握あくしていた。おそらくは、その隊商と同行してきたのだろう。

　アウィケンナは頷うなずき、ゼニスの頭を乱暴に撫なで回した。

「うん、ちょっと他ほかの骸むくろに移ることになって──ゼニスはいい男になったねえ。背も伸びて、こりゃフラーメも浮気に警戒しないと大変だ」

　あくまで現状を知らぬがゆえの冗談だろうが、ゼニスは思わず頰ほおをひきつらせる。

「あ！　アウィ姉だ！　なになに、どーしたの!?」

「え？　アウィさん？　ほんとに!?」

「あら、ほんと。相変わらず色っぽいわねー」

　工こう房ぼうの奥から飛び出してきた三姉妹を見て、アウィケンナが眼めを細めた。

「三姉妹も元気そうね。あんた達の活躍は聞いてるよ。フラーメもエカルも綺き麗れいになって──うん、アガーテはそのまんまね」

「まあ、私は昔から綺麗だったし？」

　軽口をかわしながら、娘達は一通り抱だき合って再会を祝した。

　ドラペットのクロも、その足あし下もとで黒板を掲げる。




【　ごろなーご（訳・おかえりー）　】




「おおー、クロもひさしぶり！」

　両腕で抱かかえ上げた後、アウィケンナはこの猫ねこ型がたドラペットに頰をすりよせる。

「ははっ、あんたは相変わらず賢かしこいね。んー、この抜群の抱き心地……うちの工房でも、こいつを再現できないかと思って試したんだけど、どうしてもうまくいかないんだ。師匠、あれから何匹か成功した？」

「……いや。何がどうしてこうなったのか、さっぱりわからんままだ」

　腕のいい鍛か冶じ師しをも悩ます正体不明のドラペットは、ドヤ顔で両手を掲げる。カーディに代わって「お手上げ」とでも言いたいらしい。

　再会の喜びが一段落したところで、アウィケンナはクロの頰をむにむにといじりながら、来訪の理由を話し出した。

「さっきも言ったけど、街を移ることになってさ。せっかくの機会だし、久々に師し匠しように挨あい拶さつしておこうかと思って──こっちに向かう知り合いの隊商がたまたまいたから、その人達に便乗させてもらって、ちょっと寄り道したのよ」

「ほう、移住か。どこかに引き抜かれたか？」

　アウィが曖あい昧まいに微笑ほほえむ。

「引き抜きじゃなくて、ただの移住なんだけど……うん。ちょっとややこしいことになっててね」

　クロが運んできたお茶を受け取りながら、彼女はわずかに声をひそめた。

「師匠やゼニスは、うちの街の隊長や軍師とは……面識あったっけ？」

　カーディが即座に首を横に振る。

「いや、ないな」

「俺おれもないですね。書簡を送ったことはありますが、お会いしたことは……あれ？　そういえば、監視網構築の誘いは送ったはずなんですが、返事がまだ──」

　アウィケンナが、重い感情を吐き出すように深い嘆たん息そくを漏もらした。

「その手紙、ゴタゴタの中で行方ゆくえ不明になってるよ、多分。タイミングが悪かったね……ほら、ゼニス達がやっつけた蝕しよくの大群。あいつら、うちの街の近くも通ったんだ。たまたま移住ルートの見回りに出ていたうちの狩しゆ猟りよう兵へい部隊が、あれと正面から遭そう遇ぐうしちゃって……隊長も軍師も主力の連中も、みんなまとめてやられちゃった」

　ゼニスは絶句した。

　カーディも無言で、愛まな弟で子しの頭を子供扱あつかいに撫なではじめる。

　その態度にわずかに苦笑して、アウィケンナは肩をすくめた。

「師匠、もう子供じゃないんだから……一応、街そのものは無傷だったんだけどね。たぶん──ゼニス達が掃そう討とうしたあの群れにも、うちの狩猟兵達が何人か混ざっていたんじゃないかと思うよ。仇かたきを討ってくれて……ありがとうね」

　珍しくしおらしい彼女の姿を見て、ゼニスはいよいよ何も言えない。

　大規模化した蝕の群れは、何も地から湧わいてきたわけではない。その戦力は、すべて〝犠ぎ牲せい者しや〟のなれの果てだった。

　アウィケンナは淡々と話し続ける。

「街に待機していた狩猟兵も少しはいたんだけど、まだ若いのばっかりでさ。次の隊長候補もいないし、いっそ街を解散して、みんなばらばらに余所よその街へ流れたほうがいいんじゃないか、なんて話もあったんだけど──」

　決して他人ひと事ごとには聞こえない。そうした決断に至った街は過去にも山ほどあるし、ゼニス達自身、その選せん択たく肢しを検討したこともあった。

「でも、そもそも移住の準備中で、次の骸むくろ自体も確保できていたからね。護衛は心こころ許もとないけど、とりあえず移動しようってことになって……先行きが不安すぎて別の街へ移った人らもいるけど、私は顔見知りの連中と一緒に、新しい骸でまた鍛か冶じ場ばをやるつもり」

　カーディが目め許もとを歪ゆがめた。

「アウィ──いっそうちの街で、この鍛冶場の跡を継ぐ気はないか？　もしお前が来てくれるなら、わしはそろそろ引退してもいいと思っている」

　アウィケンナがけらけらと笑って、カーディの背中をばしばしと叩たたいた。

「見た目はともかく、実際にはまだ老ふけ込むような年じゃないでしょ、師し匠しようってば。私は大だい丈じよう夫ぶだって！」

　豪ごう快かいに笑った後、彼女は妙に優やさしげな目つきに転じた。

「それに──可愛かわいい妹分みたいな子が、臨時の軍師役としてやけに頑張っててさ。あれはちょっと見捨てられないかなぁ……って。ま、そんな話。ついでに、なんか余所の街から新しい隊長さんが来てくれそうなんて噂うわさも聞いたし、なんとかなるでしょ」

　カーディが目元を緩ゆるめて頷うなずいた。

「お前らしいな──しっかりやれ」

「ん。まぁ程ほど々ほどにね。それより……そっちこそどうなのよ？　言っちゃなんだけどこの骸……ちょっと酷ひどすぎない？」

　ゼニスは苦笑いで頷いた。

「ええ、酷いですよね。で、実はうちも、数日中にこの骸を離れてまた移動するんです。今はその準備中で──」

「へえ。じゃ、いいタイミングで挨あい拶さつに来れたってことか。あぁ、あと……ナターシャも、こっちの新しい街に一狩しゆ猟りよう兵へいとして来るみたい。もう聞いた？」

　アウィケンナが思い出したように付け加えた。

「え!?　ナターシャさん、元の街の隊長職に復帰しないの!?」

　フラーメが驚おどろいた声をあげたが、ゼニスはこの点について、既すでに事情を知っていた。

　三姉妹に話していないのは、確定事項ではなく、また行き先も未定だったためで、概おおむね状況は把は握あくしている。

「ああ、そっちの街に決めたんですか。じゃ、紹介状は要いらないかな……」

「え？　ゼニス、知ってたの……？」

　フラーメが詰め寄る。

「なんで教えなかった、とか言うなよ？　ナターシャさんも悩んでたみたいで、いろいろ未定だったんだ。事情もちょっと複雑で……」

　もっとも大きな理由は、「一狩しゆ猟りよう兵へいとして、自分を鍛きたえ直したい」という妙に漢おとこらしいものだった。

　ナターシャは、生まれ育った街で狩猟兵となり、そのまま隊長にまで出世したため、他ほかの街を知らなかった。

　その視野の狭さを、今回の一件で思い知ったと当人は言っていた。

　先代の隊長から引き継いだ街を守ること──

　それを重視するあまり、彼女は「先代のやり方」をそのまま踏とう襲しゆうし、「蝕しよくの異常発生」という外的要因に対処できなかった。

　真に街を守りたいのであれば、街単体ではなく、その周辺全体の状況を把握し、常に対策を打ち続けなければならない。




〝私は、自分の街しか見ていなかった──〟




　彼女の自身を責めるような物言いに、ゼニスは慰なぐさめの言葉を思いつかなかった。

　ナターシャ個人が悪いとは決して思わない。彼女は与えられた環境で精一杯のことをしていたと思う。

　だが、先代から〝与えられた環境〟であるがゆえに、彼女達は幹部も含めて、周辺状況の変化に鈍感だった。

　蝕の脅きよう威いに対し、出兵を依頼しに来たバージルを、彼女達は手ぶらで帰そうとした。

　蝕の襲しゆう撃げきを実際に受けてようやく、自分達のそうした認識の甘さを思い知ったのかもしれない。

〝過去〟が平へい穏おんだったからといって、〝未来〟の安全が約束されるわけではない。

　平穏を保とうと思えば、むしろ状況の変化に応じて自らを変えるだけの努力が必要となる。

　進化に適応できなかった種が滅んでいくのは自明の理で、人類が今も滅んでいないのは、むしろ変化の中で可能性を模索し続けてきたからこそだった。

　つい数日前、ナターシャは妙にさばけた口調でゼニスに語ったものである。




〝今のままで隊長職に戻っても、私はたぶん同じことを繰り返す。一度、他ほかの街に行って、そこで一狩猟兵として自分を鍛きたえ直したい。それにうちの街には……私よりも隊長職に適任な奴やつがいるからね。バージルのユニオンにも加盟することになったみたいだし、大だい丈じよう夫ぶだろう〟




　そう言った時の彼女は気丈な笑みを見せていたが、それでも牛ぎゆう頭とうとの戦いで死なせてしまった部下や、モーベインのことを吹っ切れていないのは明らかだった。

　モーベインが牛頭を道連れに、斜面を転がり落ちた後──

　もっとも強硬に引き返すことを主張したのは、ゼニスではなく彼女だった。

　もはやあの場所で死ぬつもりだったのだろうが、後から冷静になってみて、自分の行為が〝隊長〟の任にある者としてふさわしくなかったと自覚したのかもしれない。

　指揮官は生き延びなければならない。生き延びなければ、失敗の経験を後に生かすことさえできない。

　この点はゼニスも、モーベインから散々に言われてきた。あるいはモーベインも、ゼニスに言うふりをして自分自身に言い聞かせていたのかもしれない。

　指揮官は最後まで生き延びなければならない──

　部下を死なせるくらいなら、自分が死んだほうがましだ──

　理屈と感情は、よくこうした矛む盾じゆんを引き起こす。

　その矛盾といかにして折り合うかもまた、指揮官たる者の重要な資質の一つだった。

（……少なくともナターシャさんは、自分に足りない部分と向き合おうとしている──そういうところは、隊長向きだと思うんだけどな……）

　彼女にはいずれ、また街を率いて欲しいとは思う。

　ゼニスがそんな考え事をしていると、アウィケンナの視線がふと鍛か冶じ場ばの入り口に向いた。

　そこに旅たび支じ度たくの青年がふらりと現れる。

「ゼニス、いるかい？　そろそろ出発するから、とりあえず挨あい拶さつに来た……んだ……けど……」

　バージルが固まった。

　アウィケンナが首を傾かしげる。

「ん？　お客さん？」

　失礼なことを言われる前に、ゼニスは慌あわてて前に出た。

「違いますよ。ユニオンリーダーのバージルさんです。バージルさん、こちらはこの工こう房ぼうで以前に修業されていた、鍛か冶じ師しのアウィケンナさんです。旅の途中に立ち寄られて……あの……バージルさん？」

　何故なぜか固まったまま反応しないバージルを訝いぶかしく思い、ゼニスはその視界を遮さえぎるように真正面へ立った。

　途と端たんにバージルが裏返った声をあげる。

「……あ。ゼ、ゼニス君、奇遇だね？　こ、こんなところで会うなんて……？」

「君……？　……いえ、奇遇も何も、自分がここにいるのは不思議でもなんでもないと思うんですが……」

　この鍛冶場はゼニスにとっては実家も同然である。しかも現在は来客用の応接室も借りている。

　挙動の怪しいバージルに、アウィケンナがつかつかと歩み寄った。

「誰だれ？　ゼニスの友達？　新しい狩しゆ猟りよう兵へいとか？」

「……アウィさんも、意外と人の話聞かないですよね？　さっき言ったでしょう。〝ユニオンリーダー〟のバージルさんです。うちが今度、加入する予定のユニオンの長おさですよ」

「へぇ……若いのに大物なんだ？」

　あまりそうは思っていない軽い口調で、アウィケンナはまじまじとバージルを見つめた。

　バージルの側は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるもかくやとばかりに、直立不動で立ち尽くしている。

「ゼ、ゼニス……こちらの方は、その……君の、知り合いなのかな……？」

　ゼニスは思わずその場に座り込みそうになった。アウィケンナはともかく、バージルが明らかに普通ではない。

「バージルさん、しっかりしてください！　今、説明しましたよ？」

「あ、そ、そうか……ええと、恋人……？」

「誰もそんなこと言ってません！　カーディさんの昔のお弟子さんです！　唐とう突とつに恐ろしい誤解をしないでください！」

　気づけば工こう房ぼうの隅すみに座り込んだアガーテが、ひきつけを起こしたように必死で笑いを堪こらえていた。

　フラーメは不思議そうに首を傾かしげ、エカルラーテは退屈しのぎにクロの毛け繕づくろいをはじめてしまう。

　妙な沈黙の後、バージルがくるりと踵きびすを返した。

「……出直してくる」

「……あ、はい……え？　いや、あの、そもそも出発前なんじゃ……!?」

　右手と右足を同時に出しながら、バージルはぎこちない足取りで去っていった。

　その背を見送って、アウィケンナが欠伸あくびを漏もらす。

「なんか変な人だったねえ。悪いヤツじゃなさそうだけど」

「……悪いヤツどころかこの街の恩人なんですが……二日酔よいか何かですかね……？」

　声を殺して笑っていたアガーテが、もはや涙目になってゼニスの背を撫なでた。

「ひいー……く、苦し……ふ、二人とも、本気でわかってないの……？　え？　冗談じゃなくて？」

　カーディが、長女の頭をぽんぽんと軽く叩たたいた。

「アガーテ、余計なことは言わんでいい。それよりアウィ、お前、そろそろ彼氏でもできたかね？」

　アウィケンナが悠ゆう然ぜんと胸を張った。

「ぜんぜん？　今は仕事が楽しいし、なんか周りが変人ばっかりで、いい男がいなくて……急に何？　師し匠しようがお見合い話でも用意してくれるの？」

「……いや、そういうわけじゃないがな──いないならいい。埒らちもないことを聞いた」

　クロが黒板にカチャカチャと文字を綴つづる。




【　※　交こう渉しよう材料を確保しました　】




　意味はよくわからなかったが、どうやら良からぬことを考えていることだけはよく理解できた。




　　　　　　　　　　[image: ]




　アウィケンナはこの日、三姉妹の部屋に泊まることとなった。

　隊舎暮らしのゼニスは固辞して逃げ出したものの、何故なぜかクロもついてきている。

　天幕に併へい設せつした簡易寝台に腰掛け、ゼニスは書類を眺ながめながら隣となりのドラペットに問いかけた。

「……お前はあっちじゃなくていいのか？　なんかほら……マスコット的に」

　クロは淡々と黒板に文字を綴る。




【　モフられ疲れ　】




「……そうか。お前もいろいろ大変なんだな……」

　猫ねこと同様、あまり撫なで回してもいけないらしい。

「いやほんと、猫なのか竜りゆうなのか、よくわかんない子だねぇ。量産できたらいい商売になりそうなのになぁ……」

「……ん？」

　いつの間にか、小さな生き物がクロを背後から抱かかえ込んでいた。

　赤い頭ず巾きんに細い手足は、どこか妖よう精せいを思わせる。

「……何してるんですか、アキナさん」

　神出鬼没の交易商人は、無抵抗のクロを存分にモフり続けている。

「え？　あー、えーとね。なんかいろいろ大変だったらしいから、お見舞いがてら、ちょっと寄ってみたんだけど……うん。元気そうで何より。アウィケンナにはもう会った？」

「ええ、ついさっき。アキナさんの隊商と一緒だったんですか？」

「そうそう。前の街でたまたま遭そう遇ぐうして、私らがこっちに寄るって言ったら……昔のお師し匠しようさんに会いたいから一緒に行きたい、って。いやぁ、師弟愛っていいよねー。私も優やさしくてお金持ちで損失補ほ塡てんとかしてくれるお師匠さんが欲しいなー」

「……それもう師匠じゃなくて、ただの都合のいいパトロンですよね……？」

　アキナの冗談に真顔で返しつつ、ゼニスはこの可愛かわいらしい商人に恩があることを思い出した。

「そうそう、アキナさん。先日はありがとうございました。ご存じの通り、バージルさんともうまく会えまして──今度、ユニオンにも加盟することになりました」

　アキナがわずかに声を落とした。

「うん、聞いてる──モーベインさんは残念だったね。同じ商人として……っていうと違和感あるか。あの人、隊商を率いてはいたけど、根っこの部分が完全に一狩しゆ猟りよう兵へいだったから。だけどほんと、人間としては好きな人だったよ。うん……いい人だった」

　商人同士の交流があったのか、彼女の声は常になくしんみりとしていた。

　そして気分を切り替えるように、アキナはゼニスの背中をばんばんと叩たたく。

「で、さ。バージルから聞いたんだけど、軍師さん、相談役になるんだって？　私も引き合わせた甲か斐いがあったわー……ってことで、なんか謝礼ちょーだい」

　アキナがにっこりと愛あい想そ良く両手を差し出す。

　ゼニスはしばし固まった。

「…………まぁ、お礼はするつもりでしたけど。そこまでストレートに言われると……」

　すっかり相手のペースに翻ほん弄ろうされているが、肚はらの探り合いをしないで済むのはありがたい面もあった。

「何がいいですかね。現金はちょっと……しばらく財政が厳しくて、倹けん約やくしないといけないんです。資源も今、移住直後で不足気味でして……」

「あー。そういうのはいいや。実は噂うわさで聞いたんだけど、軍師さんに恩を売ると、軍師さんを二時間好き放題にコキ使える素敵な券が手に入るって──」

　ゼニスは思わず眼めを剝むいた。

「ど、どこから仕入れたんですか、その話!?」

　体面の問題から、隊の外には漏もれていないはずの極秘事項である。

　アキナがけたけたと笑った。

「あ、やっぱりマジだったんだ？　いや、噂で聞いた時は〝まさかそこまではなー〟と思ったんだけど……で、何したの？　デートとか？　ハーレムとか？　けっこうヤバいことしちゃってるんでしょ？」

　ニヤニヤと問いつめるアキナの腕の中で、クロが黒板に不ふ穏おんな文字を綴つづった。




【　盾たての中の人を裸に剝いて、マッサージしてました　】




　ゼニスはクロを奪うばい返し、その文字をあわてて消す。

「ク、クロ!?　お前、どうして知って……」

　メアリーローズは、既すでにその券を夢の中で使用した。

　ただし周囲にその事実は漏れていないし、ゼニスも誰だれにも話していない。メアリーローズにも固く口止めした。

　アキナが眼めを糸のように細める。

「ええー……何？　軍師さんのアイギスって、もしかして……今、噂になってるアレ？　ほら、銀ぎん月げつの聖女とかいう……」

「……聖女？　なんですか、それ？」

　何か引っかかるものを感じて、ゼニスは問い返した。

「あれ？　知らない？　鍛か冶じ師しと竜りゆう遺い学がく者しや御ご用よう達たし、不定期刊行〝ドラゴンスミス〟の最新号。何年か前に、どっかの地方限定で発掘された竜りゆう鱗りんから、珍しいアイギスが発現してさ。スタイル抜群で、見た目からしてなんかえろい美少女アイギスなんだけど……ああ、ほら。これこれ」

　腰の道具袋から、彼女は一冊の研究誌を取り出した。

　それはカーディもたまに購入している、竜りゆう装そうに関かかわる研究論文誌だった。誌面は鍛冶師や学者の研究投稿で成り立っており、一般人はまず読まないが、専門筋では重宝されている。

　ゼニスは該がい当とうのページにざっと眼を通す。

「……持ち主に強く依い存ぞんし、さらに持ち主を依存させることで、絆きずなを強制的に強め戦力に転化するアイギス──？　……能力は高いが危険性も高く、今後の活用については長期間にわたる観察と注意が必要……って、ええー……」

　何がおかしいのか、アキナはけらけらと笑っている。

「何年か前から少数が出回っていたらしいけど、最近、遂ついに犠ぎ牲せい者しやが出て問題が発覚したみたい。怖いよねー？　アイギスなのにすっごい嫉しつ妬と深くて、噂うわさじゃ刃にん傷じよう沙ざ汰たも起きてるらしいよ？　あと、人間の恋人との三角関係に悩んだ持ち主が、武器と一緒に失しつ踪そうしちゃったりとか……」

　絶句して返事すらできないゼニスをよそに、アキナは極めて楽しげに知識を披ひ露ろうし続ける。

「見た目は清純派なのに、夢の中だと物もの凄すごい誘惑してくるんだってさ。問題が発覚してから、〝規制したほうがいいんじゃないか〟って意見と〝でも強いから勿もつ体たいない〟って意見が拮きつ抗こうしてて、今ちょうど揉もめてる感じ？　ま、こればっかりは鍛冶師の判断次第だよねぇ。規制するって言ったって、竜鱗なんて精製してみなきゃ、どのアイギスが召しよう喚かんされるかわからないわけだし」

　ゼニスの背を嫌いやな汗が流れた。

　誌面に出ているアイギスの名称については、もはや確認する必要もない。

（これって、どう考えても……）

　──とりあえずは見なかったことにして、論文誌をアキナに返す。

「どうよ？　もし欲しいなら、すげー高いけど時価で調達してあげても──」

「結構です。間に合ってます」

「……あれ？　なんか急に顔色悪くない？」

　道具袋に本を仕舞いつつ、彼女は首を傾かしげた。

「おっかしいなぁ、食いつくと思ったんだけど……こういうのって男のロマンじゃないの？」

「ごく一部のロマンではあるのかもしれませんが、大多数の人は尻尾しつぽを巻いて逃げ出す類たぐいの話です。あと……なんですか、その道具袋。ずいぶん本が入ってますけど、重くないんですか？」

「ああ、前の街でけっこう古い本が手に入ってさあ。持ち歩きながら目を通してる最中。もう売り先は決まってるんだけど、チラ見する程度ならタダでいいよ？」

　渡された本は、写本のようだが見るからに古い。表紙だけは装そう丁ていし直したらしく、まだ少し黄ばんだ程度だが、中のページは下手へたに力を込めると破けてしまいそうだった。

　目次をちらりと見た瞬しゆん間かん、ゼニスの背筋に悪お寒かんが走る。




「……〝メテオロス〟……？」




　執筆者の所属機関表記に、その名が混ざっていた。

　アキナが訳知り顔で頷うなずく。

「やっぱり知ってたかぁ……実はその本、バージルからの依頼で探してたんだよね。軍師さんが相談役になるって聞いて、ピンときたから──読んでみ。ちょっと正気を疑う内容だよ」

　ゼニスは慎しん重ちようにページをめくる。

　該がい当とうの論文はごく短い。研究報告というよりは、今後の研究方針についての表明に近く、協力者を募る言葉で終わっていた。

　問題は、その内容にある。

「……〝蝕しよくの戦略的利用実現に向けて〟……〝蝕を操る手段の確立〟……〝群れを率いる個体に指示を出すことで、全体を誘導〟……」

　目に入る文字列のいずれもが、あまりに不ふ穏おんな内容を示していた。

　詳しく読み進めるうちに、ゼニスの顔からは表情が消えていく。

　誌面に集中するその硬直した横顔を、アキナと彼女に抱かかえられたクロは、ただ無言のままにじっと見つめ続けていた。
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[image: 余章　落星の牛飼い達]







　交易商人のナディールは、地下深くへと続く螺ら旋せんの階段をゆっくりと下りていった。

　地表付近ではまだ生なま温ぬるかった空気が、次第に冷えて肌はだ寒ざむく感じられてくる。

　彼の視界に余人の姿はない。

　護衛も連れずにただ一人。

　足音を吸う奇妙な階段を、張りついたようなわずかな微笑と共に、黙々と下り続ける。

　やがて辿たどり着いた最下層には、彼を出迎える青い装束の娘達がいた。

　全員が目め許もとを隠すような髪飾りをつけているため、その美び醜しゆうはよくわからない。むしろ全員が同じ顔をしていそうな錯さつ覚かくさえ抱いだきそうになる。

　娘達の中の一人が、ナディールの前で恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「ナディール様、お待ちしておりました。皆様、既すでにおいでです」

　ナディールは大おお仰ぎように自らの額ひたいを叩たたく。

「……え？　僕が一番の遅刻？　……うわ、まいったな……また叱しかられそうだ」

　彼のこぼしたそんな軽口に、案内役の娘はくすりと笑った。

「ナディール様がもっとも遠方からお越しですから、仕方ありません。叱られるとしたら──別のことかと思います」

「……だよねぇ……いや、怖い怖い。君、替わってくれない？」

　娘はまた笑い、ナディールを先導して歩き出す。

　地下空洞の道は無意味に広い。

　天井は闇やみに吞のまれて見えず、左右の幅は荷車が三台ほども横に並べそうだった。

　青白く淡い光を宿す床は、妙につるりとした材質で、石でも竜りゆう骨こつでもない。

　それが何なのか、ナディールはもちろん、この〝施設〟を利用している誰だれもが知らない。

　そもそもここは、彼らが〝造った〟場所ではない。ただ〝見つけた〟だけである。

　遠い昔に滅んだと思おぼしき、太古の文明の遺物──

　そうした〝遺跡〟が、この世界にはいくつか残っている。ここはその中でも特に状態がいい。ほぼ破損がないままに、現在に残っている。

　青白く光る床も、竜りゆう鱗りんの武器でさえ傷一つつけられない強固な壁かべも、この先にある〝聖域〟も──

　その全すべてが、過去のものでありながら未知の技術で造られていた。

　案内の娘に導かれ、ナディールは〝聖域〟の手前にある狭い一室へと通される。

　聖域に入る資格を持たない者は、ここまでしか来ることを許されない。そもそもこの地下に下りてこられる者自体が、ごく限られている。

　薄うす暗ぐらい部屋に居並ぶ面々は、床と同じ材質の、青白く光るテーブルに下から顔を照らされていた。

　部屋はさほど広くないが、天井が異様に高い。テーブル全面から発せられる淡い光も届かず、代わりに星空のような光点がぽつぽつと散って見える。

　テーブルを囲む者達の年格好は、見事なまでにばらけていた。

　長衣をまとった皺しわ顔がおの老人、精せい悍かんな髭ひげ面づらの大男、青色の鎧よろいに身を固めた高貴な物腰の娘、猫ねこ耳みみのフードを目ま深ぶかにかぶった幼女、女のように化粧をした楽士の美青年、のっぺりとした覆ふく面めんと布地の多い衣ころも、全身白ずくめで肌はだの露ろ出しゆつが皆かい無むの奇妙な女──

　外見上は、およそ共通項が見えない。

　他ほかにも数人が座していたが、いずれも無む駄だ口ぐちを利きかず、不機嫌に黙りこくっている。

　ナディールはにこやかに彼らの前へ歩み出た。

「やあ、どうもどうも。遅れて申し訳ありません。このたびは緊急のお呼びだしということで──」

　上かみ座ざで背を向けたまま座っていた壮そう年ねんの男が、深々と溜ため息いきを漏もらした。

「ナディール、我々は君の手腕と主張を信頼して、〝牛うし飼かいの笛ふえ〟と〝導みちびきの牛ぎゆう頭とう〟を預けた……さて、言い訳を聞こう」

　ナディールは肩をすくめながら空席につく。

「言い訳はありません。バージルにしてやられました。あと……あの〝アステリオ〟を負かす狩しゆ猟りよう兵へいがいたというのも、ちょっと想定外で。やっぱり寄る年波には勝てなかったってことですかね？　いや、年はとりたくないです、本当」

　青い鎧に身を固めた娘が、この軽やかな弁べん舌ぜつを冷え切った声で遮さえぎる。

「……なるほど。年をとりたくないから早死にしたい、と──貴公のその望み、叶かなえてやろう」

「おっと、これは失言を──妙齢の女性の前で、年の話はタブーでしたか」

　娘の顔が険しさを増す。

「……口の減らん男だ。後ろ盾だてがなくば何もできぬ無能の分際で──」

「あぁ、いやいや、仰おつしやる通りです、はい。ただほら、私も無能なりに頑張ろうとは思っていまして──一応、ほら。回収には成功しちゃったんですよね、これがまた」

　ナディールは背に負った袋の中から、幾分か薄うす汚よごれた〝牛頭の兜かぶと〟を取り出した。

　居並ぶ面々の一部からどよめきが漏れる。

　テーブルにそのまま置かれた兜は、さながら牡お牛うしの生首だった。

「……なんと……破壊されたのでは……？」

「いや、汚染された川に落とされたと聞いていた。まさか潜って回収したのかね？」

「……どうして素手で触れるのよ？　偽にせ物ものじゃないの？」

　同志達からの矢継ぎ早の疑問に、ナディールはへこへこと頭を下げた。

「壊れているのは事実です。おそらく弾はじき飛ばされた時に、内部が破損したんでしょう。その意味で私の責任は免まぬかれません。が──破損した拍子に、今まで隠されていた内部構造の一部がわかりまして。もしかしたらこれ、うまく研究すれば複製もできるんじゃないかな、と──もちろんそのまんまとはいかないはずですが、劣化品でも面白いものにはなりそうでしょう？」

　猫ねこ耳みみのフードをかぶった幼女が、牛ぎゆう頭とうの兜かぶとに小さな手を伸ばした。

「……じゃ、これは私が預かるね。異論は……誰だれかある？」

　声こそ可愛かわいらしいものの、そこには有う無むを言わせぬ凄すごみが宿っていた。

　幾人かが一いつ瞬しゆんだけ息を詰まらせたものの、明確に反対する者はいない。

　幼女はくすりと微笑ほほえんで、牛頭の兜を背負い袋に仕舞い込んだ。

　同時に、上かみ座ざの男が肩を揺らして笑い出す。

「命拾いしたな、ナディール。転んでもただでは起きんか」

「おかげさまで。いや、正直逃げちゃおうかとも思ったんですけれど、大恩ある〝メテオロス〟から逃げるなんて真似まねは、私みたいな小心者にはとてもとても──」

　揉もみ手までして卑ひ屈くつさを装よそおうナディールを、幾人かの幹部が敵意のこもった眼まな差ざしで睨にらんだ。

　その視線を意にも介かいさず、ナディールは飄ひよう々ひようと告げる。

「〝牛頭〟が率いる大群を潰つぶした功績によって、バージルのユニオンには周囲の街から注目が集まっています。対応力を示したことで、おそらく一段と大きな勢力に成長するでしょう。あの男、最初からこれを狙ねらっていたんでしょうね。自分の勢力を強化するために、蝕しよくの殲せん滅めつという手柄を最大限に利用する──いや、敵ながらたいした手腕です。いずれジオルートより厄やつ介かいな勢力になるかもしれません」

「反省したまえ。結果的に、君がそのお膳ぜん立だてをした」

　上座の男の指摘に、ナディールは深々と頭こうべを垂れた。

「……だが、まぁ……あの男の抜け目なさを思えば、ユニオンの拡大は時間の問題だったな。我々もしばらくは表だっての活動は控え、研究と発掘を進め力を蓄たくわえよう──同志諸君、ナディールを吊つるし上げられなくて、残念だったな？」

　冗談めかして呟つぶやき、上座の男はそのまま奥へと続く扉に姿を消した。

　薄うす暗ぐらく狭いこの部屋には、ナディールが入ってきた扉を含めて、何故なぜか出入り口が八カ所もある。

　それぞれが違う場所につながっており、それぞれの先がどうなっているのかはナディールもよく知らない。

　他ほかの幹部達も次々に席を立ち、それぞれが進むべき方向へと狭い部屋を後にする。

　彼らを見送るナディールの前に、青い鎧よろいの娘が立った。

　端整な顔立ちを憎ぞう悪おに歪ゆがませ、彼女は低い声で告げる。

「……貴様はいずれ、私の手で殺してやる」

「あはは……怖いなぁ。ぜひお手柔らかに」

　舌打ちを残して、鎧の娘も部屋を出た。

　独り取り残されたナディールは、蒼あお白じろく薄うす暗ぐらい部屋を見回し、口の端に笑みを浮かべる。

「……世界を終わらせるのは──結局のところ、蝕しよくよりも──」

　無む邪じや気きに楽しげに笑いながら、彼も最後に扉を抜けた。




　──部屋にはもう、誰だれもいない。
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　……いえ、あの電子的な音声はまず冒頭の一頁ページ目めに持ってくるべきなのですが、文庫本となるとそうもいかず。

　そんなわけで、この小説はセガのオンラインゲーム、「ワールド エンド エクリプス」から派は生せいしたものになります。

　このあとがきを書いている時点ではまだサービス開始前なのですが、本が発売される頃ころには、おそらくスマホ版が稼か働どうしているはず。ゲーム内の街にクロの巨大な銅像、さもなくばクロ大だい仏ぶつが実じつ装そうされるまでには更さらなる歳さい月げつが必要かと思いますが（※されません）、ともあれ自分もえっさほいさと竜りゆう鱗りんの回収に勤いそしんでいる予定です。

　割わりとのんびり遊べる仕様（らしい）ので、これから参入の方もお気軽にぜひ。大だい丈じよう夫ぶです。怖くないです。メアリーローズさんも小説よりちゃんとしています。




　なお本編のゲームでは、主人公＝プレイヤーが隊長となり、軍ぐん師しのエステラ嬢じように補佐されつつ仲間の狩しゆ猟りよう兵へい達を率ひきいて戦っていくのですが──この小説版は、そちらとは別の街が舞台。時間軸もゲーム本編よりほんの少し前となっています。

　ゲーム版のストーリーはオンラインで進行中なため、ネタバレを避さけたという事情もあるのですが、基本的にはゲームに対するサブシナリオ的な位置づけで、プレイヤーとは別角度の視点から世界観を書いていこう、という方向性で書き始めました。ある意味では、公式の許可を得た二次創作、あるいはシェアードワールドノベルのような自由度でやらせていただいてます。




　さて今回、頁数が当初の予定を大幅に超えてしまい、ガチであとがきの行数がもうありません。グランチェイサーとかクリスマスナイツとかセガ関連のレゲー話を大っぴらに書けるせっかくの機会だというのに忸じく怩じたる思いです。

　一巻から駆け足の謝しや辞じになってしまい恐きよう縮しゆくなのですが、プロデューサーの本もと山やま氏をはじめ、多忙な中で資料提供や設定のチェックにご尽じん力りよくいただいたセガスタッフの皆様、毎度ご迷惑をおかけしています担当氏と編集部の皆様、さらに膨ぼう大だいなゲームイラストの合間を縫ぬってこちらのキャラデザインと挿さし絵えにと八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍をいただいたエナミカツミ氏、皆様のご助力の甲か斐いあって、どうにか本書もスタートラインに立てました。心から、ありがとうございます。

　この本を手にとってくれた貴方あなたにも、感謝を込めつつ──ゲーム共々、のんびりと楽しんでいただけましたら幸さいわいです。


２０１５年　秋　　渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

ワルエクの世界においては遠い過去に絶滅した「ドラゴン」が極めて重要な舞台装置となっています。古代ネコ文明の碑文によれば、ドラゴンとは「ドラ猫の権化」の略であり、つまり全ての竜とアイギスはかつてネコであったという衝撃の新事実が（以下妄言）
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。ゲーム『ワールド エンド エクリプス』ではメインキャラクターデザインを担当。多彩な画風で人々を魅了する実力派イラストレーター。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「渡瀬草一郎先生」係

「エナミカツミ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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